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―本冊子の構成―
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Ⅰ．全学オープン科目登録概要
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Ⅴ．科目登録における手続き方法・注意事項

Ⅵ．聴講料・実験実習料納入について

Ⅶ．他大学提供科目について

第２章 各センター科目概要
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Ⅱ．留学センター科目概要・注意事項

Ⅲ．The Center for International Education Courses/Precautions

１．科目登録の手引き

この冊子は、グローバルエデュケーションセンター・留学センター等が提供する全

学オープン科目を履修するうえで、必要不可欠な事項を網羅する履修ガイドです。

なお、この冊子は学部生を対象とした内容で構成されています。

はじめに

Ⅰ．グローバルエデュケーションセンター提供科目

Ⅱ．留学センター提供科目

Ⅲ．学部提供全学オープン科目

３．全学オープン科目一覧

Ⅰ．各センター授業について

２．授業について

第１章 全学副専攻を知る

第２章 全学副専攻 各副専攻 紹介

第３章 実践型教育プログラムを知る

第４章 実践型教育プログラム 各コース 紹介

第５章 データ科学認定制度

４．全学副専攻・実践型教育プログラム・データ科学認定制度

履修ガイド

※本冊子の情報は2021年２月時点の情報です。

最新のお知らせや変更点などは、「履修ガイド正誤表」等に掲載しますので、必ず以下のページから確認してください。

◆グローバルエデュケーションセンターWebページ（https://www.waseda.jp/inst/gec/）

◆留学センターWebページ（https://www.waseda.jp/inst/cie/）



はじめに

この冊子は、2021年２月現在の情報を掲載しています。それ以降の最新情報はグローバルエデュケーショ

ンセンター（正誤表等）・留学センターや各学部のWebページに掲載されますので、こまめにチェックして

ください。

全学オープン科目の単位の取扱いは所属学部で配布されている学部要項等を参照してください。単位の取

扱いに関するルール、科目登録日程等は学部によって異なりますので、必ず確認のうえ登録してください。

大学院生の場合、グローバルエデュケーションセンター提供科目の登録期間や対象科目が学部生と異なります。

登録にあたっては、こちらのページから情報を取得してください。

グローバルエデュケーションセンターWebページ 「大学院生の方へ：科目登録ガイド」

https://www.waseda.jp/inst/gec/graduate/registration/

全学オープン科目とは

原則、全学部生が履修できる科目を総称して「全学オープン科目」といいます。グローバルエデュ

ケーションセンターから提供する科目のほかに、各学部や留学センター、他大学から多彩な科目が

提供されています。

（１）グローバルエデュケーションセンター提供科目
グローバルエデュケーションセンター（GEC）では、全学部の学生が、専門分野に限らず全く異なる分野も学習できる

多種多様な科目を展開しています。

すべての学問の基礎となる大学生の必須スキルとして、アカデミック・ライティング科目（「学術的文章の作成」ほか）、

数学科目（「数学基礎プラスα（金利編）」ほか）、データ科学科目（「統計リテラシーα」「データ科学入門α」ほか）、情

報科目（「情報科学の基礎」「プログラミング入門」ほか）、英語科目（「Tutorial English」「Academic Writing and

Discussion in English」ほか）、国際教育科目（「グローバル・スタディーズシリーズ」ほか）、日本語教育科目（「日本

語教育学入門」ほか）を提供します。また、早稲田大学以外では学ぶ機会の少ない言語科目や、多数の特色あるスポーツ

実習科目（「ラグビー」「弓道」ほか）等も設置しています。

人間的力量科目と呼ばれる科目群には、国内・海外での実習や企業等と協同で実施するワークショップといった問題解

決型・体験型の実践的な学びを多く取り入れています。

科目の提供に加えて、GECでは「全学副専攻制度」を設けています。所属している学部で重点的に学ぶ「主専攻」のほか

に、その他の学問分野を「副専攻」として体系的に学び、主専攻の補強、第二の強みの獲得、主専攻の応用領域の獲得など

を目指します。全学副専攻履修者・修了者には証明書が発行されるため、対外的・社会的にも自分の取り組みを証明するこ

とができます。

（２）留学センター提供科目
国際教育プログラムの実施拠点として海外からの留学生の受入や早大生の海外留学を実施するとともに、学部生を対

象に国内、海外での授業を実施しています。

（３）学部提供科目
各学部が他学部生に向けて提供している科目です。科目の種類や科目数は学部によって異なりますが、現在全学部が

「全学オープン科目」として他学部生に科目を提供しています。科目は科目一覧（49ページ以降）で確認できます。

２ ３

本冊子では、科目登録に係る諸手続きや注意事項を説明しています。ルール

や仕組みなどを理解し、履修計画をきちんと立てられるよう、科目登録前に

は必ず熟読し不明な点をなくすようにしてください。

学部要項・学部の

科目登録手引きを読む

１
全学オープン科目

履修ガイド(本冊子)を読む

※単位の取扱い、Web登録の方

法などを確認

※全学オープン科目の概要、登録

方法、注意事項などを確認

Webシラバスで

科目の情報を確認する

※科目ごとの最新情報を確認
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１．科目登録の手引き





第１章

全学オープン科目登録概要・注意事項

科

目

登

録

の

手

引

き

― 1―



Ⅰ．全学オープン科目登録概要

・春学期科目登録の対象となるのは、以下の期間に開講する科目です。

「通年」「集中講義（春・秋学期）」「春学期」「春クォーター」「夏クォーター」「夏季集中」「集中講義（春学期）」「夏秋

期」「夏シーズン」

・秋学期科目登録の対象となるのは、以下の期間に開講する科目です。

「秋学期」「秋クォーター」「冬クォーター」「冬季集中」「春季集中」「集中講義（秋学期）」「冬シーズン」

「全学オープン科目」と「他学部提供科目」の違い

「全学オープン科目」は他学部生であっても、１次登録から申請ができるよう開放されている科目です。

一方「他学部提供科目」は各学部で自学部生の登録が終了した後に、定員に余裕のある場合のみ他学部生に

開放する科目です。そのため「他学部提供科目」は科目登録の状況次第で登録対象科目が変わります。「他

学部提供科目」の登録日程および対象科目の確認方法等は科目を提供している学部で確認してください。
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○ ○

他学部提供科目

○○○○○○
『教職課程履修の手引き』
（教職支援センター発行）

○

「春クォーター」「秋クォーター」科目のうち
週２コマ（週に２時限実施する）科目は、

３次登録の開放は行いません。
２次登録までに科目登録をするように

してください。

＜例：週２コマ科目＞
火２時限・金２時限 ※週に２回授業がある科目
水４〜５時限 ※２時限連続の科目
水２時限＋オンデマンド ※ハイブリッド科目

教職等資格関連科目

※ GEC提供の以下の英語科目は、グループ編成の都合上、登録機会が以下のとおりとなります。
・Tutorial English（春クォーター、秋クォーター開講）：１次登録のみ

科 目

―○
・全学オープン科目履修ガイド
・各学部Webページ

○

学部提供全学オープン科目

○

○

科目登録時期

参照先要項・手引き等

―

分類

―○――各学部Webページ

グローバルエデュケーションセンター提供科目

全
学
オ
ー
プ
ン
科
目

○○○○○○
・全学オープン科目履修ガイド
・留学センターWebページ

留学センター提供科目

――○―

【他大学】
広島大学

○

【他大学】
京都地域の大学・短期大学

【他大学】
九州大学

【他大学】
武蔵野美術大学
東京家政大学

インターンシップ科目

Ｗ
ｅ
ｂ
科
目
登
録
以
外

2021年度の他大学との単位互換制度は中止
となります。

・他大学マニュアル
・GEC Webページ
（https://www.waseda.jp/inst/gec/）
→学部学生の方へ
→→他大学提供科目

【他大学】
f-Campus

キャリアセンターにて個別申請

Ｗ
ｅ
ｂ
科
目
登
録

『インターンシップの手引き』
（キャリアセンター発行）

2021年度の他大学との単位互換制度は中止
となります。

英語科目（※）

情報科目

データ科学科目

数学科目

アカデミック・ライティング科目

・全学オープン科目履修ガイド
・GEC Webページ
（https://www.waseda.jp/inst/gec/）

日本語教育科目

国際教育科目

人文・社会科学科目

自然科学科目

保健体育科目

言語科目

１次

【他大学】
東京理科大学

【他大学】
東京女子医科大学

・他大学マニュアル
・GEC Webページ
（https://www.waseda.jp/inst/gec/）
→学部学生の方へ
→→他大学提供科目

人間的力量科目

秋学期登録春学期登録

３次２次１次３次２次



Ⅱ．2021年度 授業カレンダー

※科目によっては、設置学部が別に指定する休講日に従い、休講となる場合があります。

※所属学部・研究科によって授業日程・補講期間・試験期間が異なる場合があります。GEC提供科目に関しては上記カ

レンダーにて授業日を確認してください。ただし、科目によっては別途日程を定めているものがありますので、必ず

下記のカレンダーやWebシラバスで確認してください。

Tutorial English 授業カレンダー：28ページ

※ガイダンスはすべて初回授業で実施します。ただし、別途ガイダンスを設けている科目もありますので、必ずWebシ

ラバス等を確認してください。

科

目

登

録

の

手

引

き
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２０２１年

４月 ５月 ６月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

７月 ８月 ９月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

10月 11月 12月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

：休日における授業実施日

：臨時の休業日

：夏季・冬季一斉休業期間

：授業調整期間

：オリンピック/パラリンピック開会式

：オリンピック/パラリンピック閉会式

２０２２年

１月 ２月 ３月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

：夏季・冬季・春季休業、創立記念日、早稲田祭

7/23（金） ～  8/ 8（日）
東京オリンピック

8/24（火） ～ 9/ 5（日）
東京パラリンピック

4/ 5（月） ～ 6/ 2（水）
春クォーター

6/ 3（木） ～ 7/21（水）
夏クォーター

7/24（土） ～ 7/30（金）
授業調整期間

7/31（土） ～  9/20（月）
夏季休業期間

12/23（木） ～  1/ 5（水）
冬季休業期間

2/ 2（水） ～  3/31（木）
春季休業期間

9/24（金） ～ 11/20（土）
秋クォーター

11/21（日） ～  2/ 1（火）
冬クォーター

：オープンキャンパス（未定）

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
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目
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Ⅲ
．
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
春
学
期
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
先
行
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
0
次
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
0
次
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
先
行
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
０
次
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
最
終
登
録
結
果
発
表

●
在
学
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
最
終
登
録
結
果
発
表

●
在
学
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
在
学
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
在
学
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
新
入
生
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月

●
授
業
開
始

取
消
・
区
分
変
更

全 体 日 程 政 教 育法
科
目
取
消

科
目
取
消

文 先 進基 幹 創 造文 構

3
次
登
録

3
次
登
録

3
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

３
次
登
録

在
学
生
1
次
登
録

在
学
生
1
次
登
録

在
学
生
1
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
1
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

在
学
生
１
次
登
録

ス ポ

新
入
生
1
次
登
録

新
入
生
1
次
登
録

新
入
生
1
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

新
入
生
１
次
登
録

 3
月

 4
月

2
次
登
録

2
次
登
録

2
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

２
次
登
録

国 教商 社 学 人 科 人 通

聴
講
料
納
入
期
間
①

対
象
：
1
次
登
録
で
決
定
と
な
っ
た

Tu
to
ria
l E
ng
lis
h

聴
講
料
納
入
期
間
②

対
象
：
①
以
外
の
0
～
3
次
登
録

決
定
科
目

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

10
:0
0

10
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

10
:0
0

10
:0
0

9:
00

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

17
:0
0

10
:0
0

17
:0
0
10
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

10
:0
0

17
:0
0
10
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

10
:0
0

17
:0
0
10
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

10
:0
0

17
:0
0
10
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0

9:
00

17
:0
0
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Ⅳ
．
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
秋
学
期
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
先
行
登
録
結
果
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
0
次
登
録
結
果
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
1
次
登
録
結
果
発
表

●
2
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
３
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
先
行
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
０
次
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

●
自
動
登
録
結
果
発
表

●
１
次
登
録
結
果
発
表

●
２
次
登
録
結
果
発
表

●
3
次
登
録
結
果
発
表

1
0
月

1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
1

2
3

4
5

6
7

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

政
1
次
登
録

3
次
登
録

法
1
次
登
録

3
次
登
録

1
次
登
録

3
次
登
録

商

3
次
登
録

3
次
登
録

3
次
登
録

3
次
登
録

1
次
登
録

3
次
登
録

1
次
登
録

3
次
登
録

1
次
登
録

3
次
登
録

全 体 日 程

３
次
登
録

取
消
・
区
分
変
更

２
次
登
録

１
次
登
録

2
次
登
録

教 育

9
月

先 進基 幹 創 造文 構 文

2
次
登
録

３
次
登
録

２
次
登
録

人 通

１
次
登
録

２
次
登
録

１
次
登
録

社 学

１
次
登
録

２
次
登
録

人 科 ス ポ 国 教

１
次
登
録

１
次
登
録

1
次
登
録

２
次
登
録

１
次
登
録

２
次
登
録

2
次
登
録

2
次
登
録

2
次
登
録

2
次
登
録

科
目
取
消

３
次
登
録

２
次
登
録

●
授
業
開
始

聴
講
料
納
入
期
間
①

対
象
：
1
次
登
録
で
決
定
と
な
っ
た

Tu
to
ria
l E
ng
lis
h

聴
講
料
納
入
期
間
②

対
象
：
①
以
外
の
0
次
～
3
次
登
録

決
定
科
目

1
0
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

1
0
:0
0

17
:0
0

1
0
:0
0

17
:0
0

1
7
:0
0

9
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

9
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

10
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

17
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

10
:0
0

10
:0
0

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

9:
00

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0

17
:0
0



Ⅴ．科目登録における手続き方法・注意事項

１．科目登録における注意事項について 〜正確に登録を行うために〜

【基本注意事項】（要確認）

（１）取消不可
一度「登録決定」となった科目の取消・変更は登録期間中、期間外を問わず一切認められません。また「処理中」と表

示されている科目の取消・変更も一切認められません。Webシラバス等を確認し、慎重に検討したうえで登録しましょ

う。

所属学部によっては、所属学部設置科目の取消を認めている場合がありますが、混同しないように注意してください。

（２）登録期間外の申請不可
登録期間を過ぎたあとの申請は一切受け付けません。日程をよく確認し、余裕を持って登録しましょう。

（３）選考方法
履修希望者が定員を超えた場合は、志望理由書による選考もしくは抽選によって履修者を決定します。選考方法は科

目一覧（49ページ以降）で確認してください。登録が決定とならなかった場合は、登録結果通知に「不合格」または「選

外」として表示されます。

（４）１次登録での登録に関して
以下の科目は、１次登録期間のみ開放されますので、登録を希望する際は十分注意してください。

・Tutorial English（春クォーター、秋クォーター開講)

・学部提供全学オープン科目

（５）２次登録、３次登録での登録に関して
２次登録、３次登録では授業開始後に登録結果が発表されます。

授業には、登録決定前から出席するようにしてください。

※オンライン授業の場合
WasedaMoodle等を通して実施されます。WasedaMoodle上で受講が可能となるのは、当該科目の登録結果が

発表されたのちとなります。初回授業に参加できない場合があることに十分留意した上で、科目登録を行ってくださ

い。

「春クォーター」「秋クォーター」科目のうち週２時限実施する科目については、３次登録での開放は行いま

せん。２次登録までに科目登録をするようにしてください。

〈例〉週２回 火２時限・金２時限 実施

週１回 水４〜５時限 実施

週１回 水２時限・オンデマンド 実施（ハイブリッド科目）  ３次登録不可

変更が生じた科目の情報はGECWebページに正誤表が掲載されていますのでご確認ください。

単位の算入・非算入の取り扱いや科目登録の基本的なルールは所属学部の「学部要項」や「科目登録の手引

き」で確認し、不明な点は所属学部事務所で相談してください。

【科目ごとに発生する注意事項】

（１）科目名末尾の数字やアルファベットの表記のちがい
①「（科目名称）１」、「（科目名称）２」：登録条件アリ

内容が連動している科目のため、「（科目名称）２」を登録するには以下の条件があります。

＜条件＞

・「１」、「２」を同時に登録する

あるいは

・「１」の単位を修得済みである

※科目名に「（科目名称）１」「（科目名称）２」となくても、指定された科目の単位を修得していることが条件と

なっている科目があります。科目登録の前にWebシラバスで必ず確認してください。

②「（科目名称）α」、「（科目名称）β」：登録条件ナシ

内容が関連する科目ですが、登録上の条件はありません。

③「（科目名称）01」、「（科目名称）02」：授業内容が同一

授業内容が同じ科目が、複数あることを示しています。登録可能なクラスは１つのみです。いずれかのクラスの

単位を修得すると、別のクラスを登録することはできません。（既得エラーとなります）
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（２）語学科目「朝鮮語」について
GECでは言語レベルに沿った履修のため、入門・初級・準中級・中級レベルにおいて、授業開始後に担当教員がレ

ベルに合っていないと判断した場合に、授業開始後であっても、中上級・上級クラスへの変更を指示する場合があり

ます。

これまでに朝鮮語（韓国語）を学習したことがある場合や、高いレベルの朝鮮語（韓国語）が使用できる場合には、

必ず１次登録開始日の前日までに、gec-help@list.waseda.jpへご連絡ください。１次登録期間中にレベル診断テ

ストの案内をします。

（３）学外実習科目
学外で実習を行う科目があります。科目ごとに費用や参加条件を指定しますので、必ず科目登録の前にWebシラバス

で確認してください。また、多くの科目が事前にオリエンテーション（詳細は対象科目のWebシラバスやWaseda

Moodleに掲載）を実施します。欠席すると実習等への参加が認められない場合がありますので必ず出席してください。

海外で実習を行う科目では、早稲田大学指定の海外旅行保険に加入することが必須条件です。（手続き上、不明な点は

GECまたは留学センターにお問い合わせください。）また、旅程中（往路・復路を含む）履修者の単独行動は認められま

せん。なお、実習に必要な諸手続きは自らの責任で行ってください。

社会情勢の変動等により、授業実施が危険と判断される場合は授業やプログラムを中止することがありま

す。また、学習活動における危険を回避するために担当教員やセンターから履修者に情報を求めたり、学習

中の行動を指示することがあります。そのため、担当教員等の指示にしたがうことが履修条件となります。

２．科目登録における登録エラー 〜登録の際に気を付けるポイントは？〜

科目登録で以下のような登録をした場合、その科目はエラーとなり登録が認められません。登録エラーの種類と内容

は次のとおりです。エラーとならないように十分注意して科目登録を行ってください。

同一の曜日時限に複数の科目を登録した。
Web科目登録時にエラーとして表示されます。重

複している科目のいずれかを取消してください。

エラー内容 結果

曜日時限重複エラー

エラー名称

登録制限単位数

オーバーエラー
制限単位数を超えて登録した。 超過単位分が無作為に登録不可となります。

遠隔地エラー ※

並行履修エラー 同一科目の複数のクラスを登録した。

休み時間内で移動できない遠隔地キャンパス

の科目を登録した。

Web科目登録時にエラーとして表示されます。

登録できません。

配当年次エラー 自身の学年では履修できない科目を登録した。 登録できません。

前提条件エラー
指定された前提科目の単位を修得していな

い。あるいは登録していない。

Web科目登録時にエラーとして表示されます。

登録できません。

既得・既登録エラー

既に単位を修得済みの科目（既得科目）ある

いは、既に登録が決定した科目（既登録科目）

を再度登録した。

Web科目登録時にエラーとして表示されます。

登録できません。

１クラスのみ無作為に登録されます。

※遠隔地エラーについて
下表のキャンパス間で授業を登録する場合、一定の移動時間を確保していないと「遠隔地エラー」となります。キャ

ンパス間を移動するための時間は事前によく確認してください。なお、他大学提供科目は、大学交流システムや紙での

登録申請時にはエラーとならず、のちにエラーとなるケースがあります。その場合には、早稲田大学の科目が取り消さ

れますので、各自で移動時間を十分に注意のうえ、登録を行ってください。

⇔ 所沢キャンパス 90分

エラーチェック設定時間

早稲田・戸山・西早稲田・喜久井町

キャンパス

キャンパス間移動パターン

所沢キャンパス ⇔
上石神井・東伏見・上井草

キャンパス
90分

早稲田・戸山・西早稲田・喜久井町

キャンパス
⇔

上石神井・東伏見・上井草

キャンパス
50分

※早稲田・戸山・西早稲田・喜久井町各キャンパス間の移動は、遠隔地エラーとはなりません。

※2021年度について、オンデマンドで実施される場合でも、曜日時限重複チェック・遠隔地チェックの対象となる場

合があります。

各授業方法区分によるチェック対象項目については、シラバス検索Webページ「授業方法区分について」を確認し

てください。
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３．グローバルエデュケーションセンター提供科目の志望理由入力方法について

グローバルエデュケーションセンター提供科目には、申請時に志望理由の入力が必要な科目があります。

志望理由が必要な科目は科目一覧（49ページ以降）の「志望理由」欄で確認してください。

志望理由の入力は基本的には１次登録のみ必要です（一部２次登録以降も入力が必要な科目があります）。

※「○○ １」「○○ ２」科目については、基本的には「○○ １」科目のみに志望理由の提出が課されます。

【志望理由入力方法】＜科目申請 → 登録科目一覧の「入力有」ボタンから、志望理由を入力する＞
①「成績照会・科目登録専用メニュー」画面からログインし、Web科目登録を行います。

②履修を希望する科目を検索・選択し、登録科目一覧画面で科目申請ボタンを押してください。

③申請が完了すると、登録科目一覧画面の「備考」欄に「入力有」ボタンが表示されます。

④「入力有」ボタンを押すと、志望理由入力画面が表示されるので志望理由を400字以内で入力します。

⑤入力が完了したら、「保存」ボタンを押して完了です。

志望理由入力にあたっての注意事項【重要】

・志望理由の入力は、科目申請後に可能になります。科目検索時ではありません。

・一定時間を過ぎると入力情報は「保存」できなくなり削除されます。入力に時間がかかりそうな場合は、

一度「保存」ボタンを押し入力を完了させてから再度入力してください（１次登録期間内であれば、志望

理由の内容確認と修正ができます）。

・必ず400字以内で入力してください。401字以降は、選考の対象となりません。

・所属学部の１次登録期間中に入力を完了してください。登録期間を過ぎるといかなる理由があっても入力

ができません。

・一部の科目では文字数や志望理由の内容が指定されることがあります。その際には入力画面をよく確認し

て指定された内容を入力するようにしてください。

担当教員による選考の結果「不合格」となった場合、登録結果発表画面に「書類選考結果：不合格」と表示

されます。
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４．科目登録に関する質問・相談について 〜わからないことを相談したい〜

（１）Support Anywhereで調べる場合
科目登録の手順やよくある質問等、科目登録に関する情報をまとめています。

まずは、問い合わせたい内容について記載されていないか確認してください。

Webページ：http://www.wnpspt.waseda.jp/student/supportanywhere

（２）MyWasedaから質問・相談する場合
成績照会・科目登録専用メニュー「問い合わせフォーム」からお問い合わせください。

回答はWasedaメールアドレスに返信しますので、回答が届くまでの間は定期的にメールを確認してくだ

さい。

（３）窓口で質問・相談する場合
早稲田ポータルオフィスでは、GEC設置科目に関する履修相談を受け付けています。

履修相談に関する詳細は、Support Anywhere「科目登録に関する問い合わせ・履修相談」で確認してください。

・電話：050X3628X4365（早稲田ポータルオフィス特設電話サポート）

※窓口開室時間のみの受付となります。

・対面：早稲田ポータルオフィス（７号館１階）

※2021年度は来訪予約が必要です。
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５．留学する学生を対象とした制度（履修保留／継続履修、帰国後登録）

■履修保留／継続履修

（１）履修保留／継続履修とは
「履修保留／継続履修」とは、登録決定となった春学期・秋学期および通年科目について、海外大学のサマースクール
への参加や留学のために授業期間の途中で履修を保留し、翌学期または翌年度に開講される同一科目を継続して履修す
ることができる制度です。
履修保留／継続履修については、それぞれ所定の期間に手続きを行う必要があります。

［例１］ 2021年度春学期開講の【科目A】を履修保留し、2022年度春学期に【科目A】を継続履修する場合

［例２］ 2021年度春学期開講の【科目A（01クラス）】を履修保留し、
2021年度秋学期開講の【科目A（02クラス）】を継続履修する場合

（２）必要な手続き
１．履修保留

2022年
１/31（月）まで

７/30（金）まで
科目の事情により履修保留が認められない場
合のみ、所属学部事務所から通知があります。

履修保留「不可」
科目の確認

３

手続き期間

２

手続き

履修保留申請

説明

所属学部事務所に申請します。詳細は、所
属学部事務所にご確認ください。

１
履修保留／継続履修
＜対象外＞科目の確認

申請前に、本制度の対象外となる科目を確
認します。

秋学期／通年科目春学期科目

４/５（月)〜30（金）
９/24（金)
〜10/29（金）

３/８（月）〜 ９/６（月）〜

２．継続履修

MyWasedaの申請フォームから必要事項
を入力し、申請します。
詳細は、所属学部事務所から通知がありま
す。

説明

継続履修申請

手続き

１

手続き期間

２

登録結果確認 登録結果通知メールもしくはWeb科目登
録画面で、登録結果を確認します。
※科目によっては、登録結果発表後に取消
となる可能性があります。

所属学部事務所に確認
してください。

所属学部事務所に確認
してください。

秋学期／通年科目春学期科目

2021年
９/１（水)〜３（金）

2022年
３/１（火)〜３（木）
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（３）注意事項（手続き前に必ず確認してください）
・本制度は、海外大学のサマースクールへの参加など、「留学」を事由とする場合のみを対象とします。

ただし、通年科目の履修者については、「休学」を事由とする場合も対象となります。

・クォーター科目（春／夏／秋／冬クォーター）および夏季／春季集中科目は本制度の適用対象外です。

・科目によっては、本制度の適用対象外となる場合があります。履修保留申請を行う前に、所属学部にて対象外の科目

を必ず確認してください。

・履修保留申請が所属学部事務所で受理された後であっても、担当教員の判断により、履修保留が認められなくなるこ

とがあります（その場合は、所属学部事務所から通知します）。

・履修保留申請が受理されても、以下の理由などにより、継続履習が認められないケースがあります。

①継続履修申請の入力内容に誤りがあった場合

②継続履修を行う学期・年度に、当該科目が「休講」、「廃止」、「開講学期変更」となった場合

③担当教員・授業計画の変更などにより年度間の相違が大きく、継続履修をしても単位修得要件を満たさないと判断

される場合

・継続履修を行った年度・学期に成績付与、単位修得となります（2021年度に履修保留、2022年度に継続履修を行

い、「合格」となった場合、2022年度に取得した単位として取り扱われます）。

■帰国後登録

（１）帰国後登録とは
「帰国後登録」とは、留学（主として長期留学）から帰国した学期に、夏クォーター／冬クォーターに開講する科目や

夏季／春季休業期間中の集中科目を新たに履修することができる制度です。

帰国後登録については、それぞれ所定の期間に手続きを行う必要があります。

［例］ 2020年度秋学期〜2021年度春学期に留学し、帰国後登録により2021年度夏クォーター科目（【科目A】）およ

び夏季集中科目（【科目B】）を履修する場合

（２）必要な手続き

所属学部事務所に確認してください
所属学部の指定する方法で、帰国後登録を

希望する科目を申請します。

帰国後登録申請
２

手続き期間

１

手続き

帰国後登録開放科目の

確認

説明

「帰国後登録開放科目一覧」（所属学部の

Webページなどに掲載）から、登録を受け

付ける科目を確認します。

３

冬クォーター/春季集

中/冬シーズン科目

夏クォーター/夏季集

中/夏シーズン科目

11/23（火）

〜11/30（火）

６/１（火）

〜６/８（火）

登録決定となった科目の聴講料・実験実習

料を所定の期間中に納入します。

納入期間初日にWasedaメールアドレス

宛に送信される納入案内メールにしたがっ

て、納入を完了させてください。

聴講料・実験実習料

納入

※対象者：

対象科目決定者および

私費留学生

４

４/26（月）

までに公開

10/19（火）

までに公開

登録結果確認 登録結果通知メールもしくはWeb科目登

録画面で、登録結果を確認します。
５/31（月）〜 11/22（月）〜
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（３）注意事項（手続き前に必ず確認してください）
・本制度は、交換留学・ダブルディグリー留学プログラム・CS（CustomizedStudy Programs）・私費留学などによ

り帰国後登録を行う学期に留学中の学生を対象とします。

〈全留学プログラム共通〉

・科目によっては、本制度の適用対象外となる場合があります。帰国後登録申請を行う前に、所属学部のWebページ等

で「帰国後登録開放科目一覧」を必ず確認してください。

・聴講料・実験実習料の必要な科目が登録決定となった場合、所定の期間に全額納入する必要があります。

詳細は以下を確認してください。

⇒ 聴講料・実験実習料の有無、金額について ≫ 「帰国後登録開放科目一覧」

（所属学部のWebページなどに掲載）

⇒ 納入方法について ≫ 13ページ

・帰国後登録で決定となった科目は、履修した年度・学期に成績付与、単位修得となります。

〈私費留学生のみ対象〉

・私費留学生については、留学期間中に本学へ授業料等を支払っていないため、帰国後登録により履修する科目の単位数

に応じて聴講料を納入する必要があります。科目ごとの単位聴講料は、「帰国後登録開放科目一覧」に掲載されていま

す。

［例］ 私費留学生が、帰国後登録によりGEC提供の夏季集中科目「Tutorial English」（２単位）を登録決定になった場

合の納入金額

実験実習料： 43,000円

単位聴講料： 72,800円 ※

計 ： 115,800円

※以下に定めるとおり、単位聴講料の納入金額には上限があります。

「単位認定料（Ａ）、当該留学期間に納めた在籍料（Ｂ）および聴講料（Ｃ）の合計額は、履修単位数および認定単位

数にかかわらず、当該留学期間の授業料、施設費、教育環境整備費、全学グローバル教育費の合計額を上限とする。」

帰国日の都合による欠席は原則配慮されませんので、授業開始日をよく確認した上で、履修を検討してくだ

さい。
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Ⅵ．聴講料・実験実習料納入について

１．聴講料・実験実習料の納入が必要な科目について

履修にあたり、聴講料・実験実習料が必要な科目については、所定の期間内に納入をする必要があります。

聴講料・実験実習料の有無および金額については、科目一覧（49ページ以降）を参照してください。

２．納入期間について

９月24日（金）〜10月１日（金）23：59１次登録で決定したTutorial English

秋学期登録

・上記以外の０次〜３次登録決定科目

・法学部の外国語B英語選択者（１年生自動登録）

上記以外の０次〜３次登録決定科目

登録学期

春学期登録

納入対象科目

１次登録で決定したTutorial English

納入期間

４月５日（月）〜10日（土）23：59

４月15日（木）〜20日（火）23：59

10月６日（水）〜12日（火）23：59

※上記期間外の納入は一切受け付けられません。納入期限に関わらず、早めに納入手続を行ってください。

※１次登録で決定となった「Tutorial English」については、グループ編成の都合上、その他の登録決定科目とは異な

る期間に実験実習料を納入します。

※必修登録者（１年生自動登録のみ）は、上記の期間に納入する必要はありません。（法学部の外国語B英語選択者を

除く。）

※法学部の外国語B英語選択者（１年生自動登録科目のみ）は、法学部発行の履修ガイドにてTutorial Englishの実験

実習料の納入期間を確認してください。

※国際教養学部生のうち、英語Ⅰ・Ⅱが免除となった学生が英語Ⅱの履修を希望する場合は、入学後最初の２学期間に

限り、Tutorial English科目（Upper IntermediateまたはAdvancedレベル）を自身で申請することにより、聴講

料・実験実習料の支払いが免除となります。なお、聴講料・実験実習料の支払いが免除となる対象レベルは、Upper

IntermediateまたはAdvancedレベルのみです。Academic Writing and Discussion in Englishなどを含む

GECの他の英語科目を履修する場合は、聴講料・実験実習料の支払いが必要となります。

３．納入方法について

科目の登録が決定したら、以下①〜③の方法で納入を完了させてください。

①納入案内メールの確認

納入期間の初日に、Wasedaメールアドレス宛に納入案内メールが届きます。

メールには、納入にあたり必要な情報が記載されていますので、必ず確認をしてください。

《納入案内メール》

差出人：fee-payment@list.waseda.jp

件名：【重要】2021年度春学期登録 聴講料・実験実習料の納入について

本文：【納入金額・納入期限・納入方法選択画面のURL・注意事項】などが記載

納入案内メールや納入手順案内メール（納入方法選択後に送信）が、 [迷惑メール] フォルダに入ってしま

うことがあるため、メールが見つからない場合は、検索ボックスに【検索キーワード：[fee-payment]】を

入力し、[迷惑メール] や [ゴミ箱] も含めて検索してみてください。

上記の方法でもメールが見つからない場合は、以下の窓口にお問い合わせください。

【納入方法に関するお問い合わせ】

fee-payment@list.waseda.jp （早稲田大学教務部教育企画課）

※お問い合わせの際は、必ずWasedaメールアドレスを使用し、学籍番号・氏名・所属学部・携帯電話番号

を明記してください。

※お問い合わせ対応時間：月曜〜金曜 9:00〜17:00（土日除く）

※科目登録に関する内容については、所属学部事務所までお問い合わせください。
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②納入方法の選択・確定

納入方法は以下の３つから選択できます。

メール本文中のURLをクリックし、納入方法選択画面から納入方法を１つ選択してください。

一度確定した納入方法を変更することはできませんのでご注意ください。

納入方法選択画面でクレジットカード情報を入
力して納入する方法

・VISA・MasterCardのみ対応。その他のブランド不可。
・分割・リボ払い不可。
・決済不可の場合は、納入方法選択画面に戻る。

納入方法選択画面で支払用番号を発行し、各金
融機関のインターネットバンキングまたは
ATMを利用して納入する方法
【詳細ページ（利用可能な金融機関など）】
http://www.pay-easy.jp/howto/index.html

・納入金額が10万円を超える場合、金融機関のATMは
利用不可（インターネットバンキングは可）。
・コンビニ設置のATMは利用不可。

納入方法選択画面より支払用番号を発行し、コ
ンビニ店舗で納入する方法
【詳細ページ】
https://waseda.box.com/v/waseda-feepayment

・Web上で納入先のコンビニを選択する必要あり
（番号発行後のコンビニ変更不可）。
・基本的にクレジットカードでの納入不可。
・30万円を超える納入不可。

説明 備考・注意納入方法

コンビニエンスストア
（受付番号）決済

クレジットカード決済

ペイジー決済

③納入手順の確認・納入完了

納入方法の確定後、Wasedaメールアドレス宛に納入手順案内メールが届きます。

その手順にしたがって、期限までに納入が完了すると、納入完了通知メールが届きますが、確認できない場合は、各

納入期間内にお問い合わせください。

※クレジットカード決済選択者は、②で納入方法が確定した時点で決済完了となり、納入完了通知メールが届きます

（納入手順案内メールは届きません）。

４．納入についての注意

・期間外の納入はいかなる理由があっても認められません（期限間際に納入を試みたが、完了しなかった場合も含む）。

未納の場合、決定科目の履修が認められないばかりか、その後の科目登録において抽選の順位が下がることがありま

す。なお、未納により決定科目の履修が認められなくなった場合でも、追加登録の機会はありません。

・聴講料・実験実習料は納入案内メールに記載された合計金額をすべて納入してください。一部の科目の聴講料・実験実

習料のみ納入することはできません。また、納入後の返金もできません。

・納入方法の確定後は、別の方法に変更できません。納入方法選択画面の注意事項をよく読んだうえで、確定してくださ

い。

・クレジットカード決済を利用する際は、カードの利用限度額や有効期限に注意してください。

５．納入のイメージ（参考）
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Ⅶ．他大学提供科目について

2021年度は、他大学との単位互換制度は中止となりました。
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第２章

各センター科目概要
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Ⅰ．グローバルエデュケーションセンター科目概要・注意事項

グローバルエデュケーションセンター（GEC）提供科目は、大きく分けて以下の科目区分に集約されます。

１． アカデミック・ライティング科目

２． 数学科目

３． データ科学科目

４． 情報科目

５． 英語科目

６． 言語科目

７． 保健体育科目

８． 自然科学科目

９． 人文・社会科学科目

10．国際教育科目

11．日本語教育科目

12．人間的力量科目

ここでは、科目群の概要と注意事項を紹介します。科目登録の前によく確認し、自分の興味ある科目を選ぶようにしま

しょう。科目の内容など詳細は、Webシラバスで確認できます。

本冊子に掲載されている内容に変更があった場合、GEC Webページ「履修ガイド正誤表」（https://www.

waseda.jp/inst/gec/）で随時修正情報を掲載します（「３．全学オープン科目一覧」参照）。科目登録期間中

は定期的に確認しましょう。

１．アカデミック・ライティング科目

オンデマンド科目「学術的文章の作成」では、学術的文章の慣習、語句の適切な使い方、分かりやすい構成の方法、引

用と出典の明記の仕方など、論文やレポート提出に求められる技能を学びます。文章作成力の向上と同時に思考そのも

のも鍛えることができます。

２．数学科目

身近なテーマを通して数学の基礎知識を身につけ、同時に数学的な論理的思考力を養います。金利などのテーマを、初

級レベルからステップアップして学ぶことができます。オンデマンドの授業で不明点があれば、メールやBBSのほか早

稲田キャンパス３号館２階にある「Math and Stat Center（MSC）」で個別指導を受けることも可能です。

３．データ科学科目

膨大な量のデータが溢れている現代において、データ科学の知識は文理系問わず、必要なものとなっています。
GECでは、学部や学年に関わらず履修できるデータ科学科目を、基礎から応用まで一通り学べるよう提供しています。
ノウハウだけではないデータ科学の考え方をしっかり学び、実際に自らの手でデータ解析を行えるようになることを目
的としています。
GECで提供しているデータ科学関連の科目は、いずれもオンデマンド科目であり、これまでにデータ科学を学んだこ
とのない学生や文系の学生でも学べるように作成されています。興味を持った人は是非「データ科学入門シリーズ」から
学んでいってください。統計学をより深く学びたい人は「統計リテラシーシリーズ」や「Rによる統計解析」を履修して
ください。
また、GECのデータ科学科目の内容に限らず、データ科学に関連した疑問や分からない点がある場合、早稲田キャン

パス３号館２階にある「Math andStat Center（MSC）」にてラーニングアシスタントによる指導を受けることが可能
です。積極的に活用してください。

４．情報科目

多くの分野でコンピュータが主要なツールの一つとして利用されるようになっている現代社会では、文系/理系を問わ
ず、情報系の知識とスキルが必要になっています。
GECは、大学生活を送る上で必須となり、卒業後に社会人として不可欠となるこれらの知識とスキルを、多角的に修

得できる場を提供しています。

GECの情報科目は、以下の3つのカテゴリに分かれています。
・PC・ネットワークを知る
・PC・ネットワークを使う
・社会と情報

各カテゴリーには、さらに難易度ごとの段階が用意されているため、皆さんの目的、技量、時間設定に合わせた科目選
択ができるように考慮されています。また、「PC・ネットワークを知る」「PC・ネットワークを使う」のうち、どの科目
をどの順で履修すれば目的とする知識・技術を身に着けられるかを示した「履修モデル」が用意されています（58ペー
ジを参照）（ただしあくまで参考として提示しているものであり、該当する職業や、履修モデルに相当する資格等の取得
を保証するものではありません）。
必要とされる情報系の知識とスキルを体系的に修得し、今後のキャリアパスに役立ててください。
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５．英語科目

GEC提供の英語科目は実践重視の参加型授業であり、学生の自己実現及び国際人としての資質の育成を目的とし、以

下の２つのカテゴリーに分かれています。

（１）Tutorial English科目（英語運用能力の向上を目的とする）

（２）Academic English科目（アカデミックな英語力を身につけることを目的とする）

すべての授業は英語で行われ、多岐にわたる学生個人のニーズに対応できる科目となっています。「議論のできる英語

力」の習得と向上を学習目標に、徹底した少人数教育を行う「Tutorial English」や、アカデミックライティングのルー

ルを基礎から学び、ディスカッションを交えながら様々な論理展開のエッセイを繰り返し書く「Academic Writing

and Discussion in English」、少人数で英語での論理的発信力を身につける「CriticalReading andWriting」などが

ラインナップされており、より実践的な英語力を養うことができます。

GEC提供の英語科目の授業内容、授業レベルが一目で確認できる、英語科目マップを作成しました。

60ページを確認し科目選択時の参考にしてください。

Tutorial Englishの手続き方法・注意事項

2021年度Tutorial Englishをリニューアルします

履修者の英語コミュニケーション能力のさらなる向上を目指し、旧：General Tutorial EnglishはTutorial English

になりました。Tutorial Englishは設置レベルやテキスト、予習や成績評価項目が変更となります。

詳細につきましては、以下をご参照ください。

https://led.w-as.jp

Tutorial EnglishおよびWriting Tutorial Englishに関する詳細は、各科目の履修ガイドを必ず確認してください。

履修ガイドは、下記『履修ガイド掲載Webサイト』からダウンロードするか、早稲田大学アカデミックソリューショ

ン事務所（29号館６階601室）でお受け取りください（※2021年度「Tutorial English A〜D履修ガイド〈クォー

ター科目〉」のみ早稲田ポータルオフィス・所属学部事務所でも入手可能です）。

・履修ガイド掲載Webサイト：https://led.w-as.jp/guide.html

・よくある質問と回答（Q&A）：https://led.w-as.jp/faq.html

2021年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため、Tutorial EnglishおよびWriting Tutorial Englishはオンラ

イン（リアルタイム配信）で実施されます。授業に参加する方法は、履修ガイドで確認してください。

お問い合わせ先について

Tutorial EnglishおよびWriting Tutorial Englishの受講方法につきましては、以下へお問い合わせください。お
問い合わせの際は、各ウェブサイトにある「よくある質問」を事前に確認してください。

問い合わせ先 ：早稲田大学アカデミックソリューション事務所（29号館６階601室）
電話 ：03-5286-8030（月〜土９：００〜１７：３０。Tutorial Englishの授業期間外は月〜金。）
よくある質問 ：https://led.w-as.jp/faq.html
問い合わせフォーム：http://otoiawase.jp/do/public/form/tutorialenglish/1
科目詳細 ：https://led.w-as.jp

※お問い合わせフォームからの回答は、翌平日以降になる場合があります。テスト受験期間の最終日当日に質問や問
い合わせをフォームから行う場合、受験期間内に回答が間に合わない場合がありますので注意してください。
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１．概要

Tutorial Englishでは、「議論のできる英語力」の習得と向上を学習目標として、以下のようなユニークかつ英語力向

上に効果的な授業スタイルを取り入れています。

・履修者最大４人に対して、チューター（講師）１人という徹底した少人数教育

・クォーター科目（Tutorial English A・B・C・D）は、週２回×５週＝計10回のレッスンで１単位

（土曜集中クラスは１日２時限連続×５週、合計10回）

・夏季集中／春季集中科目（Writing Tutorial English等）は、１日２時限連続×10日＝計20回で２単位

・WeTEC（Web上で行う英語コミュニケーション能力判定テスト）により、同一レベル内において履修者の英語力に最

も適したレッスングループ分けを実施。また同テストを使用した成果測定も実施（成績評価項目の一つ）

春クォーター
夏クォーター
夏季集中
秋クォーター
冬クォーター
春季集中

日常的に使用する英語表現を中心に、スピーキング力を高めることを主眼
として学びます。４レベルが設定されており、各自の英語力に合わせたス
テップアップを図ることができます。レベルについては次のページを参照
してください。

開講時期 概 要

Tutorial English

科目名

Writing Tutorial English 夏季集中のみ

■Tutorial English科目と開講時期

ペアワークやグループディスカッションを交えながら課題をこなし、英作
文能力の習得を目標とします。

Writing Tutorial English

2021/８/27〜９/７（３・４限）＊日曜除く無その他０３Writing Tutorial English

※早稲田キャンパスのみにて開講します。

Tutorial English A＆B（全レベル）

科目名

■夏季集中・春季集中のクラス名および開講日程

開講日程曜日時限クラス名称

2021/８/14〜８/26（３・４限）

＊日曜及び８/16を除く
無その他０１ （夏季集中）

2021/８/27〜９/７（１・２限）＊日曜除く無その他０２ （夏季集中）Tutorial English A＆B（全レベル）

０１ （春季集中）
Tutorial English C＆D

（Advancedを除く全レベル）

2021/８/27〜９/７（１・２限）＊日曜除く無その他０１

Tutorial English A＆B（Advanced） ０３ （春季集中）

無その他 2022/２/２〜２/14（１・２限）＊日祝除く

Tutorial English（夏クォーター、夏季集中、冬クォーター、春季集中）科目は帰国後登録の対象科目とな

ります。帰国後登録の詳細は本ガイドの10ページを確認してください。

２．Tutorial English科目登録とレッスン開始までの流れ

（1）□レベル、履修キャンパス、曜日時限を
　　　 決め、科目登録

チェック□ チェック□
（4）□履修ガイドの確認

（2）□【必須】ＷeTEC受験（科目登録期間中＊）

（3）□登録結果の確認・実験実習料の納入
（7）□レッスン開始

（6）□テキストの購入

（5）□レッスングループの確認・教室発表

＊クォーター科目は、科目を登録した登録期間中にWeTEC（事前測定）を受験してください。
＊夏季集中、春季集中科目のWeTEC（事前測定）の受験期間は24ページを参照してください。
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（１）科目登録（レベル、キャンパス、曜日時限の選択）

①レベルの選択
Tutorial Englishは４レベルが設置されています。以下のレベルと到達目標を確認したうえで、自分に合ったレベ

ルをご自身で選択してください。登録決定後のレベル変更は認められていません。レベルがわからない方は、科目登

録相談会にご参加いただき、レベルチェックを受けることも可能です。

なお、2021年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため、科目登録相談会・レベルチェックはオンラインでの実施

となります。

※科目登録相談会の日程・場所などについては、https://led.w-as.jpを確認してください。

レベル 授業の到達目標

レベル目安

■Tutorial Englishのレベルと授業の到達目標

Basic

抽象的な事柄や複雑な話題にも対応できるような表現力を身につけ、
自身の意見を述べる際に、長所と短所を交えて説明することができる

61以上579以上620以上Intermediate

広範で複雑な話題についても内容を正しく理解し、目的に合った適切
な言葉を使用し、流暢かつ論理的に自分の考えを述べることができる

90以上820以上800以上Upper Intermediate

見聞きした内容のほとんどを容易に理解し、論理的に整理しながら、
些細な言葉のニュアンスの違いを使い分け、非常に流暢かつ正確に伝
えることができる

102以上884以上875以上Advanced

日常生活での身近な事柄について、自身の意見とその理由を簡単に説
明し、短いやりとりができる

29以上280以上354以上

WeTEC TOEIC
TOEFL

iBT

・Basic、Intermediate、Upper Intermediateは学習効果の面から４クォーターを通して同じレベルを

履修することを推奨します。

・同じクォーターに同一科目を複数のレベルで並行して履修することはできません。複数のレベルを履修

したい場合は、別のクォーターまたは夏季集中／春季集中科目を登録してください。

・すでに履修し単位を取得した科目を再度履修することはできません。また、レベルを選択する際は、必

ず以前に単位を取得したレベルよりも高いレベルを履修してください。例えば、Advancedを履修し

単位を修得した後に Intermediateを履修しないでください。

・2020年度以前にGeneral Tutorial Englishの単位を取得した場合でも、2021年度にTutorial

Englishを履修することが可能です。例えば2020年度に「General Tutorial English（初級）α」の

単位を取得した場合も、2021年度に「Tutorial English（Basic）A」を履修することが可能です。

＜組み合わせ例＞ ※TE：Tutorial English

春クォーター「TE（Basic）A」＋ 夏クォーター「TE（Basic）B」

組み合わせ例

○

登録可否

×

春クォーター「TE（Basic）A」＋ 夏クォーター「TE（Basic）B」＋ 夏季集中「TE

（Basic）A＆B」

→春クォーター・夏クォーター科目と集中科目が同一レベルかつ同一内容のため、登録

することはできません。

○ 夏季集中「TE（Basic）A＆B 01」＋ 夏季集中「TE（Intermediate）A＆B 02」

○ 春クォーター「TE（Basic）A」＋ 夏クォーター「TE（Intermediate）B」

○

春クォーター「TE（Basic）A」＋ 春クォーター「TE（Intermediate）A」

→同一クォーターに複数レベルを登録することはできません。
×

春クォーター「TE（Basic）A」＋ 冬クォーター「TE（Basic）D」

②履修キャンパス、曜日時限の選択
キャンパス・曜日・時限の組合せを次のページの表で確認し、履修するキャンパス、週２回の曜日時限の組合せを決

めてください。なお、土曜集中クラスは２時限連続でレッスンを行うため、他の曜日にレッスンはありません。また、

土曜集中クラス・夏季集中・春季集中は早稲田キャンパスのみ開講されます。なお、西早稲田キャンパス(※)では

Advancedレベルは開講されません。Advancedレベルを履修する場合は早稲田キャンパスか所沢キャンパス(※)開

講クラスをご登録下さい。

※2021年度は、すべてオンラインでの実施となるため、西早稲田キャンパスおよび所沢キャンパスでの開講クラス

はありません。
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③科目登録上の注意
履修したい科目、レベル、曜日時限を選び、所属学部の日程・方法に従ってWeb科目登録を行ってください。

・登録決定後の科目取消、およびレベル・キャンパス・曜日時限の変更は認められていません。十分注意して登録して

ください。

・必修履修者は、２クォーター同じレベルが連続して自動登録されています。取消・変更はできません。

・必修履修者は後述のWeTECスコアをもとに履修レベルが決定されますが、全学オープン科目としてTutorial

Englishを選択履修する方は、科目登録時にご自身で履修レベルを選択する必要があります。

Tutorial Englishの各科目は、レッスングループ編成の都合上、登録期間が異なります。

Tutorial English A・C（春／秋クォーター）：１次登録のみ

Tutorial English B・D（夏／冬クォーター）：１〜３次登録

Tutorial English（夏季集中／春季集中）：１〜３次登録

Tutorial English は、A・B・C・Dいずれか１つのみを履修することが可能ですが、学習効果の面から

A・B・C・Dをすべて履修することをおすすめしています。A・B・C・Dの順番ではなく、秋クォーター

から履修を開始し、C・D・A・Bの順番でも履修は可能です。

春・夏クォーターに連続履修を希望する場合は、１次登録期間中にAと同時にBの科目登録を、秋・冬

クォーターはCと同時にDの科目登録を忘れずに行ってください。
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3金2火

T6H6H61土5水P5D5D52

3月

R4F4F44金5火N5B5B54木3

※週２回の曜日時限の組み合わせは固定されています。科目登録時に当リストまたはWebシラバスをよく確認し、履修を希望する曜日時限のクラスを登録してください。
※必修履修者については、上記以外の曜日時限の組み合わせとなる場合があります。

早稲田キャンパス

D74金2火

T7H7H72土5水P6D6D6

木4月

R5F5F55金5火N6B6B65木

レベル

D8D85金2火

T8H8H82土1土P7D7

2木4月

R6F6F61土1水N7B7B71

週前半

Advanced
Basic, Intermediate,
Upper Intermediate

レベルAdvanced
Basic, Intermediate,
Upper Intermediate

Tutorial English A・B・C・Dのクラス名および開講曜日時限

T9H9H94土3土P8

B93木4月

R7F7F72土1水N8B8B8

曜日時限曜日

A（秋クォーター）
B（冬クォーター）

A（春クォーター）
B（夏クォーター）

A,B,C,D
全クォーター共通

週後半週前半
A（秋クォーター）
B（冬クォーター）

A（春クォーター）
B（夏クォーター）

A,B,C,D
全クォーター共通

週後半

C1C14木4月

R8F8F83土1水N9B9

1木1月

クラス名称クラス名称クラス名称時限曜日時限曜日クラス名称クラス名称クラス名称時限

O2C2C25木4月

R9F9F94土1水O1

A22木1月

P9D9D91金3火M1A1A1

O3C3C31木5月

S1G1G11土2水

A3A33木1月

Q1E1E12金3火M2A2

水O4C4C42木5月

S2G2G22土2水

M4A4A44木1月

Q2E2E23金3火M3

2水O5C5C53木5月

S3G3G33土2

M5A5A55木1月

Q3E3E34金3火

土3水O6C6C64木5月

S4G4G44土

火M6A6A61木2月

Q4E4E45金3火

2土3水O7C7C75木5月

S5G5G51

4火M7A7A72木2月

Q5E5E51金4

G73土3水O8C8C81金1火

S6G6G6

金4火M8A8A83木2月

Q6E6E62金

G8G84土3水O9C9C92金1火

S7G7

4金4火M9A9A94木2月

Q7E7E73

S9G9G91土4水P1D1D13金1火

S8

E95金4火N1B1B15木2月

Q8E8E8

火

T1H1H12土4水P2D2D24金1火

F1F11金5火N2B2B21木3月

Q9E9

2火

T2H2H23土4水P3D3D35金1

R2F2F22金5火N3B3B32木3月

R1

金2火

T3H3H34土4水P4D4D41金

月

R3F3F33金5火N4B4B43木3月



④科目検索の方法
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（２）【必須】科目登録期間中のWeTEC受験（Tutorial Englishのみ）
選択履修者は、登録期間中に、WeTEC（Web上で行う英語コミュニケーション能力判定テスト）を必ず受験してくだ

さい（必修履修者のWeTEC受験期間と異なります）。その結果を基にレッスングループ分けを行います。選択履修者の

場合、自身で科目登録したレベル内でのグループ分けとなります。WeTECを受験した結果によって、履修するレベルを

変更する場合は、必ずご自身が登録した登録期間中に行うようにしてください。

１．WeTECは、Tutorial English（夏季・春季集中科目を除く）の科目登録を行った登録期間内でしか受験

できません。

例えば、１次登録でTutorial Englishを登録した場合、WeTECは１次登録期間中に受験する必要があ

ります。

なお、WeTECを未受験のまま登録期間が終了した場合でも、科目の取消にはなりません。

２．夏季・春季集中科目のWeTEC（事前測定）受験期間は以下のとおりです。

2022年１月７日（金）〜１月14日（金）春季集中

2021年７月８日（木）〜７月16日（金）夏季集中

【WeTEC受験方法】※選択履修者のみ

１．「成績照会・科目登録専用メニュー」画面からログインし、Web科目登録を行います。

２．履修を希望する科目を検索・選択し、登録科目一覧画面で科目申請ボタンを押してください。

３．申請完了後、登録科目一覧画面の「備考欄」に表示される「入力有」ボタンを押します（図１）。

４．My Waseda上の「申請」ボタンをクリックします（図２）。

５．受験案内画面のURLが表示されますので、そのURLをクリックします。

６．表示されたページの案内をよく読み、ページ下部にある「ログインページへ」をクリックします（図３）。

７．受験画面（図４）が開きますので、受験者ID（学籍番号。ただしハイフン（−）以下は不要）とパス

ワード（生年月日の月日４ケタ）でログインし、画面の指示にしたがって受験を進めます。

【（図１）Web科目登録画面】

【（図４）「WeTEC」受験画面】【（図２）My Waseda画面】 【（図３）受験案内画面】
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（３）登録結果の確認・実験実習料の納入（選択履修者及び法学部選択必修履修者）
所属学部の登録結果発表の日に、登録結果を確認してください。

すべてのTutorial English科目の履修には、実験実習料が必要となります。所定の期間内に必ず納入してください。

＜選択履修者＞

４月15日（木）〜20日（火）23：59
２、３次登録で決定したTutorial English、

Writing Tutorial English、および夏季集中科目

１次登録で決定した

Tutorial English C・D秋学期

登録 ２、３次登録で決定したTutorial English、

および春季集中科目

１次登録で決定した

Tutorial English A・B春学期

登録

納入対象科目登録学期 納入期間

４月５日（月）〜10日（土）23：59

９月24日（金）〜10月１日（金）23：59

10月６日（水）〜12日（火）23：59

＜法学部選択必修履修者＞

法学部発行の履修ガイドにて納入期間を確認してください。

実験実習料の納入方法やルールなどの詳細は、13ページを確認してください。

（４）レッスングループ・教室発表
レッスングループ、教室、担当チューターを以下の日程で発表します。発表はTutorial Canvasで行います。

冬クォーター（D）2021年５月25日（火）夏クォーター（B）

2022年１月24日（月）春季集中2021年７月30日（金）夏季集中

開講学期 履修クラス発表日

春クォーター（A）2021年４月14日（水）

履修クラス発表日開講学期

2021年10月５日（火）秋クォーター（C）

2021年11月22日（月）

Tutorial Canvasアクセス方法
１．MyWasedaにログインし、「授業」タブ内左メニュー「授業関連」―「Tutorial Canvas」を選択。
２．週二回の各レッスンのブースは画面右「クラス発表」をクリックすると表示される。
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（５）テキストの購入
レッスン開始までに履修レベルのテキストを購入してください。同じレベルであっても、A（春クォーター）、B（夏

クォーター）、C（秋クォーター）、D（冬クォーター）の４種類あり、内容が異なりますので注意してください（下表参
照）。使用テキストおよび取扱店は、別冊の「Tutorial English履修ガイド」を確認してください。
なお、Tutorial Englishが必修で自動登録されている学生（政治経済学部、法学部（外国語B英語選択者）、教育学部
英語英文学科、商学部、社会科学部、人間科学部、スポーツ科学部、国際教養学部）は、「（４）レッスングループ・教室
発表」で発表されるレベルを確認したうえでテキストを購入してください。

1,200円＋税

Talk Intermediate ATutorial English Intermediate A

科目名

A（春クォーター）使用テキスト

使用テキスト名

Tutorial English Basic A Talk Basic A

価格

1,200円＋税

1,200円＋税

1,200円＋税

Tutorial English Advanced A Talk Advanced A

Tutorial English Upper Intermediate A Talk Upper Intermediate A

1,200円＋税

1,200円＋税

価格

Talk Basic BTutorial English Basic B

使用テキスト名科目名

B（夏クォーター）使用テキスト

Tutorial English Intermediate B Talk Intermediate B 1,200円＋税

1,200円＋税Talk Upper Intermediate BTutorial English Upper Intermediate B

Talk Advanced BTutorial English Advanced B

※AdvancedについてはA（春クォーター）と同じ授業内容、テキストになります。

1,200円＋税

価格

Talk Basic CTutorial English Basic C

使用テキスト名科目名

C（秋クォーター）使用テキスト

Tutorial English Intermediate C Talk Intermediate C

1,200円＋税

Talk Upper Intermediate CTutorial English Upper Intermediate C

Talk Advanced ATutorial English Advanced A

1,200円＋税

1,200円＋税

※AdvancedについてはB（夏クォーター）と同じ授業内容、テキストになります。

1,200円＋税

Talk Intermediate DTutorial English Intermediate D

科目名

D（冬クォーター）使用テキスト

使用テキスト名

Tutorial English Basic D Talk Basic D

価格

1,200円＋税

1,200円＋税

1,200円＋税

Tutorial English Advanced B Talk Advanced B

Tutorial English Upper Intermediate D Talk Upper Intermediate D
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各1,200円＋税

各1,200円＋税

価格

Talk Basic A

Talk Basic B
Tutorial English Basic A＆B

使用テキスト名科目名

A＆B（夏季集中）使用テキスト

Tutorial English Intermediate A＆B
Talk Intermediate A

Talk Intermediate B
各1,200円＋税

各1,200円＋税
Talk Upper Intermediate A

Talk Upper Intermediate B
Tutorial English Upper Intermediate A＆B

Talk Advanced A

Talk Advanced B
Tutorial English Advanced A＆B

各1,200円＋税

価格

Talk Basic C

Talk Basic D
Tutorial English Basic C＆D

使用テキスト名科目名

C＆D（春季集中）使用テキスト

Tutorial English Intermediate C＆D
Talk Intermediate C

Talk Intermediate D

※AdvancedについてはA＆B（夏季集中）と同じ授業内容、テキストになります。

各1,200円＋税

各1,200円＋税

各1,200円＋税

Talk Upper Intermediate C

Talk Upper Intermediate D
Tutorial English Upper Intermediate C＆D

Talk Advanced A

Talk Advanced B
Tutorial English Advanced A＆B

（６）レッスン開始
Tutorial English科目のレッスン開始日およびレッスン期間は次ページのLesson Calendarを確認してください。
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Tutorial English Lesson Calendar 2021

★★　履修クラス発表日
　　Class announcement

1,2 夏季集中・春季集中
Summer/Spring Intensive

夏・冬クォーター
Summer/Winter Quarter

Unit 1春・秋クォーター
Spring/Fall Quarter

Unit 1

April May June
Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

July August September
Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

October November December
Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

January February
Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat
2022

★

★

★

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 1

29 30 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

30 31

30 31

31

Unit1【春】

Unit3【春】

Unit 2【春】

Unit 4【春】
★

Unit 7【春】

Unit 5【春】 Unit 6【春】

Unit 4【春】

Unit 9【春】 Unit 10【春】

Unit 8【春】

Unit1【夏】 Unit 2【夏】

Unit 4【夏】Unit 3【夏】

Unit 5【夏】

Unit 7【夏】

Unit 6【夏】

Unit 8【夏】

Unit 9【夏】 Unit 10【夏】 1,2

3,4 5,6 7,8 9,10 11,12

15,1613,14 17,18 1,2 3,4

5,6 7,8

19,20

17,1819,20

5,6 7,8 9,10 11,12 13,1415,16

Unit 1【秋】 Unit 2【秋】

Unit 4【秋】

Unit 6【秋】Unit 5【秋】

Unit 3【秋】

Unit 9【秋】

Unit 7【秋】

Unit 10【秋】

Unit 1【冬】 Unit 2【冬】

★

Unit 8【秋】 Unit 4【冬】

Unit 2【冬】

Unit 3【冬】

Unit 1【冬】

Unit 5【冬】 Unit 6【冬】

Unit 8【冬】

Unit 10【冬】

Unit 9【冬】

Unit 7【冬】

1,2 3,4 5,6

9,10 11,1213,14 15,16 17,18

7,8

19,20

★

土曜集中クラス（Saturday Intensive）
1･2 3･4 5･6 7･8 9･10Unit

春クォーター
Spring quarter

夏クォーター
Summer quarter 6/196/12

5/15 5/22 5/29

7/107/36/26

4/24 5/1

Unit 1･2 3･4 5･6 7･8 9･10
秋クォーター
Fall quarter

冬クォーター
Winter quarter

11/20

1/221/1512/1812/1112/4

10/16 10/23 10/30 11/13

注）土曜集中クラスは、土曜日１、2限または3、4限に、連続2時限
　　履修するものです。
*Saturday Intensive courses are offered during 1st & 2nd
  periods and 3rd and 4th periods.

レベルとクォーターの組み合わせ（Level and Quarter）
Spring Summer Fall Winter

Upper Intermediate
Advanced A B A B

DCBA
Basic

Intermediate
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６．言語科目

GECには、英語以外に20を超える言語科目が設置されています。リーディング、ライティング等を総合的に学ぶ科目

の他、コミュニケーション能力を高めることを目的としたGEC独自の教育プログラム（「ドイツ語コミュニケーション」

「中国語コミュニケーション」）もあります。

複数のレベルが設置されている科目は、同じ期間に複数のレベルを並行して履修することはできません。複

数のレベルを履修したい場合は、別の期間に登録してください。なお、同じ期間に複数のレベルを登録した

場合、無作為に選ばれた１つのレベルのみが決定となり、他のレベルは不可となります。

科目の授業内容、授業レベルが一目で確認できる学習機会マップを作成しました。科目選択時の参考にして

ください（対象言語はドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語、イタリア語、朝鮮語です）。

GEC提供の言語科目に設定されているレベルは、以下の順に難易度が上がります。

入門→初級→準中級→中級→準上級→上級

ある言語を初めて学ぶ場合は「入門」を、過去に学習歴がある場合はシラバスや学習機会マップを参照のう

え、自分に合ったレベルを登録することを強く推奨します。

GECでは言語レベルに沿った履修のため、入門・初級・準中級・中級レベルにおいて、授業開始後に担当教

員がレベルに合っていないと判断した場合に、授業開始後であっても、中上級・上級クラスへの変更を指示

する場合があります。

これまでに朝鮮語（韓国語）を学習したことがある場合や、高いレベルの朝鮮語（韓国語）が使用できる場

合には、必ず１次登録開始日の前日までに、gec-help@list.waseda.jpへご連絡ください。１次登録期間

中にレベル診断テストの案内をします。
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７．保健体育科目 （スポーツ実習・シーズン実技・スポーツ理論）

GECでは、競技・健康スポーツを体系的に学び、スポーツの実践、チームワークやルールの遵守、対人コミュニケー

ション能力の向上を通じて、心身の健康を増進させ豊かな人間性を滋養する以下の「保健体育科目」を開講しています。

通年体育各部科目

（２単位）

登録した年度の部活動への取り組みを評価します。体育各部の部員以外は登録で

きません。

シーズン実技科目

（１単位）

学期中の「基礎授業」・夏季・春季休業期間の「合宿（日帰り）授業」を学外施設で

行います。

半期科目

（１単位）
週１回の90分授業を15回、各体育施設で行います。

スポーツ実習

ⅠまたはⅡ

スポーツ理論

科目区分 学期 備考

クォーター科目

（１単位）
週１回の90分授業を８回、各教室（オンデマンド授業を除く）で行う授業です。

【１】実験実習料の納入について
スポーツ実習科目は科目登録決定後に実験実習費を納入する必要があります。納入がない場合、履修が認められませ

ん。

※上記期間外の納入は一切受け付けられません。また、返金は一切できませんので予めご承知おきください。

※納入方法の詳細や、保健体育科目以外の聴講料・実験実習料納入については13ページを参照してください。

春学期登録

登録学期

秋学期登録

納入期間納入対象科目

４月15日（木）〜20日（火）23：59保健体育科目（１次〜３次登録科目）

10月６日（水）〜12日（火）23：59保健体育科目（１次〜３次登録科目）

【２】履修希望者僅少を理由とする休講について
スポーツ実習科目は１次登録の履修希望者が２名以下の場合、休講となります。登録結果通知では「希望者僅少科目と

なったため登録不可」と表示されます。

【３】教場について
科目一覧のキャンパス欄、Webシラバスの教場、移動時間等も確認した上で科目登録をしてください。

（保健体育科目（東伏見・上石神井など）の前後に科目登録をしていると遠隔地エラーとなる場合があります。）

【４】計数券（西武新宿線 高田馬場⇔東伏見間）について
通常価格より割安な計数券を「生協各店舗」で販売しています。通常往復500円のところ、300円で往復可能で売り

切れ次第、販売終了となります。（往復のみの販売・価格は変更となる場合があります。）

【５】健康診断受診について
「水泳」の登録決定者は、「科目登録をした年度」に実施する「学生定期健康診断」と「心電図検査」を受診し、「心電

図検査」の結果が含まれた「健康個人カード」のコピーを担当教員に提出することが必要です。他の医療機関による健康

診断等で代用する場合、担当教員から「所定用紙」を受け取り、医療機関で証明を受けたものを提出してください。なお、

「水泳」登録決定者で上記両検査が未受診と確認できた場合、その時点で授業参加を不可とします。健康管理の為、上記

科目に限らず大学実施の「学生定期健康診断」受診を強く推奨いたします。

【６】体育各部科目について
体育各部の部員のみ登録が可能です。「科目登録した年度の部活動」が評価の対象となります。登録は「体育各部１年

目○○部」、「体育各部２年目○○部」の順に行ってください。本科目は通年科目ですので春学期の科目登録期間中に登録

をしてください。（秋学期には科目登録できません）また、留学をする場合、履修保留・継続履修をすることが可能です。

詳細は10ページを参照してください。

【７】教育職員免許状取得を希望する方へ
「教育職員免許状取得」に必要な「体育(実技）」の単位は、「スポーツ実習Ⅰ」または「スポーツ実習Ⅱ」に該当する科

目を合計で２単位以上修得する必要があります。（「スポーツ実習Ⅰ」を２科目履修し、合計２単位修得でも可）疾病、障

がい等により履修が困難な方は、必ず科目登録前に、GECホームページの「お問い合わせ」からご連絡ください。
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【８】シーズン実技科目について
「基礎授業」はシーズン実技の安全対策等を学ぶ重要な授業です。出席しないと「合宿授業（日帰り授業）」の参加が認

められず、成績も原則、不可（F）となります。また、「合宿授業（日帰り授業）」は全期間の出席が必要です。自身の授

業日程や都合、学部行事等との重複がないか十分に確認したうえで登録を行ってください。「合宿参加費」の納入がな

かった場合も「合宿授業（日帰り授業）」への参加が認められません。

①基礎授業に欠席しても、実験実習料は返金できません。合宿参加費は予定額です。（金額は増減する場合があります）

②現地の天候・災害・新型コロナウイルス感染状況等により休講とする場合があります。慢性疾病等、健康に注意を要す

る方は履修を避けてください。

③シーズン実技を複数登録し基礎授業日時が重複する場合、GECホームページ「お問い合わせ」からご連絡ください。

④シーズン実技科目の単位を卒業、教育職員免許状取得に必要な単位として予定している方は、他の科目も併せて履修す

る等、取得単位に余裕をもった履修計画を立ててください。

野外スポーツ 01

科目クラス名

★シーズン実技（夏）「基礎授業」の教室は決定次第、登録決定者にご連絡します。

合宿参加費
実験
実習料

教場／宿舎
授業日程担

当

2021年度休講

合宿（日帰）授業基礎授業

葛
西

山岳 基礎 中
山 2021年度休講

ゴルフ（コース）
基礎

土
屋

６/19（土）10:40〜12:10
早稲田キャンパス教室

８/18（水）19（木）
８/25（水）26（木）

上石神井（高等学院）
／高坂カントリークラ
ブ（日帰り）

4,000
9,500
昼食付

自転車
佐
々
木

2021年度休講

自動車 02 草
鹿

自動車 01 中
島

2021年度休講

ヨット 風
間

６/19（土）10:00〜12:00
早稲田キャンパス教室

８/３（火）〜
８/６（金）

東京都 若洲ヨット
訓練所（日帰り）

45,000 ０

ワンダーフォーゲル 渡
辺 2021年度休講

スキー 01

科目クラス名

★シーズン実技（冬）

合宿参加費
実験
実習料

教場／宿舎
授業日程担

当

2021年度休講

合宿授業基礎授業

倉
田

スケート 吉
野 2021年度休講

スキー 02 岡
田 2021年度休講
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８．自然科学科目

自然における諸現象を扱い、その原理や法則性を解明する物理・化学系、生物系、地球科学系、複合系、自然地理系、

医療・健康系といったカテゴリに属する科目を提供しています。

授業形態も講義だけでなく、実験や実習（フィールド調査など）を行う科目もあり、文系・理系の枠にとらわれずに、

自然科学の素養を身につけ、実際に触れることができるようになっています。

９．人文・社会科学科目

人文科学や社会科学に分類される多種多様な分野をカバーしており、200科目を超える科目が開講されています。

学部や学年に関係なく、自分の専門分野以外の学びに触れて考え方に幅を持たせたり、将来の進路や興味や関心にあわ

せて科目を履修したりして、社会で役立つ「真の教養」を身につけましょう。

10．国際教育科目

グローバル・イシュー（地球的諸課題）をテーマとする他、国際社会において広い視野で判断・意思決定が行える力を

身につけることを目的とし、国際社会の観点からの歴史・文化・社会・政治・経済をはじめとする分野の科目や留学前の

準備教育となる科目などを設置しています。また、双方向型講義スタイルによるディスカッションやプレゼンテーショ

ン機会を取り入れた科目もあり、多くの科目は英語で行われます（日本語で実施する科目や日本語と英語を併用する科目

も一部あります）。

11．日本語教育科目

日本語教育学を幅広く体系的に学びつつ、日本語を教えるとはどのようなことなのかを学ぶことができる科目を開講

しています。これらの科目を通じて、自分自身が日本語と日本語が使用されるコミュニティに関してより深く考える

きっかけとなるでしょう。

海外留学、異文化コミュニケーション、国際交流、ことば、日本語、日本語教育に関心があれば、はじめに日本語教育

学を幅広くわかりやすく学習できる「日本語教育学入門」を履修することを推奨します。

12．人間的力量科目

人間的力量とは、答えのない問題に挑戦する「たくましい知性」と、多様な価値観等を持つ人々に、敬意をもって接し、

理解する「しなやかな感性」によって、いろいろな価値観やバックグラウンドを持った人々をまとめていく力です。

GECでは、人間的力量を伸ばす多様なプログラムを理論と実践を組み合わせて提供しています。

（１）キャリア形成
企業・団体等が実際に抱える問題をグループワークなどを通じて解決に取り組む「プロフェッショナルズ・ワーク

ショップ」や、事前・事後学習の充実したインターンシップ実習科目など自分のキャリアの糧となる科目を提供しています。

※インターンシップ講義・実習科目について※

インターンシップとは、学生が企業・官公庁等において就業体験をする制度です。以下のインターンシップについて

は、「インターンシップ講義・実習科目」の単位修得の対象となります。

・キャリアセンターが仲介するインターンシップ（公認プログラムWIN、提携プログラム）

・キャリアセンターが情報提供するインターンシップ（MyWasedaの学生生活→キャリアコンパス→「インターンシップ情

報」に掲載するインターンシップ）

・個人で応募・参加するインターンシップ

インターンシップの種類や実習期間によって、以下の通り修得できる単位や手続きに違いがあります。また、科目登録の

方法が通常のWeb科目登録とは異なるので、詳細はキャリアセンター発行の『インターンシップの手引き』を確認して

ください。

①公認プログラムWIN（参加者全員が該当クラスに自動登録）
公認プログラムWIN（Waseda INtern）は、「キャリアデザインとしてのインターンシップ」の機会を提供するプロ

グラムです。大学からの推薦が必要な業種や、個人での応募が難しい職種での実働10日間以上の実習と、実習に必要

な知識・スキルを身に着ける事前学習、体験を振り返り将来のキャリアを考える事後学習を組み合わせることで自分の

キャリアデザインを思考できるプログラムです。行政、国際協力、マスメディア、ビジネスの4つのコースに分かれて

います。

修得できる単位は、『インターンシップ講義（各コース）』（1単位）と『インターンシップ実習（各コース）』（1単位）

の計2単位となります。なお、講義と実習は同一年度にセットで履修する科目であり、講義のみ・実習のみの履修はで

きません。

ただし、『インターンシップ講義（各コース）』と『インターンシップ実習（各コース）』（計2単位）を修得済みの場

合に限り、修得年度の次年度から『インターンシップ実習（各コース）』（1単位）のみ個別で履修が可能です。次年度

の実習は、同一のコースを希望することも異なるコースを希望することも可能です。（公認プログラムWIN同様プレ
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エントリーを行ってください。）

【注意事項】

・事前事後に行われる各種授業・セミナーは、春学期・秋学期通年で土曜日4・5限に行われ、全て出席が必要で

す。また、インターンシップ講義（平常点評価100％）の履修状況によっては、インターンシップ実習に行く

ことができない場合があります。

・「インターンシップガイダンス」、および「オリエンテーションⅠ」に必ず参加してください。オリエンテー

ションでは注意事項の説明と受入機関発表を行います。

②公認プログラムWIN以外の単位修得（承認を得た希望者が該当クラスに自動登録）
a．実習期間が5日間以上15日間未満のインターンシップ（提携プログラムのみ対象）

公認プログラムWINと同様に春学期・秋学期通年で土曜日4・5限に行われる各種授業およびセミナーへ全て出席

し、提携プログラムの中から5日間以上のプログラムを2機関または10日間以上のプログラムを1機関就業すること

で、『インターンシップ講義（各コース）』（1単位）と『インターンシップ実習（提携）』（1単位）の計2単位を修得で

きます。

修得希望者は、5月22日（土）までにキャリアセンターに申請が必要です。詳細はインターンシップの手引きをご

確認ください。（※なお提携プログラムの受入が決定しなかった場合も、「インターンシップ講義」については評価対象

となりますが、「インターンシップ実習」については未登録扱いとなり、成績上不可にはなりません。）

b．実習期間が15日間以上（実働105時間以上）のインターンシップ

単位修得の条件を満たし、事前申請することにより、『インターンシップ実習（個人申請）』（2単位）の修得が可能で

す。実習時期によって申請期間、登録クラスが異なりますので注意してください。詳細はインターンシップの手引き

をご確認ください。

【インターンシップ実習（個人申請―秋）】（2021年度秋学期2単位として付与）

対象：2021年4月1日（木）から2021年9月30日（木）までに終了するプログラム

申請期限：2021年8月19日（木）までにキャリアセンターに申請を完了すること

【インターンシップ実習（個人申請―春）】（2022年度春学期2単位として付与）

対象：2021年10月1日（金）から2022年3月31日（木）までに終了するプログラム

申請期限：2022年2月17日（木）までにキャリアセンターに申請を完了すること

（２）ダイバーシティ
多様な価値観・文化的背景を持った人々との相互理解を実現するために必要な知識や感性を身につけるための科目を

提供しています。

（３）地域連携
地域との連携も重要な社会貢献の取り組みであり、自治体や地域が抱える実際の地域課題について、地域で活躍してい

る方々と学生が協働して解決に取り組む「地域連携演習」科目を提供しています。

（４）ビジネス創出
自分のアイデア、知識、研究を「活用する」ことを目的に、ビジネス創造の過程を実践的に学べる科目を提供していま

す。

（５）ボランティア
平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）と連携し、ボランティアなどの活動を自分の「コトバ」にする授業科

目「体験の言語化」などを中心に、ボランティアの理論から実践まで学べる科目を提供しています。

（６）リーダーシップ
Leadership without authority（権限なきリーダーシップ）を習得するための科目群を設置するほか、「自ら考え、自

ら行動する」ことによって「生きる力」を育み、新しいコンセプトのリーダーシップを身につける科目を提供しています。
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Ⅱ．留学センター科目概要・注意事項

留学センター提供科目は、大きく分けて以下の科目群に分類されます。

１．グローバル科目（Global Courses）

２．海外研修科目（Short Study Abroad Courses）

ここでは、科目群の概要や注意事項を紹介します。科目登録の前によく確認し、自分の興味ある科目を選べるようにし

ましょう。科目の内容など詳細は、Webシラバスで確認できます。

留学センター提供科目の最新情報は、留学センターWebページ（http://www.waseda.jp/inst/cie/

course/class）に随時掲載します。科目登録期間中は定期的に確認しましょう。

※留学センター提供科目の履修対象者は、学部生（科目等履修生を除く）のみとなります。

１．グローバル科目

グローバル社会で活躍できる力を身につけることを目的とし、海外の学生とともに授業を本学で履修するサマーセッ

ション科目、海外大学からの教員を招へいして実施する「International JapaneseStudies」の科目など、独自の科目

を学部生に提供しています。講義は主に英語で行われます。

２．海外研修科目

語学研修、テーマ研究、異文化体験を中心とした「海外研修科目」は、早稲田大学の海外協定大学等の機関において、

言語・文化・社会などについて短期集中的に学習する内容となっています。実際に海外に身を置き、プログラム所定の課

題に取り組むことを通して異文化や国際社会の多様化に触れ、実践的なコミュニケーションのスキルと適応力を習得す

ること、そして、これらの能力をもって自らの視野と可能性を国際的に広げることを目標とした科目です。

【海外語学・文化研修プログラムの注意事項】

「海外語学・文化研修プログラム」は、留学センターが実施する「夏季・春季短期留学プログラム」への参加が決定し

た学部生が、プログラム参加に加えて所定の課題を提出し単位修得を希望する場合に登録する科目です。

１）2021年度プログラム募集について

・夏季短期プログラム募集説明会（2021年４月予定）、春季短期プログラム募集説明会（2021年11月予定）に参

加してください。詳細については留学センターWebページにてご案内します。

・2021年度募集要項、日程、研修費などの詳細については、留学センターWebページにて、夏季短期プログラム

については４月下旬、春季短期プログラムについては11月中旬より情報を公開予定です。

２）科目登録について

・「学部学生」のみ登録可能です。（科目登録をせず、プログラムとしてのみ参加することも可能です。）ただし、以

下の場合は「学部学生」の場合でも、登録を受け付けることはできません。

夏季短期プログラム：①2021年９月卒業を予定している方、②2021年度秋学期から１学期相当以上の留学を

予定している方、③2021年度秋学期から休学する方

春季短期プログラム：①2022年３月卒業を予定している方、②2022年度春学期から１学期相当以上の留学を

予定している方、③2022年度春学期から休学する方

・登録は、下記のとおり履習申請を行ってください。

夏季短期プログラム参加者：2021年6月中旬にMyWasedaの申請フォームより履習申請

春季短期プログラム参加者：2021年12月中旬〜２月上旬にMyWasedaの申請フォームより履習申請

・登録後のキャンセルは原則として認められません。

・登録単位と成績については以下のとおりです。

夏季短期プログラム：「夏秋期」科目であるため、登録単位は2021年度秋学期の登録制限単位数に含まれ、成績

は2021年度秋学期末に発表されます。

春季短期プログラム：「春学期」科目であるため、登録単位は2022年度春学期の登録制限単位数に含まれ、成績

は2022年度春学期末に発表されます。

なお、「海外フィールドワーク」も、海外研修科目に含まれます。科目登録の方法は基本的には上記と同じですが、若

干異なる場合があります。プログラム参加者には留学センターより別途案内がありますので、そちらを確認するように

してください。
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Ⅲ．The Center for International Education Courses/Precautions

The Center for International Educationʼs courses are categorized into two courses groups.

1. Global Courses

2. Short Study Abroad Courses

We will be introducing the synopsis and precautions for course groups. Please check thoroughly before

registering for the courses, so that you can choose the course that matches your interests. For further

information on the courses, please check the Syllabus System.

For the latest information on the Center for International Education courses, updates will be

posted on the Center for International Education web site (http://www.waseda.jp/inst/cie/en/

course/class). It is recommended that you check the site regularly during the course registra-

tion period.

※Only undergraduates are permitted to take the Center for International Education courses (non-

degree students excluded).

1. Global Courses

The purpose of the courses is to acquire the skills that are necessary to play an important role in the

globalizing society. There are unique courses to be offered for undergraduate students such as�Summer

Session�, which Waseda students take courses at Waseda University together with students from over-

seas universities as well as �International Japanese Studies�, which courses are conducted by faculty

from overseas universities. Most of courses are conducted in English.

2. Short Study Abroad Courses

“Short Study Abroad Courses” focuses on language training, theme research, and cross-cultural experi-

ences. It is a part of Waseda Universityʼs overseas partner university system, and is an intensive short-

term study of language, culture, society, etc. One purpose of this course is to touch upon the diversity of

foreign cultures and the international society through physically being overseas, and engaging in subjects

specified by the program. Another purpose is to acquire practical communication and adaptability skills,

widening perception and possibilities internationally.

[Foreign Language and Cultural Training Program]

“Foreign Language and Cultural Training Program” is a course for students confirmed to enroll in Center

for International Educationʼs “Summer or Spring Short-term Study Abroad Program.” This course is to be

registered when you desire to acquire credits by submitting assignments, in addition to participation in

the program.

1) School year 2021 program recruitment

-Please participate in Summer Short-term Study Abroad Program recruitment briefing (April, 2021),

and in Spring Short-term Study Abroad Program recruitment briefing (November, 2021).

-Information on the school year 2021ʼs recruitment requirements, dates, training expenses, etc, will

be posted on the website of the Center for International Education in the end of April for Summer

program and in the middle of November for Spring program.

2) Course registration

-Only Undergraduates may take this course. (Participation in only the program, without course reg-

istration, is possible). You may not take the course, however, if the following applies:

Summer Short-term Study Abroad program

[1] You plan to graduate in September, 2021, [2] You plan to study abroad for one semester or

more from the fall semester of the 2021 school year, [3] You plan to take a leave of absence in the

fall semester of the 2021 school year

Spring Short-term Study Abroad program

[1] You plan to graduate in March, 2022, [2] You plan to study abroad for one semester or more

from the spring semester of the 2022 school year, [3] You plan to take a leave of absence in the

spring semester of the 2022 school year

-Please register the course in the following way.

Summer Short-term Study Abroad program:

“MyWaseda registration form” in the middle of June, 2021

Spring Short-term Study Abroad program:

“MyWaseda registration form” from middle of December, 2021 to early February, 2022

-Cancellation after the registration is not accepted in principle.

-Registered credits and Grades are treated as follows.
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Summer Short-term Study Abroad program:

Since this is a “Summer-Fall Course (treated as fall semester), the registered credits are included

in the registered credit limit of the fall semester in the 2021 school year. Grades will be announced

at the end of the fall semester in the 2021 school year.

Spring Short-term Study Abroad program:

Since this is a “Spring Course, the registered credits are included in the registered credit limit of

the spring semester in the 2022 school year. Grades will be announced at the end of the spring

semester in the 2022 school year.

“International Field Work” are also included in this course group. The way to register these courses is

basically the same but many differ in some parts from what is mentioned above. Those who participate in

these programs will separately receive a detailed instruction about that from CIE office.
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２．授業について





Ⅰ．各センター授業について

１．教室（全学オープン科目提供箇所共通）

対面で授業を行う科目の授業実施教室は、科目登録時および結果発表時に「未定」となっていても、授業開始初日の朝

までにはWebシラバスで公開されます。Webシラバスで各自確認のうえ、初回授業に出席するようにしてください。

教室のある建物は早稲田大学Webページの総合案内で確認してください。また、Tutorial Englishのブー

ス（2021年度はオンライン）はレッスングループ・クラス編成決定後「Tutorial Canvas」で発表します。

２．休講（全学オープン科目提供箇所共通）

MyWasedaおよびWaseda Moodleで確認することができます。公共交通機関のストライキや気象状況の悪化にと

もなう休講は全学統一基準により決定します。

３．補講（全学オープン科目提供箇所共通）

原則として担当教員が授業中もしくはWaseda Moodle等で通知します。

４．授業に関する連絡事項（全学オープン科目提供箇所共通）

原則として担当教員が授業中もしくはWaseda Moodle等で通知します。

なお、保健体育科目に関する伝達事項は、内容によっては17号館体育館、東伏見体育教室棟各事務所設置の所定掲示

板に掲出することがあります。

５．授業の出欠について（全学オープン科目提供箇所共通）

シラバスに記載がない場合も、授業に出席するのは当然のことであるため、出席は成績評価の前提となります。

以下の事由により授業を欠席する際は、所属学部事務所が発行する文書等を通じて担当教員に配慮を依頼することが

できます。手続き方法は所属学部事務所に確認してください。

・忌引きによる欠席（対象：１親等・２親等および配偶者）

・裁判員に指名され、辞退が認められない場合

ただし、欠席の取扱いは、担当教員の判断に一任されます。

また、学校において予防すべき感染症により授業を欠席した場合は、治癒後に所属学部事務所にて、文書等による配慮

の依頼ができるか確認してください。所属学部にて、文書等による配慮依頼ができない場合は、診断書等欠席を証明する

書類を担当教員に提出し判断をあおいでください。

教育実習等で授業への出席が難しくなる期間のクォーター科目（授業期間が8週間）の履修は、配慮することが難しい

ので、履修しないでください。

なお、教育実習期間中の授業の欠席の取扱いについては「教職課程 履修の手引き」をご確認ください。

オンライン授業受講にあたり、授業を受講する場所において、気象状況の影響等により受講が困難である場合は、各自

で判断してください。各自の判断で視聴を見合わせた場合は、後日所属学部（研究科）において手続きを行うことによ

り、欠席の配慮を求めることができる場合があります。

６．教員への問い合わせについて（全学オープン科目提供箇所共通）

教員の連絡先は個人情報保護の観点からお伝えできません。教員への連絡事項、問い合わせ事項がある場合には以下

のメールアドレスに連絡してください。メールを送付する際には該当の担当教員氏名、科目名、自身の氏名、学籍番号、

連絡先、具体的な問い合わせ内容等を必ず明記してください。ただし、授業の欠席連絡は受付けていませんので直接教員

に連絡してください。

【問い合わせ先】

GEC提供科目：gec-help@list.waseda.jp

留学センター提供科目：cie-class@list.waseda.jp

学部提供全学オープン科目：科目を提供している学部に問い合わせてください。

Wasedaメールアドレス以外からの問い合わせには、回答ができない場合があります。

必ずWasedaメールアドレスから発信してください。
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７．授業時の負傷事故等について（保健体育科目）

保健体育科目の授業中に負傷事故等が発生した場合は、その場で担当教員に届け出てください。負傷事故の届け出が

あった場合、医療費の補償を受けられる場合があります。

８．レポート課題について（全学オープン科目提供箇所共通）

課題提出については、指定された方法で提出してください。

※レポート課題の提出場所等については、担当教員より指示があります。

※GEC提供科目については指定の表紙をつける必要がある場合があります。課題の表紙は、早稲田ポータルオフィス

にあります。また、GEC Webページからもダウンロードすることが可能です。

９．試験

各センター提供科目は、原則として定期試験はなく、平常点、授業中の理解度の確認、レポート等により評価されます。

理解度の確認・レポートについては、担当教員が授業中もしくはWaseda Moodleにて指示します。不明な点は担当教

員に直接確認してください。また、各センター提供科目は、未済試験や再試験を行いません。

・所属学部の試験と各センターの授業が重なった場合、原則として各センターの授業を受けてください。こ

の場合、学部の未済試験を受験するために各センターで授業の受講証明書を発行します。

・イタリア語および朝鮮語の必修履修者については、救済措置を設ける場合がございます。再試験の手続き

については、所属事務所にご相談ください。

10．成績（全学オープン科目提供箇所共通）

全学オープン科目の成績は所属学部の成績発表日に併せて発表されます。成績発表時期は所属学部事務所に問い合わ

せてください。なお、卒業するしないに関わらず、原則として救済措置は行いません。

GEC提供科目の成績評価に関する問い合わせ期間は、以下のとおりです。

９月27日（月）夏季集中・夏シーズン・夏季実技科目

春学期・春クォーター・夏クォーター科目・

集中講義（春学期）

問い合わせ期間対象科目

所属学部の成績発表日〜

９月10日（金）

秋学期・秋クォーター・冬クォーター・

通年・夏秋期・冬シーズン・春季集中科目・

集中講義（秋学期）・集中（春・秋学期）

2022年３月10日（木）

期間外の問い合わせについては一切対応できませんので、必ず上記期間内にご自身の成績評価の確認を行ってくださ

い。問い合わせ方法の詳細については、GEC Webページを確認してください。

なお、GEC以外の学部・センター提供科目については、科目を設置している箇所に確認してください。

11．不正行為等の取扱いについて（GEC提供科目）

GECでは、センター提供科目における試験、課題等に関して不正行為等を行った学生の取扱いを以下のように定めて

います。不正行為等に該当すると判断された場合、成績評価に大きな影響を及ぼしますので、必ず熟読したうえで試験や

課題等に取り組んでください。

不正行為の定義

１．試験※１における不正行為

試験において、次のいずれかに該当する行為は不正行為とする。ただし、科目担当教員が特に許可した場合を除く。

（１）他人の代わりとなって受験すること、または他人を自己の代わりとして受験させること。

（２）不正使用の目的をもって作成された文書または電子ファイルもしくはその閲覧に使用する機器を試験場に持ち

込むこと。

（３）使用が許可されていない書籍、ノート、メモその他の印刷物または機器を使用または参照すること。

（４）使用が許可されている物品の貸借

（５）身体、衣類、所持品または机、椅子その他試験場内の備品に試験に関連した内容を書き込むこと。

（６）答案の交換または他人の答案の利用（覗き見を含む。）

（７）他人の答案を写すこと、または自己の答案を他人に写させること。

（８）言語、暗号、動作または機器その他の情報伝達手段によって他人と連絡を試みること、または不正に情報を取得

すること。

（９）偽名の記入、故意による無記名、答案用紙の破棄または許可されていない答案用紙の持ち出し等により、答案整
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理を混乱させようとすること。

（10）試験終了後、答案に加筆修正などの変更を加えること。

（11）試験監督員の指示に従わないこと。

（12）その他試験の公正を害すると認められる行為

（13）上記の行為を行ったものと疑われる行為をすること。

（14）上記の行為を行うことを幇助すること。

２．課題等 ※２における不正行為

課題等において、次のいずれかに該当する行為は、不正行為とする。ただし、科目担当教員が特に認めた場合を除く。

（１）他人の代わりとなって課題等に取り組むこと、または他人を自己の代わりとして課題等に取り組ませること。

（２）他人が取り組みもしくは取り組んだ課題等を筆写もしくは引き写し、または自己のものとして表示すること。

（３）自己が取り組みもしくは取り組んだ課題等を他人に筆写もしくは引き写させ、または他人のものとして表示させ

ること。

（４）他人のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文、用語または知見を適切な表示なく流用すること。

（５）他人と共同で課題等に取り組むこと。

３．オンデマンド試験※３における不正行為

オンデマンド試験において、次のいずれかに該当する行為は、不正行為とする。

（１）他人の代わりとなってオンデマンド試験を受験すること、または他人を自己の代わりとして受験させること。

（２）他人と共同でオンデマンド試験を受験すること。

不正行為を行った者の成績評価

当該不正行為が行われた科目の成績評価を不合格評価とし、所属学部・研究科に報告する。

不適切な行為

次のいずれかに該当する行為は、不適切な行為とする。

（１）課題等またはオンデマンド試験に関し、上記に定める不正行為のほか、科目担当教員の指示に反する行為

（２）その他成績評価手段※４に関し、科目担当教員の指示に反する行為

（３）科目担当教員による公正な成績評価を阻害するすべての行為

不適切な行為を行った者の成績評価

不適切な行為が行われた科目の成績評価の取扱いは、科目担当教員およびGECの判断による。なお、不適切な行為が

当該科目の成績評価の公平性を著しく害する場合には、不正行為者と同等の対応を受けることがある。

※１「試験」とは、科目担当教員による監督下で実施される理解度の確認ならびにそれらと同等であると位置づけられる

ものをいう。ただし、当該科目において主たる成績評価手段として周知されるものに限る。

※２「課題等」とは、レポート、発表、実演、実習、専門教育科目演習論文その他一定の成果の提出または提示を求める

ものをいう。

※３「オンデマンド試験」とは、インターネット等のネットワークを利用して任意の場所で受験することが認められるも

のをいう。

※４「その他成績評価手段」とは、小テスト、感想文、出席票等をはじめとする、上記に定めるもの以外の成績評価手段

をいう。

12．Waseda Moodleについて（全学オープン科目提供箇所共通）

WasedaMoodleを使用して課題提出、休講連絡などを行う科目があります。必ず定期的にWasedaMoodleを確認

してください。
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３．全学オープン科目一覧

科目一覧は2021年2月時点の情報です。学期・曜日・時限、集中講義の日程など科目情

報は変更が生じることがありますので、最新情報につきましては、必ず「履修ガイド正

誤表」、Webシラバスおよび各センターや各学部のWebページの内容を確認してくださ

い。

◆「履修ガイド正誤表」参照方法

GECWebページ（https://www.waseda.jp/inst/gec/)

→学部学生の方へ

→→科目登録ガイド

→→→科目登録手順

→→→→履修ガイド正誤表

◆Webシラバス

https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php





Ⅰ．グローバルエデュケーションセンター提供科目一覧

１．アカデミック・ライティング科目
※先進・創造・基幹理工学部の学生は、理工学術院設置の「複合文章表現」を履修してください。

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

学術的文章の作成 01 佐渡島 紗織 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

学術的文章の作成 02 佐渡島 紗織 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

学術的文章の作成 03 佐渡島 紗織 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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２．数学科目マップ

β
（
中
級
）

α
（
初
級
）

数
学

を
基
礎
か
ら

学
び
た
い

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
α（
金
利
編
）

金
利
計
算
・
数
列
・
指
数
・
対
数

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
β（
金
利
編
）

ロ
ー
ン
計
算
・
漸
化
式
・
極
限

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
α（
最
適
化
編
）

行
列
・
連
立
1
次
方
程
式
・
線
形
計
画
問
題

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
β（
最
適
化
編
）

逆
行
列
・
双
対
定
理
・
最
小
問
題

金
利

を
例
と
し
て

（
数
学
的
）
構
造
を
知
り
た
い

γ
（
上
級
）

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
G
EC
）　
　
数
学
 学
習
マ
ッ
プ
　
　
～
「
数
学
的
思
考
力
」
を
身
に
付
け
よ
う
～

社
会
に
出
て
必
要
な
数
学
的
知
識
・
論
理
的
思
考
力
を
大
学
在
学
中
に
身
に
付
け
た
い
。

数
学
が
実
社
会
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
り
た
い
。

早
稲
田
大
学
に
は
全
学
基
盤
教
育
「
W
A
S
ED
A
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の

数
学
科
目
に
「
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
と
す
る
科
目
群
が
あ
る
。

ま
た
、
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
と
し
て
履
修
で
き
る
数
学
及
び
数
学
関
連
科
目
も
あ
る
。

◆
英
語
と
数
学
の
読
み
方

α
の
単
位
を
修
得
済
み
か
、α
で
扱
っ
て

い
る
数
学
単
元
を
理
解
し
て
い
る
学
生
向
け

β
の
単
位
を
修
得
済
み
か
、β
で
扱
っ
て

い
る
数
学
単
元
を
理
解
し
て
い
る
学
生
向
け

英
語
や
数
学
が
得
意
で
は
な
い
が
、
身

に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
向
け

こ
と
ば
と
数
学
を
学
び
た
い

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
γ（
解
析
学
編
）

微
分
・
偏
微
分
・
効
用
最
大
化
問
題

◆
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
γ（
線
形
代
数
学
編
）

行
列
式
・
対
角
化
・
マ
ル
コ
フ
連
鎖

レ
ベ
ル
分
け
問
題
は

こ
ち
ら
か
ら

最
適
化

を
例
と
し
て

全
学
基
盤
教
育
、
及
び
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
の
数
学
科
目
は
、
専
攻
を
問
わ
ず
、
全
て
の
学
び
の
礎
と
な
り
、
今
後
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
ず
役
立
つ
力
に
な
る
。
数
学
を
基
礎
か
ら
学
び
た
い
な
ら
、「
数

学
基
礎
プ
ラ
ス
シ
リ
ー
ズ
」
を
受
講
し
よ
う
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
高
校
数
学
の
知
識
を
前
提
と
せ
ず
に
、
実
社
会
で
数
学
が
使
わ
れ
る
金
利
や
最
適
化
を
例
に
、
数
学
を
基
礎
か
ら
解
説
し
て
い
る
。

自
然
科
学
に
限
ら
ず
、
経
済
学
や
政
治
学
、
経
営
学
、
言
語
学
等
で
用
い
ら
れ
る
「
数
学
的
な
構
造
」
を
学
び
た
い
学
生
に
は
、「
視
覚
的
に
捉
え
る
群
論
入
門
」
や
「
素
数
の
魅
力
と
暗
号
理
論
」、
「
結
び

目
で
見
る
数
学
の
世
界
」
の
受
講
を
勧
め
る
。
ま
た
、「
こ
と
ば
と
数
学
(言
語
と
し
て
の
数
学
)」
に
興
味
が
あ
り
、
英
語
の
文
献
の
読
み
方
や
論
理
的
な
話
し
方
・
書
き
方
を
身
に
つ
け
た
い
な
ら
、「
英

語
と
数
学
の
読
み
方
」
や
「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」
を
受
講
す
る
と
よ
い
。
ど
の
科
目
群
も
特
別
な
予
備
知
識
を
仮
定
し
な
い
た
め
、各
自
の
興
味
に
応
じ
て
、ど
こ
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ラ
バ
ス
検
索
で
G
EC
の
数
学
科
目
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
！

キ
ー
ワ
ー
ド
：
数
学
　
　
学
部
：
グ
ロ
ー
バ
ル
　
　
で
検
索
！
　
　
→→
　
　

◆
視
覚
的
に
捉
え
る
群
論
入
門

「
あ
み
だ
く
じ
」
を
用
い
て
抽
象
的
な

群
の
概
念
を
視
覚
的
に
捉
え
、

群
の
数
学
的
構
造
を
理
解
す
る

抽
象
的
な
数
学
の
理
論
と
身
近
な
具
体

例
の
繋
が
り
を
理
解
し
た
い
学
生
向
け

◆
素
数
の
魅
力
と
暗
号
理
論

初
等
整
数
論
を
通
じ
て
、
整
数
の
四
則
演

算
（
＋
,－
,×
,÷
）
の
織
り
成
す
世
界
の

構
造
を
理
解
す
る

数
の
世
界
の
面
白
さ
や
魅
力
を

知
り
た
い
学
生
向
け

◆
結
び
目
で
見
る
数
学
の
世
界

「
結
び
目
」
を
通
じ
て
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
と

呼
ば
れ
る
柔
ら
か
い
幾
何
学
の

概
念
を
理
解
す
る

図
形
や
空
間
の
形
に
関
す
る
謎

や
魅
力
に
触
れ
た
い
学
生
向
け

数
学
ゲ
ー
ム
な
ど
の
易
し
い
テ
キ
ス
ト
の

内
容
を
、
実
際
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
学
び
な
が
ら
、
英
語
の
文
献
を

読
む
た
め
の
コ
ツ
と
、
数
学
の
論
理
展
開

の
両
方
を
身
に
つ
け
る

易
し
い
数
学
の
題
材
を
使
い
な
が
ら
、

論
理
的
な
話
し
方
・
書
き
方
を

実
地
で
学
ぶ

◆
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
入
門

論
理
的
に
話
せ
る
よ
う
に
/
書
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
磨
き
た
い
学
生
向
け

科

目

一

覧

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

― 50 ―



２．数学科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

数学基礎プラスα（金利編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスα（金利編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスα（金利編） 03 高木 悟 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスα（最適化編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスα（最適化編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスβ（金利編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスβ（金利編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスβ（最適化編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスβ（最適化編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスγ（線形代数学編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスγ（線形代数学編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスγ（解析学編） 01 高木 悟 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

数学基礎プラスγ（解析学編） 02 高木 悟 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Calculating Interest) A 01

曽布川 拓也 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Calculating Interest) A 02

曽布川 拓也 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Calculating Interest) B 01

曽布川 拓也 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
（Calculating Interest) B 02

曽布川 拓也 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Optimization Problem) A 01

曽布川 拓也 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Optimization Problem) A 02

曽布川 拓也 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Optimization Problem) B 01

曽布川 拓也 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to University Mathematics
(Optimization Problem) B 02

曽布川 拓也 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

視覚的に捉える群論入門 高木 悟 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

素数の魅力と暗号理論 野口 和範 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Amida-Kuji Game and Mathematics 01 曽布川 拓也 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

Amida-Kuji Game and Mathematics 02 曽布川 拓也 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

結び目で見る数学の世界 −トポロジーへの招待− 村尾 智 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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３．データ科学科目マップ

データ科学はデータの種類や活用する目的が大切な学問です。はじめてデータ科学を学ぶ方は、まずA群科目から学

ぶことをお薦めします。統計学や機械学習を含むデータ科学の考え方から学びたい方は、まず「データ科学入門α, β,

γ, δ」の順に学ぶことをお薦めします。一方で統計学を中心に学びたい方は、まず「統計リテラシーα, β」を学ぶこと

をお薦めします。「データ科学入門1,2(統計学既習者用)」は、統計学の基礎を学んだ人を対象に「データ科学入門α〜

δ」の内容をまとめた科目ですので「統計リテラシーα, β」の後に学ぶと良いでしょう。「データ科学実践」は、これら

の考え方とスキルを用いて、得られたデータを実践的に活用することを目的とした科目ですのでお薦めです。

GECでは、「データ科学認定制度」を設置しています。対象科目を履修し、各級の定める要件を満たした学生に対して、

証明書を発行します。「データ科学認定制度」の詳しい内容は、188ページをご確認ください。

データ科学
入門α,β

データ科学入門
γ,δ

A群

統計リテラシー
α,β

データ科学入門1,2
（統計学既習者用）

データ科学実践

カリキュラムマップ

A群 ★データ科学入門シリーズ ～データ科学の考え方を基礎から身につける～

◆データ科学入門 α
データ解析の考え方の基礎を学ぶ

Step 1

◆データ科学入門 β
回帰問題を様々な角度から学習する
キーワード：単回帰，多項式回帰，モデルの評価，モデル選択，正則化

Step 2

◆データ科学入門 γ
多変量のデータ解析手法を学び、データ科学の考え方を整理する
キーワード：データの種類と問題，多変量の扱い，重回帰分析，分類問題

Step 3

◆データ科学入門 δ
データ解析の一連の流れを実践的に学ぶ
キーワード：クラスタリング，データの取り扱い，データの前処理，解析結果の考察

Step 4

23年度より開講予定

データ科学のための数学

CⅡ
群

CⅠ
群

C群

D群

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
δ

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
γ

回
帰
と
分
類
の
デ
ー
タ
科
学

時
系
列
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

潜
在
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

2
0
2
2
年
度
以
降
追
加

2022年度以降追加予定 B群Rによる統計解析

◆データ科学実践
データを活用する目的の設定，分析，検証，考察の一連の流れを実践的に学ぶ

Step 5

キーワード：基本統計量，確率分布，データ解析の考え方
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A群

◆データ科学入門１・２（統計学既習者用）
統計学の基礎を学んだ人を対象に「データ科学入門α～δ」の内容を2科目で体系的に学ぶ

Step 1

Step 2

Step 3・4

★統計学を中心に学びたい方 ～統計学の基礎から積み上げ式で学ぶ～
◆統計リテラシーα
データを視覚的・数値的に要約する「記述統計学」を学ぶ
キーワード：グラフ，ヒストグラム，基本統計量，散布図，相関係数，分割表

◆統計リテラシーβ
推測統計学を学ぶために必要な「確率論」を学ぶ
キーワード：確率変数，確率分布，正規分布，期待値，分散

B群
◆データ科学のための数学
データ科学を深く理解するために必要な数学の基礎を学ぶ
キーワード：線形代数，微分積分，確率

◆Rによる統計解析
統計解析ソフトRを利用し，記述統計から推測統計及びデータ解析法を学ぶ

★統計・データ科学をより深く理解し活用するための基礎

C群

※D群（自身の専門領域以外においてもデータ科学を活用できるようになる科目群）は，2023年度以降に設置予定

◆統計リテラシーγ
データから母集団の性質を確率的に推測する「推測統計学の基礎」を学ぶ
キーワード：サンプリング，大数の法則，中心極限定理，点推定，区間推定，仮説検定

◆統計リテラシーδ
卒業研究などで必要となる「実践的な推測統計学」を学ぶ
キーワード：母集団の比較，適合度検定，相関係数の検定，分散分析

◆回帰と分類のデータ科学
様々な分野で重要となる回帰と分類の考え方を深める
キーワード：重回帰分析の統計的性質，一般化線形モデル，木モデル，カーネル法，
ディープラーニング，集団学習

◆時系列構造のデータ科学
時間で変化する系列に対するデータ科学を学ぶ
キーワード：時系列構造とは，トレンド，自己回帰モデル，マルコフモデル，パネルデータ

★自身の持つ専門性に対してデータを活用するための科目を選択

◆潜在構造のデータ科学
潜在構造とは，因子分析，ベイジアンネットワーク，階層ベイズ，潜在クラス分析，共分散構造分析

CI群

CII群

◆データ科学実践
データを活用する目的の設定，分析，検証，考察の一連の流れを実践的に学ぶStep 5
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３．データ科学科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

統計リテラシーα 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーα 02 堀井 俊佑 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーα 03 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーα 04 堀井 俊佑 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門α 01 小林 学 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門α 02 小林 学 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門α 03 小林 学 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門α 04 小林 学 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーβ 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーβ 02 堀井 俊佑 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーβ 03 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーβ 04 堀井 俊佑 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門β 01 野村 亮 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門β 02 野村 亮 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門β 03 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門β 04 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーγ 01 小林 学 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーγ 02 小林 学 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーγ 03 小林 学 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーγ 04 小林 学 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門γ 01 小林 学 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門γ 02 小林 学 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門γ 03 小林 学 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門γ 04 小林 学 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーδ 01 野村 亮 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーδ 02 野村 亮 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーδ 03 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

統計リテラシーδ 04 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

Rによる統計解析 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Rによる統計解析 02 堀井 俊佑 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

Rによる統計解析 03 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Rによる統計解析 04 堀井 俊佑 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門δ 01 小林 学 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門δ 02 小林 学 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門δ 03 小林 学 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門δ 04 小林 学 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy α 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy α 02 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy β 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy β 02 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy γ 01 堀井 俊佑 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

Statistics Literacy γ 02 堀井 俊佑 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学のための数学 01 小林 学 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学のための数学 02 小林 学 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学のための数学 03 小林 学 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学のための数学 04 小林 学 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

回帰と分類のデータ科学 01 野村 亮 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

回帰と分類のデータ科学 02 野村 亮 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

回帰と分類のデータ科学 03 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

回帰と分類のデータ科学 04 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

時系列構造のデータ科学 01 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

時系列構造のデータ科学 02 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門１（統計学既習者用） 01 野村 亮 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門１（統計学既習者用） 02 野村 亮 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門１（統計学既習者用） 03 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門１（統計学既習者用） 04 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門２（統計学既習者用） 01 野村 亮 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門２（統計学既習者用） 02 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学入門２（統計学既習者用） 03 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学実践 01 野村 亮 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

データ科学実践 02 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

潜在構造のデータ科学 野村 亮 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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４．情報科目マップ

情報科目は大きく３つのカテゴリに分類されます。さらに各カテゴリにおいて、難易度・グループによって、以下の表の

とおり分類されます。
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任意

並行履修可能並行履修可能

UNIX入門 サーバマネジメント

データベース（SQL入門）
※SQLの基礎

データベース（管理と運用）
※DB設計・管理

情報科学の基礎

ネットワーク技術初級 ネットワーク技術準中級

情報ネットワーク
セキュリティ 情報セキュリティ技術

情報科学の基礎

履修マップ

ネットワーク・サーバ管理

履修モデル例

CGエンジニア入門

マルチメディア初級
（画像処理とアニメーション）

マルチメディア中級
（画像処理とアニメーション）情報科学の基礎

並行履修可能

マルチメディア（グラフ

ィック）

ミュージック・
プログラミング情報科学の基礎マルチメディア（サウン

ド）

・各履修モデルは、参考として提示しているものであり、該当する職業や、履修モデルに相当する資格等の取得を保証

するものではありません。

・いずれの履修モデルも「情報科学の基礎」の履修を推奨しますが、前提知識があれば履修しなくても構いません。

・前提知識がある人は、必ずしも入門・初級・準中級・中級の順に履修する必要はありません。

・各履修モデルでは、すべての科目を履修することが望ましいですが、任意で履修しても良い科目は破線の矢印で示し

ます。

※履修マップでは、情報科目の全ては表現されていません。

科目名称については、次ページ以降の「４．情報科目」で確認してください。

GEC情報系科目の履修モデル

プログラミング入門
Introduction to programming

情報科学の基礎

大学生として身に着ける

べき情報処理・表現力

並行履修可能

データベース（SQL入門）
※SQLの基礎

アルゴリズムと
データ構造

プログラミング初級

プログラミン
グ中級

ソフトウェア開発技術互いの内容を理解

情報科学の基礎

プログラミング入門
Introduction to programming

情報科学の基礎

ソフトウェア開発

並行履修可能

Webデザイン実践

クライアントサイドWeb
プログラミング中級

クライアントサイドWeb
プログラミング初級

プログラミング入門
Introduction to programming

情報科学の基礎

Web制作（Webページの

設計及び制作）

プログラミング初級
※Java等オブジェ
クト指向言語

サーバサイドWeb
プログラミング中級

サーバサイドWeb
プログラミング初級 ソフトウェア開発技術

データベース（SQL入門）
※SQLの基礎

データベース（管理と運用）
※DB設計・管理情報科学の基礎

プログラミング入門
Introduction to programming

Web 制作（データベー

ス・処理系の設計及び実

装）



○○情報科目マップ
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初級

情報科学の基礎

ネットワークOS・サーバ セキュリティ

入門

難易度／

グループ

PC・ネットワークを知る

中級

情報セキュリティ技術ネットワーク技術準中級
サーバマネジメントα

サーバマネジメントβ
準中級

情報ネットワークセキュリティネットワーク技術初級UNIX入門

準中級

クライアントサイドWebプログ

ラミング初級

サーバサイドWebプログラミン

グ初級

Webデザイン実践

プログラミング初級（C/C++）

プログラミング初級（Java）

プログラミング初級（Python）

初級

マルチメディア

情報科学の基礎

プログラミング入門

Introduction to Programming

入門

ソフトウェア開発 Web制作

PC・ネットワークを使う

情報科学の基礎

【グラフィック】

CGエンジニア入門

マルチメディア初級

（画像処理とアニメーション）α

マルチメディア初級

（画像処理とアニメーション）β

【サウンド】

ミュージック・プログラミング

【グラフィック】

マルチメディア中級

（画像処理とアニメーション）α

マルチメディア中級

（画像処理とアニメーション）β

データベース（SQL入門）

データベース（管理と運用）

ソフトウェア開発技術α

ソフトウェア開発技術β
中級

クライアントサイドWebプログ

ラミング中級

サーバサイドWebプログラミン

グ中級

アルゴリズムとデータ構造α

アルゴリズムとデータ構造β

プログラミング中級（C/C++）

プログラミング中級（Java）

プログラミング中級（Python）

難易度／

グループ

人工知能入門−探索による人工知能−
ITとビジネス

オープン・ソース・ソフトウェア概論
初級

社会と情報

数理科学人工知能情報化社会
難易度／

グループ



４．情報科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

情報科学の基礎 01 中山 祐貴 春クォーター 水3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 02 高橋 優 春クォーター 木3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 03 高橋 優 夏クォーター 木3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 04 久野 禎子 秋クォーター 水1−2 早稲田 2 −

情報科学の基礎 05 高橋 優 秋クォーター 木3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 06 高橋 優 冬クォーター 木3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 07 久野 禎子 夏クォーター 金3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 08 中山 祐貴 冬クォーター 水3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 09 岡田 昭夫 春クォーター 火3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 10 岡田 昭夫 夏クォーター 火3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 11 岡田 昭夫 秋クォーター 火3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 12 佐々木 康成 春クォーター フルオンデマンド − 2 −

情報科学の基礎 13 佐々木 康成 秋クォーター フルオンデマンド − 2 −

情報科学の基礎 14 山田 豊明 夏クォーター 金3−4 早稲田 2 −

情報科学の基礎 15 山田 豊明 秋クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング入門 01 中山 祐貴 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

プログラミング入門 02 中村 優一 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

プログラミング入門 04 橘 孝博 夏クォーター
火5時限

オンデマンド
早稲田 1 − ハイブリッド科目

プログラミング入門 05 細谷 剛 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

プログラミング入門 06 細谷 剛 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to Programming 01 齋藤 恵 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

Introduction to Programming 02 齋藤 恵 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

プログラミング初級（C/C++） 01 石田 崇 冬クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（C/C++） 03 齋藤 恵 夏クォーター 火4−5 早稲田 2 −

プログラミング初級（C/C++） 04 小棹 理子 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

プログラミング初級（C/C++） 05 小棹 理子 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

プログラミング初級（C/C++） 06 小田井 圭 秋クォーター 金1−2 早稲田 2 −

プログラミング初級（C/C++） 07 石田 崇 秋クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 01 久野 禎子 春クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 02 白銀 純子 春クォーター 月3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 03 白銀 純子 夏クォーター 月3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 04 白銀 純子 秋クォーター 月3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 05 白銀 純子 冬クォーター 月3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 06 中山 祐貴 冬クォーター 火3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 07 中山 祐貴 夏クォーター 火3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Java） 08 中山 祐貴 秋クォーター 火3−4 早稲田 2 −

UNIX入門 01 佐藤 健 夏クォーター 金4−5 早稲田 2 −

UNIX入門 02 佐藤 健 秋クォーター 金4−5 早稲田 2 −

ネットワーク技術初級 01 中村 優一 春クォーター 木3−4 早稲田 2 −

ネットワーク技術初級 02 多田 武丸 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

ネットワーク技術初級 03 多田 武丸 集中講義（秋学期） 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

情報ネットワークセキュリティ 01 佐藤 健 春クォーター 金4−5 早稲田 2 −

情報ネットワークセキュリティ 02 佐藤 健 冬クォーター 金4−5 早稲田 2 −

ネットワーク技術準中級 01 中村 優一 夏クォーター 木3−4 早稲田 2 −

ネットワーク技術準中級 02 多田 武丸 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

情報セキュリティ技術 01 中村 優一 冬クォーター 木3−4 早稲田 2 −

情報セキュリティ技術 02 鈴木 朋夫 冬クォーター フルオンデマンド − 2 −

サーバマネジメントα 01 中村 優一 春クォーター 木2時限 早稲田 1 −

サーバマネジメントα 02 中村 優一 秋クォーター 木2時限 早稲田 1 −

サーバマネジメントβ 01 中村 優一 夏クォーター 木2時限 早稲田 1 −

サーバマネジメントβ 02 中村 優一 冬クォーター 木2時限 早稲田 1 −

サーバサイドWebプログラミング初級 01 中山 祐貴 春クォーター 火3−4 早稲田 2 −

サーバサイドWebプログラミング初級 02 藤田 真一 秋クォーター 水3−4 早稲田 2 −

サーバサイドWebプログラミング初級 03 細谷 剛 夏クォーター 月3−4 早稲田 2 −

サーバサイドWebプログラミング初級 04 細谷 剛 冬クォーター 月3−4 早稲田 2 −

クライアントサイドWebプログラミング初級 04 齋藤 恵 秋クォーター 火4−5 早稲田 2 −

クライアントサイドWebプログラミング初級 05 齋藤 恵 冬クォーター 火4−5 早稲田 2 −

CGエンジニア入門 01 白石 路雄 夏クォーター 火3−4 早稲田 2 −

マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）α 01 細谷 剛 春クォーター 木3時限 早稲田 1 −

マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）α 02 平野 砂峰旅 夏季集中 無その他 早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）β 01 細谷 剛 夏クォーター 木3時限 早稲田 1 −

マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）β 02 平野 砂峰旅 夏季集中 無その他 早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

Webデザイン実践 01 三橋 大輔 春クォーター 水3−4 早稲田 2 −

Webデザイン実践 02 三橋 大輔 夏クォーター 水3−4 早稲田 2 −

Webデザイン実践 03 久保田 徹 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

Webデザイン実践 04 三橋 大輔 秋クォーター 水3−4 早稲田 2 −

Webデザイン実践 05 三橋 大輔 冬クォーター 水3−4 早稲田 2 −

Webデザイン実践 06 齋藤 恵 春クォーター 火4−5 早稲田 2 −

データベース（SQL入門） 01 中村 優一 秋クォーター 木3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Python） 01 石田 崇 春クォーター 木3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Python） 02 石田 崇 夏クォーター 木3−4 早稲田 2 −

プログラミング初級（Python） 03 鈴木 敬彦 夏クォーター 火2−3 早稲田 2 −

プログラミング初級（Python） 04 小林 明大 他 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

プログラミング初級（Python） 05 鈴木 敬彦 冬クォーター 火2−3 早稲田 2 −

プログラミング初級（Python） 06 齋藤 恵 冬クォーター 火2−3 早稲田 2 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

プログラミング中級（C/C++） 02 小田井 圭 冬クォーター 金1−2 早稲田 2 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

プログラミング中級（Java） 01 伊知地 宏 夏クォーター 火2−3 早稲田 2 −

プログラミング中級（Java） 02 久野 禎子 秋クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング中級（Java） 03 久野 禎子 冬クォーター 金3−4 早稲田 2 −

プログラミング中級（Java） 04 伊知地 宏 冬クォーター 火2−3 早稲田 2 −

サーバサイドWebプログラミング中級 01 藤田 真一 冬クォーター 水3−4 早稲田 2 −

クライアントサイドWebプログラミング中級 01 山名 早人 春クォーター
火3時限

オンデマンド
早稲田 2 − ハイブリッド科目

データベース（管理と運用） 01 細谷 剛 秋クォーター 月3−4 早稲田 2 −

ミュージック・プログラミング 01 鈴木 敬彦 春クォーター 火2−3 早稲田 2 −

ミュージック・プログラミング 02 鈴木 敬彦 秋クォーター 火2−3 早稲田 2 −

アルゴリズムとデータ構造α 01 伊知地 宏 秋クォーター 火4時限 早稲田 1 −

アルゴリズムとデータ構造β 01 伊知地 宏 冬クォーター 火4時限 早稲田 1 −

マルチメディア中級（画像処理とアニメーション）α 01 細谷 剛 秋クォーター 木3時限 早稲田 1 −

マルチメディア中級（画像処理とアニメーション）β 01 細谷 剛 冬クォーター 木3時限 早稲田 1 −

プログラミング中級（Python） 01 伊知地 宏 春クォーター 火2−3 早稲田 2 −

プログラミング中級（Python） 02 伊知地 宏 秋クォーター 火2−3 早稲田 2 −

プログラミング中級（Python） 03 小林 明大 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

ITとビジネス 01 楠元 範明 他 春クォーター 木5−6 早稲田 2 −

ITとビジネス 02 原田 康也 他 夏クォーター 火4−5 早稲田 2 −

ITとビジネス 03 瀧澤 武信 他 秋クォーター 金4−5 早稲田 2 −

ITとビジネス 04 楠元 範明 他 秋クォーター 木4−5 早稲田 2 −

オープン・ソース・ソフトウェア概論 01 大木 一浩 秋クォーター フルオンデマンド − 2 −

オープン・ソース・ソフトウェア概論 02 大木 一浩 冬クォーター フルオンデマンド − 2 −

オープン・ソース・ソフトウェア概論 03 柴田 次一 冬クォーター フルオンデマンド − 2 −

人工知能入門-探索による人工知能- 01 グリムベルゲン ライエル 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

コントラクトブリッジで学ぶ数理科学入門 01 並木 亮 他 春クォーター 木3−4 早稲田 2 −
提携講座_（公社）日本コントラクトブリッ
ジ連盟

ソフトウェア開発技術α 01 井上 健 春クォーター 月4−5 早稲田 2 −

ソフトウェア開発技術β 01 井上 健 秋クォーター 月4−5 早稲田 2 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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５．英語科目マップ
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フ
ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目
　
※
2
0
2
1
年
度
、
Tu
to
ri
al
 E
ng
lis
h 
お
よ
び
 W
ri
ti
ng
 T
ut
or
ia
l E
ng
lis
h 
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
）
で
実
施
し
ま
す
。

※
A
W
A
D
E＝
A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g 
an
d 
D
is
cu
ss
io
n 
in
 E
ng
lis
h

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
か
ら
自
然
科
学
系
研
究
論
文
の
要
旨（
A
bs
tr
ac
ts
）を
英
語
で
書
く
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
フ
ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

上
級

よ
り
高
度
な
英
語
に
触
れ
、
自
身
の
考
え
を
論
理
的
に
述
べ
る
ス
キ
ル
を

伸
ば
す
こ
と
を
目
指
す
フ
ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

初
級
（
T
O
E
IC
 ～
5
7
9
程
度
）

　
　
（
W
eT
E
C
 ～
6
2
0
程
度
）

初
級

英
語
で
「
聴
く
」
「
読
む
」
「
書
く
」
こ
と
に
慣
れ
親
し
み

な
が
ら
基
礎
的
な
英
語
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
指
す
フ

ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

中
級

自
信
を
持
っ
て
英
語
を
理
解
し
、
よ
り
豊
か
な
英
語
表
現
を
用
い
て
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
目

指
す
フ
ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

英
作
文
力
を
中
心
と
し
た
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
少
人
数
授
業

 基
礎

論
理
的
に
情
報
を
分
析
す
る
基
本
的
な
ス
キ
ル
を
学
び
、
自
分
の
意
見
を
発
信
す
る

力
を
養
成
す
る
少
人
数
授
業

応
用

論
説
文
や
小
説
の
読
解
を
通
じ
て
様
々
な
視
点
を
理
解
・
分
析
し
、
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
自
分
の
立
場

を
明
確
に
し
た
上
で
論
理
的
に
発
信
す
る
方
法
を
学
ぶ
少
人
数
授
業A
dv
an
ce
d

見
聞
き
し
た
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
容
易
に
理

解
し
、
論
理
的
に
整
理
し
な
が
ら
、
些
細
な

言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
使
い
分
け
、

非
常
に
流
暢
か
つ
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る

U
pp
er
 In
te
rm
ed
ia
te

広
範
で
複
雑
な
話
題
に
つ
い
て
も
内
容
を

正
し
く
理
解
し
、
目
的
に
合
っ
た
適
切
な

言
葉
を
使
用
し
、
流
暢
か
つ
論
理
的
に
自

分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

B
as
ic

日
常
生
活
で
の
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
、
自
身
の
意
見
と
そ
の
理
由
を
簡
単
に

説
明
し
、
短
い
や
り
と
り
が
で
き
る

抽
象
的
な
事
柄
や
複
雑
な
話
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
、
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
際

に
、
長
所
と
短
所
を
交
え
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ル
ー
ル
を
基
礎
か
ら
学
び
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
様
々
な
論

理
展
開
の
エ
ッ
セ
イ
を
繰
り
返
し
書
く

T
ut
or
ia
l E
ng
lis
h

科
目

A
ca
de
m
ic
 E
ng
lis
h

科
目

T
ut
or
ia
l E
ng
lis
h（
2
0
2
1
年
度
よ
り
、
各
レ
ベ
ル
の
ス
コ
ア
目
安
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。）

C
ri
ti
ca
l R
ea
di
ng
 a
nd
 W
ri
ti
ng

A
W
A
D
E
※

A
dv
an
ce
d 
A
W
A
D
E

Li
st
en
in
g
, R
ea
di
ng
 &
 W
ri
ti
ng
 t
hr
ou
g
h 
th
e 
In
te
rn
et
 

W
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５．英語科目
Tutorial English

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Tutorial English（Basic）A & B Intensive 01

近藤 悠介

夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/14〜2021/８/26（３・４限）
※日曜および８/16を除く

Tutorial English（Basic）A & B Intensive 02 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日曜除く

Tutorial English（Basic）C & D Intensive 01 春季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2022/２/２〜2022/２/14（１・２限）
※日祝除く

Tutorial English（Intermediate）A & B Intensive 01 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/14〜2022/８/26（３・４限）
※日曜および2021/８/16を除く

Tutorial English（Intermediate）A & B Intensive 02 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日曜除く

Tutorial English（Intermediate）C & D Intensive 01 春季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2022/２/２〜2022/２/14（１・２限）
※日祝除く

Tutorial English（Upper Intermediate）A & B Intensive 01 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/14〜2021/８/26（３・４限）
※日曜および2021/８/16を除く

Tutorial English（Upper Intermediate）A & B Intensive 02 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日祝除く

Tutorial English（Upper Intermediate）C & D Intensive 01 春季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2022/２/２〜2022/２/14（１・２限）
※日祝除く

Tutorial English（Advanced）A & B Intensive 01 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/14〜2021/８/26（３・４限）
※日曜および８/16を除く

Tutorial English（Advanced）A & B Intensive 02 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日曜除く

Tutorial English（Advanced）A & B Intensive 03 春季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2022/２/２〜2022/２/14（１・２限）
※日祝除く

Tutorial English（Basic）A 各クラス 春クォーター

22 ペ ー ジ「Tutorial En-
glishA〜Dのクラス名およ
び開講曜日時限」を確認し
てください。

1 21,500

Tutorial English（Basic）B 各クラス 夏クォーター 1 21,500

Tutorial English（Basic）C 各クラス 秋クォーター 1 21,500

Tutorial English（Basic）D 各クラス 冬クォーター 1 21,500

Tutorial English（Intermediate）A 各クラス 春クォーター 1 21,500

Tutorial English（Intermediate）B 各クラス 夏クォーター 1 21,500

Tutorial English（Intermediate）C 各クラス 秋クォーター 1 21,500

Tutorial English（Intermediate）D 各クラス 冬クォーター 1 21,500

Tutorial English（Upper Intermediate）A 各クラス 春クォーター 1 21,500

Tutorial English（Upper Intermediate）B 各クラス 夏クォーター 1 21,500

Tutorial English（Upper Intermediate）C 各クラス 秋クォーター 1 21,500

Tutorial English（Upper Intermediate）D 各クラス 冬クォーター 1 21,500

Tutorial English（Advanced）A 各クラス 春クォーター 1 21,500

Tutorial English（Advanced）A 各クラス 秋クォーター 1 21,500

Tutorial English（Advanced）B 各クラス 夏クォーター 1 21,500

Tutorial English（Advanced）B 各クラス 冬クォーター 1 21,500

Writing Tutorial English 01

近藤 悠介 他

夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日曜除く

Writing Tutorial English 03 夏季集中 無その他 早稲田 2 43,000
2021/８/27〜2021/９/７（１・２限）
※日曜除く

Academic Writing and Discussion in English

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Academic Writing and Discussion in English α 01
ゴルディング コリ
ン スティーブン
コパック

春クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 04
ウェナーマーク エ
リック ピータ

春クォーター
月２時限
木２時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 08 ゲンチ ブルジュ 春クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 15 ベイ シャローム 春クォーター
月４時限
木４時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 23 小西 隆之 春クォーター
火２時限
金２時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 24
マッキンタイヤー
ロバート アラン

春クォーター
月４時限
木４時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 29
タケウチ クレッグ
ステーシー

春クォーター
火３時限
金３時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 35 パリシュ ロリ 春クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 36
ヨセフ マイケル
カリーム

春クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 43
ペイドン スティー
ブン アーサー

春クォーター
火５時限
金５時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 50 ベイ シャローム 秋クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 63
マッキンタイヤー
ロバート アラン

秋クォーター
月５時限
木５時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 70
タケウチ クレッグ
ステーシー

秋クォーター
火３時限
金３時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English α 84
ペイドン スティー
ブン アーサー

秋クォーター
火５時限
金５時限

早稲田 2 1,200

Academic Writing and Discussion in English β 01
ゴルディング コリ
ン スティーブン
コパック

夏クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 04
ウェナーマーク エ
リック ピータ

夏クォーター
月２時限
木２時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 08 ゲンチ ブルジュ 夏クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 15 ベイ シャローム 夏クォーター
月４時限
木４時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 23 小西 隆之 夏クォーター
火２時限
金２時限

早稲田 2 500

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

Academic Writing and Discussion in English β 24
マッキンタイヤー
ロバート アラン

夏クォーター
月４時限
木４時限

早稲田 2 500
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Academic Writing and Discussion in English β 29
タケウチ クレッグ
ステーシー

夏クォーター
火３時限
金３時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 35 パリシュ ロリ 夏クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 36
ヨセフ マイケル
カリーム

夏クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 43
ペイドン スティー
ブン アーサー

夏クォーター
火５時限
金５時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 50 ベイ シャローム 冬クォーター
月３時限
木３時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 63
マッキンタイヤー
ロバート アラン

冬クォーター
月５時限
木５時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 70
タケウチ クレッグ
ステーシー

冬クォーター
火３時限
金３時限

早稲田 2 500

Academic Writing and Discussion in English β 84
ペイドン スティー
ブン アーサー

冬クォーター
火５時限
金５時限

早稲田 2 500

Advanced Academic Writing and Discussion in English 01
アペール ランディ
フレッド

春クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 −

Advanced Academic Writing and Discussion in English 02
アペール ランディ
フレッド

夏クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 −

Advanced Academic Writing and Discussion in English 03
アペール ランディ
フレッド

秋クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 −

Advanced Academic Writing and Discussion in English 04
アペール ランディ
フレッド

冬クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 −

Critical Reading and Writing

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Critical Reading and Writing（基礎） 01

近藤 悠介 他

春学期 月３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（基礎） 02 春学期 火３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（基礎） 03 春学期 水３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（基礎） 05 秋学期 月３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（基礎） 06 秋学期 火３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（基礎） 07 秋学期 水３時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 01

近藤 悠介 他

春学期 月２時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 02 春学期 火２時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 03 春学期 水２時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 05 秋学期 月２時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 06 秋学期 火２時限 早稲田 2 31,000

Critical Reading and Writing（応用） 07 秋学期 水２時限 早稲田 2 31,000

実践的な英語科目群

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 01

上田 倫史 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 02

森山 淳子 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 03

原田 明子 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 04

小屋 多恵子 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 05

上田 倫史 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 06

森山 淳子 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 07

原田 明子 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） α 08

小屋 多恵子 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 01

上田 倫史 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 02

森山 淳子 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 03

原田 明子 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 04

小屋 多恵子 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 05

上田 倫史 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 06

森山 淳子 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 07

原田 明子 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（初級） β 08

小屋 多恵子 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 01

大矢 政徳 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 02

大和田 和治 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 03

長田 宣子 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 04

筒井 英一郎 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 05

大矢 政徳 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 06

大和田 和治 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 07

長田 宣子 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） α 08

筒井 英一郎 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 01

大矢 政徳 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 02

大和田 和治 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 03

長田 宣子 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 04

筒井 英一郎 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 05

大矢 政徳 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 06

大和田 和治 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 07

長田 宣子 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（中級） β 08

筒井 英一郎 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） α 01

ドーン ラヴェル 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） α 02

ドーン ラヴェル 春クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） α 03

ドーン ラヴェル 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） α 04

ドーン ラヴェル 秋クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） β 01

ドーン ラヴェル 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） β 02

ドーン ラヴェル 夏クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） β 03

ドーン ラヴェル 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Listening, Reading & Writing through the Internet
（上級） β 04

ドーン ラヴェル 冬クォーター フルオンデマンド − 1 14,450

Writing Scientific Papers １ 鹿又 宣弘 春クォーター フルオンデマンド − 1 19,600

Writing Scientific Papers ２ 鹿又 宣弘 夏クォーター フルオンデマンド − 1 19,600

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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６．言語科目マップ
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ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
２
（
都
市
を
巡
る
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
の
社
会
と
言
語
Ⅱ
〈
人
〉

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
1
0（
現
代

文
明
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
６
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

授
業

内
容

B
１
→
B
２

独
語
実
践
演
習
Ⅲ
A
〈
政
経
〉

春
学
期

B
２
→
C
１

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

〈
人
〉

A
１

ド
イ
ツ
語
到
達
目
標
の
見
方

ド
イ
ツ
語
を
学
習
す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
生
が
明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
自
分
の
能
力
を
そ
の
都
度
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
到
達
目
標
は
欧
州
評
議
会
制
定
の
共
通
参
照
レ
ベ
ル
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。
以
下
お
お
む
ね
の
目
安
を
記
し
ま
す
。

A
１

：
一
年
次
春
学
期
お
よ
び
一
年
次
秋
学
期
；
A
１
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
場
合
、
B
o
n
n
大
学
の
C
S
-L
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
２

：
二
年
次
春
学
期
お
よ
び
二
年
次
秋
学
期

B
１

：
三
年
次
以
上
；
B
１
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
「
ド
イ
ツ
語
基
礎
統
一
試
験
（
Z
e
rt
if
ik
a
t
D
e
u
ts
c
h
,
Z
D
）」
に
相
当
す
る
実
力
を
得
た
者
は
、
提
携
校
へ
の
交
換
留
学
が
可
能
に
な
る
。

2
0
2
1
年
度
ド
イ
ツ
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

到
達
目
標

（
共
通
レ
ベ

ル
）

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
１
（
都
市
を
巡
る
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
の
社
会
と
言
語
Ⅰ
〈
人
〉

ツ
ー
ル
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
V
〈
教
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
５
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
基
礎
）〈
グ
〉

春
学
期

A
２

時
事
ド
イ
ツ
語

（
ド
イ
ツ
語
圏
の
人
々
が
日
々

の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
を
知
る
）

文
学
・
思
想
・
歴
史

（
文
学
書
や
思
想
書
や
歴
史
書

を
じ
っ
く
り
読
む
）

文
化
地
誌

（
ド
イ
ツ
語
圏
の
社
会
・
文
化
・
自
然
な

ど
の
特
性
を
知
る
）

読
解
法

（
テ
キ
ス
ト
の
読
解
力
を
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
）

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

〈
人
〉

総
合

文
法

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

（
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で

の
授
業
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

口
頭
表
現

（
口
頭
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
）

文
章
表
現

（
初
級
独
作
文
か
ら
ド
イ
ツ
語

で
の
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
ま

で
を
習
得
す
る
）

読
解

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
７
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
９
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

学
期

G
er
m
an
Ⅳ
0
1
〈
国
〉

春
学
期

A
２
-２

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
２
-２
〈
グ
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
１
（
初
歩
の

会
話
）〈
文
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
を
読
む
３
（
思
想
）〈
文
〉

春
学
期

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
８
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
９
（
現
代

文
明
）

〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
1
0
（
中
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

G
er
m
an
Ⅲ
5
1
〈
国
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
３
（
芸
術
）〈
文
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
７
（
芸
術
）〈
文
〉

春
学
期

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
１
-１
〈
グ
〉

A
２
-１

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
５
（
芸
術
）〈
文
〉

春
学
期

C
１

夏
ク
ォ
ー
タ
ー
：
ド
イ
ツ
語
文
法
（
初
級
）〈
グ
〉

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
２
-１
〈
グ
〉

春
学
期

春
ク
ォ
ー
タ
ー
：
ド
イ
ツ
語
文
法
（
入
門
）〈
グ
〉

In
te
ns
iv
e
G
er
m
an
Ⅰ
0
1
〈
国
〉

春
学
期

秋
学
期

独
語
上
級
（
留
学
準
備
）
１
〈
法
〉

春
学
期

B
２

ド
イ
ツ
文
化
研
究
〈
理
工
〉

独
語
上
級
（
総
合
）
１
〈
法
〉

A
１
-２

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
４
（
初
歩
の

作
文
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
２
（
初
歩
の

会
話
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
１
-２
〈
グ
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
４
（
芸
術
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
文
化
を
知
る
６
（
芸
術
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
1
2
（
上
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

A
１
-１

ド
イ
ツ
語
を
読
む
８
（
大
学
院
受

験
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
）〈
文
〉

独
語
上
級
Ⅱ
〈
理
工
〉

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
続
基
礎
）〈
グ
〉

独
語
実
践
演
習
Ⅱ
〈
政
経
〉

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
１
-１
〈
グ
〉

独
語
（
初
級
）
I
入
門
〈
政
経
〉

秋
学
期

ド
イ
ツ
語
総
合
基
礎
A
１
-２
〈
グ
〉

春
学
期

独
語
上
級
Ⅰ
〈
理
工
〉

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
応
用
）〈
グ
〉

独
語
実
践
演
習
I〈
政
経
〉

ド
イ
ツ
語
で
読
む
B
〈
商
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
２
（
文
学
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
４
（
思
想
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
１
（
文
学
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
６
（
童
話
）〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
社
会
文
化
論
B
〈
人
〉

時
事
ド
イ
ツ
語
B
〈
商
〉

独
語
上
級
（
留
学
準
備
）
１
〈
法
〉

秋
学
期

秋
学
期

独
語
上
級
（
総
合
）
１
〈
法
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
７
（
大
学
院
受

験
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
）〈
文
〉

独
語
実
践
演
習
Ⅲ
B
〈
政
経
〉

ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
上
級
）〈
グ
〉

ド
イ
ツ
語
で
読
む
A
〈
商
〉

ド
イ
ツ
語
を
読
む
５
（
ナ
チ
＝
ド
イ
ツ
と
言
語
）

〈
文
〉

ド
イ
ツ
語
圏
社
会
文
化
論
A
〈
人
〉

時
事
ド
イ
ツ
語
A
〈
商
〉

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
1
1
（
上
級
の
会
話
・
作
文
）〈
文
〉

春
学
期

A
２
→
B
１

In
te
ns
iv
e
G
er
m
an
Ⅱ
5
1
〈
国
〉

秋
学
期
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デ
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仏
語
上
級

１
/２

〈
法
〉

フ
ラ
ン
ス
語
を

読
む
1
0

（
大
学
院
受
験
の

た
め
の
仏
語
）〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
1
0

（
会
話
・
作
文
総
合
）

〈
文
〉

仏
語
実
践
演
習
Ⅲ
B

〈
政
〉

秋
学
期

*
文
学
部
設
置
科
目
は
、
本
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
オ
ー
プ
ン
科
目
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
文
学
部
提
供
科
目
一
覧
の
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

*
左
枠
内
の
A
-１
、
A
-２
、
B
-１
、
B
-２
は
欧
州
連
合
に
よ
る
共
通
参
照
枠
レ
ベ
ル
。
A
-基
礎
段
階
の
言
語
使
用
者
B
-自
立
し
た
言
語
使
用
者
C
-熟
達
し
た
言
語
使
用
者
の
レ
ベ
ル
。
C
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
専
門
科
目
の
講
義
レ
ベ
ル
。

*
以
下
は
、
各
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
の
、
主
に
会
話
能
力
を
中
心
に
し
た
説
明
。
書
く
能
力
、
読
む
能
力
に
つ
い
て
は
会
話
能
力
の
説
明
に
準
じ
る
。
詳
し
く
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
欧
州
連
合
の
言
語
共
通
参
照
枠
を
参
照
の
こ
と
。

A
-１
：
日
常
の
具
体
的
な
必
要
性
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
な
表
現
を
理
解
し
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
-２
：
ご
く
基
本
的
な
個
人
や
家
族
の
話
題
、
あ
る
い
は
買
い
物
、
仕
事
な
ど
直
接
自
分
に
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
を
話
題
に
し
た
文
や
表
現
を
理
解
し
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

B
-１
：
仕
事
、
学
校
、
娯
楽
に
関
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
標
準
的
な
話
し
方
で
あ
れ
ば
概
ね
理
解
し
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

B
-２
：
自
分
の
専
門
分
野
の
議
論
も
含
め
て
、
抽
象
的
か
つ
具
体
的
な
話
題
が
理
解
で
き
る
。
緊
張
し
な
い
で
母
語
話
者
と
や
り
取
り
が
で
き
る
く
ら
い
流
暢
か
つ
自
然
に
話
せ
る
。

**
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
科
目
「
総
合
」
で
は
、「
読
む
」、
「
聞
く
」、
「
話
す
」、
「
書
く
」
能
力
を
総
合
的
に
学
習
。
日
本
人
講
師
と
フ
ラ
ン
ス
人
講
師
が
組
ん
で
、
文
法
や
表
現
を
読
む
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
話
す
・
書
く
た
め
の
ス
キ
ル
と
し
て
教
え
る
。

［
注
１
］
こ
の
講
義
は
範
疇
が
異
な
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
。

［
注
２
］
レ
ベ
ル
が
A
-２
と
B
-１
に
ま
た
が
る
の
で
、
上
記
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。2
0
2
1
年
度
フ
ラ
ン
ス
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

レ
ベ
ル

総
合
（
資
格
試
験
対
策
を
含
む
）

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
５

（
会
話
・
作
文
総
合
）

〈
文
〉

ツ
ー
ル
と
し
て
の

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅴ

〈
教
〉

仏
語
実
践
演
習
Ⅲ
A

〈
政
〉

口
頭
表
現
・
作
文

文
章
読
解

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

上
級
〈
グ
〉

文
化
、
社
会
、
歴
史
、
文
学

春
学
期

B
-２

（
上
級
）

F
re
n
c
h
li
te
ra
tu
re
II
〈
国
〉

学
期

授
業

内
容

A
P
M
-

P
o
p
u
li
s
m
in

F
ra
n
c
e
a
n
d

J
a
p
a
n

(i
n
F
re
n
c
h
)

5
1
〈
国
〉

フ
ラ
ン
ス
語
を

読
む
５

（
大
学
院
受
験
の

た
め
の
仏
語
）〈
文
〉

春
学
期

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

基
礎
A
１
-１

0
1
（
A
１
前
半
）

〈
グ
〉

In
te
n
s
iv
e

F
re
n
c
h
Ⅰ

0
2
（
週
４
回
）

〈
国
〉

フ
ラ
ン
ス
語
の

資
格
を
め
ざ
す
１

（
初
級
）
A
B
〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
９

（
作
文
中
級
）

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
７

（
会
話
中
級
）
A
B

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
の

資
格
を
め
ざ
す
４

（
中
級
）〈
文
〉

In
te
n
s
iv
e

F
re
n
c
h
Ⅲ

5
1
〈
国
〉

秋
学
期

A
P
M
-

P
o
lit
ic
a
l
S
c
ie
n
c
e
:

a
F
re
n
c
h

P
e
rs
p
e
c
ti
v
e

(i
n
F
re
n
c
h
)

0
1
〈
国
〉

A
P
M
-

P
o
p
u
li
s
m
in

F
ra
n
c
e
a
n
d

J
a
p
a
n

(i
n
F
re
n
c
h
)

0
1
〈
国
〉

仏
語
上
級

１
/２

〈
法
〉

フ
ラ
ン
ス
語
圏

社
会
文
化
論
A

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
４

（
作
文
中
級
）

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
２

（
会
話
中
級
）
A
B

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語
の

資
格
を
め
ざ
す
２

（
中
級
）〈
文
〉

春
学
期

B
-１

（
中
級
：

お
お
む
ね
２

年
次
か
ら
３

年
次
に
該
当
）

フ
ラ
ン
ス
語
圏

社
会
文
化
論
B

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

社
会
と
言
語
Ⅱ

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
研
究

〈
教
〉［
注
１
］

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
６

（
会
話
初
級
）
A
B
C

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

基
礎
A
２
-２

（
A
２
後
半
）

〈
グ
〉

秋
学
期

F
re
n
c
h

li
te
ra
tu
re
I〈
国
〉

フ
ラ
ン
ス
文
化
を

知
る
５
［
春
学
期
］、

1
0
［
秋
学
期
］

(歴
史
・
社
会
）

〈
文
〉［
注
２
］

フ
ラ
ン
ス
文
化
を

知
る
２
［
春
学
期
］、

７
［
秋
学
期
］（
フ
ラ

ン
ス
を
旅
す
る
）

〈
文
〉［
注
２
］

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

社
会
と
言
語
Ⅰ

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
で

表
現
す
る
１

（
会
話
初
級
）
A
B
C

〈
文
〉

フ
ラ
ン
ス
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

0
1
〈
人
〉

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

基
礎
A
２
-１

（
A
２
前
半
）

〈
グ
〉

春
学
期

A
-２

（
準
中
級
：

お
お
む
ね
１

年
次
か
ら
２

年
次
に
該
当
）

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

文
学
〈
教
〉

［
注
１
］

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

社
会
と
文
化

〈
教
〉［
注
１
］

A
-１

（
初
級
：

お
お
む
ね
１

年
次
に
該
当
）

仏
語
（
初
級
）
Ⅰ

入
門
〈
政
〉

In
te
n
s
iv
e

F
re
n
c
h
Ⅰ

5
1
/5
2
（
週
４
回
）

〈
国
〉

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

基
礎
A
１
-１

0
2
〈
グ
〉

フ
ラ
ン
ス
語
総
合

基
礎
A
１
-２

（
A
１
後
半
）

〈
グ
〉

秋
学
期
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中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

初
中
級
α
/β

〈
グ
〉

春 学 期

通 年

準
中
級
１

（
週
２
コ
マ

１
年
程
度

学
ん
だ
人
）

準 中 級
中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ

〈
人
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

〈
人
〉

注
記
：「
通
年
」
は
１
年
間
の
科
目
、「
春
学
期
」
は
春
学
期
科
目
、「
秋
学
期
」
は
秋
学
期
科
目
、「
春
学
期
/秋
学
期
」
は
春
学
期
と
秋
学
期
に
そ
れ
ぞ
れ
同
一
内
容
の
科
目
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

2
0
2
1
年
度
中
国
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

レ
ベ
ル

中
国
語
圏
の

社
会
と
言
語
Ⅰ

〈
人
〉

C
h
in
e
s
e
Ⅲ

〈
国
〉

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅱ

〈
国
〉

検
定
試
験
対
策

科
目

学
期

授
業

内
容

中
国
語
ビ
ジ

ネ
ス
会
話

（
上
級
）〈
グ
〉

ツ
ー
ル
と
し
て

の
中
国
語
V

〈
教
〉

中
国
語
実
践
会

話
（
中
国
を
知

る
）〈
グ
〉

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅰ

〈
国
〉

中
国
語
（
初
級
）

Ⅰ
入
門
〈
政
〉

秋 学 期

初
級
２

（
週
２
コ
マ

半
年
程
度

学
ん
だ
人
）

総
合
的

中
国
語
上
級
Ⅰ

（
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
）〈
法
〉

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
翻
訳

中
国
語
上
級
Ⅰ

（
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
）〈
法
〉

中
国
語

に
よ
る

講
義
科
目

P
C
使
用

に
よ
る

自
学
科
目

速
習
中
国
語
２

〈
文
〉

リ
ス
ニ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

会
話

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ヒ
ア
リ
ン
グ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

イ
ン
テ
ン
シ
ブ

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅰ

〈
国
〉

速
習
中
国
語
１

〈
文
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

上
級
α
/β

〈
グ
〉

秋 学 期

上
級
２

（
中
国
語
で

自
己
表
現

で
き
る
人
）

初
級
１

（
中
国
語
を

初
め
て

学
ぶ
人
）

通 年

春 学 期

オ
ン
デ
マ
ン
ド

中
国
語
（
上
級
）

２
〈
文
〉

初 級

中
国
の
社
会

〈
グ
〉

＊
講
義
科
目

中
国
語
字
幕
翻

訳
２
〈
文
〉

中
国
語
翻
訳
２

〈
文
〉

中
国
語
実
践
演

習
Ⅲ
B
〈
政
〉

中
国
語
実
践
演

習
Ⅲ
A
〈
政
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

準
上
級
α
/β

〈
グ
〉

春 学 期

通 年

上
級
１

（
中
国
語
で

自
己
表
現

で
き
る
人
）

上 級

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
上
級
α
/β

〈
グ
〉

秋 学 期

中
上
級
２

（
週
２
コ
マ

３
年
半
程
度

学
ん
だ
人
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド

中
国
語
（
上
級
）

１
〈
文
〉

中
国
の
文
化

〈
グ
〉

＊
講
義
科
目

中
国
語
字
幕
翻

訳
１
〈
文
〉

中
国
語
翻
訳
１

〈
文
〉

オ
ン
デ
マ
ン
ド

中
国
語
（
中
上
級
）

A
・
B
〈
文
〉

映
画
で
学
ぶ

中
国
語
（
中
上
級
）

A
・
B
〈
文
〉

中
国
現
代
文
学

に
親
し
む

（
中
上
級
）〈
文
〉

中
国
語
作
文

（
上
級
）
２

〈
文
〉

中
国
語

ヒ
ア
リ
ン
グ

（
上
級
）
２
〈
文
〉

中
国
語
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
中
上
級
）〈
文
〉

中
国
語

ヒ
ア
リ
ン
グ

（
上
級
）
１
〈
文
〉

中
国
語
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
中
級
）〈
文
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
級
α
/β

〈
グ
〉

春 学 期

通 年

中
上
級
１

（
週
２
コ
マ

３
年
程
度

学
ん
だ
人
）

中 上 級

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
上
級
α
/β

〈
グ
〉

秋 学 期

中
級
２

（
週
２
コ
マ

２
年
半
程
度
学

ん
だ
人
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド

中
国
語
（
中
級
）

A
・
B
〈
文
〉

映
画
で
学
ぶ

中
国
語
（
中
級
）

A
・
B
〈
文
〉

中
国
現
代
文
学

に
親
し
む

（
中
級
）〈
文
〉

中
国
語
作
文

（
上
級
）
１

〈
文
〉

時
事
中
国
語
B

（
中
国
社
会
・

文
化
）〈
商
〉

中
国
語
圏

社
会
文
化
論
B

〈
人
〉

時
事
中
国
語

（
中
上
級
）
A

〈
文
〉

中
国
語
作
文

（
中
上
級
）
A
・
B

〈
文
〉

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅲ

〈
国
〉

中
国
語

ヒ
ア
リ
ン
グ

（
中
上
級
）〈
文
〉

中
国
語
会
話

A
〜
C
（
中
上
級
）

〈
文
〉

中
国
語

ヒ
ア
リ
ン
グ

（
中
級
）〈
文
〉

中
国
語
会
話

A
〜
C
（
中
級
）

〈
文
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
級
α
/β

〈
グ
〉

春 学 期

通 年

中
級
１

（
週
２
コ
マ

２
年
程
度

学
ん
だ
人
）

中 級
H
S
K
を

め
ざ
す
（
中
上
級
）

A
・
B
〈
文
〉

中
国
語
検
定
を

め
ざ
す
（
中
上
級
）

A
・
B
〈
文
〉

準
中
級
２

（
週
２
コ
マ

１
年
半
程
度

学
ん
だ
人
）

H
S
K
を

め
ざ
す
（
中
級
）

A
・
B
〈
文
〉

中
国
語
検
定
を

め
ざ
す
（
中
級
）

A
・
B
〈
文
〉

時
事
中
国
語
A

（
中
国
社
会
・

文
化
）〈
商
〉

中
国
語
圏

社
会
文
化
論
A

〈
人
〉

時
事
中
国
語

（
中
級
）
A

〈
文
〉

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅲ

〈
国
〉

中
国
語
圏
の

社
会
と
言
語
Ⅱ

〈
人
〉

C
h
in
e
s
e
Ⅲ

〈
国
〉

In
te
n
s
iv
e

C
h
in
e
s
e
Ⅱ

〈
国
〉

中
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

準
中
級
α
/β

〈
グ
〉

秋 学 期
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○
○

○

○
○

○

授
業

内
容

○
○

○

初
級

ス
ペ
イ
ン
語
中
上
級
（
作
文
力
を
つ
け
る
）
１

春

文
学
部

レ
ベ
ル

○
○

○
○

○
○

○

文
化
地
誌

読
解
法

中
級
上
級

１

上
級

２
導
入

基
礎
力
養
成

文
章
表
現

口
頭
表
現

ヒ
ア
リ
ン
グ

文
章
読
解

政
治
経
済
学
部

○

○
○

○
○

○
○

○
ス
ペ
イ
ン
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
B

○
ス
ペ
イ
ン
語
上
級
（
近
現
代
史
を
知
る
）
１

社
会
科
学
部

時
事

文
学
・
芸
術
・
歴
史

○
西
書
研
究
2
1
-２

秋

○

○
○

○
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
文
化
と
言
葉
１

秋春

○
○

○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○

○

○
○

○
○

○

○

学
部

2
0
2
1
年
度
ス
ペ
イ
ン
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

○

○
○

○
○

○

商
学
部

教
育
学
部

○
○

○
○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

学
期

【
レ
ベ
ル
】
初
級
：
１
年
生
相
当

中
級
：
２
年
次
以
上
相
当

上
級
１
：
２
年
次
以
上
相
当

上
級
２
：
３
年
次
以
上
相
当

国
際
教
養
学
部

人
間
科
学
部

○
○

○
○

○

○
○

○
○

春春春秋

○
○

○
○

○
○

○
○

科
目
名

秋春秋

○

○
○

○
○

○
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
社
会
と
言
語
Ⅰ

ス
ペ
イ
ン
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

ス
ペ
イ
ン
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
A

時
事
ス
ペ
イ
ン
語
１

ツ
ー
ル
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅴ

ス
ペ
イ
ン
語
上
級
（
運
用
力
ア
ッ
プ
）
２

ス
ペ
イ
ン
語
上
級
（
近
現
代
史
を
知
る
）
２

ス
ペ
イ
ン
語
中
上
級
（
作
文
力
を
つ
け
る
）
２

ス
ペ
イ
ン
語
上
級
（
運
用
力
ア
ッ
プ
）
１

西
語
実
践
演
習
Ⅲ
A
0
1

○
○

○ ○
○

○
○

S
p
a
n
is
h
P
lu
s
Ⅱ
5
1

S
p
a
n
is
h
Ⅲ

In
te
n
s
iv
e
S
p
a
n
is
h
Ⅰ
・
Ⅱ

ス
ペ
イ
ン
語
圏
社
会
文
化
論
B

ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
社
会
と
言
語
Ⅱ

ス
ペ
イ
ン
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

ス
ペ
イ
ン
語
圏
社
会
文
化
論
A

○
西
語
（
初
級
）
Ⅰ
入
門

秋

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
西
語
実
践
演
習
Ⅲ
B
0
1

In
te
n
s
iv
e
S
p
a
n
is
h
Ⅰ
・
Ⅱ

○

○

西
書
研
究
2
1
-１

春

○
○

○
○

○

○

○
○

○
○

○
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留
学
/大
学
院

進
学
準
備

レ
ベ
ル

2
0
2
1
年
度
ロ
シ
ア
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
３
〈
文
〉

春
学
期

入
門
ロ
シ
ア
語
１
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
１
〈
文
〉

学
期

授
業

内
容

秋
学
期

通
年

春
学
期

中
・
上
級
：

（
お
お
む
ね
、

３
年
生
に

該
当
）

ロ
シ
ア
語
を

読
む
４
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
５
〈
文
〉

露
語
実
践
演
習
Ⅱ

〈
政
経
〉

ロ
シ
ア
語
演
習
Ⅳ

〈
教
〉

ツ
ー
ル
と
し
て

の
ロ
シ
ア
語
Ⅳ

〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
４
（
文
）

ツ
ー
ル
と
し
て
の

ロ
シ
ア
語
Ⅴ
〈
教
〉

通
年

ロ
シ
ア
語
を

読
む
３
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
６
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
１
〈
文
〉

露
語
実
践
演
習
Ⅰ

〈
政
経
〉

ロ
シ
ア
語
演
習
Ⅲ

〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
を

読
む
３
〈
文
〉

ツ
ー
ル
と
し
て

の
ロ
シ
ア
語
Ⅲ

〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
２
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
を

読
む
２
〈
文
〉

ツ
ー
ル
と
し
て

の
ロ
シ
ア
語
Ⅱ

〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
で

表
現
す
る
５

〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
で

表
現
す
る
４

〈
文
〉

練
習
問
題
で

マ
ス
タ
ー
す
る

ロ
シ
ア
語
２
〈
文
〉

秋
学
期

初
級
：

（
お
お
む
ね
、

１
年
生
に

該
当
）

R
u
s
s
ia
n
Ⅱ

0
1
〈
国
〉

ロ
シ
ア
語
で

表
現
す
る
７

〈
文
〉

R
u
s
s
ia
n
Ⅱ

0
1
〈
国
〉

ロ
シ
ア
語
で

鑑
賞
す
る
１
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
を

読
む
１
〈
文
〉

ツ
ー
ル
と
し
て

の
ロ
シ
ア
語
Ⅰ

〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
で

表
現
す
る
２

〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
で

表
現
す
る
１

〈
文
〉

練
習
問
題
で

マ
ス
タ
ー
す
る

ロ
シ
ア
語
１
〈
文
〉

春
学
期

中
級
：

（
お
お
む
ね
、

２
年
生
に

該
当
）

ロ
シ
ア
語
力
を

磨
く
３
〈
文
〉

ロ
シ
ア
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
A
・
B
〈
教
〉

ロ
シ
ア
語
の
基
礎

A
・
B

〈
教
〉

通
年

露
語
初
級
Ⅰ

入
門
〈
政
経
〉

秋
学
期

R
u
s
s
ia
n
I

5
1
〈
国
〉

入
門
ロ
シ
ア
語

２
〈
文
〉

会
話

作
文

文
法

文
字
・
発
音

R
u
s
s
ia
n
Ⅰ

5
1
〈
国
〉

視
聴
覚

文
学
・
文
化
・
講
読

時
事
講
読
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○
○

○
★

イ
タ
リ
ア
語
（
初
級
）
表
現
0
1
〜
0
7

秋

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
１
（
美
術
）

○

授
業

内
容

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
語
（
準
上
級
）
理
解

※
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠
レ
ベ
ル
：
A
１
・
A
２
-基
礎
段
階
の
言
語
使
用
者
；
B
１
・
B
２
-自
立
し
た
言
語
使
用
者
；
C
１
-熟
達
し
た
言
語
使
用
者

※
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
個
々
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
表
現
」
と
「
理
解
」
の
科
目
は
履
修
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
，
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
同
じ
レ
ベ
ル
で
「
表
現
」
１
つ
，「
理
解
」
１
つ
の
科
目
を
同
学
期
に
履
修
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
度
イ
タ
リ
ア
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

学
部

○
○

○
★

★
イ
タ
リ
ア
語
（
準
上
級
）
表
現

★
★

イ
タ
リ
ア
語
を
読
む
２
（
歴
史
・
思
想
）

○
○

○

○
★

★

文
化
社
会

イ
タ
リ
ア
語
（
上
級
）
理
解

学
期

科
目
名

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠
レ
ベ
ル

○
○

★
イ
タ
リ
ア
語
（
準
中
級
）
理
解
0
1
〜
0
4

○
○

○
★

★
★

資
格
を
目
指
す
イ
タ
リ
ア
語

１

○
○

○
○

○

聴
解

作
文

会
話

文
法

読
解

聴
解

作
文

討
論

○

A
１

A
２

B
１

B
２

C
１

基
礎
力
育
成

○
★

イ
タ
リ
ア
語
（
準
中
級
）
表
現
0
2
〜
0
4

○
★

イ
タ
リ
ア
語
中
上
級

○
○○

○

○

文
法

読
解

○
★

イ
タ
リ
ア
語
（
初
級
）
理
解
・
表
現

○
○

★
イ
タ
リ
ア
語
中
級
２
（
会
話
）

○
○

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
６
（
都
市
を
巡
る
）

春

イ
タ
リ
ア
語
（
入
門
）
表
現
0
1
〜
0
7

★
○

★
イ
タ
リ
ア
語
（
入
門
）〈
英
語
で
学
ぶ
イ
タ
リ
ア
語
〉

○
○

○
○

★
イ
タ
リ
ア
語
中
級
１

○
○

○
○

○

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
４
（
映
画
）

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○

第
三
外
国
語
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
語
１

春

文
学
学
術
院

（
文
化
構
想
学
部
・

文
学
部
）

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
★

★

イ
タ
リ
ア
語
（
入
門
）〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
ぶ
イ
タ
リ
ア
語
〉

○
○

○
○

○
★

○
○

○
○

グ
ロ
ー
バ
ル

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

★
★

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
２
（
美
術
）

○
○

○
○

○
★

○
○

○
★

★
イ
タ
リ
ア
語
（
上
級
）
表
現

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
語
を
読
む
１
（
文
学
・
社
会
）

○

○
○

★
イ
タ
リ
ア
語
（
入
門
）
理
解
0
1
〜
0
7

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
語
（
中
級
）
理
解
0
1
〜
0
4

○
○

○
○

○
★

★
★

★
資
格
を
目
指
す
イ
タ
リ
ア
語

２

○
○

○

○
○

○
★

★
イ
タ
リ
ア
語
（
中
級
）
表
現
0
2
〜
0
4

○
○

○
★

★
イ
タ
リ
ア
語
上
級

○
○

○
★

イ
タ
リ
ア
語
（
入
門
）
理
解
・
表
現

○
★

★
イ
タ
リ
ア
語
中
級
４
（
会
話
）

○
○

○
★

イ
タ
リ
ア
語
（
初
級
）〈
英
語
で
学
ぶ
イ
タ
リ
ア
語
〉

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
語
中
級
３

○
○

○
○

○
○

○
○

★
第
三
外
国
語
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
語
２

秋

○
○

○
○

○

★
イ
タ
リ
ア
語
（
初
級
）〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
ぶ
イ
タ
リ
ア
語
〉

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
５
（
都
市
を
巡
る
）

○
○

○
○

○

イ
タ
リ
ア
語
（
初
級
）
理
解
0
1
〜
0
7

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
★

★

○
○

★

○
○

○
○

★
★

イ
タ
リ
ア
文
化
を
知
る
３
（
映
画
）



科

目

一

覧

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

― 70 ―

夏
季
短
期
語
学
研
修

春
季
短
期
語
学
研
修

１
年
交
換
留
学

（
半
年
コ
ー
ス
も
あ
り
）

G
E
C

文
学
部

文
化
構
想
学
部

国
際
教
養
学
部

G
E
C

文
学
部

文
化
構
想
学
部

文
学
部

文
化
構
想
学
部

国
際
教
養
学
部

第
三
外
国
語
と
し
て
の

朝
鮮
語
会
話
初
級
１

〈
初
級
後
半
レ
ベ
ル
〉

In
te
n
s
iv
e
K
o
re
a
n

〈
週
３
コ
マ
、
１
学
期
で

入
門
・
初
級
を
履
修
〉

１
．
＃
印
は
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
で
は
な
い
た
め
、
科
目
を
設
置
し
て
い
る
学
部
の
学
生
の
み
履
修
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
文
学
部
の
設
置
科
目
は
、「
１
年
朝
鮮
語
」
を
除
き
、
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
他
学
部
生
の
３
次
登
録
が
可
能
で
す
。

２
．
国
際
教
養
学
部
の
「
K
O
R
E
A
N
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
は
そ
れ
ぞ
れ
G
E
C
（
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
「
入
門
」「
初
級
」「
準
中
級
」「
中
級
」
レ
ベ
ル
に
相
当
し
ま
す
。
な
お
、
国
際
教
養
学
部
は
完
全
学
期
制
で
あ
る
た
め
、
春
学
期
／
秋
学
期
の
区
別
に
係
わ
ら
ず
毎

学
期
「
K
O
R
E
A
N
」
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
授
業
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

３
．
※
印
の
上
級
科
目
の
内
、
G
E
C
の
「
朝
鮮
語
（
上
級
）」
は
、
１
年
間
の
韓
国
交
換
留
学
経
験
者
お
よ
び
そ
れ
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
の
学
生
を
対
象
と
す
る
最
上
級
科
目
で
す
。
ま
た
、
文
学
部
・
文
化
構
想
学
部
の
「
朝
鮮
語
上
級
１
、
２
」
は
学
内
中
級
・
中
上
級
履
修
済
み
の
者
、
短
期
語
学

研
修
経
験
者
レ
ベ
ル
の
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

４
．
*
印
の
A
P
M
科
目
は
授
業
は
韓
国
語
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
英
語
資
料
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

５
．
毎
年
1
2
月
頃
に
は
朝
鮮
語
の
講
師
の
方
々
と
協
力
し
て
「
シ
ン
パ
ラ
ム
（
コ
リ
ア
文
化
祭
）」
を
開
催
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
2
0
0
6
年
か
ら
「
朝
鮮
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
学
生
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

G
E
C
で
は
言
語
レ
ベ
ル
に
沿
っ
た
履
修
の
た
め
、
入
門
・
初
級
・
準
中
級
・
中
級
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
授
業
開
始
後
に
担
当
教
員
が
レ
ベ
ル
に
合
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
、
授
業
開
始
後
で
あ
っ
て
も
、
中
上
級
・
上
級
ク
ラ
ス
へ
の
変
更
を
指
示
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
朝
鮮

語
ま
た
は
韓
国
語
を
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
や
、
高
い
レ
ベ
ル
の
朝
鮮
語
ま
た
は
韓
国
語
が
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
必
ず
１
次
登
録
開
始
日
の
前
日
ま
で
に
、
g
e
c
-h
e
lp
@
li
s
t.
w
a
s
e
d
a
.j
p
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
１
次
登
録
期
間
中
に
レ
ベ
ル
診
断
テ
ス
ト
の
案
内
を
し
ま
す
。

2
0
2
1
年
度
朝
鮮
語
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

レ
ベ
ル

*A
P
M
-
R
e
c
e
n
t

R
e
s
e
a
rc
h
in
K
o
re
a
n

C
u
lt
u
re

通
訳
朝
鮮
語

朝
鮮
語
会
話
上
級
２

※
朝
鮮
語
上
級
２

秋
学
期

第
三
外
国
語
と
し
て
の

朝
鮮
語
会
話
初
級
２

〈
中
級
前
半
レ
ベ
ル
〉

春
学
期

朝
鮮
語
（
入
門
）

＃
１
年
朝
鮮
語

（
S
te
p
１
・
２
）

〈
週
４
コ
マ
、
１
年
間
で
中

級
前
半
の
レ
ベ
ル
ま
で
履
修
〉

＃
K
o
re
a
n
Ⅰ

＃
第
三
外
国
語
と
し
て
の

朝
鮮
語
入
門
１

＃
朝
鮮
語
中
上
級

〈
中
上
級
前
半
レ
ベ
ル
〉

秋
学
期

*A
P
M
-
R
e
c
e
n
t

R
e
s
e
a
rc
h
in
K
o
re
a
n

C
u
lt
u
re

時
事
朝
鮮
語

朝
鮮
語
会
話
上
級
１

※
朝
鮮
語
上
級
１

※
朝
鮮
語
（
上
級
）

（
最
上
級
レ
ベ
ル
）

春
学
期

上
級

朝
鮮
語
会
話
中
上
級
２

現
代
韓
国
を
理
解
す
る

朝
鮮
語
読
解
（
中
上
級
）

春
学
期

中
上
級

朝
鮮
語
作
文
中
上
級

朝
鮮
語
会
話
中
上
級
３

現
代
韓
国
を
理
解
す
る

朝
鮮
語
会
話
（
中
上
級
）

＃
朝
鮮
語
会
話
中
級

〈
中
級
後
半
レ
ベ
ル
〉

K
o
re
a
n
Ⅲ

＃
朝
鮮
語
中
級

〈
中
級
後
半
レ
ベ
ル
〉

朝
鮮
語
（
準
中
級
）

春
学
期

中
級

＃
朝
鮮
語
会
話
中
上
級
１

〈
中
上
級
レ
ベ
ル
〉

K
o
re
a
n
Ⅳ

朝
鮮
語
（
中
級
）

秋
学
期

そ
の
他

海
外
研
修

＃
第
三
外
国
語
と
し
て
の

朝
鮮
語
入
門
２

〈
入
門
後
半
レ
ベ
ル
〉

＃
K
o
re
a
n
Ⅱ

朝
鮮
語
（
初
級
）

秋
学
期

朝
鮮
語
作
文
中
級

学
期

総
合
（
発
音
・
文
法
・
表
現
・
読
解
な
ど
）

会
話

初
級



６．言語科目
アイヌ語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

アイヌ語（入門会話） 志賀 雪湖 春学期 火３時限 早稲田 1 −

アイヌ語（初級会話） 志賀 雪湖 秋学期 火３時限 早稲田 1 −

アイヌ語（準中級） 志賀 雪湖 春学期 月３時限 早稲田 1 −

アイヌ語（中級） 志賀 雪湖 秋学期 月３時限 早稲田 1 −

アイヌ語＜言語文化＞（入門） 志賀 雪湖 春学期 火４時限 早稲田 1 −

アイヌ語＜言語文化＞（初級） 志賀 雪湖 秋学期 火４時限 早稲田 1 −

アイヌ語＜口承文芸＞（入門） 児島 恭子 夏季集中 無その他 早稲田 1 −
日程など、詳細はWeb
シラバス参照

アイヌ語＜口承文芸＞（初級） 奥田 統己 夏季集中 無その他 早稲田 1 −
日程など、詳細はWeb
シラバス参照

アラビア語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

アラビア語（入門） 01 榮谷 温子 春学期 月４時限 早稲田 1 −

アラビア語（入門） 02 榮谷 温子 春学期 木３時限 早稲田 1 −

アラビア語（初級） 01 榮谷 温子 秋学期 月４時限 早稲田 1 −

アラビア語（初級） 02 榮谷 温子 秋学期 木３時限 早稲田 1 −

アラビア語（準中級） 榮谷 温子 春学期 木４時限 早稲田 1 −

アラビア語（中級） 榮谷 温子 秋学期 木４時限 早稲田 1 −

アラビア語（ネイティブによるアラビア語） 01
スライマーン アラーエ
ルディーン

春学期 水３時限 早稲田 1 −

アラビア語（ネイティブによるアラビア語） 02
スライマーン アラーエ
ルディーン

秋学期 水３時限 早稲田 1 −

イタリア語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

イタリア語（入門） 理解 01 一ノ瀬 俊和 春学期 月２時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 02 朝比奈 佳尉 春学期 水２時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 03 朝比奈 佳尉 春学期 水３時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 04 朝比奈 佳尉 春学期 木２時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 05 亀崎 勝 春学期 金３時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 06 亀崎 勝 春学期 金４時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解 07 木名瀬 紀子 春学期 金５時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 01
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

春学期 火２時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 02 ビオンディ マルコ 春学期 火３時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 03
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

春学期 火４時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 04 朝比奈 佳尉 春学期 水４時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 05 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 春学期 木３時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 06 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 春学期 木４時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 表現 07 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 春学期 土２時限 早稲田 1 −

イタリア語（入門） 理解・表現 一ノ瀬 俊和 他 秋学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 −

イタリア語（入門） ＜アクティブ・ラーニングで学ぶイタリア語＞
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

春学期
月４時限
火３時限

早稲田 2 −

イタリア語（入門） ＜英語で学ぶイタリア語＞ ビオンディ マルコ 春学期
火４時限
土２時限

早稲田 2 −

イタリア語（初級） 理解 01 一ノ瀬 俊和 秋学期 月２時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 02 朝比奈 佳尉 秋学期 水２時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 03 朝比奈 佳尉 秋学期 水３時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 04 朝比奈 佳尉 秋学期 木２時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 05 亀崎 勝 秋学期 金３時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 06 亀崎 勝 秋学期 金４時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解 07 木名瀬 紀子 秋学期 金５時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 01
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

秋学期 火２時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 02 ビオンディ マルコ 秋学期 火３時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 03
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

秋学期 火４時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 04 朝比奈 佳尉 秋学期 水４時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 05 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 秋学期 木３時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 06 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 秋学期 木４時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 表現 07 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 秋学期 土２時限 早稲田 1 −

イタリア語（初級） 理解・表現 一ノ瀬 俊和 他 春学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 −

イタリア語（初級） ＜アクティブ・ラーニングで学ぶイタリア語＞
アルベリッツィ ヴァレ
リオ ルイジ

秋学期
月４時限
火３時限

早稲田 2 −

イタリア語（初級） ＜英語で学ぶイタリア語＞ ビオンディ マルコ 秋学期
火４時限
土２時限

早稲田 2 −

イタリア語（準中級） 理解 01 亀崎 勝 春学期 水３時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 理解 02 亀崎 勝 春学期 水４時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 理解 03 一ノ瀬 俊和 春学期 月３時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 理解 04 古田 耕史 春学期 木３時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 表現 02 ビオンディ マルコ 春学期 火２時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 表現 03 一ノ瀬 俊和 春学期 月４時限 早稲田 1 −

イタリア語（準中級） 表現 04 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 春学期 木２時限 早稲田 1 −

イタリア語（中級） 理解 01 亀崎 勝 秋学期 水３時限 早稲田 1 −

イタリア語（中級） 理解 02 亀崎 勝 秋学期 水４時限 早稲田 1 −

イタリア語（中級） 理解 03 一ノ瀬 俊和 秋学期 月３時限 早稲田 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

イタリア語（中級） 理解 04 古田 耕史 秋学期 木３時限 早稲田 1 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

イタリア語（中級） 表現 02 ビオンディ マルコ 秋学期 火２時限 早稲田 1 −

イタリア語（中級） 表現 03 一ノ瀬 俊和 秋学期 月４時限 早稲田 1 −

イタリア語（中級） 表現 04 Ｍ．Ａ．Ｙ．スズキ 秋学期 木２時限 早稲田 1 −

イタリア語（準上級） 理解 古田 耕史 春学期 月２時限 早稲田 1 −

イタリア語（準上級） 表現 古田 耕史 春学期 火５時限 早稲田 1 −

イタリア語（上級） 理解 古田 耕史 秋学期 月２時限 早稲田 1 −

イタリア語（上級） 表現 古田 耕史 秋学期 火５時限 早稲田 1 −

インドネシア語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

インドネシア語（入門） 01 クットリル イメルダ 秋クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

インドネシア語（入門） 02 舟田 京子 春クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

インドネシア語（初級） 01 クットリル イメルダ 冬クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

インドネシア語（初級） 02 舟田 京子 夏クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

インドネシア語（準中級） クットリル イメルダ 春クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

インドネシア語（中級） クットリル イメルダ 夏クォーター 木３-４ 早稲田 1 −

スワヒリ語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

スワヒリ語（入門） 角谷 征昭 春クォーター
月２時限
木２時限

早稲田 1 −

スワヒリ語（初級） 角谷 征昭 夏クォーター
月２時限
木２時限

早稲田 1 −

タイ語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

タイ語（入門） 01 大友 有 春学期 土２時限 早稲田 1 −

タイ語（入門） 02 大友 有 春学期 土３時限 早稲田 1 −

タイ語（初級） 01 大友 有 秋学期 土２時限 早稲田 1 −

タイ語（初級） 02 大友 有 秋学期 土３時限 早稲田 1 −

タイ語（準中級） 大友 有 春学期 土４時限 早稲田 1 −

タイ語（中級） 大友 有 秋学期 土４時限 早稲田 1 −

中国語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

中国語コミュニケーション 初中級 α 01 村上 公一 春クォーター 金1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 初中級 α 02 李 棋 春クォーター 月1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 初中級 β 01 村上 公一 夏クォーター 金1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 初中級 β 02 李 棋 夏クォーター 月1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準中級 α 01 村上 公一 秋クォーター 金1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準中級 α 02 李 棋 秋クォーター 月1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準中級 β 01 村上 公一 冬クォーター 金1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準中級 β 02 李 棋 冬クォーター 月1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中級 α 01 趙 倩倩 春クォーター 水1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中級 α 02 趙 倩倩 春クォーター 木1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中級 β 01 趙 倩倩 夏クォーター 水1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中級 β 02 趙 倩倩 夏クォーター 木1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中上級 α 01 趙 倩倩 秋クォーター 水1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中上級 α 02 趙 倩倩 秋クォーター 木1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中上級 β 01 趙 倩倩 冬クォーター 水1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 中上級 β 02 趙 倩倩 冬クォーター 木1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準上級 α 李 棋 春クォーター 火1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 準上級 β 李 棋 夏クォーター 火1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 上級 α 李 棋 秋クォーター 火1−2 早稲田 1 −

中国語コミュニケーション 上級 β 李 棋 冬クォーター 火1−2 早稲田 1 −

中国語実践会話（中国を知る） 張本 紀尋 春クォーター 木4−5 早稲田 1 −

中国語ビジネス会話（上級） 張本 紀尋 秋クォーター 木4−5 早稲田 1 −

広東語（入門） 小林 さつき 春学期 金５時限 早稲田 1 −

広東語（初級） 小林 さつき 秋学期 金５時限 早稲田 1 −

朝鮮語
※GECでは言語レベルに沿った履修のため、入門・初級・準中級・中級レベルにおいて、授業開始後に担当教員がレベルに合っていないと判断した場合に、授業開始後であっても、

中上級・上級クラスへの変更を指示する場合があります。

これまでに朝鮮語（韓国語）を学習したことがある場合や、高いレベルの朝鮮語（韓国語）が使用できる場合には、必ず１次登録開始日の前日までに、gec-help@list.waseda.

jpへご連絡ください。１次登録期間中にレベル診断テストの案内をします。

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

朝鮮語（入門） 01 金 牡蘭 他 春学期
月２時限
水４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 02 近藤 友梨 他 春学期
月３時限
水５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 03 近藤 友梨 他 春学期
月４時限
木２時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 04 柳川 陽介 他 春学期
月５時限
木３時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 05 李 順愛 他 春学期
火２時限
木４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 06 李 順愛 他 春学期
火３時限
木５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 07 全 東園 他 春学期
火４時限
金２時限

早稲田 2 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

朝鮮語（入門） 08 家永 祐子 他 春学期
火５時限
金３時限

早稲田 2 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

朝鮮語（入門） 09 家永 祐子 他 春学期
水２時限
金４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 10 文 珍瑛 他 春学期
水３時限
金５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（入門） 11 山崎 亜希子 他 春学期
火２時限
金３時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 01 金 牡蘭 他 秋学期
月２時限
水４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 02 近藤 友梨 他 秋学期
月３時限
水５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 03 近藤 友梨 他 秋学期
月４時限
木２時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 04 柳川 陽介 他 秋学期
月５時限
木３時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 05 李 順愛 他 秋学期
火２時限
木４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 06 李 順愛 他 秋学期
火３時限
木５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 07 全 東園 他 秋学期
火４時限
金２時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 08 家永 祐子 他 秋学期
火５時限
金３時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 09 山崎 亜希子 他 秋学期
水２時限
金４時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 10 文 珍瑛 他 秋学期
水３時限
金５時限

早稲田 2 −

朝鮮語（初級） 11 山崎 亜希子 他 秋学期
火２時限
金３時限

早稲田 2 −

朝鮮語（準中級） 01 貝森 時子 春学期 月３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 02 柳川 陽介 春学期 月４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 03 龍野 沙代 春学期 火３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 04 山崎 亜希子 春学期 火４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 05 文 珍瑛 春学期 水２時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 06 家永 祐子 春学期 水４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 07 山崎 玲美奈 春学期 木４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 08 安 垠姫 春学期 金３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（準中級） 09 崔 泰源 春学期 金５時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 01 貝森 時子 秋学期 月３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 02 柳川 陽介 秋学期 月４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 03 龍野 沙代 秋学期 火３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 04 山崎 亜希子 秋学期 火４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 05 文 珍瑛 秋学期 水２時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 06 家永 祐子 秋学期 水４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 07 山崎 玲美奈 秋学期 木４時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 08 安 垠姫 秋学期 金３時限 早稲田 1 −

朝鮮語（中級） 09 崔 泰源 秋学期 金５時限 早稲田 1 −

朝鮮語（上級） 山崎 亜希子 春学期 金３時限 早稲田 1 −

現代韓国を理解する朝鮮語読解（中上級） 山崎 亜希子 春学期 水３時限 早稲田 1 −

現代韓国を理解する朝鮮語会話（中上級） 山崎 亜希子 秋学期 水３時限 早稲田 1 −

デンマーク語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

デンマーク語（入門） 甲斐崎 由典 春学期 火１時限 戸山 1 −

デンマーク語（初級） 甲斐崎 由典 秋学期 火１時限 戸山 1 −

ドイツ語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ドイツ語総合基礎Ａ１−１ 01
ク ラ ウ ス マ ヌ エ ル
フィリップ 他

春学期
火２時限
金２時限

早稲田 2 −

ドイツ語総合基礎Ａ１−１ 02 長谷川 悦朗 他 秋学期
月４時限
金１時限

早稲田 2 −

ドイツ語総合基礎Ａ１−２ 01 糸瀬 龍 他 春学期
火４時限
木１時限

早稲田 2 −

ドイツ語総合基礎Ａ１−２ 02
ク ラ ウ ス マ ヌ エ ル
フィリップ 他

秋学期
火２時限
金２時限

早稲田 2 −

ドイツ語総合基礎Ａ２−１ 糸瀬 龍 他 春学期
火５時限
木２時限

早稲田 2 −

ドイツ語総合基礎Ａ２−２ 糸瀬 龍 他 秋学期
火５時限
木２時限

早稲田 2 −

ドイツ語コミュニケーション（基礎） 高岡 佑介 他 春学期 火２時限 早稲田 1 ○ −
２次登録以降も志望理
由の提出が必要

ドイツ語コミュニケーション（応用） 岡山 具隆 他 春学期 金３時限 早稲田 1 ○ −
２次登録以降も志望理
由の提出が必要

ドイツ語文法（入門） 江口 大輔 春クォーター 木2−3 早稲田 1 −

ドイツ語文法（初級） 江口 大輔 夏クォーター 木2−3 早稲田 1 −

ドイツ語コミュニケーション（上級） 岡山 具隆 他 秋学期 金３時限 早稲田 1 ○ −
２次登録以降も志望理
由の提出が必要

ドイツ語コミュニケーション（続基礎） 高岡 佑介 他 秋学期 火２時限 早稲田 1 ○ −
２次登録以降も志望理
由の提出が必要

バスク語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

バスク語（入門） 吉田 浩美 春学期 火４時限 早稲田 1 −

バスク語（初級） 吉田 浩美 秋学期 火４時限 早稲田 1 −

フィリピノ語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

フィリピノ語 峯下 ロセル 春学期 水3−4 早稲田 2 −
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フランス語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

フランス語総合基礎Ａ１−１ 01 明石 伸子 他 春学期
水４時限
金４時限

早稲田 2 −

フランス語総合基礎Ａ１−１ 02 ボォ・小林 シルヴィ 他 秋学期
水２時限
金５時限

早稲田 2 −

フランス語総合基礎Ａ１−２ 明石 伸子 他 秋学期
水４時限
金４時限

早稲田 2 −

フランス語総合基礎Ａ２−１ 明石 伸子 他 春学期
月５時限
金５時限

早稲田 2 −

フランス語総合基礎Ａ２−２ 明石 伸子 他 秋学期
月５時限
金５時限

早稲田 2 −

フランス語総合上級 ボォ・小林 シルヴィ 春学期 水２時限 早稲田 1 −

ベトナム語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ベトナム語（入門） 小高 泰 春学期 金２時限 早稲田 1 −

ベトナム語（初級） 小高 泰 秋学期 金２時限 早稲田 1 −

ベトナム語（準中級） 小高 泰 春学期 金３時限 早稲田 1 −

ベトナム語（中級） 小高 泰 秋学期 金３時限 早稲田 1 −

ペルシア語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ペルシア語（入門） 浜畑 祐子 春学期 火４時限 早稲田 1 −

ペルシア語（初級） 浜畑 祐子 秋学期 火４時限 早稲田 1 −

ポーランド語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ポーランド語（入門）
ジャブコ・ポトポヴィッ
チ クシシトフ

春学期 月３時限 早稲田 1 −

ポーランド語（初級）
ジャブコ・ポトポヴィッ
チ クシシトフ

秋学期 月３時限 早稲田 1 −

ポルトガル語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ポルトガル語（ポルトガル）（準中級） 荻野 恵 春学期 木２時限 早稲田 1 −

ポルトガル語（ポルトガル）（中級） 荻野 恵 秋学期 木２時限 早稲田 1 −

ポルトガル語（ブラジル）（入門） 香川 正子 春学期 木４時限 早稲田 1 −

ポルトガル語（ブラジル）（初級） 香川 正子 秋学期 木４時限 早稲田 1 −

マレー語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

マレー語（入門） モハメッド ファリダ 春クォーター
水４時限
木４時限

早稲田 1 −

マレー語（初級） モハメッド ファリダ 夏クォーター
水４時限
木４時限

早稲田 1 −

モンゴル語

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

モンゴル語（入門） 青木 雅浩 春クォーター 金4−5 早稲田 1 −

モンゴル語（初級） 青木 雅浩 秋クォーター 金4−5 早稲田 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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７．保健体育科目
スポーツ理論

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

実践の中で生かすスポーツ科学α 堀野 博幸 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

実践の中で生かすスポーツ科学β 堀野 博幸 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

Budo 01 工藤 龍太 他 秋クォーター 月２時限 早稲田 1 −

姿勢と健康 01 碓田 拓磨 春クォーター 木２時限 早稲田 1 −

姿勢と健康 02 碓田 拓磨 夏クォーター 木２時限 早稲田 1 −

姿勢と健康 03 碓田 拓磨 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 −

姿勢と健康 04 碓田 拓磨 冬クォーター 木２時限 早稲田 1 −

スポーツと文化 １ 01 渡邉 昌史 春クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツと文化 １ 02 渡邉 昌史 春クォーター 月３時限 早稲田 1 −

スポーツと文化 ２ 01 渡邉 昌史 夏クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツと文化 ２ 02 渡邉 昌史 夏クォーター 月３時限 早稲田 1 −

東洋健康論 １ 01 奈良 雅之 春クォーター 水１時限 早稲田 1 −

東洋健康論 １ 02 奈良 雅之 秋クォーター 水１時限 早稲田 1 −

東洋健康論 ２ 01 奈良 雅之 夏クォーター 水１時限 早稲田 1 −

東洋健康論 ２ 02 奈良 雅之 冬クォーター 水１時限 早稲田 1 −

Sport Sciences １ 01 秋本 崇之 他 春クォーター 金５時限 早稲田 1 −

Sport Sciences ２ 01 秋本 崇之 他 夏クォーター 金５時限 早稲田 1 −

障がい者スポーツとソーシャルイノベーション 塩田 琴美 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

ウェルビーイング（より良く生きるため）の医学 01 丸岡 秀一郎 夏クォーター 水６時限 早稲田 1 −

ウェルビーイング（より良く生きるため）の医学 02 丸岡 秀一郎 冬クォーター 水６時限 早稲田 1 −

健康スポーツ概論 01 星野 映 春クォーター 金２時限 早稲田 1 −

健康スポーツ概論 02 星野 映 夏クォーター 金２時限 早稲田 1 −

健康スポーツ概論 03 星野 映 秋クォーター 金２時限 早稲田 1 −

健康スポーツ概論 04 星野 映 冬クォーター 金２時限 早稲田 1 −

スポーツ社会学から見たオリンピック今昔 01 星野 映 春クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツ社会学から見たオリンピック今昔 02 星野 映 夏クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツ社会学から見たオリンピック今昔 03 星野 映 秋クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツ社会学から見たオリンピック今昔 04 星野 映 冬クォーター 月２時限 早稲田 1 −

スポーツ実習Ⅰ

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

合気道 基礎 01 佐藤 忠之 春学期 月３時限 早稲田 1 1,500

合気道 基礎 02 佐藤 忠之 春学期 月４時限 早稲田 1 1,500

合気道 基礎 03 佐藤 忠之 春学期 水４時限 早稲田 1 1,500

合気道 基礎 04 佐藤 忠之 秋学期 月３時限 早稲田 1 1,500

合気道 基礎 05 佐藤 忠之 秋学期 水４時限 早稲田 1 1,500

アジアのフィジカルエクササイズ（カラリパヤット）01 高橋 京子 春学期 木２時限 早稲田 1 1,500

アジアのフィジカルエクササイズ（カラリパヤット）02 高橋 京子 秋学期 木２時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 01 後藤 貴徳 春学期 木１時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 02 後藤 貴徳 春学期 木２時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 03 後藤 貴徳 秋学期 木１時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 04 後藤 貴徳 秋学期 木２時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 05 城内 史子 秋学期 金３時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング 基礎 06 城内 史子 秋学期 金４時限 早稲田 1 1,500

エアロビックダンス 基礎 01 吉宇田 和泉 秋学期 月２時限 早稲田 1 1,500

エアロビックダンス 基礎 02 吉宇田 和泉 秋学期 月３時限 早稲田 1 1,500

エアロビックトレーニング 基礎 01 吉宇田 和泉 春学期 月２時限 早稲田 1 1,500

エアロビックトレーニング 基礎 02 吉宇田 和泉 春学期 月３時限 早稲田 1 1,500

カバディ 01 星川 秀利 春学期 金１時限 戸山 1 1,500

カバディ 02 星川 秀利 春学期 金２時限 戸山 1 1,500

空手 01 福田 聡 春学期 火４時限 早稲田 1 1,500

空手 02 福田 聡 春学期 金４時限 早稲田 1 1,500

空手 03 福田 聡 秋学期 火４時限 早稲田 1 1,500

空手 04 福田 聡 秋学期 金４時限 早稲田 1 1,500

弓道 基礎 01 石原 源一 春学期 水３時限 東伏見 1 1,500

弓道 基礎 02 石原 源一 春学期 水４時限 東伏見 1 1,500

弓道 基礎 03 石原 源一 秋学期 水３時限 東伏見 1 1,500

弓道 基礎 04 石原 源一 秋学期 水４時限 東伏見 1 1,500

剣道 基礎 01 吉村 哲夫 春学期 月３時限 早稲田 1 1,500

剣道 基礎 02 吉村 哲夫 春学期 月４時限 早稲田 1 1,500

剣道 基礎 03 吉村 哲夫 秋学期 月３時限 早稲田 1 1,500

ゴルフ 基礎 01 土屋 圭吾 春学期 金１時限 上石神井 1 1,500

ゴルフ 基礎 02 土屋 圭吾 春学期 金２時限 上石神井 1 1,500

ゴルフ 基礎 03 土屋 圭吾 春学期 金３時限 上石神井 1 1,500

ゴルフ 基礎 04 土屋 圭吾 秋学期 金２時限 上石神井 1 1,500

ゴルフ 基礎 05 土屋 圭吾 秋学期 金３時限 上石神井 1 1,500

サッカー 基礎 01 堀野 博幸 春学期 金１時限 東伏見 1 1,500

サッカー 基礎 02 堀野 博幸 秋学期 月１時限 東伏見 1 1,500

サッカー（ゲームトレーニング） 01 堀野 博幸 春学期 金２時限 東伏見 1 1,500

サッカー（ゲームトレーニング） 02 堀野 博幸 秋学期 月２時限 東伏見 1 1,500

柔道 01 射手矢 岬 春学期 木３時限 早稲田 1 1,500

柔道 02 星野 映 春学期 木４時限 早稲田 1 1,500

柔道（護身術） 01 射手矢 岬 秋学期 木３時限 早稲田 1 1,500

柔道（護身術） 02 星野 映 秋学期 木４時限 早稲田 1 1,500

水泳 01 岡 功 春学期 水２時限 戸山 1 1,500

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

水泳 02 岡 功 春学期 水３時限 戸山 1 1,500
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

水泳 03 岡 功 春学期 木３時限 戸山 1 1,500

水泳 04 岡 功 秋学期 水２時限 戸山 1 1,500

水泳 05 岡 功 秋学期 水３時限 戸山 1 1,500

水泳 06 岡 功 秋学期 木３時限 戸山 1 1,500

ストレッチング 基礎 01 包國 友幸 春学期 火２時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 02 包國 友幸 春学期 火３時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 03 包國 友幸 春学期 金２時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 04 包國 友幸 春学期 金３時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 05 包國 友幸 秋学期 火２時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 06 包國 友幸 秋学期 火３時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 07 包國 友幸 秋学期 金２時限 早稲田 1 1,500

ストレッチング 基礎 08 包國 友幸 秋学期 金３時限 早稲田 1 1,500

ソフトテニス 基礎 01 宮崎 正己 春学期 金２時限 喜久井町 1 1,500

ソフトテニス 基礎 02 宮崎 正己 春学期 金３時限 喜久井町 1 1,500

ソフトテニス 基礎 03 永野 康治 春学期 月２時限 喜久井町 1 1,500

ソフトテニス 基礎 04 宮崎 正己 秋学期 金２時限 喜久井町 1 1,500

ソフトテニス 基礎 05 永野 康治 秋学期 月２時限 喜久井町 1 1,500

ソフトボール（入門） 01 高杉 聡 春学期 土１時限 喜久井町 1 1,500

ソフトボール（入門） 02 高杉 聡 春学期 土２時限 喜久井町 1 1,500

ソフトボール（入門） 03 高杉 聡 秋学期 土１時限 喜久井町 1 1,500

ソフトボール（入門） 04 高杉 聡 秋学期 土２時限 喜久井町 1 1,500

卓球 基礎 01 下山 茂巳 春学期 金１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 02 下山 茂巳 春学期 金２時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 03 葛西 順一 春学期 土１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 04 葛西 順一 春学期 木１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 05 川田 雄二 春学期 月２時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 06 川田 雄二 春学期 月３時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 07 鄭 泰應 春学期 火１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 08 鄭 泰應 春学期 火２時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 11 鄭 泰應 秋学期 火１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 12 鄭 泰應 秋学期 火２時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 13 葛西 順一 秋学期 土１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 14 川田 雄二 秋学期 月２時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 15 川田 雄二 秋学期 月３時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 16 下山 茂巳 秋学期 金１時限 早稲田 1 1,500

卓球 基礎 17 下山 茂巳 秋学期 金２時限 早稲田 1 1,500

ダンス・クリエイション 01 杉山 千鶴 春学期 金４時限 早稲田 1 1,500

ダンス・パフォーマンス 01 杉山 千鶴 秋学期 金４時限 早稲田 1 1,500

テニス 基礎 01 森井 大治 春学期 火１時限 東伏見 1 1,500

テニス 基礎 02 森井 大治 春学期 火２時限 東伏見 1 1,500

テニス 基礎 03 森井 大治 秋学期 火１時限 東伏見 1 1,500

テニス 基礎 04 森井 大治 秋学期 火２時限 東伏見 1 1,500

トランポリン 基礎 01 森田 弘文 春学期 火３時限 戸山 1 ○ 1,500

トランポリン 基礎 02 森田 弘文 春学期 火４時限 戸山 1 ○ 1,500

トランポリン 基礎 03 森田 弘文 秋学期 火３時限 戸山 1 ○ 1,500

トランポリン 基礎 04 森田 弘文 秋学期 火４時限 戸山 1 ○ 1,500

馬術 基礎 01 倉田 孝之 春学期 火１時限 東伏見 1 1,500

馬術 基礎 02 倉田 孝之 春学期 木１時限 東伏見 1 1,500

馬術 基礎 03 倉田 孝之 秋学期 木１時限 東伏見 1 1,500

バスケットボール 基礎 01 戸坂 勝 春学期 金１時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 02 戸坂 勝 春学期 金２時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 03 内山 治樹 春学期 月２時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 04 内山 治樹 春学期 月３時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 05 戸坂 勝 秋学期 金１時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 06 戸坂 勝 秋学期 金２時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 07 内山 治樹 秋学期 月２時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 08 内山 治樹 秋学期 月３時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 09 木村 和宏 春学期 火１時限 戸山 1 1,500

バスケットボール 基礎 10 木村 和宏 秋学期 火１時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 01 渡辺 英次 春学期 月２時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 02 渡辺 英次 春学期 月３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 03 渡辺 英次 春学期 月４時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 04 千葉 陽子 春学期 火３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 05 千葉 陽子 春学期 火４時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 07 丸山 秀之 春学期 水４時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 08 丸山 秀之 春学期 金３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 09 丸山 秀之 春学期 金４時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 10 千葉 陽子 秋学期 火３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 11 千葉 陽子 秋学期 火４時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 13 丸山 秀之 秋学期 金２時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 14 丸山 秀之 秋学期 金３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 基礎 15 丸山 秀之 秋学期 金４時限 戸山 1 1,500

バレエ 基礎 01 高橋 佳子 春学期 水３時限 早稲田 1 1,500

バレエ 基礎 02 高橋 佳子 春学期 水４時限 早稲田 1 1,500

バレエ 基礎 03 高橋 佳子 秋学期 水３時限 早稲田 1 1,500

バレエ 基礎 04 高橋 佳子 秋学期 水４時限 早稲田 1 1,500

バレーボール 基礎 01 松井 泰二 春学期 木３時限 戸山 1 1,500

バレーボール 基礎 02 松井 泰二 春学期 木４時限 戸山 1 1,500

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

バレーボール 基礎 03 藤生 栄一郎 春学期 金３時限 戸山 1 1,500
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

バレーボール 基礎 04 藤生 栄一郎 春学期 金４時限 戸山 1 1,500

バレーボール 基礎 05 藤生 栄一郎 秋学期 金３時限 戸山 1 1,500

バレーボール 基礎 06 藤生 栄一郎 秋学期 金４時限 戸山 1 1,500

はじめて学ぶハンドボール 01 阿部 直人 春学期 月５時限 東伏見 1 1,500

はじめて学ぶハンドボール 02 阿部 直人 秋学期 月５時限 東伏見 1 1,500

ピラーティス 基礎 01 杉本 亮子 春学期 火４時限 早稲田 1 1,500

ピラーティス 基礎 02 杉本 亮子 秋学期 火４時限 早稲田 1 1,500

ピラーティス 基礎 03 杉本 亮子 春学期 木３時限 早稲田 1 1,500

ピラーティス 基礎 04 杉本 亮子 春学期 木４時限 早稲田 1 1,500

ピラーティス 基礎 05 杉本 亮子 秋学期 木３時限 早稲田 1 1,500

ピラーティス 基礎 06 杉本 亮子 秋学期 木４時限 早稲田 1 1,500

フィットネス 基礎 太田 章 春学期 月５時限 早稲田 1 1,500

フェンシング（サーブル） 01 出野 晴信 春学期 土２時限 早稲田 1 1,500

フェンシング（サーブル） 02 出野 晴信 秋学期 土２時限 早稲田 1 1,500

フェンシング（フルーレ） 01 出野 晴信 春学期 土３時限 早稲田 1 1,500

フェンシング（フルーレ） 02 出野 晴信 秋学期 土３時限 早稲田 1 1,500

複合スポーツ（ゲーム＆リズム） 基礎 01 泉田 糸江 春学期 水１時限 早稲田 1 1,500

複合スポーツ（ゲーム＆リズム） 基礎 02 泉田 糸江 春学期 水２時限 早稲田 1 1,500

複合スポーツ（リズム＆ウォーキング） 基礎 01 泉田 糸江 秋学期 水１時限 早稲田 1 1,500

複合スポーツ（リズム＆ウォーキング） 基礎 02 泉田 糸江 秋学期 水２時限 早稲田 1 1,500

ボクシング 基礎 01 豊嶋 建広 春学期 水３時限 早稲田 1 1,500

ボクシング 基礎 03 豊嶋 建広 秋学期 水３時限 早稲田 1 1,500

軟式野球 基礎 01 小宮山 悟 春学期 水２時限 東伏見 1 1,500

軟式野球 基礎 02 小宮山 悟 秋学期 水１時限 東伏見 1 1,500

ヨガ 01 番場 裕之 春学期 水１時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 03 山内 やよい 春学期 月２時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 04 山内 やよい 春学期 月３時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 05 番場 裕之 秋学期 水１時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 07 山内 やよい 秋学期 月２時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 08 山内 やよい 秋学期 月３時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 09 番場 裕之 春学期 金４時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 10 番場 裕之 秋学期 金４時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 11 山内 やよい 春学期 月４時限 早稲田 1 1,500

ヨガ 12 山内 やよい 秋学期 月４時限 早稲田 1 1,500

ラグビー 基礎 宝田 雄大 春学期 月１時限 上井草 1 1,500

レスリング 基礎 太田 章 春学期 月４時限 早稲田 1 1,500

健康のためのレクリエーション 01 沖田 祐蔵 春学期 金１時限 早稲田 1 1,500

健康のためのレクリエーション 02 沖田 祐蔵 春学期 金２時限 早稲田 1 1,500

Bon Dance 弓削田 綾乃 春学期 水１時限 早稲田 1 1,500

合気道（護身術） 佐藤 忠之 秋学期 月４時限 早稲田 1 1,500

形（かた）で学ぶ剣道 吉村 哲夫 秋学期 月４時限 早稲田 1 1,500

ゲームで楽しむソフトボール 01 續 公利 春学期 火２時限 東伏見 1 1,500

ゲームで楽しむソフトボール 02 續 公利 春学期 火３時限 東伏見 1 1,500

ゲームで楽しむソフトボール 03 續 公利 秋学期 火２時限 東伏見 1 1,500

ゲームで楽しむソフトボール 04 續 公利 秋学期 火３時限 東伏見 1 1,500

生活の中のウォーキング 基礎 荒木 邦子 春学期 土２時限 早稲田 1 1,500

スポーツ実習Ⅰ（シーズン実技）【夏】

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ヨット 風間 利也 夏シーズン 無その他 − 1 45,000 詳細は30ページ以降をご確
認ください。ゴルフ （コース） 基礎 土屋 圭吾 夏シーズン 無その他 上石神井 1 4,000

スポーツ実習Ⅰ（シーズン実技）【冬】 ※全科目休講

スポーツ実習Ⅱ

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ウエイトトレーニング（トレーニングメソッド） 01 後藤 貴徳 春学期 木３時限 早稲田 1 1,500

ウエイトトレーニング（トレーニングメソッド） 02 後藤 貴徳 秋学期 木３時限 早稲田 1 1,500

卓球（ゲーム） 応用 葛西 順一 秋学期 木２時限 早稲田 1 1,500

卓球（プラクティス＆ゲーム） 01 葛西 順一 春学期 木２時限 早稲田 1 1,500

卓球（プラクティス＆ゲーム） 02 葛西 順一 秋学期 木１時限 早稲田 1 1,500

馬術 応用 倉田 孝之 秋学期 火１時限 東伏見 1 1,500

バスケットボール 応用 01 木村 和宏 春学期 火２時限 戸山 1 1,500

バスケットボール（ゲーム） 応用 01 木村 和宏 秋学期 火２時限 戸山 1 1,500

バドミントン 応用 01 渡辺 英次 秋学期 月２時限 戸山 1 1,500

バドミントン 応用 02 渡辺 英次 秋学期 月３時限 戸山 1 1,500

バドミントン 応用 03 渡辺 英次 秋学期 月４時限 戸山 1 1,500

バレエ 応用 01 高橋 佳子 春学期 水５時限 早稲田 1 1,500

バレエ 応用 02 高橋 佳子 秋学期 水５時限 早稲田 1 1,500

バレーボール 応用 01 松井 泰二 秋学期 木３時限 戸山 1 1,500

バレーボール 応用 02 松井 泰二 秋学期 木４時限 戸山 1 1,500

フィットネス 応用 太田 章 秋学期 月５時限 早稲田 1 1,500

ラグビー 応用 宝田 雄大 春学期 月２時限 上井草 1 1,500

レスリング （トレーニング＆スパーリング） 太田 章 秋学期 月４時限 早稲田 1 1,500

生活の中のウォーキング 応用 荒木 邦子 秋学期 土２時限 早稲田 1 1,500

ソフトテニス （ゲーム） 宮崎 正己 秋学期 金３時限 喜久井町 1 1,500

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

軟式野球 ゲーム 小宮山 悟 秋学期 水２時限 東伏見 1 1,500
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スポーツ実習Ⅰ（体育各部）

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

体育各部１年目 （野球部） 川口 浩 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部の部員のみ
登録可能

体育各部１年目 （庭球部） 原田 宗彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （漕艇部） 深澤 良彰 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （剣道部） 卯月 盛夫 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （柔道部） 射手矢 岬 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （弓道部） 大河内 博 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （水泳部） 恩藏 直人 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （競走部） 藤本 浩志 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （相撲部） トンプソン リー Ａ． 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ラグビー蹴球部） 大野 高裕 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （山岳部） 千野 拓政 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （スキー部） 木村 和彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （スケート部） 藤井 浩司 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （バスケットボール部） 松本 泰介 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ア式蹴球部） 石井 昌幸 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （馬術部） 松本 淳 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （卓球部） 川島 いづみ 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ボクシング部） 片岡 貞治 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （体操部） 岡 浩一朗 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （空手部） 池谷 知明 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （バレーボール部） 上野 達弘 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （レスリング部） 礒 繁雄 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （自動車部） 草鹿 仁 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （米式蹴球部） ロー グレアム 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ヨット部） 青木 則幸 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ハンドボール部） 萬歳 寛之 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ホッケー部） 中村 信男 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （フェンシング部） 矢口 徹也 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （応援部） 葛西 順一 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （軟式庭球部） 宮崎 正己 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （準硬式野球部） 大月 博司 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （自転車部） 井上 達彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （バドミントン部） 鈴木 克彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （航空部） 小林 哲則 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ワンダーフォーゲル部） 益田 朋幸 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ゴルフ部） 小林 麻理 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ウエイトリフティング部） 岡田 純一 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （射撃部） 深川 由起子 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （合気道部） 加藤 尚志 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （アーチェリー部） 早田 宰 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ソフトボール部） スコット ダグラス 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （日本拳法部） 白木 三秀 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （ラクロス部） 尾崎 安央 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部１年目 （少林寺拳法部） 棚村 政行 通年 無その他 − 2 3,000

スポーツ実習Ⅱ（体育各部）

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

体育各部２年目 （野球部） 川口 浩 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部の部員のみ
登録可能

体育各部２年目 （庭球部） 原田 宗彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （漕艇部） 深澤 良彰 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （剣道部） 卯月 盛夫 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （柔道部） 射手矢 岬 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （弓道部） 大河内 博 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （水泳部） 恩藏 直人 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （競走部） 藤本 浩志 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （相撲部） トンプソン リー Ａ． 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ラグビー蹴球部） 大野 高裕 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （山岳部） 千野 拓政 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （スキー部） 木村 和彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （スケート部） 藤井 浩司 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （バスケットボール部） 松本 泰介 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ア式蹴球部） 石井 昌幸 通年 無その他 − 2 3,000

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

体育各部２年目 （馬術部） 松本 淳 通年 無その他 − 2 3,000
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

体育各部２年目 （卓球部） 川島 いづみ 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部の部員のみ
登録可能

体育各部２年目 （ボクシング部） 片岡 貞治 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （体操部） 岡 浩一朗 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （空手部） 池谷 知明 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （バレーボール部） 上野 達弘 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （レスリング部） 礒 繁雄 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （自動車部） 草鹿 仁 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （米式蹴球部） ロー グレアム 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ヨット部） 青木 則幸 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ハンドボール部） 萬歳 寛之 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ホッケー部） 中村 信男 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （フェンシング部） 矢口 徹也 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （応援部） 葛西 順一 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （軟式庭球部） 宮崎 正己 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （準硬式野球部） 大月 博司 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （自転車部） 井上 達彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （バドミントン部） 鈴木 克彦 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （航空部） 小林 哲則 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ワンダーフォーゲル部） 益田 朋幸 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ゴルフ部） 小林 麻理 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ウエイトリフティング部） 岡田 純一 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （射撃部） 深川 由起子 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （合気道部） 加藤 尚志 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （アーチェリー部） 早田 宰 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ソフトボール部） スコット ダグラス 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （日本拳法部） 白木 三秀 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （ラクロス部） 尾崎 安央 通年 無その他 − 2 3,000

体育各部２年目 （少林寺拳法部） 棚村 政行 通年 無その他 − 2 3,000

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

科

目

一

覧

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

― 79 ―



８．自然科学系科目マップ
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宇
宙
を
考
え
る
１

−
自
然
科
学
、
社
会
科
学
を

結
び
つ
け
る
宇
宙
へ
の
視
点

化
石
の
科
学

物
理
学
Ⅰ

地
誌
２

自
然
人
類
学
Ⅰ
A
,
Ⅰ
B

太
陽
系
の
起
源
と
地
球
の
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

宇
宙
の
物
理
学

地
理
学
Ⅲ
（
自
然
環
境
と
風
土
）

G
E
O

M
E
D
,
C
M
F
,
P
H
A

G
E
C

物
理
・
化
学
系

生
物
系

地
球
科
学
系

複
合
系

自
然
地
理
系

医
療
・
健
康
系

設
置
箇
所

分
野
コ
ー
ド

（
大
分
類
）

レ
ベ
ル

１
．
*
は
実
験
・
実
習
を
伴
う
科
目

２
．
分
野
コ
ー
ド
は
W
e
b
シ
ラ
バ
ス
の
検
索
画
面
で
選
択
で
き
ま
す
。

３
．
領
域
、
分
野
コ
ー
ド
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
な
り
ま
す
。
授
業
内
容
の
詳
細
は
、
必
ず
シ
ラ
バ
ス
を
よ
く
読
ん
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
2
1
年
度
自
然
科
学
系
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
マ
ッ
プ

領
域

自
然
科
学
系
科
目
は
、
大
き
く
６
つ
の
領
域
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

生
活
世
界
と
身
体

自
然
地
理
学
２

環
境
科
学
基
礎
講
座
１
／
２

地
球
生
命
史

生
物
と
環
境

身
近
な
物
理
*

地
誌
１

ジ
オ
パ
ー
ク

海
へ
の
誘
い
α
/β
*

自
然
地
理
学
１

地
域
医
療
学
概
論

科
目
名
称

科
目
名
称

科
目
名
称

科
目
名
称

科
目
名
称

科
目
名
称

G
E
C

P
H
Y
,
A
S
R
,
C
H
M

B
IO
,
M
E
D
,
E
N
V
,
H
U
M

P
L
N
,
G
E
N

P
L
N
,
E
N
V
,
H
U
M
,
A
N
T

教
育

教
育

教
育

教
育

法
学

G
E
C

G
E
C

設
置
箇
所

身
近
な
化
学
へ
の
招
待
（
導
入
)*

生
命
科
学
概
論
0
1
,
0
2
*

設
置

箇
所

教
育

教
育

教
育

教
育

G
E
C

設
置
箇
所

教
育

教
育

文
学

教
育

文
学

G
E
C

文
学

文
学

G
E
C

G
E
C

文
学

G
E
C

設
置

箇
所

設
置

箇
所

教
育

教
育

人
科

解
剖
学

入
門
・
初
級

国
教

H
u
m
a
n
B
io
lo
g
y

人
科

生
理
学

人
科

現
代
の
生
命
科
学

人
科

脳
の
人
間
科
学

環
境
の
生
物
学

教
育

細
胞
機
能
の
生
物
学

教
育

動
物
の
機
能
Ⅱ
（
生
態
、
行
動
）

教
育

教
育

動
物
の
機
能
Ⅰ
（
神
経
系
、
循
環
系
）

G
E
C

身
近
な
化
学
へ
の
招
待
（
発
展
）

0
1
,
0
2
*

中
級

人
科

バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス

人
科

科
学
史
・
科
学
哲
学

化
学
Ⅱ

自
然
人
類
学
Ⅱ
A
,
Ⅱ
B

鉱
物
の
世
界

−
地
球
か
ら
の
贈
り
物
へ
の
誘
い
−

物
理
学
Ⅰ
-１
,
Ⅰ
-２

地
理
学
Ⅳ
（
風
景
の
科
学
）

英
語
で
ま
な
ぶ
自
然
科
学

生
活
の
化
学
*



８．自然科学科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

生命科学概論 01 大島 登志男 他 春学期 木１時限 西早稲田 2 ○ −

生命科学概論 02 大島 登志男 他 春学期 金５時限 西早稲田 2 ○ −

環境科学基礎講座 １ 納富 信 他 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 −

環境科学基礎講座 ２ 納富 信 他 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 −

宇宙を考える １ −自然科学、社会科学を結びつける宇
宙への視点−

佐藤 哲也 他 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −

海への誘い α 中尾 洋一 他 秋クォーター 土２時限 早稲田 1 −
12月中旬
東京海洋大学越中島キャンパスにて実
習あり

海への誘い β 中尾 洋一 他 冬クォーター 土２時限 早稲田 1 −
12月中旬
東京海洋大学越中島キャンパスにて実
習あり

ジオパーク 高木 秀雄 春クォーター 木２時限 早稲田 1 −

地域医療学概論 大島 登志男 他 夏季集中 無その他 − 2 ○ −
奈良県立医科大学連携講座
2021/8/16〜2021/8/19

身近な化学への招待（導入） 大江 親臣 他 春学期 木４時限 早稲田 2 −

身近な化学への招待（発展） 01 大江 親臣 他 秋学期 木４時限 早稲田 2 −

身近な化学への招待（発展） 02 石原 浩二 秋学期 金２時限 早稲田 2 −

生物と環境 吉竹 晋平 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

身近な物理 伊藤 悦朗 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

９．人文・社会科学科目
※実習や集中科目の日程等は変更となる可能性があるため、必ずWebシラバスで最新の情報を確認すること。

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

アイスランドの文化と言語（入門） 森田 彰 他 春学期 土４時限 早稲田 2 − 提携講座_アイスランド共和国

アイスランドの文化と言語（初歩） 森田 彰 他 秋学期 土４時限 早稲田 2 −

アセット・マネジメント（資産運用）の世界 宇野 淳 他 冬クォーター
月２時限
木２時限

早稲田 2 ○ −
提携講座_（一社）投資信託協会、（一

社）日本投資顧問業協会

EU科学技術政策 福田 耕治 他 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

The European Union and the Asia-Pacific
ベーコン ポー
ル・マルティン
他

春クォーター フルオンデマンド − 2 −

メンタルヘルスマネジメント概論 堀 正士 他 秋クォーター
水５時限
金５時限

早稲田 2 −

FP（ファイナンシャル・プランニング）講座 相葉 宏二 他 秋クォーター 火1−2 早稲田 2 − 提携講座_（株）きんざい

環境問題と持続可能な社会 松岡 俊二 春クォーター 木3−4 早稲田 2 −

環境を経営する 友成 真一 他 秋学期 木３時限 早稲田 2 ○ −

キリスト教の世界 西山 達也 他 夏クォーター 木1−2 早稲田 2 −

グローバルヘルス 兵藤 智佳 冬クォーター 火3−4 早稲田 2 −

研究倫理概論 01 （学部生用） 札野 順 他 夏クォーター フルオンデマンド − 2 −

研究倫理概論 02 （学部生用） 札野 順 他 冬クォーター フルオンデマンド − 2 −

言語学（形態論） 乙黒 亮 秋クォーター
水２時限
オンデマンド

早稲田 2 − ハイブリッド科目

言語学（言語類型論） 乙黒 亮 夏クォーター
水２時限
オンデマンド

早稲田 2 − ハイブリッド科目

言語学（統語論・入門） 乙黒 亮 春クォーター
水２時限
オンデマンド

早稲田 2 − ハイブリッド科目

言語学（統語論の基礎的概念とその応用） 原田 康也 冬クォーター 水1−2 早稲田 2 −

グローバル社会貢献論 兵藤 智佳 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 −

再生可能エネルギーを地域から考える。 岡田 久典 秋クォーター 金2−3 早稲田 2 ○ −

台湾を知る（入門） 江 正殷 春クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

台湾を知る（発展） 江 正殷 秋クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

地域、環境、エネルギーを考える 岡田 久典 春クォーター 金2−3 早稲田 2 ○ −

地域連携と地域競争力 藁谷 友紀 他 夏クォーター 水５時限 早稲田 1 −

中国総合講座（入門） 江 正殷 夏クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

中国総合講座（発展） 江 正殷 冬クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

プロデュース概論 土田 環 他 秋クォーター 火２時限 早稲田 1 ○ −

ジャーナリズムの現在（石橋湛山記念早稲田ジャーナリズ
ム大賞記念講座）

瀬川 至朗 春学期 木４時限 早稲田 2 −

恋愛学入門 森川 友義 秋クォーター 水3−4 早稲田 2 ○ −

ロジカルシンキング入門 01 曽布川 拓也 夏クォーター 水4−5 早稲田 2 −

ロジカルシンキング入門 02 曽布川 拓也 秋クォーター 水4−5 早稲田 2 −

朝鮮半島の文化と社会（入門） 山崎 亜希子 春学期 水４時限 早稲田 2 −

ドキュメンタリー論 （映画） 野中 章弘 春クォーター 金6−7 早稲田 2 ○ −

ドキュメンタリー論 （テレビ） 野中 章弘 冬クォーター 金6−7 早稲田 2 ○ −

資源エネルギーと地球環境問題を考える 平田 竹男 夏クォーター フルオンデマンド − 2 ○ −

激動する世界の資源エネルギーを俯瞰する 平田 竹男 秋クォーター フルオンデマンド − 2 −

英語と数学の読み方 α 曽布川 拓也 春クォーター 木１時限 早稲田 1 −

英語と数学の読み方 β 曽布川 拓也 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 −

数理と社会 α 曽布川 拓也 春クォーター 水１時限 早稲田 1 −

数理と社会 β 曽布川 拓也 夏クォーター 水１時限 早稲田 1 −

熊野の歴史と文化 高木 徳郎 春クォーター フルオンデマンド 早稲田 1 −

高野山の歴史と文化 高木 徳郎 夏クォーター フルオンデマンド 早稲田 1 −

経済と倫理 １ 兼田 麗子 他 春クォーター 金１時限 早稲田 1 −

経済と倫理 ２ 兼田 麗子 他 夏クォーター 金１時限 早稲田 1 −

経済と社会と文化 １ 兼田 麗子 他 秋クォーター 金１時限 早稲田 1 −

経済と社会と文化 ２ 兼田 麗子 他 冬クォーター 金１時限 早稲田 1 −

言語学（形式意味論入門） 原田 康也 夏クォーター 水1−2 早稲田 2 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

言語学（語用論・基礎概念） 益子 真由美 秋クォーター 水２時限 早稲田 1 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

言語学（語用論・応用） 益子 真由美 冬クォーター 水２時限 早稲田 1 −

日本のことばと文学（基礎） １ 水藤 新子 春クォーター 金５時限 早稲田 1 −

日本のことばと文学（基礎） ２ 水藤 新子 夏クォーター 金５時限 早稲田 1 −

日本のことばと文学（応用） １ 水藤 新子 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

日本のことばと文学（応用） ２ 水藤 新子 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

スポーツジャーナリズム論 １（大久保建男スポーツ
ジャーナリズム講座）

藤原 庸介 他 春クォーター 金２時限 早稲田 1 ○ −

スポーツジャーナリズム論 ２（大久保建男スポーツ
ジャーナリズム講座）

藤原 庸介 他 夏クォーター 金２時限 早稲田 1 −

現代韓国・北朝鮮研究入門 １ 李 成市 他 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 −

現代韓国・北朝鮮研究入門 ２ 李 成市 他 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 −

中国の社会 α 鄭 成 他 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 −

中国の社会 β 鄭 成 他 冬クォーター 水３時限 早稲田 1 −

「早稲田学」通史編α（近代史のなかの早稲田大学） 廣木 尚 春クォーター 月４時限 早稲田 1 −

「早稲田学」通史編β（現代史のなかの早稲田大学） 廣木 尚 他 夏クォーター 月４時限 早稲田 1 −

「早稲田学」人物編α（「創設者」大隈重信の生涯） 廣木 尚 秋クォーター 月４時限 早稲田 1 −

「早稲田学」人物編β（建学者の思想と学生へのまなざし）廣木 尚 他 冬クォーター 月４時限 早稲田 1 −

協同組合論 １ 柏 雅之 他 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 −
提携講座_京葉プラントエンジニアリ
ング（株）

協同組合論 ２ 柏 雅之 他 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 −
提携講座_京葉プラントエンジニアリ
ング（株）

映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ １ 土田 環 他 春クォーター 土４時限 早稲田 1 ○ −

映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ ２ 土田 環 他 夏クォーター 土４時限 早稲田 1 −

中国の文化 α 西田 文信 他 春クォーター 水４時限 早稲田 1 −

中国の文化 β 西田 文信 他 夏クォーター 水４時限 早稲田 1 −

きもの学 -きもののいろは- 藤井 浩司 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 −
提携講座_（一社）全日本きもの振興
会、（一財）きものの森

きもの学 -伝統と革新と- 藤井 浩司 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 −
提携講座_（一社）全日本きもの振興
会、（一財）きものの森

早稲田を知る １（早稲田大学校友会支援講座） 葛西 順一 他 春クォーター 木３時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

早稲田を知る ２（早稲田大学校友会支援講座） 葛西 順一 他 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

早稲田スポーツを学ぶ １（早稲田大学校友会支援講座） 葛西 順一 他 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

早稲田スポーツを学ぶ ２（早稲田大学校友会支援講座） 葛西 順一 他 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

Global Politics: Historical Perspective １ 篠田 徹 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −

Global Politics: Historical Perspective ２ 篠田 徹 冬クォーター 水３時限 早稲田 1 −

こころとからだの健康 １ 02 堀 正士 他 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

こころとからだの健康 ２ 02 堀 正士 他 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

パブリック・リレーションズ概論 １ 尾上 玲円奈 秋クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

パブリック・リレーションズ概論 ２ 尾上 玲円奈 冬クォーター 木５時限 早稲田 1 −

会計監査入門 金子 裕子 秋学期 木２時限 早稲田 2 −

精神医学概論 １ 01 石井 映美 春クォーター 火４時限 早稲田 1 −

精神医学概論 １ 02 石井 映美 秋クォーター 火４時限 早稲田 1 −

精神医学概論 ２ 01 石井 映美 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 −

精神医学概論 ２ 02 石井 映美 冬クォーター 火４時限 早稲田 1 −

データ分析の基礎 01 前園 久智 春クォーター 金3−4 早稲田 2 −

データ分析の基礎 02 前園 久智 夏クォーター 金3−4 早稲田 2 −

データ分析の基礎 03 前園 久智 秋クォーター 金3−4 早稲田 2 −

データ分析の基礎 04 前園 久智 冬クォーター 金3−4 早稲田 2 −

大学における教育と学習 01 （学部生用） 蒋 妍 春クォーター 火２時限 早稲田 1 −

大学における教育と学習 02 （学部生用） 蒋 妍 春クォーター 木２時限 西早稲田 1 −

大学における教育と学習 03 （学部生用） 蒋 妍 秋クォーター 火２時限 早稲田 1 −

大学における教育と学習 04 （学部生用） 蒋 妍 秋クォーター 木２時限 西早稲田 1 −

公共経営入門 小林 麻理 春クォーター 土２時限 早稲田 1 −

公共経営改革入門 小林 麻理 夏クォーター 土２時限 早稲田 1 −

世界遺産入門 周藤 真也 他 春クォーター 水1−2 早稲田 2 − 提携講座_（特非）世界遺産アカデミー

台湾通史（近世） １ 新田 龍希 春クォーター 火３時限 早稲田 1 −

台湾通史（近世） ２ 新田 龍希 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

台湾通史（近現代） １ 新田 龍希 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 −

台湾通史（近現代） ２ 新田 龍希 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 −

医療×AI・ビッグデータ・IoT（早稲田大学校友会支援講座） 朝日 透 他 春クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ − 校友会支援講座

医療×ビジネス・経済・経営（早稲田大学校友会支援講座）朝日 透 他 夏クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ − 校友会支援講座

医療×超高齢化社会・キャリアデザイン（早稲田大学校友
会支援講座）

朝日 透 他 秋クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ − 校友会支援講座

医療×行政・法・倫理（早稲田大学校友会支援講座） 朝日 透 他 冬クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ − 校友会支援講座

簿記・会計 吉野 真治 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 −

囲碁入門講座 小長井 克 他 秋クォーター 水3−4 早稲田 2 −
提携講座_（公財）日本棋院
2021/10/13 日本棋院東京本院に
て実習あり

EU共通外交・安全保障・防衛政策と人間の安全保障 臼井 実稲子 春クォーター 火2−3 早稲田 2 −

EUにおける人の移動と保健医療政策 福田 八寿絵 夏季集中 無その他 早稲田 2 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

Introduction to Taiwanese History 平井 新 他 夏クォーター 木4−5 早稲田 2 ○ −

演劇の鑑賞と理解・演習（発展） 澤田 敬司 他 集中講義（秋学期） 土3−5 早稲田 2 ○ − 日程など、詳細はWebシラバス参照

オーストラリアのマイノリィティ文化と教育 前田 耕司 秋学期 火３時限 早稲田 2 −

女の愛と生涯─独日比較 村上 公子 秋学期 木４時限 早稲田 2 −

海外・在日コリアンを考える 金 敬黙 春クォーター 火4−5 早稲田 2 ○ −

環境イシューを再編集する 友成 真一 他 秋学期 水５時限 早稲田 2 ○ −

環境イシューを深く読み解く 友成 真一 他 春学期 水５時限 早稲田 2 ○ −

グローバルリテラシー演習応用 和智 浩太 秋学期 木4−5 早稲田 4 −

グローバルリテラシー演習基礎 和智 浩太 春学期 木4−5 早稲田 4 −

シェイクスピアと映像 （学部生用） 本山 哲人 秋学期 木１時限 早稲田 2 ○ −

視覚芸術と無意識 谷 昌親 秋学期 木５時限 早稲田 2 ○ −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

人類と言語の起源 平山 廉 春クォーター
火３時限
水３時限

早稲田 2 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

台湾をめぐる戦後東アジア国際関係史 家永 真幸 秋クォーター 木4−5 早稲田 2 −

朝鮮文学と映像（入門） 崔 泰源 春学期 金５時限 早稲田 2 ○ −

朝鮮文学と映像（応用） 崔 泰源 秋学期 金５時限 早稲田 2 ○ −

初めて学ぶ『言語と情報』 原田 康也 春クォーター 水1−2 早稲田 2 −

初めて学ぶ『計算言語学』 原田 康也 秋クォーター 水1−2 早稲田 2 −

平和構築入門 山田 満 夏クォーター 火５時限 早稲田 1 ○ −

World Englishes and Miscommunications（基礎） 近藤 悠介 春クォーター 水３時限 早稲田 1 −

World Englishes and Miscommunications（応用） 近藤 悠介 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 −

エネルギーと原子力を考える：サステナビリティとレジリ
エンス

松岡 俊二 秋クォーター 木3−4 早稲田 2 ○ −

地中海世界に生きた人々（歴史編） 宮城 徳也 春クォーター 月２時限 早稲田 1 −

地中海世界に生きた人々（民族編） 宮城 徳也 夏クォーター 月２時限 早稲田 1 −

地中海世界に生きた人々（遺産編） 宮城 徳也 秋クォーター 月２時限 早稲田 1 −

地中海世界に生きた人々（芸術編） 宮城 徳也 冬クォーター 月２時限 早稲田 1 −

台湾現代文化研究 １ 松岡 格 春クォーター 月３時限 早稲田 1 −

台湾現代文化研究 ２ 松岡 格 夏クォーター 月３時限 早稲田 1 −

震災後を考える 本田 恵子 他 秋クォーター 水６時限 早稲田 1 −

文法理論入門 １ 近藤 悠介 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 −

文法理論入門 ２ 近藤 悠介 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 −

国際政治学と平和 １ 奥迫 元 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −

国際政治学と平和 ２ 奥迫 元 冬クォーター 水３時限 早稲田 1 −

ナチスの全体像を探る試み １ 斉藤 寿雄 秋クォーター 水２時限 早稲田 1 −

ナチスの全体像を探る試み ２ 斉藤 寿雄 冬クォーター 水２時限 早稲田 1 −

イスラーム地域の歴史と社会入門（多民族共存） １ 吉村 貴之 春クォーター 月４時限 早稲田 1 ○ −

イスラーム地域の歴史と社会入門（多民族共存） ２ 吉村 貴之 夏クォーター 月４時限 早稲田 1 −

イスラーム地域の歴史と社会応用（少数民族問題） １ 吉村 貴之 秋クォーター 月４時限 早稲田 1 ○ −

イスラーム地域の歴史と社会応用（少数民族問題） ２ 吉村 貴之 冬クォーター 月４時限 早稲田 1 −

イスラームの歴史と文化入門（イスラームと歴史的諸文明） α 保坂 修司 春クォーター 火５時限 早稲田 1 −

イスラームの歴史と文化入門（イスラームと歴史的諸文明） β 保坂 修司 夏クォーター 火５時限 早稲田 1 −

帝国思想と台湾 １ 梅森 直之 秋クォーター 火２時限 早稲田 1 −

帝国思想と台湾 ２ 梅森 直之 冬クォーター 火２時限 早稲田 1 −

朝鮮古代の社会と文化（入門） １ 李 成市 春クォーター 火３時限 早稲田 1 −

朝鮮古代の社会と文化（入門） ２ 李 成市 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

朝鮮古代の社会と文化（応用） １ 李 成市 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 −

朝鮮古代の社会と文化（応用） ２ 李 成市 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 −

メディア文化研究 １ 毛利 嘉孝 春クォーター 月３時限 早稲田 1 ○ −

メディア文化研究 ２ 毛利 嘉孝 夏クォーター 月３時限 早稲田 1 −

グローバル文化論 １ 毛利 嘉孝 秋クォーター 月３時限 早稲田 1 ○ −

グローバル文化論 ２ 毛利 嘉孝 冬クォーター 月３時限 早稲田 1 −

実践スポーツジャーナリズム演習 １（大久保建男スポー
ツジャーナリズム講座）

寺島 哲也 他 秋クォーター 金２時限 早稲田 1 ○ −

実践スポーツジャーナリズム演習 ２（大久保建男スポー
ツジャーナリズム講座）

寺島 哲也 他 冬クォーター 金２時限 早稲田 1 −

文化遺産と保全 １ 小岩 正樹 他 秋クォーター 火２時限 戸山 1 ○ −

文化遺産と保全 ２ 小岩 正樹 他 冬クォーター 火２時限 戸山 1 −

学習者言語の分析（基礎） １ 近藤 悠介 春クォーター 火３時限 早稲田 1 −

学習者言語の分析（基礎） ２ 近藤 悠介 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

学習者言語の分析（応用） １ 近藤 悠介 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 −

学習者言語の分析（応用） ２ 近藤 悠介 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 −

教育データ分析入門 １ 近藤 悠介 春クォーター 水４時限 早稲田 1 −

教育データ分析入門 ２ 近藤 悠介 夏クォーター 水４時限 早稲田 1 −

中国の歴史と社会 １ 劉 傑 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

中国の歴史と社会 ２ 劉 傑 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

台湾政治研究 １ 平井 新 春クォーター 火４時限 早稲田 1 −

台湾政治研究 ２ 平井 新 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 −

英米文学とジェンダー １ 松永 典子 春クォーター 木３時限 早稲田 1 −

英米文学とジェンダー ２ 松永 典子 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 −

International Interaction for Global Leadership
（Local Issues）

近藤 悠介 春クォーター 金２時限 早稲田 1 −

International Interaction for Global Leadership
（Common Issues Among Asian Countries）

近藤 悠介 秋クォーター 金２時限 早稲田 1 −

日本言語文化論 １ 坂本 麻裕子 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 −

日本言語文化論 ２ 坂本 麻裕子 冬クォーター 水３時限 早稲田 1 −

比較文章論 １ 坂本 麻裕子 春クォーター 金２時限 早稲田 1 −

比較文章論 ２ 坂本 麻裕子 夏クォーター 金２時限 早稲田 1 −

欧州統合の歴史 １ 森原 隆 秋クォーター 金４時限 早稲田 1 −

欧州統合の歴史 ２ 森原 隆 冬クォーター 金４時限 早稲田 1 −

未来社会を創るセキュリティ最前線（学部生用） 小林 学 他 夏クォーター 月４時限 西早稲田 1 ○ − 提携講座_（株）日立ソリューションズ

ことばのリサーチ 近藤 悠介 夏クォーター 水３時限 早稲田 1 −

表現で学ぶ意思決定論 01 中島 宏治 秋クォーター 金４時限 早稲田 1 −

表現で学ぶ意思決定論 02 中島 宏治 冬クォーター 金４時限 早稲田 1 −

オーストラリアの言語教育政策 １ 宮崎 里司 春クォーター 火３時限 早稲田 1 −

オーストラリアの言語教育政策 ２ 宮崎 里司 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

映像・芸術表現 高橋 恭子 他 夏季集中 無その他 早稲田 2 ○ 10,000 日程など、詳細はWebシラバス参照

音楽をもっと知ろう（理論入門） 濱崎 友絵 春クォーター 月2−3 早稲田 2 ○ −

映画監督と学ぶ映像表現 諏訪 敦彦 夏季集中 無その他 早稲田 2 ○ − 日程など、詳細はWebシラバス参照

制作プロジェクト研究 高橋 恭子 他 春季集中 無その他 西早稲田 2 ○ 10,000 日程など、詳細はWebシラバス参照

ジャーナリズム演習 ベーシック １ 野中 章弘 秋クォーター 木3−4 早稲田 2 ○ −

ジャーナリズム演習 ベーシック ２ 野中 章弘 冬クォーター 木3−4 早稲田 2 −

ジャーナリズム演習 アドバーンスト 野中 章弘 春クォーター 月3−4 早稲田 2 ○ −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

実践 能に親しむ １ 佐野 玄宜 他 春クォーター 木４時限 早稲田 1 − 提携講座_一丸與志雄氏
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

実践 能に親しむ ２ 佐野 玄宜 他 夏クォーター 木４時限 早稲田 1 − 提携講座_一丸與志雄氏

映像制作技術基礎 元村 直樹 春クォーター 月3−4 早稲田 2 ○ −

パブリック・リレーションズ特論 １ 尾上 玲円奈 春クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

パブリック・リレーションズ特論 ２ 尾上 玲円奈 夏クォーター 木５時限 早稲田 1 −

フィールド実習とメディア表象 金 敬黙 冬クォーター 火5−6 早稲田 2 ○ −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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10．国際教育科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

Introduction to Global Leadership 01 池上 重輔 他 冬クォーター 水4−5 早稲田 2 −

世界が仕事場 １ 01 高野 孝子 春学期 月5−6 早稲田 2 ○ −

世界が仕事場 ２ 01 高野 孝子 秋クォーター 月5−6 早稲田 1 −

グローバル・スタディーズ入門 01 太田 有子 春クォーター 木３時限 早稲田 1 −
セット履修を推奨

Introduction to Global Studies 01 太田 有子 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 −

グローバル・スタディーズ入門 02 太田 有子 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 −
セット履修を推奨

Introduction to Global Studies 02 太田 有子 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 −

グローバル・スタディーズ入門 03 松岡 亮二 秋クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −
セット履修を推奨

Introduction to Global Studies 03 松岡 亮二 冬クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −

グローバル・スタディーズ演習：グローバル社会の諸問題 01 太田 有子 春クォーター 木４時限 早稲田 1 −

セット履修を推奨Global Studies Seminar： Analysis of Contempor-
ary Issues in Global Society 01

太田 有子 夏クォーター 木４時限 早稲田 1 −

グローバル・スタディーズ演習：グローバル社会の諸問題 02 太田 有子 秋クォーター 木４時限 早稲田 1 −

セット履修を推奨Global Studies Seminar： Analysis of Contempor-
ary Issues in Global Society 02

太田 有子 冬クォーター 木４時限 早稲田 1 −

グローバル・スタディーズ演習：教育不平等 01 松岡 亮二 春クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −
セット履修を推奨

Global Studies Seminar： Inequality in Education 01 松岡 亮二 夏クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −

グローバル・スタディーズ特別研究：グローバリゼーショ
ンと社会変動 01

太田 有子 春クォーター
金４時限
金５時限

早稲田 2 −

グローバル・スタディーズ特別研究：グローバリゼーショ
ンと社会変動 02

太田 有子 秋クォーター
金４時限
金５時限

早稲田 2 −

グローバル・スタディーズ特別研究：学校教育と不平等 01 松岡 亮二 春クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

セット履修を推奨Advanced Studies in Global Perspective： Social
Inequality in Schools 01

松岡 亮二 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

The World of Cooperative Commonwealth 01 篠田 徹 春学期 金３時限 早稲田 2 −

The World of Labor Film 01 篠田 徹 秋学期 水３時限 早稲田 2 −

Global Labor Governance 01 篠田 徹 春学期 木１時限 早稲田 2 −

グローバル・スタディーズ上級演習：教育格差と対策 01 松岡 亮二 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

セット履修を推奨グローバル・スタディーズ特別演習：グローバル社会の分
析/Advanced Seminar in Global Studies: Analysis in
Global Perspective 01

太田 有子 冬クォーター 金4−5 早稲田 2 −

グローバル・スタディーズ上級演習：教育格差と対策 02 松岡 亮二 春クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

セット履修を推奨グローバル・スタディーズ特別演習：グローバル社会の分
析/Advanced Seminar in Global Studies: Analysis in
Global Perspective 02

太田 有子 夏クォーター 金4−5 早稲田 2 −

Global Studies Advanced Seminar:Confronting edu-
cational inequalities 01

松岡 亮二 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Global Studies Advanced Seminar:Confronting edu-
cational inequalities 02

松岡 亮二 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Intercultural Communication α 01 ケイト エルウッド 春クォーター 月３時限 早稲田 1 ○ −

Intercultural Communication β 01 ケイト エルウッド 夏クォーター 月３時限 早稲田 1 ○ −

Global Asia Seminar Ⅰ 01 平川 幸子 春学期 水１時限 早稲田 2 ○ −

【頂新交流学生関連科目】
早大生も履修可。

Global Asia Seminar Ⅰ 02 平川 幸子 秋学期 水１時限 早稲田 2 ○ −

Global Asia Seminar Ⅱ 01 平川 幸子 春学期 水２時限 早稲田 2 ○ −

Global Asia Seminar Ⅱ 02 平川 幸子 秋学期 水２時限 早稲田 2 ○ −

Global Asia Seminar Ⅲ 01 平川 幸子 春学期 水３時限 早稲田 2 ○ −

Global Asia Seminar Ⅲ 02 平川 幸子 秋学期 水３時限 早稲田 2 ○ −

Advanced Studies on Global Asia 01 篠田 徹 春学期 水２時限 早稲田 2 ○ −

Advanced Studies on Global Asia 02 篠田 徹 秋学期 金３時限 早稲田 2 ○ −

Global Asia Practicum 01 平川 幸子 春学期 水６時限 早稲田 4 ○ −

Global Asia Practicum 02 平川 幸子 秋学期 水６時限 早稲田 4 ○ −

Introductory Seminar on Conflict Resolution and
Social Innovation α 01

小山 淑子 春クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

【キャンパスアジア関連科目】

Introductory Seminar on Conflict Resolution and
Social Innovation α 02

小山 淑子 秋クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

Introductory Seminar on Conflict Resolution and
Social Innovation β 01

小山 淑子 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

Introductory Seminar on Conflict Resolution and
Social Innovation β 02

小山 淑子 冬クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

Conflict Resolution and Social Innovation in Prac-
tice α 01

中野 佳裕 春クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Conflict Resolution and Social Innovation in Prac-
tice α 02

中野 佳裕 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Conflict Resolution and Social Innovation in Prac-
tice β 01

中野 佳裕 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Conflict Resolution and Social Innovation in Prac-
tice β 02

中野 佳裕 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

Synthesis of Conflict Resolution and Social Innova-
tion α 01

小山 淑子 春クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

Synthesis of Conflict Resolution and Social Innova-
tion α 02

小山 淑子 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

Synthesis of Conflict Resolution and Social Innova-
tion β 01

小山 淑子 夏クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

Synthesis of Conflict Resolution and Social Innova-
tion β 02

小山 淑子 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

CAMPUS Asia Intensive Program 01 梅森 直之 他 夏季集中 無その他 早稲田 4 ○ − 【キャンパスアジア関連科目】
日程など、詳細はWebシラバス参照CAMPUS Asia Intensive Program 02 梅森 直之 他 春季集中 無その他 早稲田 4 ○ −

平和をつくるプロフェッショナル 01 梅森 直之 他 春学期 火５時限 早稲田 2 ○ − 【キャンパスアジア関連科目】

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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11．日本語教育科目
科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

日本語教育学入門 １ 01 舘岡 洋子 他 春クォーター フルオンデマンド − 1 −

日本語教育学入門 １ 02 戸田 貴子 他 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

日本語教育学入門 ２ 01 舘岡 洋子 他 夏クォーター フルオンデマンド − 1 −

日本語教育学入門 ２ 02 戸田 貴子 他 冬クォーター フルオンデマンド − 1 −

日本語を知る １ 小宮 千鶴子 春クォーター 金３時限 早稲田 1 −

日本語を知る ２ 小宮 千鶴子 夏クォーター 金３時限 早稲田 1 −

日本語使用を考える １ 李 在鎬 秋クォーター フルオンデマンド − 1 −

日本語使用を考える ２ 李 在鎬 冬クォーター 木１時限 早稲田 1 −

日本語を教える １ 戸田 貴子 春クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本語を教える ２ 戸田 貴子 夏クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本語学習を考える １ 舘岡 洋子 秋クォーター 水２時限 早稲田 1 −

日本語学習を考える ２ 舘岡 洋子 冬クォーター 水２時限 早稲田 1 −

複言語社会を知る １ 川上 郁雄 春クォーター 水４時限 早稲田 1 −

複言語社会を知る ２ 川上 郁雄 夏クォーター 水４時限 早稲田 1 −

複言語社会を作る １ 宮崎 里司 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 −

複言語社会を作る ２ 宮崎 里司 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 −

日本語を集める １ 久保田 美子 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本語を集める ２ 久保田 美子 冬クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本語を見る １ 久保田 美子 春クォーター 金２時限 早稲田 1 −

日本語を見る ２ 久保田 美子 夏クォーター 金２時限 早稲田 1 −

日本語学習者を支援する １ 木下 直子 春クォーター 火５時限 早稲田 1 −

日本語学習者を支援する ２ 木下 直子 夏クォーター 火５時限 早稲田 1 −

日本語教師を養成する １ 濱川 祐紀代 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本語教師を養成する ２ 濱川 祐紀代 冬クォーター 木２時限 早稲田 1 −

複言語社会を考える １ 寅丸 真澄 春クォーター 月２時限 早稲田 1 −

複言語社会を考える ２ 寅丸 真澄 夏クォーター 月２時限 早稲田 1 −

複言語社会を生きる １ 寅丸 真澄 秋クォーター 月２時限 早稲田 1 −

複言語社会を生きる ２ 寅丸 真澄 冬クォーター 月２時限 早稲田 1 −

敬語コミュニケーション論 １ 02 蒲谷 宏 秋クォーター 金３時限 早稲田 1 −

敬語コミュニケーション論 ２ 02 蒲谷 宏 冬クォーター 金３時限 早稲田 1 −

12．人間的力量科目
人間的力量（共通）

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

人間的力量学基礎 １ 01 村松 慶一 春クォーター 火４時限 早稲田 1 −

人間的力量学基礎 １ 02 村松 慶一 春クォーター 木４時限 早稲田 1 −

人間的力量学基礎 １ 03 村松 慶一 秋クォーター 火４時限 早稲田 1 −

人間的力量学基礎 ２ 01 村松 慶一 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 −

人間的力量学基礎 ２ 02 村松 慶一 夏クォーター 木４時限 早稲田 1 −

人間的力量学基礎 ２ 03 村松 慶一 冬クォーター 火４時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 １ 01 村松 慶一 春クォーター 火３時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 １ 02 村松 慶一 春クォーター 木３時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 １ 03 村松 慶一 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 ２ 01 村松 慶一 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 ２ 02 村松 慶一 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 −

人間的力量学発展 ２ 03 村松 慶一 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 −

人間的力量ファンダメンタル 01 村松 慶一 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 −

人間的力量ファンダメンタル 02 村松 慶一 秋クォーター 木４時限 早稲田 1 −

人間的力量ファンダメンタル 03 村松 慶一 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 −

人間的力量ファンダメンタル 04 村松 慶一 冬クォーター 木４時限 早稲田 1 −

キャリア形成

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

キャリアデザイン学 松居 辰則 他 春クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

人材育成学−個人の視点から− １ 白木 三秀 春クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

人材育成学−個人の視点から− ２ 白木 三秀 夏クォーター 火３時限 早稲田 1 −

人材育成学−社会の視点から− １ 白木 三秀 秋クォーター 火３時限 早稲田 1 ○ −

人材育成学−社会の視点から− ２ 白木 三秀 冬クォーター 火３時限 早稲田 1 −

ソーシャルコミュニテラシーの基礎と実践 01 岡田 昭夫 春クォーター 火２時限 早稲田 1 −

ソーシャルコミュニテラシーの基礎と実践 02 岡田 昭夫 夏クォーター 火２時限 早稲田 1 −

ソーシャルコミュニテラシーの基礎と実践 03 岡田 昭夫 秋クォーター 火２時限 早稲田 1 −

ソーシャルコミュニテラシーの基礎と実践 04 岡田 昭夫 冬クォーター 火２時限 早稲田 1 −

公会計入門講座α（基礎課程） 小林 麻理 秋クォーター 土２時限 早稲田 1 −

公会計入門講座β（応用課程） 小林 麻理 冬クォーター 土２時限 早稲田 1 −

労働・社会保障実務概論 （早稲田大学校友会支援講座） 島田 陽一 他 秋クォーター
火４時限
金４時限

早稲田 2 − 校友会支援講座

税理士実務概論 （早稲田大学校友会支援講座） 渡辺 徹也 秋学期 水４時限 早稲田 2 − 校友会支援講座

企業経営・コンサルティング実務概論 （早稲田大学校友
会支援講座）

坂野 友昭 秋クォーター
火５時限
金５時限

早稲田 2 − 校友会支援講座

多様性社会を支える行政書士実務概論 １ （早稲田大学
校友会支援講座）

田村 達久 秋クォーター 火４時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

多様性社会を支える行政書士実務概論 ２ （早稲田大学
校友会支援講座）

田村 達久 冬クォーター 火４時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

不動産鑑定士による不動産学 １（早稲田大学校友会支援
講座）

大場 浩之 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ − 校友会支援講座
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

不動産鑑定士による不動産学 ２（早稲田大学校友会支援
講座）

大場 浩之 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

司法書士と学ぶ家族・地域・企業をめぐる法律問題 α
（早稲田大学校友会支援講座）

大場 浩之 秋クォーター 月４時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

司法書士と学ぶ家族・地域・企業をめぐる法律問題 β
（早稲田大学校友会支援講座）

大場 浩之 冬クォーター 月４時限 早稲田 1 − 校友会支援講座

アナウンス入門講座（早稲田大学校友会支援講座） 堀尾 正明 他 秋クォーター 月3−4 早稲田 2 − 校友会支援講座

アナウンス実践講座（早稲田大学校友会支援講座） 堀尾 正明 他 冬クォーター 月3−4 早稲田 2 − 校友会支援講座

最新航空産業概論 １ 片岡 淳之介 他 秋クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −
提携講座_全日本空輸（株）
11月末頃 ANA機体メンテナンス
センターにて実習あり

最新航空産業概論 ２ 片岡 淳之介 他 冬クォーター 木５時限 早稲田 1 −
提携講座_全日本空輸（株）
11月末頃 ANA機体メンテナンス
センターにて実習あり

プロフェッショナルズ・ワークショップ 01（マスコミ・
新聞）

若林 宏 他 春クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 02（医薬品） 渡辺 勇太 他 秋クォーター 水５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 04（日用品・化
粧品）

久保田 達之助 他 春クォーター 土２時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 05（電気機器・
IT）

石井 旬 他 秋クォーター 火５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 06（コンサル
ティング）

樫原 洋平 他 秋クォーター 火６時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 07（自動車） 藤田 誠 他 秋クォーター 火５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 09（マスコミ・
放送）

鈴木 吉弘 他 秋クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 10（広告） 高崎 卓馬 他 春クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 11（商社） 一丸 太孝 他 秋クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

プロフェッショナルズ・ワークショップ 12（保険・損保） 島村 太朗 他
集中講義
（秋学期）

水4−5 早稲田 1 ○ − 日程など、詳細はWebシラバス参照

インターンシップ講義 01（行政） 藤井 浩司 他 秋クォーター 土その他 早稲田 1 ○ −

インターンシップ講義 02（国際協力） 堀 芳枝 他 秋クォーター 土その他 早稲田 1 ○ −

インターンシップ講義 03（マスメディア） 野中 章弘 他 秋クォーター 土その他 早稲田 1 ○ −

インターンシップ講義 04（ビジネス） 東出 浩教 他 秋クォーター 土その他 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（行政−１） 藤井 浩司 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（行政−２） 藤井 浩司 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（行政−３） 藤井 浩司 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（国際協力−１） 堀 芳枝 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（国際協力−２） 堀 芳枝 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（国際協力−３） 堀 芳枝 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（マスメディア−１） 野中 章弘 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（マスメディア−２） 野中 章弘 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（マスメディア−３） 野中 章弘 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（ビジネス−１） 東出 浩教 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（ビジネス−２） 東出 浩教 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（ビジネス−３） 東出 浩教 他 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−秋・１） 松居 辰則 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−秋・２） 松居 辰則 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−秋・３） 松居 辰則 秋クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−春・１） 松居 辰則 春クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−春・２） 松居 辰則 春クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（提携−春・３） 松居 辰則 春クォーター 土4−5 早稲田 1 ○ −

インターンシップ実習（個人申請−秋） 松居 辰則 秋学期 無その他 早稲田 2 ○ −

インターンシップ実習（個人申請−春） 松居 辰則 春学期 無その他 早稲田 2 ○ −

ダイバーシティ

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ダイバーシティを学ぶ α（基礎講義編）（WSCメンバー
ズ基金講座）

矢口 徹也 他 春クォーター 金４時限 早稲田 1 − 基金講座_WSCメンバーズ基金

障がいの理解と支援 藤本 浩志 他 夏クォーター 土3−4 早稲田 2 −

手話の社会言語学 −手話とろう者の社会− 森 壮也 他 春クォーター 金５時限 早稲田 1 −

手話の社会言語学 −世界の手話と地域のろう社会− 森 壮也 他 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

手話言語学 −日本手話の構造：手話の音と語の仕組み− 森 壮也 他 夏クォーター 金５時限 早稲田 1 −

手話言語学 −日本手話の文法・意味・語用− 森 壮也 他 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

ジェンダーを考える １ 弓削 尚子 他 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 −

ジェンダーを考える ２ 弓削 尚子 他 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

ウーマン・キャリアクリエイト講座 田村 真理子 他 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 −
提携講座_EY新日本有限責任監査法
人

LGBTをめぐる法と社会（WSCメンバーズ基金講座） 石田 京子 他 秋クォーター 火５時限 早稲田 1 − 基金講座_WSCメンバーズ基金

女性・しごと・ライフデザイン 矢口 徹也 他 夏クォーター 金4−5 早稲田 2 ○ −

日本手話入門 １ 小林 京子 他 春クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本手話入門 ２ 小林 京子 他 夏クォーター 木２時限 早稲田 1 −

日本手話初級 １ 小林 京子 他 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 ○ −

日本手話初級 ２ 小林 京子 他 冬クォーター 木２時限 早稲田 1 −

地域連携

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

地域連携学 １ 加藤 基樹 秋クォーター 木５時限 早稲田 1 −

地域連携学 ２ 加藤 基樹 冬クォーター 木５時限 早稲田 1 −

地域連携演習：基礎演習 １ 加藤 基樹 夏クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

地域連携演習：基礎演習 ２ 加藤 基樹 秋クォーター 火5−6 早稲田 2 ○ −

地域連携演習：ケーススタディ １ 加藤 基樹 春クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

地域連携演習：ケーススタディ ２ 加藤 基樹 夏クォーター 木５時限 早稲田 1 −

地域連携演習：レポート演習 加藤 基樹 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

地域連携演習：プレゼンテーション演習 加藤 基樹 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

地域連携演習：実践演習 α 加藤 基樹 春クォーター 土3−4 早稲田 2 ○ −

地域連携演習：実践演習 β 加藤 基樹
集中

（春・秋学期）
無その他 早稲田 2 ○ − 日程など、詳細はWebシラバス参照

地域連携演習：コミュニティ・インターンシップ 加藤 基樹
集中

（春・秋学期）
無その他 早稲田 2 ○ − 日程など、詳細はWebシラバス参照

ビジネスクリエーション

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

大川ドリーム基金寄附講座 グローバル・ベンチャー企業
の創出と経営−起業家の価値創造戦略

東出 浩教 他 春学期 火6−7 早稲田 2 − 基金講座_（財）大川ドリーム基金

トップスポーツビジネス入門 平田 竹男 春クォーター フルオンデマンド − 2 ○ −

トップスポーツビジネスの最前線（大久保建男スポーツ
ジャーナリズム講座）

平田 竹男 他 秋クォーター
金１時限

オンデマンド
早稲田 2 ○ − ハイブリッド科目

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） １ 01 石渡 明 春クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） １ 02 石渡 明 秋クォーター 月５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） ２ 01 石渡 明 夏クォーター 月５時限 早稲田 1 −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） ２ 02 石渡 明 冬クォーター 月５時限 早稲田 1 −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） １ 01 石渡 明 春クォーター 火５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） １ 02 石渡 明 秋クォーター 火５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） ２ 01 石渡 明 夏クォーター 火５時限 早稲田 1 −

企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） ２ 02 石渡 明 冬クォーター 火５時限 早稲田 1 −

企業実務特論：マーケティング・ベーシック １ 01 石渡 明 春クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務特論：マーケティング・ベーシック １ 02 石渡 明 秋クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −

企業実務特論：マーケティング・ベーシック ２ 01 石渡 明 夏クォーター 金５時限 早稲田 1 −

企業実務特論：マーケティング・ベーシック ２ 02 石渡 明 冬クォーター 金５時限 早稲田 1 −

イノベーション概論 α：次世代イノベータ―のための
エッセンシャルズ （学部生用）

朝日 透 他 秋クォーター 木６時限 西早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

イノベーション概論 β：次世代イノベータ―のための
エッセンシャルズ （学部生用）

朝日 透 他 冬クォーター 木６時限 西早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

イノベーションとテクノロジー基礎 α：人工知能・先端
ロボットテクノロジーの基礎とスタートアップを学ぶ（学
部生用）

朝日 透 他 春クォーター 水６時限 西早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

イノベーションとテクノロジー実践 α：人工知能・先端
ロボットテクノロジー実践 （学部生用）

朝日 透 他 秋クォーター 水６時限 西早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

起業特論Ａ：トップリーダーマネジメント（学部生用） 朝日 透 他 春クォーター 金６時限 早稲田 1 −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

起業特論Ｂ：企業内新規事業開発（学部生用） 朝日 透 他 夏クォーター 火６時限 早稲田 1 −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

データビジネスクリエーション α（学部生用） 朝日 透 他 秋クォーター 火６時限 早稲田 1 −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

Advanced Course on EntrepreneurshipD（学部生用）朝日 透 他 冬クォーター 火６時限 早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

CSRマネジメント実践 （学部生用） 朝日 透 秋学期 木２時限 早稲田 2 −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

人工知能とビジネスモデル創出 α 奥田 聡 他 春クォーター 火６時限 早稲田 1 ○ − 提携講座_野口哲也氏

人工知能とビジネスモデル創出 β 奥田 聡 他 夏クォーター 火６時限 早稲田 1 ○ − 提携講座_野口哲也氏

イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 01 牛山 博文 他
集中講義
（春学期）

土3−6 西早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 02 牛山 博文 他
集中講義
（秋学期）

土3−6 西早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 01 牛山 博文 他
集中講義
（春学期）

土3−6 西早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 02 牛山 博文 他
集中講義
（秋学期）

土3−6 西早稲田 1 − 日程など、詳細はWebシラバス参照

ビジネスアイディア創出法 （学部生用） 堀井 秀之 他 秋クォーター 火１時限 早稲田 1 ○ −

データビジネスクリエーション β（学部生用） 朝日 透 他 冬クォーター 月6−7 早稲田 2 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

デザインシンキング（学部生用） 01 澤谷 由里子 他
集中講義
（春学期）

土その他 早稲田 1 −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

デザインシンキング（学部生用） 02 澤谷 由里子 他 春季集中 無その他 早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル）（学部生用） 01 堤 孝志 他
集中講義
（春学期）

無その他 西早稲田 2 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル）（学部生用） 02 堤 孝志 他
集中講義
（秋学期）

無その他 早稲田 2 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

ビジネスモデル仮説検証（プレミアム）（学部生用） 01 堤 孝志 他
集中講義
（秋学期）

無その他 西早稲田 4 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

イノベーション人材になるためのコーチング研修（ベー
シック）（学部生用）

島岡 未来子 夏クォーター 水６時限 早稲田 1 ○ −
ビジネスクリエーションコース指定
寄附講座

AIビジネスクリエーション α（学部生用） 朝日 透 他
集中講義
（春学期）

月その他 西早稲田 1 ○ −
D−DATAプログラム補助金講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

AIビジネスクリエーション β（学部生用） 朝日 透 他
集中講義
（春学期）

月その他 西早稲田 1 ○ −
D−DATAプログラム補助金講座
日程など、詳細はWebシラバス参照

ボランティア

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

ボランティア論 １ 兵藤 智佳 春クォーター 金４時限 早稲田 1 −

ボランティア論 ２ 兵藤 智佳 夏クォーター 金４時限 早稲田 1 −

ボランティアから見る世界 １ 岩井 雪乃 秋クォーター 水２時限 早稲田 1 −

ボランティアから見る世界 ２ 岩井 雪乃 冬クォーター 水２時限 早稲田 1 −

狩猟と獣害対策論１ 岩井 雪乃 秋クォーター 木４時限 早稲田 1 −

狩猟と獣害対策論２ 岩井 雪乃 冬クォーター 木４時限 早稲田 1 −

ファシリテーションとボランティア 由井 一成 秋クォーター 月３時限 早稲田 1 −

SDGsと社会貢献 １ 由井 一成 春クォーター 月３時限 早稲田 1 −

SDGsと社会貢献 ２ 由井 一成 夏クォーター 月３時限 早稲田 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

スラムから学ぶコミュニティー支援論 １ 佐々木 俊介 夏クォーター 水４時限 早稲田 1 −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

スラムから学ぶコミュニティー支援論 ２ 佐々木 俊介 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 −

フィールド・ワークと社会貢献 １ 佐々木 俊介 春クォーター 木４時限 早稲田 1 −

フィールド・ワークと社会貢献 ２ 佐々木 俊介 夏クォーター 木４時限 早稲田 1 −

体験の言語化―世界と自分 01 兵藤 智佳 春クォーター 火２時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 02 兵藤 智佳 春クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 03 兵藤 智佳 夏クォーター 月４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 04 岩井 雪乃 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 05 岩井 雪乃 春クォーター 木５時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 06 岩井 雪乃 春クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 07 佐々木 俊介 春クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 08 岩井 雪乃 春クォーター 金３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 09 岩井 雪乃 春クォーター 金５時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 10 佐々木 俊介 夏クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 11 兵藤 智佳 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 12 佐々木 俊介 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 13 兵藤 智佳 秋クォーター 火２時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 14 佐々木 俊介 冬クォーター 木２時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 15 兵藤 智佳 秋クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 16 兵藤 智佳 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 17 由井 一成 春クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 18 岩井 雪乃 秋クォーター 水５時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 19 岩井 雪乃 秋クォーター 木２時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 20 岩井 雪乃 秋クォーター 金３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 21 兵藤 智佳 冬クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 22 由井 一成 夏クォーター 火４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 23 岩井 雪乃 秋クォーター 金４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 24 由井 一成 秋クォーター 月４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 25 由井 一成 冬クォーター 月４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 26 由井 一成 冬クォーター 金３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 27 由井 一成 秋クォーター 木３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―世界と自分 28 由井 一成 冬クォーター 金４時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―ボランティア体験から 01 岩井 雪乃 春クォーター 水３時限 早稲田 1 ○ −

体験の言語化―ボランティア体験から 02 兵藤 智佳 秋クォーター 木４時限 早稲田 1 ○ −

狩猟と地域おこしボランティア 岩井 雪乃
集中講義
（春学期）

木その他 早稲田 2 ○ −
2021/５/30、2021/６/27 山
梨県丹波山村で実習あり

農山村体験実習 弦間 正彦 他 春学期 木３時限 早稲田 2 ○ −

提携講座_京葉プラントエンジニア
リング（株）
2021/６/5、2021/６/12千葉県
柏市で学外実習あり

パラスポーツとボランティア 兵藤 智佳 春クォーター 木３時限 早稲田 2 ○ −

2021/５/９代々木公園、2021/５
/21〜2021/５/23横浜国際プー
ル、５月中の土曜日 町田市立陸上
競技場での実習あり

カナダから見るグローバル市民学 １ 由井 一成 春クォーター 木４時限 早稲田 1 −

カナダから見るグローバル市民学 ２ 由井 一成 夏クォーター 木４時限 早稲田 1 −

災害ボランティアの基礎と実践 １ 佐々木 俊介 夏クォーター 水３時限 早稲田 1 −

災害ボランティアの基礎と実践 ２ 佐々木 俊介 夏秋期 水３時限 早稲田 3 −
2021/８ /31〜2021/９ /６ 戸
塚第一小学校にて実習あり

リーダーシップ

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

リーダーシップの軌跡 熊谷 善彰 他 春クォーター 水５時限 早稲田 1 ○ − 提携講座_山本訓史氏

「たくましい知性を鍛える」演習 １ 村田 信之 春クォーター 月２時限 早稲田 1 ○ −

「たくましい知性を鍛える」演習 ２ 村田 信之 夏クォーター 月２時限 早稲田 1 −

「たくましい知性を鍛える」演習 ３ 村田 信之 秋クォーター 月２時限 早稲田 1 ○ −

「たくましい知性を鍛える」演習 ４ 村田 信之 冬クォーター 月２時限 早稲田 1 −

たくましい知性を鍛える １ 村田 信之 春クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

たくましい知性を鍛える ２ 村田 信之 夏クォーター 金5−6 早稲田 2 −

たくましい知性を鍛える ３ 村田 信之 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

たくましい知性を鍛える ４ 村田 信之 冬クォーター 金5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：理論とスキル 01 岩城 奈津 他 春クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 02 山原 享 他 春クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 03 森 理宇子 他 春クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 04 齋藤 みずほ 他 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 05 石井 雄隆 他 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 06 内藤 博之 他 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：理論とスキル 07 大内 礼子 他 春クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 01 岩城 奈津 他 夏クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 02 山原 享 他 夏クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 03 森 理宇子 他 夏クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 04 齋藤 みずほ 他 冬クォーター 金5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 05 石井 雄隆 他 冬クォーター 金5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 06 内藤 博之 他 冬クォーター 金5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 07 大内 礼子 他 夏クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：社会人へのトランジション 01 高橋 俊之 夏クォーター 月5−6 早稲田 2 ○ −

他者のリーダーシップ開発 １（OD１） 01 日向野 幹也 春クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

他者のリーダーシップ開発 １（OD１） 02 日向野 幹也 秋クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −

他者のリーダーシップ開発 ２（OD２） 01 日向野 幹也 夏クォーター 金5−6 早稲田 2 −

他者のリーダーシップ開発 ２（OD２） 02 日向野 幹也 冬クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発と組織開発 １（LOD１） 日向野 幹也 秋クォーター 水４時限 早稲田 1 ○ −

リーダーシップ開発と組織開発 ２（LOD２） 日向野 幹也 冬クォーター 水４時限 早稲田 1 −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

リーダーシップ開発授業設計実習 １ 01 高橋 俊之 春クォーター 水5−6 早稲田 2 ○ −
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 実験実習料 備 考

リーダーシップ開発授業設計実習 １ 02 高橋 俊之 秋クォーター 金5−6 早稲田 2 ○ −

リーダーシップ開発授業設計実習 ２ 01 高橋 俊之 夏クォーター 水5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発授業設計実習 ２ 02 高橋 俊之 冬クォーター 金5−6 早稲田 2 −

リーダーシップ開発：授業外への適用 高橋 俊之 冬クォーター 月5−6 早稲田 2 ○ −

コーディネータという役割を実践する（アドバンスト） 友成 真一 他 春学期 木４時限 早稲田 2 ○ −

自分のプロジェクトを経営する 友成 真一 他 春学期 木３時限 早稲田 2 ○ −

地域コーディネータという役割を実践する（アドバンスト）友成 真一 他 通年 木６時限 早稲田 4 ○ −

地域を経営する 友成 真一 他 通年 木５時限 早稲田 4 ○ −

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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Ⅱ．留学センター提供科目一覧
グローバル科目

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 言語 備 考

International Japanese Studies in Global Perspective B-１ 01 エリン デイヴィス 秋クォーター
木５時限
金５時限

早稲田 2 １年以上 英語

International Japanese Studies in Global Perspective B-２ 01 エリン デイヴィス 冬クォーター
木５時限
金５時限

早稲田 2 １年以上 英語

International Japanese Studies in Global Perspective B-３ 01 エリン デイヴィス 春クォーター
木５時限
金５時限

早稲田 2 １年以上 英語

International Japanese Studies in Global Perspective B-４ 01 エリン デイヴィス 夏クォーター
木５時限
金５時限

早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Business Ⅰ) 01 ハギリアン パリッサ 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

１セメスター以上の留学プログラ
ム（交換留学、ダブルディグリー、
CS-R、CS-Lの各留学プログラム）
に参加し、2021年度秋学期に復学
予定の学部正規生が対象。登録申
請に際し、選考有り。聴講料の納入
が必要。詳細は、http://waseda-
summer. com/waseda-student
s/を確認のこと。

Summer Session (Business Ⅱ) 01 ハギリアン パリッサ 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Culture Ⅰ) 01 トラファガン ジョン ウィルス 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Culture Ⅱ) 01 トラファガン ジョン ウィルス 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Culture Ⅲ) 01 リム タイ ウェイ 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Economics Ⅰ) 01 ウィドウズ ケアロハ リー 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Economics Ⅱ) 01 ウィドウズ ケアロハ リー 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (History Ⅰ) 01 リム タイ ウェイ 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Literature and Art Ⅰ) 01
ズヴィッカー ジョナサン エリ
アス

夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Literature and Art Ⅱ) 01
ズヴィッカー ジョナサン エリ
アス

夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Politics Ⅰ) 01 ダブニー ダイロン ケイス 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Politics Ⅱ) 01 ダブニー ダイロン ケイス 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

Summer Session (Anthro/Sociology Ⅰ) 01 中村 かれん 夏クォーター 無その他 早稲田 2 １年以上 英語

文化から環境を考える 01 福田 育弘 他 春学期 月３時限 早稲田 2 ２年以上 英語
【上廣倫理財団寄附講座】履修申請
時に志望理由の提出が必要。詳細
はシラバスを参照のこと。

海外研修科目

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 言語 備 考

海外フィールドワーク（春季）01 ケイト エルウッド 他 春学期 無その他 その他 1 １年以上 英語

海外フィールドワーク（夏季）01 ケイト エルウッド 他 夏秋期 無その他 その他 1 １年以上 英語

海外語学・文化研修プログラム（夏季）A 01 ケイト エルウッド 他 夏秋期 無その他 その他 2 １年以上

海外語学・文化研修プログラム（夏季）B 01 ケイト エルウッド 他 夏秋期 無その他 その他 4 １年以上

海外語学・文化研修プログラム（春季）C 01 ケイト エルウッド 他 春学期 無その他 その他 1 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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Ⅲ．学部提供全学オープン科目一覧
政治経済学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

独語（初級）Ⅰ 入門 グラスミュック マルクス 他 秋学期
火３時限
水５時限

早稲田 2 ２年以上

独語実践演習Ⅰ 01 荻野 静男 春学期 火４時限 早稲田 3 ３年以上

独語実践演習Ⅰ 02 斉藤 寿雄 春学期 火４時限 早稲田 3 ３年以上

独語実践演習Ⅱ 01 荻野 静男 秋学期 火３時限 早稲田 3 ３年以上

独語実践演習ⅢA 01 縣 公一郎 他 春学期 火３時限 早稲田 3 ３年以上

独語実践演習ⅢB 01 縣 公一郎 他 秋学期 火３時限 早稲田 3 ３年以上

仏語（初級）Ⅰ 入門 佐道 直身 他 秋学期
木４時限
金３時限

早稲田 2 ２年以上

仏語実践演習ⅢA 01
瀬谷グロンダン アンヌ
オレリ

春学期 火４時限 早稲田 3 ３年以上

仏語実践演習ⅢB 01 ブロッソー シルヴィ 秋学期 木４時限 早稲田 3 ３年以上

露語（初級）Ⅰ 入門 木村 英明 秋学期
火５時限
金４時限

早稲田 2 ２年以上

露語実践演習Ⅰ 01 クロチコフ ユーリー 春学期 木５時限 早稲田 3 ３年以上

露語実践演習Ⅱ 01 クロチコフ ユーリー 秋学期 木５時限 早稲田 3 ３年以上

中国語（初級）Ⅰ 入門 大久保 洋子 他 秋学期
水４時限
火４時限

早稲田 2 ２年以上

中国語実践演習ⅢA 01 齊藤 泰治 春学期 火３時限 早稲田 3 ３年以上

中国語実践演習ⅢB 01 齊藤 泰治 秋学期 火３時限 早稲田 3 ３年以上

西語（初級）Ⅰ 入門 藤本 愛 他 秋学期
金４時限
水４時限

早稲田 2 ２年以上

西語実践演習ⅢA 01 ロペス アルフレド 春学期 金４時限 早稲田 3 ３年以上

西語実践演習ⅢB 01
マルティ・オロバル ベ
ルナット

秋学期 金４時限 早稲田 3 ３年以上

日本政治論入門 01 吉野 孝 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

現代政治分析 01 吉野 孝 春学期
月３時限
木３時限

早稲田 4 ２年以上

政治理論史 01 高山 裕二 秋学期
金２時限
金３時限

早稲田 4 ２年以上

メディア・コミュニケーション史 01 土屋 礼子 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 4 ２年以上

憲法 01 川岸 令和 春学期
月１時限
木１時限

早稲田 4 ２年以上

現代政治理論Ⅰ 01 谷澤 正嗣 春学期 木５時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「現代政治理論」単位修得
者は履修不可

日本政治思想史 01 遠藤 正敬 春学期
水３時限
木３時限

早稲田 4 ２年以上

比較政治学 01 久保 慶一 秋学期
火３時限
木３時限

早稲田 4 ２年以上

日本政治史 01 伏見 岳人 秋学期
金３時限
金４時限

早稲田 4 ２年以上

東アジアの比較政治 01 唐 亮 秋学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

西洋政治史 01 仲内 英三 春学期
月３時限
木３時限

早稲田 4 ２年以上

国際機構論 01 中村 英俊 春学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「国際機構論」「国際機構
論Ⅰ」いずれかの単位修得者は履修不可

国際社会関係論 01 都丸 潤子 春学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「国際社会関係論」単位修
得者は履修不可

国際政治学 01 栗崎 周平 春学期
月１時限
月２時限

早稲田 4 ２年以上

国際関係史Ⅰ 01 田中 孝彦 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「国際政治史」単位修得者
は履修不可

日本外交論 01 国吉 知樹 春学期 木５時限 早稲田 2 ２年以上

国際行政学 01 福田 耕治 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「国際行政学」単位修得者
は履修不可

福祉行政 01 藤井 浩司 春学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「福祉行政」単位修得者は
履修不可

公共政策 01 稲継 裕昭 春学期
月４時限

フルオンデマンド
早稲田 4 ２年以上

比較憲法論 01 笹田 栄司 秋学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

行政学 01 縣 公一郎 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 4 ２年以上 オンデマンド科目

自治体政策 01 小原 隆治 春学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上
2018年度以前「地方自治論」単位修得者
は履修不可

マクロ経済学入門 01 金子 昭彦 他 秋学期
火１時限

フルオンデマンド
早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ミクロ経済学入門 01 田中 久稔 春学期
火１時限

フルオンデマンド
早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

マクロ経済学入門 02 金子 昭彦 他 秋学期
火２時限

フルオンデマンド
早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ミクロ経済学入門 02 田中 久稔 春学期
火２時限

フルオンデマンド
早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

経済史入門A 01 高橋 周 春学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

経済史入門B 01 大森 一宏 秋学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

経済史入門B 02 阿部 武司 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

経済史入門A 02 小林 和夫 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

ゲーム理論入門 01 荻沼 隆 秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ゲーム理論入門 02 荒木 一法 秋学期 火３時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ゲーム理論入門 03 船木 由喜彦 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

マクロ経済学A 01 金子 昭彦 春学期 火１時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ミクロ経済学A 01 荻沼 隆 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

マクロ経済学A 02 笠松 学 春学期 金３時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

ミクロ経済学A 02 荒木 一法 春学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

マクロ経済学A 03 片山 宗親 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

ミクロ経済学A 03 荻沼 隆 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上 政治経済学部生が優先して登録されます
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

ゲーム理論 01 船木 由喜彦 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 4 ２年以上

計量経済学 01 近藤 康之 春学期
土２時限

フルオンデマンド
早稲田 4 ２年以上

日本経済史 01 川口 浩 春学期
木１時限
木２時限

早稲田 4 ２年以上

西洋経済史 01 内田 日出海 秋学期
月２時限
月３時限

早稲田 4 ２年以上

経済学史Ⅰ 01 坂本 達哉 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

財政学 01 小西 秀樹 春学期
水２時限
木２時限

早稲田 4 ２年以上

産業組織論 01 遠山 祐太 夏クォーター
火２時限
金２時限

早稲田 2 ２年以上

公共経済学 01 安達 剛 春クォーター
月１時限
木１時限

早稲田 2 ３年以上

環境経済学 01 有村 俊秀 春学期 月２時限 早稲田 2 ３年以上

国際関係論入門 01 多湖 淳 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

公共哲学（政治） 01 齋藤 純一 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

公共哲学（政治） 02 齋藤 純一 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

公共哲学（政治） 03 谷澤 正嗣 秋学期 木１時限 早稲田 2 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

地域文化研究（東アジア） 01 平林 宣和 他 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上 オムニバス科目

比較政治経済分析 01 久米 郁男 春学期 木１時限 早稲田 2 ２年以上

国際政治経済学 01 遠矢 浩規 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

言語学 01 森田 彰 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

世界的潮流と日本の現状と展望 01 下川 哲 春学期 木５時限 早稲田 2 ２年以上 オムニバス科目

ジャーナリズム論 01 瀬川 至朗 秋学期 火５時限 早稲田 2 ２年以上

映像ジャーナリズム論 01 高橋 恭子 秋学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

メディアの世界 瀬川 至朗 春学期 火３時限 早稲田 2 ３年以上 オムニバス科目 朝日新聞社提携講座

メディア産業論 01 瀬川 至朗 秋学期 月３時限 早稲田 2 ３年以上
オムニバス科目 日本経済新聞社提携講
座

政治学研究（中央省庁における政策過程−情報通信政策の実務を
題材に−） 01

縣 公一郎 他 春学期 水５時限 早稲田 2 ３年以上 オムニバス科目 総務省協力講座

Drama and Society 01 八木 斉子 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

World Literature 01 八木 斉子 春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

Japanese Political History 01 ブルチャー ミヒャエル 秋学期 水４時限 早稲田 2 ２年以上

Japanese Political Thought A 01 梅森 直之 春学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上

Japanese Political Thought B 01 梅森 直之 秋学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上

政治分析入門 01 久米 郁男 春学期
月１時限
水１時限

早稲田 4 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

政治分析入門 02 久米 郁男 秋学期
月１時限
水１時限

早稲田 4 １年以上 政治経済学部生が優先して登録されます

政治心理学 01 山崎 新 秋学期 火１時限 早稲田 2 ２年以上

アカデミックリテラシー演習（複言語で学ぶ社会文化） 01 縣 公一郎 他 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上 使用言語：独語・英語

アカデミックリテラシー演習（キャンパス・アジアへの誘い：歴
史・和解・変革） 01

梅森 直之 春学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

アカデミックリテラシー演習（ドイツ語の文献を読んでナチスを
知る（ドイツ現代史）） 01

斉藤 寿雄 秋学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

法学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

導入講義（選択）―法曹の仕事を知る― 白石 大 春学期 火６時限 早稲田 2 １年以上

English: Advanced １（春） 鈴木 理恵子 春学期 木１時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ２（春） 乙黒 亮 春学期 月４時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ４（春） 原田 康也 春学期 火５時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ５（春） 武黒 麻紀子 春学期 月３時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ７（春） ローリー ゲイ 春学期 木２時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ２（秋） 乙黒 亮 秋学期 月４時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ３（秋） 澤田 敬司 秋学期 月３時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ４（秋） 原田 康也 秋学期 火５時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ５（秋） 武黒 麻紀子 秋学期 月５時限 早稲田 1 ３年以上

English: Advanced ７（秋） ローリー ゲイ 秋学期 木２時限 早稲田 1 ３年以上

独語上級（総合）１（春） 江口 大輔 春学期 月２時限 早稲田 1 ２年以上

独語上級（総合）１（秋） 江口 大輔 秋学期 月２時限 早稲田 1 ２年以上

独語上級（留学準備）１（春） 高岡 佑介 春学期 水２時限 早稲田 1 ２年以上

独語上級（留学準備）１（秋） 高岡 佑介 秋学期 水２時限 早稲田 1 ２年以上

仏語上級 １（春） 谷 昌親 春学期 月４時限 早稲田 1 ２年以上

仏語上級 ２（春） 守中 高明 春学期 木５時限 早稲田 1 ２年以上

仏語上級 １（秋） 中村 隆之 秋学期 木４時限 早稲田 1 ２年以上

仏語上級 ２（秋） マニゴ ヴァンサン 秋学期 木２時限 早稲田 1 ２年以上

中国語上級Ⅰ（チュートリアル）１（春） 郎 潔 春学期 月２時限 早稲田 1 ２年以上

中国語上級Ⅰ（チュートリアル）２（春） 王 傑 春学期 木３時限 早稲田 1 ２年以上

中国語上級Ⅰ（チュートリアル）１（秋） 郎 潔 秋学期 月２時限 早稲田 1 ２年以上

中国語上級Ⅰ（チュートリアル）２（秋） 王 傑 秋学期 木３時限 早稲田 1 ２年以上

人類学Ⅰ A（岩淵） 岩淵 聡文 春学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

人類学Ⅰ B（楠本） 楠本 彩乃 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

人類学Ⅱ （岩淵） 岩淵 聡文 秋学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

宗教学Ⅰ （加藤） 加藤 之晴 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

宗教学Ⅱ （加藤） 加藤 之晴 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

政治学Ⅰ A（的射場） 的射場 敬一 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

社会学Ⅰ B（佐藤） 佐藤 公紀 春学期 月４時限 早稲田 2 １年以上

環境論Ⅰ A（藤岡） 藤岡 典夫 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

現代企業論Ⅰ （井坂） 井坂 康志 秋学期 土３時限 早稲田 2 １年以上

物理学Ⅰ （長谷川・松永） 松永 康 他 春学期 金３時限 早稲田 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

生物学Ⅰ （新海） 新海 正 春学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

科

目

一

覧

学

部

提

供

― 93 ―



科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

生物学Ⅱ （新海） 新海 正 秋学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

心理学Ⅰ A（石川） 石川 利江 春学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

心理学Ⅱ A（近藤） 近藤 育代 秋学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

国際社会と法 萬歳 寛之 他 春学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

哲学Ⅰ （関口） 関口 浩 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

哲学Ⅱ （関口） 関口 浩 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

哲学・思想Ⅰ A（守中） 守中 高明 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

倫理学Ⅰ （合田） 合田 正人 春学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

倫理学Ⅱ （野尻） 野尻 英一 秋学期 月３時限 早稲田 2 １年以上

ジェンダー論Ⅰ B（金） 金 富子 秋学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

西洋史Ⅰ A（竹下） 竹下 和亮 秋学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

西洋史Ⅰ B（弓削） 弓削 尚子 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

東洋史Ⅰ （張） 張 士陽 秋学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

日本史Ⅰ A（瀧音） 瀧音 能之 春学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

日本史Ⅰ D（上田） 上田 美和 秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

科学史Ⅰ （林） 林 真理 春学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「歴史・思想研究入門」 弓削 尚子 他 春学期 木６時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「法批判への招待」 弓削 尚子 他 秋学期 木６時限 早稲田 2 １年以上

文学Ⅰ A（門田） 門田 康宏 秋学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

文学Ⅰ B（江口） 江口 大輔 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

文学Ⅰ C（鈴木） 鈴木 理恵子 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

文学Ⅰ D（藤井） 藤井 省三 春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

文学Ⅰ E（マニゴ） マニゴ ヴァンサン 秋学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

芸術論Ⅰ A（渡邊） 渡邊 未帆 春学期 金３時限 早稲田 2 １年以上

芸術論Ⅰ B（中村） 中村 隆之 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

芸術論Ⅰ C（守中） 守中 高明 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

芸術論Ⅰ D（陸） 陸 偉栄 春学期 水４時限 早稲田 2 １年以上

芸術論Ⅰ E（谷） 谷 昌親 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

映像論Ⅰ （谷） 谷 昌親 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

地域文化Ⅰ A（岡山） 岡山 具隆 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

地域文化Ⅰ B（奥村） 奥村 優子 秋学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

地域文化Ⅰ D（中村） 中村 隆之 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

地域文化Ⅰ G（濱田） 濱田 英作 秋学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

地域文化Ⅰ F（尾崎） 尾崎 文太 秋学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

言語学Ⅰ B（武黒） 武黒 麻紀子 秋学期 月３時限 早稲田 2 １年以上

言語学Ⅰ A（首藤） 首藤 佐智子 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

言語学Ⅰ D（乙黒） 乙黒 亮 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

言語学Ⅰ C（ストックウェル） ストックウェル グレン 春学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「ドイツ語圏を知る」 岡山 具隆 他 春学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「フランス語圏を知る」 大橋 麻也 他 春学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「中国語圏を知る」 門田 康宏 他 春学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「スペイン語圏を知る」 石田 智恵 他 春学期 木６時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「ことばと法・社会」 武黒 麻紀子 他 秋学期 月６時限 早稲田 2 １年以上

総合講座「表象文化研究入門」 谷 昌親 他 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅰ A 愛敬 浩二 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅰ B 中島 徹 春学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅰ C 水島 朝穂 春学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅱ A 愛敬 浩二 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅱ B 中島 徹 秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

憲法Ⅱ C 水島 朝穂 秋学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

雇用関係法Ⅰ 島田 陽一 春学期 木２時限 早稲田 2 ３年以上

雇用関係法Ⅱ 島田 陽一 秋学期 木２時限 早稲田 2 ３年以上

外国法総論（英米法Ⅱ） A 中村 民雄 秋学期 水１時限 早稲田 2 ２年以上

ジェンダーと法Ⅱ 谷田川 知恵 秋学期 金２時限 早稲田 2 ３年以上

ジェンダーと法Ⅰ 石田 京子 春学期 火４時限 早稲田 2 ３年以上

教育法Ⅰ 廣澤 明 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

教育法Ⅱ 廣澤 明 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

憲法特論Ⅰ（総論・統治） 中島 徹 春学期 月３時限 早稲田 2 ２年以上

憲法特論Ⅱ（人権） 江原 勝行 秋学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

情報法 田島 泰彦 春学期 月３時限 早稲田 2 ２年以上

International Business Law ラーデマッハ クリストフ 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

Intellectual Property Law ラーデマッハ クリストフ 春学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

医事刑法 甲斐 克則 秋学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

国際関係論Ⅰ A 河野 真理子 春学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

地域研究（アフリカ） 永岡 宏昌 春学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

地域研究（韓国） 木宮 正史 春学期 火４時限 早稲田 2 ３年以上

International Law 河野 真理子 秋学期 月３時限 早稲田 2 ３年以上

International Business Operations and International Law 末冨 純子 秋学期 月４時限 早稲田 2 ３年以上

社会保障法Ⅰ 菊池 馨実 春学期 木４時限 早稲田 2 ３年以上

社会保障法Ⅱ 菊池 馨実 秋学期 木４時限 早稲田 2 ３年以上

Introduction to Labor and Employment Law in Japan 竹内 寿 秋学期 月５時限 早稲田 2 ３年以上

Business and Law in Japanese Society Ⅰ 渡辺 宏之 春学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

教育学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

現代小説の楽しみ 千田 洋幸 春学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

文学の近代 石原 千秋 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

中国の文化（漢字と権力） 内山 精也 春学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

中国の文人論（現代中国知識人のモデル） 佐藤 浩一 秋学期 水４時限 早稲田 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

ヨーロッパの文化（近代システム誕生の地） 前田 良三 春学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

ラテンアメリカの文化（民族･言語･宗教･社会･風俗） 浜 邦彦 秋学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

ジェンダー・スタディーズⅠ（身近なことを視座にして） 金井 景子 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

ジェンダー・スタディーズⅡ（文学を視座にして） 金井 景子 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

史学Ⅰ（日本史における国家と社会） 加藤 貴 春学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

史学Ⅱ（日本史における生活と文化） 加藤 貴 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

史学Ⅲ（イスラムと民族） 小松 香織 春学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

史学Ⅳ（イスラムと帝国） 小松 香織 秋学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

地理学Ⅰ（グローバル化と地域） 小林 正夫 春学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

地理学Ⅱ（地域研究最前線） 小林 正夫 秋学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

地理学Ⅲ（自然環境と風土） 藁谷 哲也 春学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

地理学Ⅳ（風景の科学） 藁谷 哲也 秋学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

倫理学Ⅱ 大賀 祐樹 秋学期 月４時限 早稲田 2 １年以上

哲学Ⅰ（現代思想の地平） 新田 章 春学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

西欧社会と宗教（宗教史マップ・現代宗教構図） 松澤 裕樹 春学期 金３時限 早稲田 2 １年以上

経済学Ⅰ（現代社会と経済学） 品田 直樹 春学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

社会学Ⅰ（日常性の誕生） 石井 幸夫 春学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

社会学Ⅱ（セクシャリティと近代） 石井 幸夫 秋学期 金５時限 早稲田 2 １年以上

政治学Ⅲ（日本政治と市民） 白鳥 浩 春学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

政治学Ⅳ（欧州統合と市民） 白鳥 浩 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

地球の起源 澤口 隆 春学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

地球システムと環境問題 澤口 隆 秋学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

地球生命史 川辺 文久 春学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

化石の科学 川辺 文久 秋学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

動物の機能Ⅰ（神経系、循環系） 黒川 信 春学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

動物の機能Ⅱ（生態、行動） 細 将貴 秋学期 水３時限 早稲田 2 １年以上

環境の生物学 小川 敬子 秋学期 月３時限 早稲田 2 １年以上

細胞機能の生物学 刀祢 重信 秋学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

宇宙の物理学 喜古 正士 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

生活の化学 井出 裕介 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

自然人類学Ⅰ A 樋泉 岳二 春学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

自然人類学Ⅰ B 松浦 秀治 春学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

自然人類学Ⅱ A 樋泉 岳二 秋学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

自然人類学Ⅱ B 松浦 秀治 秋学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

鉱物の世界−地球からの贈り物への誘い− 林 政彦 春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

太陽系の起源と地球のテクトニクス 高木 秀雄 他 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

線型代数入門（数理の窓から眺める線形構造と変換の世界） 神藏 正 春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

微積分入門（数理の窓から眺める現象のモデリングの世界） 神藏 正 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

確率入門（偶然に潜む数理の世界） 中村 好宏 春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

統計入門（データが語る数理の世界） 中村 好宏 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

舞台芸術入門Ⅰ 渡邉 芳敬 他 春学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

舞台芸術入門Ⅱ 渡邉 芳敬 他 秋学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

オリンピックの社会科学的・人文科学的検討 熊谷 善彰 他 秋学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

ロシア語の基礎 A 鴻野 わか菜 他 通年
木２時限
月１時限

早稲田 4 １年以上

ロシア語の基礎 B 鴻野 わか菜 他 通年
火１時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

ロシア語のコミュニケーションの基礎 A 古田 リュドミーラ 通年 金１時限 早稲田 2 １年以上

ロシア語のコミュニケーションの基礎 B ヴァレリー・グレチュコ 通年 金５時限 早稲田 2 １年以上

教育哲学研究１ 坂倉 裕治 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

教育政策・教育計画論 杉浦 久弘 春学期 土４時限 早稲田 2 ２年以上

教育行財政研究 白川 優治 春学期 木５時限 早稲田 2 ２年以上

比較・国際教育研究Ⅰ 日暮 トモ子 春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

古典語（ギリシャ） 兼利 琢也 通年 金４時限 早稲田 4 １年以上

古典語（ラテン） 兼利 琢也 通年 火４時限 早稲田 4 １年以上

宗教研究Ⅱ A 阿部 善彦 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

宗教研究Ⅱ B 阿部 善彦 秋学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

女性史 品田 知美 秋学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

青少年教育論 矢口 徹也 秋学期 水４時限 早稲田 2 １年以上

教育福祉論 小林 繁 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

NPO・NGO論とボランティア 平山 雄大 春学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

公認心理師の職責 越川 房子 他 春学期 火６時限 早稲田 2 １年以上

病弱者教育 土屋 忠之 夏季集中 無その他 早稲田 2 １年以上

重複障害・LD等教育総論 齊藤 宇開 秋学期 火６時限 早稲田 2 １年以上

特別支援教育総論Ⅰ 森下 由規子 秋学期 水６時限 早稲田 2 １年以上

教育リテラシー 池 俊介 他 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

指導者養成講座Ⅰ（心理学的支援法） バーンズ亀山静子 他 夏クォーター 土3−5 早稲田 2 １年以上

公認心理師関係行政論 五十嵐 実保子 他 冬クォーター 土3−5 早稲田 2 ２年以上

家族理解と福祉工学 金森 克浩 他 秋クォーター 土3−5 早稲田 2 １年以上

インクルーシブ教育における学級経営（家族関係・集団・地域社会
における心理支援に関する理論と実践）

河村 茂雄 他 夏季集中 無その他 早稲田 2 １年以上

脳科学を活かしたインクルーシブ教育 荒川 信行 他 秋学期 金４時限 早稲田 2 １年以上

私学における特別支援教育 一ノ瀬 秀司 他 冬季集中 無その他 早稲田 2 ３年以上

特別支援教育におけるIT実践演習 三尾 忠男 他 夏季集中 #N/A 早稲田 1 １年以上

指導者養成講座Ⅱ 本田 恵子 他 夏季集中 無その他 早稲田 2 １年以上

児童文学Ⅰ（なりたち） 宮川 健郎 春学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

近代文学Ⅰ A 副田 賢二 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

授業に活かす朗読講座 宗我部 義則 他 春学期 金６時限 早稲田 2 １年以上

届く声を育てるワークショップ 野崎 美子 冬季集中 無その他 早稲田 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

児童文学Ⅰ（なりたち） 宮川 健郎 春学期 金２時限 早稲田 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

児童文学Ⅱ（展開） 宮川 健郎 秋学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

文学理論Ⅱ（近代） 石原 千秋 秋学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

東アジアの思想と文化Ⅱ（近世） 阿部 光麿 秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

授業に活かすマルチメディア 榎本 隆之 春学期 水５時限 早稲田 2 ２年以上

編集の理論と実践 岩田 一平 春学期 火５時限 早稲田 2 ２年以上

創作演習Ⅲ（短歌） 奥田 亡羊 秋学期 月５時限 早稲田 2 ２年以上

聖書入門Ⅰ 直原 典子 春学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

聖書入門Ⅱ 直原 典子 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

英米詩研究Ⅰ 佐久間 由梨 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

英米詩研究Ⅱ 佐久間 由梨 秋学期 火１時限 早稲田 2 ２年以上

英米演劇研究Ⅰ 三好 力 春学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

Teaching English for Communication 折井 麻美子 秋学期 木３時限 早稲田 2 ３年以上

自然地理学研究３ 高橋 日出男 春学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

自然地理学研究４ 高橋 日出男 秋学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

地図情報学 政春 尋志 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

都市地理学 佐藤 英人 春学期 月１時限 早稲田 2 ２年以上

地図学 政春 尋志 春学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

日本史研究（中世）Ⅰ 高橋 傑 春学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

日本史研究（中世）Ⅱ 高橋 傑 秋学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

国際関係の成立と展開 坪内 淳 春学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

国際関係の理論と課題 坪内 淳 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

市民社会の法と権利Ⅰ 鈴木 美弥子 春学期 木４時限 早稲田 2 ２年以上

市民社会の法と権利Ⅱ 鈴木 美弥子 秋学期 木４時限 早稲田 2 ２年以上

情報をめぐる法と政治 大田 貴昭 秋学期 金５時限 早稲田 2 ２年以上

社会的選択理論 坪沼 妙子 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

福祉国家の歴史 羅 仁淑 春学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

福祉国家の課題 羅 仁淑 秋学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

化学Ⅱ 中野 善夫 通年 月４時限 早稲田 4 ２年以上

環境化学 田中 伸幸 秋学期 水５時限 早稲田 2 １年以上

物理学Ⅲ（量子力学入門） 笹川 幸則 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

物理学Ⅱ（電磁気学） 喜古 正士 春学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

天体物理学Ⅰ 矢治 健太郎 秋学期 土２時限 早稲田 2 ２年以上

海洋科学 道田 豊 春学期 木１時限 早稲田 2 ３年以上

海洋底ダイナミックス 芦 寿一郎 他 秋学期 木１時限 早稲田 2 ３年以上

物理学Ⅰ−１ 伊藤 悦朗 春学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

物理学Ⅰ−２ 喜古 正士 秋学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

情報数学３ 小柴 健史 春学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

情報数学４ 小柴 健史 秋学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

情報数学５ 高島 克幸 春学期 月３時限 早稲田 2 ２年以上

情報数学６ 高島 克幸 秋学期 月３時限 早稲田 2 ２年以上

ツールとしてのロシア語Ⅰ 古田 リュドミーラ 春学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上

ツールとしてのロシア語Ⅱ 守屋 愛 秋学期 金２時限 早稲田 2 ２年以上

ロシア語演習Ⅲ（文化の諸相） 奈倉 有里 春学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

ロシア語演習Ⅳ（文学テクストを読む） 奈倉 有里 秋学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

複合文化学の建築物Ⅰ 柳橋 大輔 他 春学期 月３時限 早稲田 2 １年以上

複合文化学の建築物Ⅱ 渡邉 芳敬 他 春学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

複合文化学の建築物Ⅲ 岩村 健二郎 他 秋学期 月３時限 早稲田 2 １年以上

複合文化学の建築物Ⅳ 神尾 達之 他 秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

複合文化学特論４ 高橋 良行 秋学期 金３時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論５ 田中 理恵子 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論６ 浜 邦彦 春学期 金４時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論７ 鴻野 わか菜 春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論９ 大寺 眞輔 春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論10 丸川 誠司 春学期 月５時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論13 藤本 愛 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論15 礒貝 日月 他 春学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論16 北山 雅昭 秋学期 金４時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論17 神尾 達之 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論19 福田 育弘 秋学期 金３時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論20 向後 恵里子 秋学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

複合文化学特論21 渡邉 芳敬 春学期 水４時限 早稲田 2 ２年以上

ドイツ語圏の社会と文化 原 克 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

ドイツ語圏の文学 前田 良三 春学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

ドイツ語研究 関根 裕子 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

フランス語圏の社会と文化 福田 育弘 秋学期 金４時限 早稲田 2 ２年以上

フランス語圏の文学 丸川 誠司 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

フランス語研究 山根 祐佳 秋学期 木６時限 早稲田 2 ２年以上

中国語圏の社会と文化 村上 公一 春学期 金５時限 早稲田 2 ２年以上

中国語研究 西田 文信 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語圏の社会と文化 武田 和久 春学期 月１時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語圏の文学 久野 量一 春学期 月５時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語研究 佐藤 麻里乃 秋学期 水１時限 早稲田 2 ２年以上

情報技術の応用と職業 楠元 範明 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

情報社会・情報倫理 楠元 範明 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

ツールとしてのロシア語Ⅲ 守屋 愛 春学期 金２時限 早稲田 2 ３年以上

ツールとしてのロシア語Ⅳ 古田 リュドミーラ 秋学期 金２時限 早稲田 2 ３年以上

ツールとしてのドイツ語Ⅴ 神尾 達之 春学期 木２時限 早稲田 2 ４年以上

ツールとしてのフランス語Ⅴ 伊東 イザベル 春学期 水２時限 早稲田 2 ４年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

ツールとしての中国語Ⅴ 朱 全安 春学期 火４時限 早稲田 2 ４年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

ツールとしてのロシア語Ⅴ 鴻野 わか菜 秋学期 金１時限 早稲田 2 ４年以上

ツールとしてのスペイン語Ⅴ Ｒ・ルイス 春学期 月３時限 早稲田 2 ４年以上

商学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

基礎会計学 10 河 榮徳 秋学期
火１時限
金１時限

早稲田 4 １年以上

履修には特別な条件がありますので、科目
登録の際には十分注意してください。詳
細は副専攻「会計学」のページを確認して
ください。

財務会計論 １ 山内 暁 春学期
火３時限
金３時限

早稲田 4 ２年以上

財務会計論 ３ 八重倉 孝 秋学期
火１時限
金１時限

早稲田 4 ２年以上

管理会計論 １ 伊藤 嘉博 春学期
火３時限
金３時限

早稲田 4 ２年以上

管理会計論 ２ 河 榮徳 秋学期
火２時限
金２時限

早稲田 4 ２年以上

管理会計論 ３ 伊藤 嘉博 秋学期
火３時限
金３時限

早稲田 4 ２年以上

簿記Ⅰ １ 奥村 雅史 春学期
月２時限
木２時限

早稲田 4 １年以上

簿記Ⅰ ２ 奥西 康宏 秋学期
月４時限
木４時限

早稲田 4 １年以上

簿記Ⅰ ３ 齋藤 正章 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 4 １年以上

簿記Ⅰ ４ 奥西 康宏 春学期
火１時限
金１時限

早稲田 4 １年以上

原価計算論 １ 長谷川 惠一 春学期
火２時限
金２時限

早稲田 4 ２年以上

原価計算論 ３ 長谷川 惠一 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 4 ２年以上

ビジネス入門 １ 山野井 順一 他 春学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

株式会社日本M＆Aセンター寄附講座 起業家養成講座Ⅰ １ 高瀬 浩一 他 春学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

起業家養成講座Ⅱ １ 井上 達彦 他 秋学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

財政・金融の今と未来 １ 和田 宗久 春学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

学校法人大原学園寄附講座 ビジネス・プロフェッション １ 中村 信男 他 春学期 早稲田 2 １年以上

総合商社ビジネス論 １ 和田 宗久 他 秋学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

ビジネスアイデア・デザイン（BID） １ 井上 達彦 他 春クォーター
金４時限
金５時限

早稲田 2 ２年以上

起業の技術（12 Essentials） １ 井上 達彦 他 夏クォーター
金４時限
金５時限

早稲田 2 ２年以上

実践・起業インターン（REAL）Ⅰ １ 井上 達彦 他 秋学期 金４時限 早稲田 2 ２年以上

ツーリズム産業論 １ 長谷川 惠一 春学期 木５時限 早稲田 2 ２年以上

新時代の保険事業 １ 李 洪茂 春学期 木４時限 早稲田 2 ２年以上

変化に対応する日本企業 １ 久保 克行 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

株式会社カインズ寄附講座 価値創造のマーケティング １ 恩藏 直人 秋学期 早稲田 2 ２年以上

いなば食品株式会社寄附講座 差別化戦略による組織の永続性の
確保 １

恩藏 直人 他 春学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

未来を創るPRの力 １ 嶋村 和恵 春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

株式会社日水コン寄附講座 「水」ビジネス論 １ 高瀬 浩一 他 春学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

ベンチャー企業の成長と証券市場との関わり １ 村瀬 俊朗 他 春学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

ビジネスモデル・デザイン １ 井上 達彦 春学期 月２時限 早稲田 2 ３年以上

実践・起業インターン（REAL）Ⅱ １ 井上 達彦 他 春学期 金４時限 早稲田 2 ３年以上

グローバル会計入門 １ 秋葉 賢一 他 秋学期 金５時限 早稲田 2 ３年以上 履修には特別な条件がありますので、科目
登録の際には十分注意してください。詳
細は副専攻「会計学」のページを確認して
ください。

会計・監査の最新実務 １ 秋葉 賢一 他 春学期 水５時限 早稲田 2 ３年以上

Leadership in Asian Culture １ フー ピンピン 夏クォーター
火１時限
火２時限

早稲田 2 ３年以上

Innovation for the NewWorld Order: Winning Strategies for
Asia? １

マフムード イシュター
ク パシャ

夏クォーター
水２時限
水３時限

早稲田 2 ３年以上

文化人類学B １ 加原 奈穂子 秋学期 水２時限 早稲田 2 １年以上

現代の社会構造 １ 石崎 裕子 春学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

日本の文化と社会 １ 石崎 裕子 秋学期 火１時限 早稲田 2 １年以上

グローバルコミュニケーション・スキルズA 鈴木 利彦 春学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

グローバルコミュニケーション・スキルズB 鈴木 利彦 秋学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

時事ドイツ語A １ 荒井 訓 春学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

時事ドイツ語B １ 荒井 訓 秋学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

ドイツ語で読むA １
ク ラ ウ ス マ ヌ エ ル
フィリップ

春学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

ドイツ語で読むB １
ク ラ ウ ス マ ヌ エ ル
フィリップ

秋学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

時事スペイン語 １ 森本 栄晴 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語圏の文化と言葉 １ 森本 栄晴 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションA １ アルマラス マヌエラ 春学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションB １ アルマラス マヌエラ 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

時事中国語A（中国社会・文化） １ 関根 謙 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

時事中国語B（中国社会・文化） １ 関根 謙 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

社会科学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

EU地域研究Ⅰ 鈴木 規子 春学期 火３時限 早稲田 2 ３年以上

紛争解決論実習 ３ 堀 芳枝 他 春季集中 無その他 早稲田 2 ２年以上

Mechanism Design 笠島 洋一 秋学期 木１時限 早稲田 2 ３年以上

西書研究21−２ 寺尾 隆吉 秋学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

平和学Ⅱ 堀 芳枝 秋学期 月２時限 早稲田 2 ２年以上

人間の安全保障論 利根川 佳子 秋学期 火４時限 早稲田 2 ３年以上

現代韓国外交と北朝鮮 A 李 鎔哲 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

地域計画システム論Ⅰ 落合 基継 春学期 月４時限 早稲田 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

西書研究21−１ 寺尾 隆吉 春学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

国際教育協力論 利根川 佳子 春学期 火４時限 早稲田 2 ３年以上

地域計画システム論Ⅱ 落合 基継 秋学期 月４時限 早稲田 2 １年以上

観光学 周藤 真也 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

現代韓国政治論 A 李 鎔哲 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

現代韓国外交と北朝鮮 B 李 鎔哲 秋学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

現代韓国政治論 B 李 鎔哲 春学期 金２時限 早稲田 2 １年以上

Professionals Innovating Work ２ 小山 淑子 春学期 金５時限 早稲田 2 ３年以上

Professionals Innovating Work １ 小山 淑子 秋学期 金５時限 早稲田 2 ３年以上

JA共済寄附講座 農からの社会連携（実習）Ⅱ 早田 宰 他 秋学期 水５時限 早稲田 2 ２年以上

農と地域社会（総合講座） 早田 宰 他 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

Education and Development 利根川 佳子 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

社会科学総合研究（世界遺産学） 周藤 真也 他 春学期 水３時限 早稲田 2 ３年以上

農からの社会連携（実習）Ⅰ 早田 宰 他 春学期 水５時限 早稲田 2 ２年以上

社会科学総合研究（ロシア東欧現代経済）２ 弦間 正彦 他 秋学期 水４時限 早稲田 2 ３年以上

居住環境論 早田 宰 秋学期 水３時限 早稲田 2 ３年以上

地球環境論 赤尾 健一 春学期
月４時限
水５時限

早稲田 4 ２年以上

バイオエシックス 横野 恵 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

現代家族論 １ 小島 宏 春学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

現代家族論 ２ 小島 宏 秋学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

EU地域研究Ⅱ 鈴木 規子 秋学期 火３時限 早稲田 2 ３年以上

メディア論 １ 有馬 哲夫 春学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

メディア論 ２ 有馬 哲夫 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

歴史学（日中関係史）１ 劉 傑 春学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

歴史学（日中関係史）２ 劉 傑 秋学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

漢字文化圏論 １ 笹原 宏之 春学期 火５時限 早稲田 2 １年以上

漢字文化圏論 ２ 笹原 宏之 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

公共文化論 ２ 小長谷 英代 春学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

自然地理学Ⅰ 宇根 寛 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

自然地理学Ⅱ 宇根 寛 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

コミュニティデザイン 卯月 盛夫 春学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

参加のデザイン技術 A 卯月 盛夫 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 4 １年以上

参加のデザイン技術 B 百武 ひろ子 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 4 １年以上

EU・ドイツの都市づくり 卯月 盛夫 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 ２年以上

公共事業論 卯月 盛夫 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 ２年以上

社会言語としての映像 佐藤 洋一 春学期 月４時限 早稲田 2 ２年以上

ヴィジュアルイメージ研究 佐藤 洋一 秋学期
金４時限
金５時限

早稲田 4 ２年以上

環境表現論Ⅰ 佐藤 洋一 春学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

選挙制度論 今村 浩 秋学期 木６時限 早稲田 2 １年以上

国際NGO協力論 山田 満 春学期 火３時限 早稲田 2 ３年以上

国際開発制度論 利根川 佳子 春学期 火２時限 早稲田 2 ３年以上

平和学Ⅰ 堀 芳枝 春学期 月２時限 早稲田 2 １年以上

平和構築論 山田 満 秋学期 火３時限 早稲田 2 ３年以上

国際政治理論 奥迫 元 春学期 水２時限 早稲田 2 ３年以上

現代政治制度論（イタリア） 池谷 知明 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

現代政治制度論（アメリカ合衆国） 今村 浩 春学期 金５時限 早稲田 2 ２年以上

現代政治分析（イタリア） 池谷 知明 春学期 水３時限 早稲田 2 ３年以上

現代政治分析（アメリカ合衆国） 今村 浩 秋学期 金５時限 早稲田 2 ３年以上

太平洋地域海洋国家研究 奥迫 元 秋学期 金４時限 早稲田 2 ３年以上

国際経済法 ２ 福永 有夏 春学期 フルオンデマンド 早稲田 2 ３年以上

医事法 横野 恵 春学期 フルオンデマンド 早稲田 2 １年以上

生命倫理と法 １〔生命の始期に関わる諸問題〕 三田 奈穂 春学期 月３時限 早稲田 2 ３年以上

生命倫理と法 ２〔生命の終期に関わる諸問題〕 三田 奈穂 秋学期 月３時限 早稲田 2 ３年以上

環境法 １〔公害規制法〕 黒川 哲志 夏クォーター
火１時限
金１時限

早稲田 2 ３年以上

環境法 ２〔自然保護法〕 黒川 哲志 春クォーター
火１時限
金１時限

早稲田 2 ３年以上

産業構造論 鷲津 明由 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 ２年以上

環境の産業連関分析 鷲津 明由 春学期 月２時限 早稲田 2 ３年以上

国際金融論 北村 能寛 秋学期 フルオンデマンド 早稲田 2 ２年以上

産業組織論 土門 晃二 秋学期
月５時限
水５時限

早稲田 4 ３年以上

金融データ解析 １ 葛山 康典 春学期 火５時限 早稲田 2 ３年以上

地理情報システム論Ⅰ 大場 亨 春学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

地理情報システム論Ⅱ 大場 亨 秋学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

Japan and Peacebuilding : Asian Policies 山田 満 春学期 水３時限 早稲田 2 １年以上

Women in Modern Japan: Outside Encounters and Early
Changes

ホートン ウィリアム
ブラッドリー

秋学期 土３時限 早稲田 2 １年以上

Contemporary Japanese Foreign Policy 本多 美樹 秋学期 木３時限 所沢 2 １年以上

人間科学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

ドイツ語圏の社会と言語Ⅰ 01 長谷川 悦朗 春学期 木３時限 所沢 2 ２年以上

ドイツ語圏の社会と言語Ⅱ 01 長谷川 悦朗 秋学期 木３時限 所沢 2 ２年以上

ドイツ語コミュニケーションⅠ 01 オストヴァルト イェンス 春学期 金３時限 所沢 2 ２年以上

ドイツ語コミュニケーションⅠ 02
トレッフェルト ミョウ
ジン ラルフ ウィルヘ
ルム

春学期 月３時限 所沢 2 ２年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

ドイツ語コミュニケーションⅡ 01 オストヴァルト イェンス 秋学期 金３時限 所沢 2 ２年以上

科

目

一

覧

学

部

提

供

― 98 ―



科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

ドイツ語コミュニケーションⅡ 02
トレッフェルト ミョウ
ジン ラルフ ウィルヘ
ルム

秋学期 月３時限 所沢 2 ２年以上

ドイツ語圏社会文化論A 01 甲斐崎 由典 春学期 月４時限 所沢 2 ３年以上

ドイツ語圏社会文化論B 01 甲斐崎 由典 秋学期 月４時限 所沢 2 ３年以上

フランス語圏の社会と言語Ⅰ 01 岡本 健 春学期 金３時限 所沢 2 ２年以上

フランス語圏の社会と言語Ⅱ 01 岡本 健 秋学期 金３時限 所沢 2 ２年以上

フランス語コミュニケーションⅠ 01 ルヌール クレール 春学期 水４時限 所沢 2 ２年以上

フランス語コミュニケーションⅡ 01 ルヌール クレール 秋学期 水４時限 所沢 2 ２年以上

フランス語圏社会文化論A 01 長嶋 由紀子 春学期 木２時限 所沢 2 ３年以上

フランス語圏社会文化論B 01 長嶋 由紀子 秋学期 木２時限 所沢 2 ３年以上

中国語圏の社会と言語Ⅰ 01 日野 康一郎 春学期 月４時限 所沢 2 ２年以上

中国語圏の社会と言語Ⅰ 02 清水 美里 春学期 金４時限 所沢 2 ２年以上

中国語圏の社会と言語Ⅱ 01 日野 康一郎 秋学期 月４時限 所沢 2 ２年以上

中国語圏の社会と言語Ⅱ 02 清水 美里 秋学期 金４時限 所沢 2 ２年以上

中国語コミュニケーションⅠ 01 喬 志航 春学期 水３時限 所沢 2 ２年以上

中国語コミュニケーションⅠ 02 雷 桂林 春学期 木２時限 所沢 2 ２年以上

中国語コミュニケーションⅡ 01 喬 志航 秋学期 水３時限 所沢 2 ２年以上

中国語コミュニケーションⅡ 02 雷 桂林 秋学期 木２時限 所沢 2 ２年以上

中国語圏社会文化論A 01 沈 麗華 春学期 木３時限 所沢 2 ３年以上

中国語圏社会文化論B 01 沈 麗華 秋学期 木３時限 所沢 2 ３年以上

スペイン語圏の社会と言語Ⅰ 01 浦 眞佐子 春学期 火３時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語圏の社会と言語Ⅱ 01 浦 眞佐子 秋学期 火３時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅠ 01
モンレアル カンマニュ
パウ

春学期 月４時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅠ 02
セラ ロドリゲス ペド
ロ カルロス

春学期 月３時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅠ 03
マガーニャ サンチェス
ホアン ホセ

春学期 金４時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅡ 01
モンレアル カンマニュ
パウ

秋学期 月４時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅡ 02
セラ ロドリゲス ペド
ロ カルロス

秋学期 月３時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語コミュニケーションⅡ 03
マガーニャ サンチェス
ホアン ホセ

秋学期 金４時限 所沢 2 ２年以上

スペイン語圏社会文化論A 01 櫻井 道子 春学期 金２時限 所沢 2 ３年以上

スペイン語圏社会文化論B 01 櫻井 道子 秋学期 金２時限 所沢 2 ３年以上

脳の人間科学 掛山 正心 春学期 月２時限 所沢 2 １年以上

ジェンダー論 熱田 敬子 秋学期 木２時限 所沢 2 １年以上

科学史・科学哲学 加藤 茂生 秋学期 火２時限 所沢 2 １年以上

現代の生命科学 ベナー 聖子 他 春学期 金２時限 所沢 2 １年以上

バイオエシックス 森岡 正博 春学期 火２時限 所沢 2 １年以上

NPO／NGO論 石橋 弘之 夏季集中 火２時限 所沢 2 １年以上

社会学 浅川 達人 春学期 木３時限 所沢 2 １年以上

人口学 武田 尚子 秋学期 火２時限 所沢 2 １年以上

人間行動学 岸本 健 春学期 木２時限 所沢 2 １年以上

解剖学 小林 正樹 他 春クォーター 水4−5 所沢 2 １年以上

心理学概論 01 関根 和生 他 春学期 月１時限 所沢 2 １年以上

心理学概論 02 野村 亮太 他 秋学期 月１時限 所沢 2 １年以上

ヒトと陸上生態系 平塚 基志 春学期 木３時限 所沢 2 １年以上

地域資源論 柏 雅之 春学期 月３時限 所沢 2 １年以上

環境経済学 柏 雅之 秋学期 月３時限 所沢 2 １年以上

社会開発論 樋口 直人 秋学期 火２時限 所沢 2 １年以上

人口社会学 武田 尚子 春学期 火２時限 所沢 2 １年以上

都市社会学 浅川 達人 秋学期 木３時限 所沢 2 １年以上

環境社会学 井上 真 春学期 木２時限 所沢 2 １年以上

アジア地域研究 井上 真 秋学期 木２時限 所沢 2 １年以上

歴史人類学 里見 龍樹 秋学期 月３時限 所沢 2 １年以上

ドイツ近現代史 村上 公子 秋学期 火４時限 所沢 2 １年以上

環境行動学 小島 隆矢 秋学期 木３時限 所沢 2 １年以上

発達行動学 石島 このみ 秋学期 金２時限 所沢 2 １年以上

建築環境心理学 深井 祐紘 秋学期 木２時限 所沢 2 １年以上

社会・集団・家族心理学 小西 啓史 春学期 金１時限 所沢 2 １年以上

ブレインサイエンス 榊原 伸一 秋学期 木３時限 所沢 2 １年以上

健康の科学と実践 竹中 晃二 春学期 火３時限 所沢 2 １年以上

ヘルスコミュニケーション 竹中 晃二 秋学期 火３時限 所沢 2 １年以上

生体環境の生理学 永島 計 春学期 木１時限 所沢 2 １年以上

免疫学 西村 泰光 他 夏季集中 無その他 所沢 2 １年以上

高齢者・超高齢社会の医学 梶井 靖 他 秋学期 木４時限 所沢 2 １年以上

生活習慣病の人間科学 辻内 琢也 春学期 木３時限 所沢 2 １年以上

東洋医学の人間科学（井深大基金講座） 熊野 宏昭 他 秋学期 金２時限 所沢 2 １年以上

生命の哲学と倫理 森岡 正博 秋学期 火２時限 所沢 2 １年以上

生活支援工学 藤本 浩志 他 春学期 木２時限 所沢 2 １年以上

情報技術とバリアフリー 巖淵 守 秋学期 月４時限 所沢 2 １年以上

保健福祉制度 岩崎 香 秋学期 木３時限 所沢 2 １年以上

非言語行動論 関根 和生 秋学期 火３時限 所沢 2 １年以上

身体運動解析力学 藤本 浩志 秋学期 木１時限 所沢 2 １年以上

人工知能論 松居 辰則 秋学期 火４時限 所沢 2 １年以上

スポーツ科学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

現代スポーツ評論 木村 和彦 春学期 フルオンデマンド その他 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

舞踊と身体文化 國吉 和子 秋学期 水４時限 東伏見 2 １年以上

コミュニケーション論 トンプソン リー A. 秋学期 金１時限 東伏見 2 １年以上

社会学 トンプソン リー A. 春学期 金１時限 所沢 2 １年以上

基礎生理学 彼末 一之 春学期 水４時限 所沢 2 １年以上

映画の中のスポーツ 石井 昌幸 秋学期 火２時限 所沢 2 １年以上

基礎バイオメカニクス 矢内 利政 秋学期 水３時限 所沢 2 １年以上

教育基礎論 吉永 武史 春学期 木１時限 所沢 2 １年以上

基礎スポーツ医学 鳥居 俊 他 秋学期 月１時限 所沢 2 １年以上

トレーニング科学 宝田 雄大 春学期 水３時限 所沢 2 １年以上

スポーツ文化論 川島 浩平 春学期 月１時限 東伏見 2 １年以上

スポーツ教育学 吉永 武史 他 秋学期 水２時限 所沢 2 １年以上

バイオメカニクス 川上 泰雄 春学期 月１時限 所沢 2 ２年以上

スポーツ心理学 正木 宏明 春クォーター 月3−4 所沢 2 ２年以上

運動制御論 宝田 雄大 他 春学期 木２時限 所沢 2 ２年以上

スポーツバイオメカニクス 矢内 利政 春学期 水２時限 所沢 2 ２年以上

筋力の制御と適応の科学 宝田 雄大 秋学期 水３時限 所沢 2 ２年以上

スポーツ産業論 佐野 毅彦 春学期 月１時限 東伏見 2 ２年以上

スポーツ経済学 藤田 康範 秋学期 木１時限 東伏見 2 ２年以上

スポーツ史 石井 昌幸 秋学期 月３時限 東伏見 2 ２年以上

スポーツコーチング学 堀野 博幸 他 春学期 フルオンデマンド その他 2 ２年以上

コーチング心理学 堀野 博幸 秋学期 フルオンデマンド その他 2 ２年以上

筋骨格系の基礎科学 川上 泰雄 他 秋学期 木２時限 所沢 2 １年以上

スポーツボランティア 武藤 泰明 他 秋学期 木４時限 東伏見 2 １年以上

国際教養学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

Russian Ⅰ 51 中澤 朋子 秋学期
月３時限
木２時限

早稲田 2 １年以上

Russian Ⅱ 01 中澤 朋子 春学期
月３時限
木３時限

早稲田 2 １年以上

French Ⅲ 51 林 ゆき 他 秋学期
火２時限
火１時限

早稲田 2 １年以上

German Ⅲ 01 泉 ボグミワ 他 春学期
金１時限
火２時限

早稲田 2 １年以上

German Ⅲ 51 ニッケル フランク 他 秋学期
水２時限
金１時限

早稲田 2 １年以上

Spanish Ⅲ 01
アンドレス アナ マリ
ア 他

春学期
月２時限
水２時限

早稲田 2 １年以上

Chinese Ⅲ 01 井口 博文 春学期
火１時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

Chinese Ⅲ 51 井口 博文 秋学期
火１時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

Korean Ⅲ 01 林 周禧 他 春学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

Korean Ⅲ 51 山崎 亜希子 他 秋学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

Intensive French Ⅰ 02 富田 今日子 他 春学期

火１時限
火２時限
金１時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive French Ⅰ 51 ジュンタ レナ 他 秋学期

火２時限
月２時限
水１時限
水２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive French Ⅰ 52 富田 今日子 他 秋学期

月２時限
水２時限
金１時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive German Ⅰ 01
ツグラッゲン（キシ）
エヴェリン 他

春学期

月２時限
水２時限
木２時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive German Ⅱ 51 布川 恭子 他 秋学期

月２時限
水２時限
木２時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Spanish Ⅰ 01 中村 雄輝 他 春学期

月１時限
火１時限
木１時限
金１時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Spanish Ⅰ 51 中村 雄輝 他 秋学期

月１時限
火１時限
木１時限
金１時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Spanish Ⅱ 01 間藤 茂子 他 春学期

月２時限
火２時限
木２時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Spanish Ⅱ 51 間藤 茂子 他 秋学期

月２時限
火２時限
木２時限
金２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Chinese Ⅰ 01 張 継浜 他 春学期

月２時限
火２時限
水２時限
木２時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Chinese Ⅰ 51 張 継浜 他 秋学期

月２時限
火２時限
水２時限
木２時限

早稲田 4 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

Intensive Chinese Ⅱ 01 張 継浜 他 春学期

火２時限
水２時限
木１時限
木２時限

早稲田 4 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

Intensive Chinese Ⅱ 51 張 継浜 他 秋学期

火２時限
水１時限
水２時限
木１時限

早稲田 4 １年以上

Intensive Chinese Ⅲ 01 趙 暉 他 春学期
月２時限
木２時限
金２時限

早稲田 3 １年以上

Intensive Chinese Ⅲ 51 趙 暉 他 秋学期
月２時限
木２時限
金２時限

早稲田 3 １年以上

Intensive Korean 51 安 垠姫 他 秋学期
月２時限
水２時限
金２時限

早稲田 3 １年以上

German Ⅳ 01 シャルロート ヨアヒム 春学期
火２時限
木３時限

早稲田 2 １年以上

Korean Ⅳ 01
リー マージ クリス
ティン 他

春学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

Korean Ⅳ 51
リー マージ クリス
ティン 他

秋学期
水２時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

French Literature Ⅰ 01 檜垣 樹理 他 春学期
金１時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

French Literature Ⅱ 51 檜垣 樹理 他 秋学期
金１時限
金２時限

早稲田 2 １年以上

French and Diplomacy (in French and English) 01
ブレッフュエル ロミュ
アルド 他

春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

French Literature Ⅲ 51 檜垣 樹理 他 秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

French and International Relations Ⅰ (in French and En-
glish) 01

ブレッフュエル ロミュ
アルド 他

春学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

French and International Relations Ⅱ (in French and En-
glish) 51

ブレッフュエル ロミュ
アルド 他

秋学期 木３時限 早稲田 2 １年以上

French and translation (level Ⅰ) in Diplomacy 01
ブレッフュエル ロミュ
アルド 他

春学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

Spanish Plus Ⅱ 51 中村 雄輝 他 秋学期 火２時限 早稲田 1 １年以上

French, translation (levelⅡ) and interpretation inDiploma-
cy 51

ブレッフュエル ロミュ
アルド 他

秋学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

Academic studies in France & French for Academic Pur-
poses (B１) (in French & English) 01

ベルテ ディディエ 他 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

Academic studies in France & Linguistic evaluation sys-
tems (A２) (in French and English) 51

ベルテ ディディエ 他 秋学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

Human Biology 51 内田 亮子 秋学期
土１時限
土２時限

早稲田 4 ２年以上

Islamic Area Studies 01 桜井 啓子 春学期
水３時限
木３時限

早稲田 4 ３年以上

APM- The History of Chinese Sociology in the 20th Cen-
tury (in English and Chinese) 01

ズオ ウェンミン 春学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

APM- The History of Chinese Sociology in the 20th Cen-
tury (in English and Chinese) 51

ズオ ウェンミン 秋学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

Economy of Russia: Historical and Modern Perspectives 51 シャドリナ エレナ 秋学期 水２時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Introduction to French Studies 01 メレ グザヴィエ 春学期 木５時限 早稲田 2 １年以上

APM- Introduction to French Studies 51 メレ グザヴィエ 秋学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

Reform and Development in Middle Eastern Political Eco-
nomies 01

グレイ マシュー バ
リー

春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Understanding French Politics 01 メレ グザヴィエ 春学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Understanding French Culture 51 メレ グザヴィエ 秋学期 木３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Populism in France and Japan (in French) 01 メレ グザヴィエ 春学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Populism in France and Japan (in French) 51 メレ グザヴィエ 秋学期 水３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Rural Society and Governance in Contemporary Chi-
na (in English and Chinese) 01

ズオ ウェンミン 春学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Rural Society and Governance in Contemporary Chi-
na (in English and Chinese) 51

ズオ ウェンミン 秋学期 火２時限 早稲田 2 ２年以上

Selected Topics in Middle Eastern Studies 01
グレイ マシュー バ
リー

春学期
水３時限
水４時限

早稲田 4 ３年以上

APM- Populism and the Crisis of Democracy: a Compara-
tive Perspective 01

メレ グザヴィエ 春学期 水４時限 早稲田 2 ３年以上

APM- Populism and the Crisis of Democracy: a Compara-
tive Perspective 51

メレ グザヴィエ 秋学期 水４時限 早稲田 2 ３年以上

APM- Political Science: a French Perspective (in French) 01 メレ グザヴィエ 春学期 火４時限 早稲田 2 ３年以上

Introduction to International Relations 04 片岡 貞治 春学期 月５時限 早稲田 2 １年以上

The Political Economy of the Middle East 51
グレイ マシュー バ
リー

秋学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

Political and Economic Situations in Southern African
Countries

片岡 貞治 秋学期 月５時限 早稲田 2 ２年以上

European Integration and Foreign Policy 片岡 貞治 春学期
水４時限
水５時限

早稲田 4 ３年以上

European Integration and Foreign Policy 51 片岡 貞治 秋学期
火４時限
火５時限

早稲田 4 ３年以上

Politics in Developing Countries (African Politics) 片岡 貞治 秋学期
水４時限
水５時限

早稲田 4 ３年以上

Global Environmental Politics and Policies 51 太田 宏 秋学期
水３時限
金３時限

早稲田 4 ３年以上

Asian Foreign Policies and the Gulf 01 バーブード アブドゥラ 春学期 日７時限 早稲田 2 ３年以上

Sociolinguistics 飯野 公一 春学期
火４時限
火５時限

早稲田 4 ２年以上

English Phonetics and Phonology 01 近藤 眞理子 春学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

Japanese Phonetics and Phonology 51 近藤 眞理子 秋学期 木２時限 早稲田 2 ２年以上

Selected Topics in Sociolinguistics 飯野 公一 秋学期
火３時限
火４時限

早稲田 4 ３年以上

Selected Topics in Applied Linguistics 01
ミューライゼン ヴィク
トリア

春学期
無その他
金３時限

早稲田 4 ３年以上

Acoustics and Auditory Phonetics 近藤 眞理子 春学期
月３時限
月４時限

早稲田 4 ３年以上

Introduction to Literature 大和田 英子 秋学期 月４時限 早稲田 2 １年以上

Translation Studies: Practices 51 大和田 英子 秋学期 火４時限 早稲田 2 ２年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

Contemporary Performing Arts 01 三神 弘子 春学期
水４時限
水５時限

早稲田 4 ２年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

Introduction to Text Mining and Digital Humanities 51 シャルロート ヨアヒム 秋学期 火２時限 早稲田 2 １年以上

Introduction to Russian Studies: History, Culture, Socio-
Economic Transition 01

シャドリナ エレナ 春学期 水３時限 早稲田 2 １年以上

APM- Introduction to Spain and Latin America; History,
Society and Culture 01

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

春学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

APM- Introduction to Spain and Latin America; History,
Society and Culture 51

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

秋学期 火４時限 早稲田 2 １年以上

Gender Studies 01 ドボルザーク グレッグ 春学期
水４時限
水５時限

早稲田 4 ２年以上

Culture and Law 51
リー マージ クリス
ティン

秋学期 水１時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Spanish Language through Area Studies; Spanish
myths and stereotypes (Spanish CLIL-preparation for
study abroad in a Spanish-speaking country) 01

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

春学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Spanish Language through Area Studies; Spanish
myths and stereotypes (Spanish CLIL-preparation for
study abroad in a Spanish-speaking country) 51

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

秋学期 火３時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Hispanic Travelers in Japan (in Spanish): cultural
and literary intersections between the Hispanic World and
Japan 01

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

春学期 木４時限 早稲田 2 ２年以上

APM- Hispanic Travelers in Japan (in Spanish): cultural
and literary intersections between the Hispanic World and
Japan 51

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

秋学期 木４時限 早稲田 2 ２年以上

Selected Topics in Irish Studies 51 三神 弘子 秋学期
水４時限
水５時限

早稲田 4 ３年以上

Hate Speech / Hassrede (in German) 51 シャルロート ヨアヒム 春学期 早稲田 2 ３年以上

APM- Japonism in Spain and Latin America: The Inspira-
tion of Japan 01

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

春学期 木５時限 早稲田 2 ３年以上

APM- Japonism in Spain and Latin America: The Inspira-
tion of Japan 51

デ ディエゴ ペレス
デ ラ トレ アルバ

秋学期 木５時限 早稲田 2 ３年以上

Introduction to Urban Studies 01 ディマ クリスティアン 春学期 木４時限 早稲田 2 １年以上

APM- Introduction to Area Study Methods (in English) 01 ズオ ウェンミン 春学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

APM- Introduction to Area Study Methods (in English) 51 ズオ ウェンミン 秋学期 木２時限 早稲田 2 １年以上

Social Design & Design Thinking for Urban Change 01 ディマ クリスティアン 春学期 金４時限 早稲田 2 ２年以上

Urban Studies ディマ クリスティアン 春学期 金５時限 早稲田 2 ３年以上

APM- The Analects of Confucius: a Seminar of Close Read-
ing (in Chinese) 01

ズオ ウェンミン 春学期 木４時限 早稲田 2 ３年以上

APM- The Analects of Confucius: a Seminar of Close Read-
ing (in Chinese) 51

ズオ ウェンミン 秋学期 木４時限 早稲田 2 ３年以上

文化構想学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

アジアの思想的基盤 垣内 景子 春学期 金２時限 戸山 2 １年以上

伝統文化概論２ 高橋 康浩 秋学期 木３時限 戸山 2 １年以上

アジアの近代 柳澤 明 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

チベット文化論 佐藤 晃 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

アジア社会とイスラーム 高木 小苗 春学期 水３時限 戸山 2 １年以上

アジア・日本文化概論２ 河野 貴美子 秋学期 木２時限 戸山 2 １年以上

日本の伝統文化 小島 裕子 秋学期 金３時限 戸山 2 １年以上

神道概論 平澤 卓也 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

伝統文化概論１ 吉原 浩人 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

アジア・日本文化研究１ 田辺 陽子 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

歴史と文学 伊川 健二 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

ギリシャ・ローマ世界入門 宮城 徳也 他 春学期 水５時限 戸山 2 １年以上

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究２ 中澤 達哉 春学期 火５時限 戸山 2 １年以上

地中海文化概論 井上 文則 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究１ 大稔 哲也 春学期 火４時限 戸山 2 １年以上

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化概論１ 松本 隆志 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化概論２ 源 貴志 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

イスラーム文化世界 掘拔 功二 秋学期 土１時限 戸山 2 １年以上

現代中欧世界とその歴史 森 元孝 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

イギリス民衆文化論 小田島 恒志 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

ポストコロニアリズム リム ケビン マイケル 秋学期 金４時限 戸山 2 １年以上

アメリカ音楽の世界 チャン エドワード ケイ 春クォーター フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

英語圏文化概論１
リ ー ブ ズ ク リ ス ト
ファー

春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

英語圏文化概論２ ライアン スティーブン 秋学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

英米演劇の伝統と変容 梅宮 悠 夏クォーター
火６時限
金３時限

戸山 2 ２年以上

日本の英語教育 ライアン スティーブン 秋学期 月４時限 戸山 2 ２年以上

英語圏文化研究１ ロビンソン ピーター 春クォーター フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

日本史・世界史再発見 小二田 章 他 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

比較文学入門 宮城 徳也 秋学期 月３時限 戸山 2 １年以上

神話の世界 兼利 琢也 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

神話と芸術 兼利 琢也 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

異文化受容と文学の変容 宮城 徳也 春学期 月３時限 戸山 2 １年以上

芸術と社会 坂上 桂子 秋学期 火３時限 戸山 2 １年以上 文化構想学部生が優先して登録されます

芸術論争の歴史 和田 佐知子 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

翻訳とその諸問題 南平 かおり 秋学期 金５時限 戸山 2 １年以上

言語学入門 森田 彰 春学期 土２時限 早稲田 2 １年以上

ヨーロッパのことばと文化 酒井 智宏 秋学期 火５時限 戸山 2 １年以上

世界の言語と日本語 吉田 健二 春学期 木３時限 戸山 2 １年以上

言語史の方法 吉田 健二 秋学期 木３時限 戸山 2 １年以上

ことばと社会 山岡 華菜子 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

文化人類学の最前線１ 酒井 貴広 他 春学期 土２時限 戸山 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

文化人類学の最前線２ 酒井 貴広 他 秋学期 土２時限 戸山 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

文化人類学１ 國弘 暁子 春学期 火４時限 戸山 2 １年以上

文化人類学２ 松前 もゆる 秋学期 火４時限 戸山 2 １年以上

環境と人間１（マクロな視点） 箕曲 在弘 春学期 月４時限 戸山 2 ２年以上

環境と人間２（ミクロな視点） 三浦 恵子 秋学期 火２時限 戸山 2 ２年以上

国民国家と文化 寺崎 秀一郎 春学期 火１時限 戸山 2 ２年以上

現代の国際法 清水 章雄 春学期 木３時限 戸山 2 １年以上

感性の哲学 島村 幸忠 秋学期 木５時限 戸山 2 １年以上

生活環境美学 宮崎 薫 春学期 金３時限 戸山 2 １年以上

現代美学の射程 峯尾 幸之介 春学期 火６時限 戸山 2 １年以上

美の諸相 小林 留美 他 秋学期 月２時限 戸山 2 １年以上

死の諸相 堀内 正規 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

グローバリゼーションとメディア 高橋 利枝 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

語用論入門 酒井 智宏 春学期 火５時限 戸山 2 １年以上

認知言語学入門 酒井 智宏 秋学期 木３時限 戸山 2 １年以上

人工知能とポストヒューマン思想 高橋 透 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

アジアのジェンダーとセクシュアリティ 國弘 暁子 秋学期 木４時限 戸山 2 １年以上

近代日本の思想空間 熊谷 征一郎 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

人工知能とサイボーグ−先端テクノロジーを哲学する 高橋 透 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

音から見ることばと文化 竹内 京子 春学期 金４時限 戸山 2 １年以上

メディアの思想と倫理 １ 藤本 一勇 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

メディアの思想と倫理 ２ 藤本 一勇 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

オペラ論 村井 翔 秋学期 月６時限 戸山 2 １年以上

パフォーマンス・スタディーズ 坂内 太 秋学期 木３時限 戸山 2 １年以上

精神分析入門 村井 翔 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

文学とジェンダー２ 岩川 ありさ 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

応用倫理学 村松 聡 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

障害学 岡部 耕典 春学期 木４時限 戸山 2 １年以上

生命倫理 村松 聡 秋学期 火３時限 戸山 2 １年以上

福祉社会論 岡部 耕典 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

セクシュアリティの社会学 大倉 韻 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

クィア・スタディーズ入門 宮永 隆一朗 秋学期 木１時限 戸山 2 １年以上

心身論 宮田 裕光 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

生活世界と身体 宮田 裕光 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

国家形成論 仁藤 敦史 秋学期 木４時限 戸山 2 １年以上

アジア地域社会論 荒井 幸康 春学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

アジアの地域・都市の歴史 清水 美里 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

環境変容と地域・都市の社会変動 西城戸 誠 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

ローカル・コミュニティ論 高野 孝子 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

ジェンダー論 豊田 真穂 春学期 金２時限 戸山 2 ２年以上

グローバル時代の戦争とジェンダー 豊田 真穂 秋学期 金２時限 戸山 2 ２年以上

社会システム論 森 元孝 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

社会理論 森 元孝 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

グローバル社会と教育 山西 優二 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ボランティアとNPO・NGO 林 加奈子 春学期 月４時限 戸山 2 ２年以上

平和・人権論 南雲 勇多 秋学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

トランスナショナル関係論 金 敬黙 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

アジアにおける人間の安全保障 金 敬黙 他 春学期 木６時限 戸山 2 １年以上

格差社会・公正論 千葉 美奈 春学期 火３時限 戸山 2 １年以上

グローバル福祉論 石塚 彩 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

文学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

西洋思想史１（古代） 岩田 圭一 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

西洋思想史２（中世） 石田 隆太 秋学期 水２時限 戸山 2 １年以上

美学 高橋 陽一郎 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

インド哲学特論 齋藤 直樹 春学期 金３時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

中国哲学特論
原 信太郎 アレシャン
ドレ

春学期 水４時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

日本思想特論 大久保 良峻 他 春学期 火５時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

東洋思想特論 櫻井 唯 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

インド思想史 山部 能宜 秋学期 金２時限 戸山 2 ２年以上

中国思想の世界 仙石 知子 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

仏教漢文の世界 大久保 良峻 春学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

仏教概論 山部 能宜 春学期 金２時限 戸山 2 ２年以上

儒教概論 渡邉 義浩 春学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

日本中世思想 久保田 正宏 春学期 火１時限 戸山 2 ２年以上

道教概論 森 由利亜 秋学期 土２時限 戸山 2 ２年以上

日本近世思想 垣内 景子 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

日本思想概論 吉原 浩人 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

漢文講読１ 森 由利亜 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

漢文講読２ 大久保 良峻 秋学期 金５時限 戸山 2 １年以上

比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） 山西 優二 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

教育とジェンダー 近藤 牧子 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

神話と伝説の世界 高松 寿夫 春学期 土２時限 戸山 2 １年以上

物語文学の世界 緑川 真知子 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

和歌文学の世界 高松 寿夫 秋学期 月４時限 戸山 2 １年以上

鎌倉・室町の文学 和田 琢磨 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

近世小説と俳諧 池澤 一郎 春学期 金３時限 戸山 2 １年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

近代の文学と文化 宗像 和重 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

現代の文学と文化１ 高橋 敏夫 他 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

現代の日本語 笹原 宏之 秋学期 水４時限 戸山 2 １年以上

日本語の文化史 澤崎 文 秋学期 月３時限 戸山 2 １年以上

日本の文学論 長瀬 由美 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

くずし字を学ぶ 兼築 信行 他 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

中国近現代文学史１（作品で読む中国20世紀文学） 千野 拓政 春クォーター
月３時限
木２時限

戸山 2 ２年以上

中国近現代文学史２（作品で読む中国20世紀・21世紀文学） 千野 拓政 秋クォーター
月３時限
木２時限

戸山 2 ２年以上

中国幻想怪異小説史 伴 俊典 夏クォーター
水３時限
水４時限

戸山 2 ２年以上

中国語学史１ 内藤 正子 夏クォーター
月３時限
木２時限

戸山 2 ２年以上

中国語学史２ 内藤 正子 冬クォーター
月３時限
木２時限

戸山 2 ２年以上

中国比較文化論１（中国民族文化の諸相(南部編)） 金丸 良子 春クォーター
水３時限
水４時限

戸山 2 ２年以上

中国比較文化論２ 金丸 良子 秋クォーター
水３時限
水４時限

戸山 2 ２年以上

中国伝統演劇概論 岡崎 由美 春クォーター フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

中国詩歌概論１（古代の詩歌と文化） 石 碩 冬クォーター
水３時限
水４時限

戸山 2 ２年以上

英語音声学１ 平埜 雅久 春学期 月４時限 戸山 2 ２年以上

英語音声学２ 平埜 雅久 秋学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

シェイクスピアと現代 冬木 ひろみ 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

ドイツ文学概論１ クラヴィッター アルネ 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ文学概論２ 西尾 宇広 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

ドイツ言語文化論 藤井 明彦 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

ウィーン文化論 藤井 明彦 他 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

ドイツ比較文化論 山本 浩司 他 秋学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏の文学 山本 浩司 秋学期 月２時限 戸山 2 １年以上

ドイツ語圏の思想 前田 良三 秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏の文化 藤井 明彦 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア文学と現代１ 坂庭 淳史 春学期 火５時限 戸山 2 １年以上

ロシア文学と現代２ 貝澤 哉 秋学期 火４時限 戸山 2 １年以上

ロシア芸術の現在１ 八木 君人 他 春学期 火２時限 戸山 2 １年以上

ロシア芸術の現在２ 八木 君人 他 秋学期 火２時限 戸山 2 １年以上

ロシア民衆文化論 山田 徹也 春学期 木４時限 戸山 2 １年以上

演劇研究入門 児玉 竜一 秋学期 火３時限 戸山 2 １年以上

日本演劇史１ 児玉 竜一 春学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

日本演劇史２ 児玉 竜一 秋学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

西洋演劇１ 藤井 慎太郎 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

西洋演劇２ 藤井 慎太郎 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

舞踊史 國吉 和子 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

映画作家論 藤井 仁子 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

映画ジャンル論 木原 圭翔 秋学期 金２時限 戸山 2 ２年以上

美術史専門講義５（日本美術） 日高 薫 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

美術史専門講義６（日本美術） 河田 明久 秋学期 月４時限 戸山 2 ２年以上

日本美術史入門 山本 聡美 春学期 月３時限 戸山 2 １年以上

歴史学 山田 康弘 春学期 木４時限 戸山 2 １年以上

日本列島の人類史 伊川 健二 秋学期 金３時限 戸山 2 １年以上

日本民俗学 鶴見 太郎 春学期 水１時限 戸山 2 １年以上

日本環境史 鶴見 太郎 秋学期 水１時限 戸山 2 １年以上

日本史概論１ 岩本 健寿 春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

日本史概論２ 廣木 尚 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

アジア史特殊講義１（中国古代史） 柿沼 陽平 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史特殊講義２（朝鮮前近代史） 李 成市 春学期 火２時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史特殊講義３（中国前近代史） 飯山 知保 春学期 月２時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史特殊講義４（東アジア近現代史） 柳澤 明 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

フィールド歴史学（東アジア） 飯山 知保 他 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

朝鮮近現代史 三ツ井 崇 秋学期 金２時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

東南アジア史 柿崎 一郎 春学期 木１時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史概論１ 飯山 知保 他 春学期 金２時限 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史概論２ 柳澤 明 他 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

アジア史学発達史１ 佐川 英治 春学期 水１時限 戸山 2 １年以上

考古学概論 近藤 二郎 春学期 土４時限 戸山 2 ２年以上

日本考古学概説 長崎 潤一 他 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

世界の考古学 田畑 幸嗣 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

現代社会と考古学 長崎 潤一 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

アジア考古学交流 城倉 正祥 春学期 火１時限 戸山 2 ２年以上

文化財の保存と活用 西田 健彦 春学期 土５時限 戸山 2 ３年以上

原始古代の社会と宗教（アジア） 田畑 幸嗣 他 秋学期 月２時限 戸山 2 １年以上

原始古代の社会と宗教（エジプト・マヤ） 近藤 二郎 他 春学期 月２時限 戸山 2 １年以上

考古学方法論 田畑 幸嗣 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

文化財行政学 御堂島 正 春学期 土１時限 戸山 2 ３年以上

野外考古学概論 竹野内 恵太 秋学期 金１時限 戸山 2 ２年以上

考古学と関連科学 A 米田 穣 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む１（文学１） 福山 智 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む２（哲学） 立花 史 春学期 火６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む３（芸術・文化） 中島 万紀子 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む４（現代文明） 梶田 裕 春学期 月６時限 戸山 2 ２年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

フランス語を読む５（大学院受験のための仏語） 小出石 敦子 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

フランス語を読む６（文学１） 福山 智 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む７（哲学） 立花 史 秋学期 火６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む８（芸術・文化） 中島 万紀子 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む９（現代文明） 梶田 裕 秋学期 月６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む10（大学院受験のための仏語） 小出石 敦子 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する１（会話初級） A クーショ マリナ 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する１（会話初級） B Ｅ．ヴィエル 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する２（会話中級） A
ヴァンシンテヤン カ
ティ

春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する２（会話中級） B クーショ マリナ 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する３（作文初級） A 小倉 博行 春学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する３（作文初級） B 中野 茂 春学期 水６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する４（作文中級） Ｏ．デュスッド 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する５（会話・作文総合） Ｏ．デュスッド 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する６（会話初級） A クーショ マリナ 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する６（会話初級） B Ｅ．ヴィエル 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する７（会話中級） A
ヴァンシンテヤン カ
ティ

秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する７（会話中級） B クーショ マリナ 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する８（作文初級） A 小倉 博行 秋学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する８（作文初級） B 中野 茂 秋学期 水６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する９（作文中級） Ｏ．デュスッド 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する10（会話・作文総合） Ｏ．デュスッド 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る１（時事フランス語） 高頭 麻子 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る２（フランスを旅する） 家山 也寿生 春学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る３（映画・映像） キヨタ リディア A. 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る４（美術・音楽）
ベルナール ミルティル
ロランス

春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る５（歴史・社会） 中嶋 美貴 春学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る６（時事フランス語） 高頭 麻子 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る７（フランスを旅する） 家山 也寿生 秋学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る８（映画・映像） キヨタ リディア A. 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る９（美術・音楽）
ベルナール ミルティル
ロランス

秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る10（歴史・社会） 中嶋 美貴 秋学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす１（初級） A 家山 也寿生 春学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす１（初級） B 小幡 一雄 春学期 土２時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす２（中級）
ヴァンシンテヤン カ
ティ

春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす３（初級） A 家山 也寿生 秋学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす３（初級） B 小幡 一雄 秋学期 土２時限 戸山 2 ２年以上

フランス語の資格をめざす４（中級）
ヴァンシンテヤン カ
ティ

秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する１（留学準備） 明石 伸子 春学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する３（発音の訓練） 小出石 敦子 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する４（文法） 小幡 一雄 秋学期 土３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する５（語彙） 明石 伸子 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する６（聞き取りの訓練） 小出石 敦子 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

第三外国語としてのフランス語１ A 福山 智 春学期 水６時限 戸山 2 １年以上

第三外国語としてのフランス語１ B 立花 史 春学期 火５時限 戸山 2 １年以上

第三外国語としてのフランス語２ A 福山 智 秋学期 水６時限 戸山 2 １年以上

第三外国語としてのフランス語２ B 立花 史 秋学期 火５時限 戸山 2 １年以上

速習フランス語 A 松村 悠子 春学期
月５時限
金５時限

戸山 4 １年以上

速習フランス語 B 松村 悠子 秋学期
月５時限
金５時限

戸山 4 １年以上

フランス語を読む11（文学２） 福山 智 春学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む12（文学２） 福山 智 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る11（ファッション・料理） ヴァリエーヌ コリーヌ 春学期 水４時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る12（ファッション・料理） ヴァリエーヌ コリーヌ 秋学期 水４時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する11（メディア・コミュニケーション） 明石 伸子 春学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語力を強化する２（文法） 小幡 一雄 春学期 土３時限 戸山 2 ２年以上

フランス語で表現する12（メディア・コミュニケーション） 明石 伸子 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る13（演劇・ミュージカル） 片山 幹生 春学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る14（演劇・ミュージカル） 片山 幹生 秋学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む13（絵本・児童文学） 村上 由美 春学期 木６時限 戸山 2 ２年以上

フランス語を読む14（絵本・児童文学） 村上 由美 秋学期 木６時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る15（BD・マンガ） 原 正人 春学期 金６時限 戸山 2 ２年以上

フランス文化を知る16（BD・マンガ） 原 正人 秋学期 金６時限 戸山 2 ２年以上

Intensive Studies １ (Philosophy １) ダルグリーシュ ブレガム 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ２ (Philosophy ２) ダルグリーシュ ブレガム 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ３ (Philosophy ３) ダルグリーシュ ブレガム 春学期 月６時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ４ (Philosophy ４) ダルグリーシュ ブレガム 秋学期 月６時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ５ (Literature １) 鈴木 理恵子 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ６ (Literature ２) 鈴木 理恵子 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ７ (American Studies １) 溝口 彰子 春学期 金５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies ８ (American Studies ２)
ケルツ ローランド ノ
ゾム

秋学期 金５時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 15 (Introduction to Japanese Thought
and Religion １)

中村 寛 秋クォーター
火６時限
金６時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

Intensive Studies 16 (Introduction to Japanese Thought
and Religion ２)

眞野 新也 冬クォーター
月６時限
木５時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

Intensive Studies 17 (Introduction to Japanese Thought
and Religion ３)

クリステワ ツベタナ 春クォーター
火５時限
金５時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 18 (Introduction to Japanese Visual
and Performing Arts １)

ノルドストロム Ｋ．
ヨハン

秋クォーター
土１時限
土２時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 19 (Introduction to Japanese Visual
and Performing Arts ２)

パルナス アナト 冬クォーター
月２時限
木２時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 20 (Introduction to Japanese Visual
and Performing Arts ３)

土金 康子 春クォーター
月２時限
木２時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 21 (Education １) 梅宮 悠 春学期 金４時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 22 (Education ２) 梅宮 悠 秋学期 金４時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 23 (European Thought １) ロビンソン ピーター 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 24 (European Thought ２) ロビンソン ピーター 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 25 (Critical Theory) ラヴェル イザベル 秋学期 金３時限 戸山 2 １年以上

Intensive Studies 26 (Japanese Culture and Society １) ハートマン ナン 夏クォーター
月２時限
木２時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 27 (Japanese Culture and Society ２)
ア コ ス タ ア リ エ ル
キャサリン

夏クォーター
火３時限
金３時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 28 (Japanese Culture and Society ３) 吉田 健二 冬クォーター
火５時限
金５時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 29 (Japanese Visual Culture and Media １) ハートマン ナン 夏クォーター
月１時限
木１時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 30 (Japanese Visual Culture and Media ２)
ケルツ ローランド ノ
ゾム

夏クォーター
土４時限
土５時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 32 (Comparative Perspectives in
Japanese Literature)

リ ー ブ ズ ク リ ス ト
ファー

秋学期 火２時限 戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 31 (Japanese Visual Culture and Media ３) 柳下 惠美 春クォーター
火５時限
金５時限

戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 33 (Creative Writing)
カール スティーブン・
ロドニー

秋学期 木３時限 戸山 2 １年以上 文学部生が優先して登録されます

ドイツ語で表現する11（上級の会話・作文） クラヴィッター アルネ 春学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する12（上級の会話・作文） クラヴィッター アルネ 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む１（文学） Ｅ・ヘルメル 春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む２（文学） 村井 浩一 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む３（思想） 高橋 透 春学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む４（思想） 前川 一貴 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む５（ナチ＝ドイツと言語） 村井 浩一 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む６（童話） 柳 勝己 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む７（大学院受験のためのドイツ語） 藤井 明彦 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語を読む８（大学院受験のためのドイツ語） 藤井 明彦 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る１（都市を巡る） 江口 陽子 春学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る２（都市を巡る） 荒井 泰 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る３（芸術） 村井 翔 春学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る４（芸術） 大宮 洋子 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る５（芸術） 伊藤 壮 春学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る６（芸術） 高橋 透 秋学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る７（芸術） 荒井 泰 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る９（現代文明） 田邉 恵子 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語圏文化を知る10（現代文明） Ｅ・ヘルメル 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する１（初歩の会話） 小笠原 能仁 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

ドイツ語で表現する２（初歩の会話） 泉 ボグミワ 秋学期 水５時限 戸山 2 １年以上

ドイツ語で表現する４（初歩の作文） 小笠原 能仁 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

ドイツ語で表現する５（中級の会話・作文） Ｅ・ヘルメル 春学期 水１時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する６（中級の会話・作文） クラヴィッター アルネ 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する７（中級の会話・作文） クラヴィッター アルネ 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する８（中級の会話・作文） Ｅ・ヘルメル 秋学期 水１時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する９（中級の会話・作文）
シュレンドルフ レオポ
ルト

春学期 木１時限 戸山 2 ２年以上

ドイツ語で表現する10（中級の会話・作文）
シュレンドルフ レオポ
ルト

秋学期 木１時限 戸山 2 ２年以上

Intensive Studies 51 (Seminar: Topics in Japanese Litera-
ture １)

高井 詩穂 春クォーター
火２時限
金２時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 52 (Seminar: Topics in Japanese Litera-
ture ２)

チアッペ・イッポリト
マティアス・アリエル

春クォーター
火４時限
金４時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 53 (Seminar: Topics in Japanese Litera-
ture ３)

ローリー ゲイ 冬クォーター
月２時限
木２時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 54 (Seminar: East Asian Cultures in
Global Perspective １)

金 ヨンロン 春クォーター
月３時限
木２時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 55 (Seminar: East Asian Cultures in
Global Perspective ２)

リ ー ブ ズ ク リ ス ト
ファー

春クォーター
月４時限
木４時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

Intensive Studies 56 (Seminar: East Asian Cultures in
Global Perspective ３)

パルナス アナト 秋クォーター
月２時限
木２時限

戸山 2 ２年以上 文学部生が優先して登録されます

ロシア語を読む１（読解のコツ） 小俣 智史 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語を読む２（文学作品に挑戦） 松本 隆志 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で表現する１（作文・エレメンタリー） 籾内 裕子 春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で表現する２（会話・エレメンタリー） 岡野 エレナ 春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で表現する４（作文・ステップアップ） 籾内 裕子 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で表現する５（会話・ステップアップ） 岡野 エレナ 秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で鑑賞する１（演劇映画） 岡野 エレナ 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く１（進学・留学のためのロシア語） 上田 洋子 春学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く２（上級会話） 岡野 エレナ 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く３（さまざまな文体を身につける） 東井 ナジェージュダ 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く４（上級会話） Ｖ．フィラトフ 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

入門ロシア語１ 長井 淳 春学期 土２時限 戸山 2 １年以上

入門ロシア語２ 長井 淳 秋学期 土２時限 戸山 2 １年以上

ロシア語を読む３（ロシアのいまを知る） 神岡 理恵子 春学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

ロシア語を読む４（現代ロシアの文学） 神岡 理恵子 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上
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科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

練習問題でマスターするロシア語１ 上野 理恵 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く５（上級講読） 上田 洋子 秋学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語で表現する７（スピーチ） 岡野 エレナ 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

ロシア語力を磨く６（上級講読） 高柳 聡子 春学期 月１時限 戸山 2 ２年以上

練習問題でマスターするロシア語２ 小俣 智史 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（中級） A 若林 ゆりん 春学期 水１時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（中級） B 南 勇 春学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中級） A 丸井 憲 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中級） B 胡 婉如 春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中級） C 新田 小雨子 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語プレゼンテーション（中級） 若林 ゆりん 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語ヒアリング（中級） 段 書暁 春学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

時事中国語（中級） A 土屋 文子 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

中国現代文学に親しむ（中級） 土屋 文子 春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

映画で学ぶ中国語（中級） A 山本 律 春学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

映画で学ぶ中国語（中級） B 段 文凝 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（上級）１ 楊 駿驍 春学期 木１時限 戸山 2 ２年以上

中国語ヒアリング（上級）１ 南 勇 春学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

中国語作文（上級）１ 孫 国震 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語翻訳１ 土屋 文子 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

中国語字幕翻訳１ 樋口 裕子 春学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（中上級） A 若林 ゆりん 秋学期 水１時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（中上級） B 南 勇 秋学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中上級） A 丸井 憲 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中上級） B 胡 婉如 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

中国語会話（中上級） C 新田 小雨子 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語作文（中上級） A 小島 瑞紀 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

中国語作文（中上級） B 王 瑞来 秋学期 金５時限 戸山 2 ２年以上

中国語プレゼンテーション（中上級） 若林 ゆりん 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語ヒアリング（中上級） 段 書暁 秋学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

時事中国語（中上級） A 土屋 文子 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

中国現代文学に親しむ（中上級） 土屋 文子 秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

映画で学ぶ中国語（中上級） A 山本 律 秋学期 火５時限 戸山 2 ２年以上

映画で学ぶ中国語（中上級） B 段 文凝 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

オンデマンド中国語（上級）２ 楊 駿驍 秋学期 木１時限 戸山 2 ２年以上

中国語ヒアリング（上級）２ 南 勇 秋学期 月２時限 戸山 2 ２年以上

中国語作文（上級）２ 孫 国震 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

中国語翻訳２ 土屋 文子 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

中国語字幕翻訳２ 樋口 裕子 秋学期 木５時限 戸山 2 ２年以上

中国語検定をめざす（中級） A 李 洵 春学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

中国語検定をめざす（中級） B 陳 愛玲 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

HSKをめざす（中級） A 陳 愛玲 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

HSKをめざす（中級） B 南 勇 春学期 月１時限 戸山 2 ２年以上

中国語検定をめざす（中上級） A 李 洵 秋学期 月５時限 戸山 2 ２年以上

中国語検定をめざす（中上級） B 陳 愛玲 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

HSKをめざす（中上級） A 陳 愛玲 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

HSKをめざす（中上級） B 南 勇 秋学期 月１時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語上級（運用力アップ）１ プラナス ナバロ イネス 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語上級（運用力アップ）２ プラナス ナバロ イネス 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語中上級（作文力をつける）１ 四宮 瑞枝 春学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語中上級（作文力をつける）２ 四宮 瑞枝 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語上級（近現代史を知る）１ 四宮 瑞枝 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

スペイン語上級（近現代史を知る）２ 四宮 瑞枝 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語を読む２（歴史・思想） 三森 のぞみ 春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

イタリア文化を知る３（映画） Ｍ．カマンドーナ 春学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

イタリア文化を知る４（映画） Ｍ．カマンドーナ 秋学期 木２時限 戸山 2 ２年以上

資格を目指すイタリア語 １ Ｆ．ウジッコ 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

資格を目指すイタリア語 ２ Ｆ．ウジッコ 秋学期 火３時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語を読む１（文学・社会） Ｍ．カマンドーナ 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

イタリア文化を知る１（美術） Ｌ．トゥッチ 春学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

イタリア文化を知る２（美術） Ｌ．トゥッチ 秋学期 金３時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語中級１ Ｆ．ウジッコ 春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語中級２（会話） Ｌ．トゥッチ 春学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語中級３ Ｆ．ウジッコ 秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語中級４（会話） Ｌ．トゥッチ 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語中上級 Ｆ．ウジッコ 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

イタリア語上級 Ｆ．ウジッコ 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

イタリア文化を知る５（都市を巡る） 高津 美和 春学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

第三外国語としてのイタリア語２ Ｆ．ウジッコ 秋学期 木５時限 戸山 2 １年以上

イタリア文化を知る６（都市を巡る） 横山 修一郎 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

第三外国語としてのイタリア語１ Ｆ．ウジッコ 春学期 木５時限 戸山 2 １年以上

朝鮮語上級１ 印 省熙 春学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語上級２ 印 省熙 秋学期 木４時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語会話中上級２ 金 牡蘭 春学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語会話中上級３ 金 牡蘭 秋学期 金４時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語会話上級１ 林 周禧 春学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語会話上級２ 林 周禧 秋学期 木３時限 戸山 2 ２年以上

朝鮮語作文中級 李 和貞 春学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

朝鮮語作文中上級 李 和貞 秋学期 水２時限 戸山 2 ２年以上

科

目

一

覧

学

部

提

供

― 107 ―



科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

時事朝鮮語 印 省熙 春学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

通訳朝鮮語 印 省熙 秋学期 火４時限 戸山 2 ２年以上

第三外国語としての朝鮮語会話初級１ 李 和貞 春学期 水５時限 戸山 2 １年以上

第三外国語としての朝鮮語会話初級２ 李 和貞 秋学期 水５時限 戸山 2 １年以上

初級ギリシャ語１ 宮城 徳也 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

初級ギリシャ語２ 宮城 徳也 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

初級ギリシャ語（速修） 兼利 琢也 春学期
火５時限
金５時限

戸山 4 １年以上

中級ギリシャ語１ 兼利 琢也 秋学期 金５時限 戸山 2 １年以上

ギリシャ語講読３ 栗原 裕次 春学期 月２時限 戸山 2 １年以上

初級ラテン語１ 兼利 琢也 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

初級ラテン語２ 兼利 琢也 秋学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

初級ラテン語（速修） 小倉 博行 春学期
月５時限
木５時限

戸山 4 １年以上

中級ラテン語１ 小倉 博行 秋学期 木５時限 戸山 2 １年以上

中級ラテン語２ 小倉 博行 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

ラテン語講読１ 土屋 睦廣 春学期 金６時限 戸山 2 １年以上

初級サンスクリット語１ 飛田 康裕 他 春学期 月５時限 戸山 2 １年以上

初級サンスクリット語２ 飛田 康裕 秋学期 月５時限 戸山 2 １年以上

サンスクリット語基礎講読１ 伊藤 瑞康 他 春学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

サンスクリット語基礎講読２ 伊藤 瑞康 他 秋学期 月３時限 戸山 2 ２年以上

サンスクリット語講読 齋藤 直樹 他 秋学期 水５時限 戸山 2 ２年以上

ギリシャ・ローマの思想と文化 宮城 徳也 他 秋学期 水５時限 戸山 2 １年以上

サンスクリットの世界１ 齋藤 直樹 他 春学期 水５時限 戸山 2 １年以上

アラビア語から学ぶアラブ文化２ 冨永 正人 秋学期
水５時限
金４時限

戸山 4 １年以上

アラビア語から学ぶアラブ文化１ 冨永 正人 春学期
水５時限
金４時限

戸山 4 １年以上

サンスクリットの世界２ 林 慶仁 他 秋学期 水４時限 戸山 2 １年以上

自然地理学１ 渡辺 満久 春学期 木１時限 戸山 2 １年以上

自然地理学２ 渡辺 満久 秋学期 木１時限 戸山 2 １年以上

地誌１ 本木 弘悌 春学期 フルオンデマンド 戸山 2 １年以上

地誌２ 齋藤 正憲 秋学期 金４時限 戸山 2 １年以上

基幹理工学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

Special Topics in Functional English 火３アントニ アントニ ローレンス 春学期 火３時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木３ローズ ローズ ラルフ レオン 春学期 木３時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木５折田 折田 奈甫 春学期 木５時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木２菅原 菅原 彩加 春学期 木２時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 火３アントニ アントニ ローレンス 秋学期 火３時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木３ローズ ローズ ラルフ レオン 秋学期 木３時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木５折田 折田 奈甫 秋学期 木５時限 西早稲田 1 ３年以上

Special Topics in Functional English 木２菅原 菅原 彩加 秋学期 木２時限 西早稲田 1 ３年以上

独語上級Ⅰ 春期火２石井 石井 道子 春学期 火２時限 西早稲田 1 ３年以上

独語上級Ⅱ 秋期火２石井 石井 道子 秋学期 火２時限 西早稲田 1 ３年以上

音と音楽の表現領域 菅野 由弘 春学期 火３時限 早稲田 2 １年以上

音楽論 菅野 由弘 秋学期 火３時限 西早稲田 2 ２年以上

奇想のテレビドキュメンタリー論 長嶋 甲兵 秋学期 木4−5 西早稲田 2 ２年以上

デジタル化社会の興亡 伊藤 裕太 春学期 火５時限 西早稲田 2 ２年以上

開発文化論 内藤 順子 春学期 木３時限 西早稲田 2 ２年以上

健康の生態学 吉永 真理 春学期 月２時限 西早稲田 2 ２年以上

バイオ・イノベーションと知財 川端 兆隆 他 春学期 火４時限 西早稲田 2 ２年以上

人間の表現 西島 佑 秋学期 火３時限 西早稲田 2 １年以上

科学技術と現代社会 綾部 広則 秋学期 火４時限 西早稲田 2 ２年以上

言語処理系 笠原 博徳 他 春学期 金５時限 西早稲田 2 ３年以上

人工知能A 菅原 俊治 春学期 火４時限 西早稲田 2 ３年以上

IT経営プロジェクト基礎 山戸 昭三 他
集中

（春・秋学期）
無その他 西早稲田 2 ３年以上

システム開発プロジェクト基礎 鷲崎 弘宜
集中

（春・秋学期）
無その他 西早稲田 2 ３年以上

生命情報処理とICT 清水 佳奈 春学期 月２時限 西早稲田 2 ３年以上

サイバー攻撃対策技術の基礎 秋山 満昭 他 秋学期 金４時限 西早稲田 2 ３年以上

メディアエルゴノミクス 河合 隆史 春学期 水４時限 西早稲田 2 ３年以上

離散数学入門 早水 桃子 春学期 金５時限 西早稲田 2 ３年以上

情報理論 及川 靖広 秋学期 金２時限 西早稲田 2 ２年以上

動的知能表現システム基礎 尾形 哲也 他 春学期 月４時限 西早稲田 2 ３年以上

映像制作実習Ⅰ 是枝 裕和 他 春学期 火6−7 西早稲田 4 ３年以上

映像制作実習Ⅱ 是枝 裕和 他 秋学期 火6−7 西早稲田 4 ３年以上

映画から学ぶ映像表現 土田 環 春学期 月3−4 西早稲田 4 ２年以上

データベース 酒井 哲也 秋学期 月２時限 西早稲田 2 ３年以上

データマイニング 山名 早人 春学期 木１時限 西早稲田 2 ４年以上

情報検索 山名 早人 秋学期 木１時限 西早稲田 2 ４年以上

「ことば」の世界 片田 房 春学期 木３時限 西早稲田 2 １年以上

応用人類学 内藤 順子 秋学期 木３時限 西早稲田 2 ２年以上

ドイツ文化研究 西口 拓子 春学期 月４時限 西早稲田 2 ２年以上

創造理工学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

データサイエンスと機械学習 後藤 正幸 春学期 火２時限 西早稲田 2 ３年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。

建築意匠と歴史 小岩 正樹 他 春学期 木５時限 西早稲田 2 １年以上

科

目

一

覧

学

部

提

供

― 108 ―



科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

環境工学 榊原 豊 秋学期 月４時限 西早稲田 2 ２年以上

空間デザイン 佐々木 葉 秋学期 水５時限 西早稲田 2 １年以上

比較西洋建築史 中谷 礼仁 秋学期 木２時限 西早稲田 2 ２年以上

都市計画 有賀 隆 他 秋学期 月１時限 西早稲田 2 ２年以上

近代建築史 中谷 礼仁 春学期 木５時限 西早稲田 2 ３年以上

建築計画A 渡邊 大志 春学期 火２時限 西早稲田 2 ２年以上

景観工学 佐々木 葉 秋学期 水２時限 西早稲田 2 ２年以上

現代都市・地域論A 浅川 達人 他 夏クォーター 金5−6 早稲田 2 ２年以上

日本建築史 小岩 正樹 春学期 月５時限 西早稲田 2 ３年以上

都市計画 佐々木 邦明 春学期 水３時限 西早稲田 2 ３年以上

景観設計 後藤 春彦 春学期 月４時限 西早稲田 2 ３年以上

交通まちづくり 森本 章倫 秋学期 水２時限 西早稲田 2 ３年以上

広域環境論 高口 洋人 秋学期 金２時限 西早稲田 2 ３年以上

先進理工学部

科 目 名 担当教員名 学期 曜日時限 キャンパス 単位 配当年次 備 考

臨床医学概論 石川 義弘 他 秋学期 月3−4 西早稲田 2 ３年以上

薬理学A 大島 登志男 春クォーター 月１時限 西早稲田 1 ３年以上

※授業に関する最新情報（授業実施方法等）については、webシラバスの授業方法区分欄や、科目設置箇所および担当教員からのお知らせ等をご確認ください。
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４．全学副専攻

実践型教育プログラム

データ科学認定制度

履修ガイド
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第１章 全学副専攻を知る

Ⅰ．全学副専攻について

１．全学副専攻とは

全学副専攻とは、学部生であれば学部や学年を問わず誰でもチャレンジすることのできる制度で、所属する学部で主専

攻の学問を学びながら、同時にその他の学問分野を体系的に学ぶことが出来ます。全学副専攻の制度を利用することで

①主専攻の補強②主専攻以外の第二の強みの獲得③主専攻を応用・活用する領域の獲得などを可能とし、同時に独自の専

門性の開拓を後押しする機会ともなります。全学副専攻履修者・修了者には証明書が発行されるため、対外的・社会的に

も自分の取り組みを証明することも出来ます。また、他学部の学生と相互に刺激し合うことで広い視野の獲得や人的

ネットワークの形成にも役立ちます。

GECは、全学副専攻を上手に活用することで、みなさん一人ひとりが能力を最大限に発揮し、個性溢れる人材として

社会で活躍できることを期待しています。

所属学部
主専攻

全学副専攻

履修者・修了者には証明書を発行

・主専攻の補強
・主専攻以外の第二の強みの獲得
・主専攻を応用・活用する領域の獲得

２．副専攻とは

全学副専攻で用意されているさまざまな学問領域を「副専攻」と呼びます。副専攻はさらに「学術的副専攻」「学際的

副専攻」に区別されており、各学部のプログラムを全学部生向けに開放したものを学術的副専攻、時代や社会の変化に即

した視点に基づく分野、今後重要性を増す分野など学生の多様な関心に合わせて設置したものを学際的副専攻と言いま

す。各副専攻の紹介は122ページ以降に記載してありますので、興味・関心に合うテーマの副専攻を選択してみましょ

う。

３．指定科目とは

副専攻にはテーマに即した科目のラインナップが用意されています。みなさんが修了を目指して履修する科目を「指

定科目」と呼びます。学術的副専攻では指定科目がさらに「基礎科目」と「発展科目」に区別されており、基礎科目は副

専攻を学ぶ上で礎となる科目、発展科目は副専攻をより深く学ぶ上で必要となる科目となります。全学副専攻制度は全

学部生がチャレンジできる制度であるため、指定科目はGEC提供科目や、学部等提供オープン科目で構成されていま

す。

４．修了必要単位数とは

各副専攻では、修了のために必要な単位数が定められています。その単位数を修得しないと、副専攻修了とは認定され

ません。修了必要単位数は副専攻によって異なり、なかには履修必須科目を設けている副専攻もありますので、よく確認

し、履修計画を立てるようにしてください。

５．コーディネーターとは

各副専攻にはコーディネーターと呼ばれる教員がいます。コーディネーターは副専攻の運営、指定科目の選定を行う

ほか、学生のみなさんの相談を受けたり、指導を行う存在です。全学副専攻の修了を目指す中で困ったことがあった場合

には、コーディネーターに相談をしましょう。各副専攻のコーディネーターは119〜120ページの一覧で確認してくだ

さい。
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Ⅱ．全学副専攻履修方法について

１．基本ルール

まず確認しましょう！

１．科目登録時に修了希望者に対する優遇措置はありません。

２．修了必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありません。

３．修了には定められた期間内の「修了希望申請」が必要です。

４．「修了希望申請」を行うためには該当副専攻の単位を８単位以上修得済であることが条件です。

※ただし、「会計学」については、積み上げ式履修条件が厳しいため、６単位以上で可とします。

５．複数の全学副専攻を修了することができます。

６．全学副専攻の対象は、学部学生のみです。大学院進学後や科目等履修生として、修了を目指すことはできません。

７．2006年度以前に修得した単位は一律で無効です。

２．修了までの流れ

履修ガイドを熟読1st step

2nd step

3rd step

4th step

履修計画を立てる

科目登録を行う

指定科目を履修する

指定科目を登録します。
登録方法・期間に注意！

修了に向けて履修計画を
練りましょう！

制度の詳細、副専攻の
内容について理解する！ 5th step 単位修得状況を確認

修了必要単位数を満たす
まで3rd step～5th stepを
繰り返します。

修了希望申請
副専攻指定科目を８単位
（「会計学」は6単位）以上
修得済であることが条件です。

6th step

修了には修了要件の修得、
修了希望申請、所属学部での
卒業の3点が必要です。

7th step 修了必要単位を修得
＋学部での卒業

全学副専攻修了

３．科目登録について

科目登録は、すべて学部やセンターで決められた登録期間、登録方法にしたがいます。全学副専攻の指定科目だからと

いって特別な登録期間、登録方法はありません。ただし、指定科目にはさまざまな科目が含まれています。科目の設置箇

所によって登録期間、登録方法が異なる場合がありますので、よく確認するようにしてください。

科目登録において全学副専攻履修者が優先的に登録されることは一切ありません。選外になることもあり

ますので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。

４．単位の修得・算入について

履修後、単位が修得できた指定科目については、修了必要単位に算入されます。修得できた単位を確認し、不足分を再

度次の科目登録時に登録するようにしてください。

修了必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありません。単位が修得できれば修了必要単位と

して認定されます。（卒業単位への算入可否は、所属学部に確認してください。）

2006年度以前に修得した単位は一律で認定されません。2007年４月１日以降に修得した単位から有効

になります。

高校生特別聴講制度により大学入学前に修得した指定科目の単位は、修了必要単位として算入できません。
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５．修了希望申請について〈３次登録期間まで〉

■修了希望申請期間

春学期 ３月18日（木）９：00〜４月10日（土）17：00

９月15日（水）９：00〜10月１日（金）17：00秋学期

全学副専攻の修了には修了希望申請が必須です。修了希望申請は上記の申請期間内に以下の手順に沿って行います。

【修了希望申請 申請方法】

１．GEC Webページへアクセスする。

２．「学部学生の方へ」を押してください。（図１）

３．「全学副専攻制度」を押してください。

４．下にスクロールし、2021年度スケジュールの中にある【全学副専攻「修了希望申請」申請フォーム】をクリック

してください。（図２）

５．申請フォームが開きますので、画面真ん中の【申請】ボタンをクリックしてください。

６．修了を希望する副専攻を選択し、メールアドレスを入力の上、画面右下の【保存】ボタンをクリックして完了とな

ります。

〔図１〕 〔図２〕

申請には該当副専攻の指定科目の中から８単位（「会計学」は６単位）以上の単位を修得していることが条件です。ま

た、修了希望申請後の取り下げができませんので、修了の可能性や計画などを十分に検討したうえで申請を行ってくださ

い。

副専攻指定科目の修得状況が８単位（「会計学」は６単位）に満たない場合は申請は取下げとなります。８単

位（「会計学」は６単位）以上修得ができてから再度修了申請を行って下さい。

６．修了の条件について

全学副専攻の修了を認定されるためには以下の３点を満たす必要があります。

① 各副専攻で定められた修了要件を満たしていること

② 修了希望申請を行っていること

③ 所属学部で卒業が認定されること

たとえ副専攻の修了要件を満たしていても、所属学部で卒業ができなければ修了とはなりません。また修了要件を満

たし、卒業できたとしても、事前に修了希望申請を提出していない場合には修了として認定されませんので注意して下さ

い。

修了者に対しては卒業時に「修了証明書」を発行します。また、修了希望申請を行った在学生の方には証明

書発行時点での単位修得状況を証明する「単位修得証明書」を発行します。「修了証明書」は１号館３階

GEC事務所、「単位修得証明書」は証明書発行機で発行できます。詳細については修了希望申請者へのメー

ルにてお知らせしますので確認して下さい。
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Ⅲ．Q&A

Ｑ．過去に履修した科目の単位は認められますか？

Ａ．2007年４月１日以降に修得した単位であれば有効となります。

Ｑ．複数の副専攻を、修了することはできますか？

Ａ．複数の副専攻を修了することができます。

Ｑ．複数の副専攻で指定科目となっている科目の単位を修得しました。この場合単位の扱いはどうなりますか？

Ａ．複数の副専攻の修得単位として認定されます。

Ｑ．３年生までに修了した時には、すぐに証明書がもらえますか？

Ａ．修了証明書は、卒業年度の卒業発表以降に発行します。修了希望申請を行った在学生の方には、証明書発行時点での

単位修得状況を証明する「単位修得証明書」を発行します。３年生時に就職活動等で証明書が必要な場合は、修了希

望申請を済ませておく必要があります。

Ｑ．全学副専攻の指定科目は、卒業単位数に算入されますか？

Ａ．所属学部に確認をしてください。

Ｑ．修了申請を行ったが、副専攻の修了要件を満たせなかった場合、学部の卒業等に影響がありますか？

Ａ．学部の卒業等には一切影響ありません。

Ｑ．履修ガイドの指定科目を確認したところ、昨年度以前に単位を修得した科目の指定区分（基礎/発展１/発展２、領

域・分野a/b/c/d）が、今年から変更になっていました。この場合の単位の取り扱いはどのようになるのでしょう

か。

Ａ．指定科目の区分については、単位を修得した年度に指定されていた区分が適用されます。

Ｑ．学術的副専攻について、基礎科目と発展科目はどれから履修するのでしょうか。

Ａ．基礎科目→発展科目１→発展科目２と履修することを推奨しています。

Ｑ．学際的副専攻について、領域分野a/b/c/dはどれから履修するのでしょうか。

Ａ．どれから履修しても問題ありませんが、カリキュラムマップにそって履修することを推奨します。

Ｑ．2018年度で廃止となった全学共通副専攻の情報はどこで確認できますか。

Ａ．GEC Webページの「学部学生の方へ」→「全学共通副専攻」をご確認ください。

Ｑ．入学前に早稲田大学に在籍していた際に修得した単位について、取り扱いはどうなりますか？

Ａ．2020年度以前に入学した方（要項の適用年度が2020年度以前の方）については、入学前に早稲田大学に在籍して

いた際に修得した単位が副専攻の修得単位として算入されます（ただし、証明書には修得した科目は印字されません

のでご注意ください）。

一方で、2021年度以降に入学した方（要項の適用年度が2021年度以降の方）は、入学前に早稲田大学に在籍して

いた際に修得した単位が副専攻の修得単位として算入されません。

※ただし、本学入学後、入学前に在籍していた際に修得した単位を単位認定した場合、その単位は副専攻の修得単位

として算入される場合があります。

詳細についてはグローバルエデュケーションセンター事務所までお問い合わせください。

【指定科目一覧確認時の注意事項】

指定科目の一覧にある学期・曜日・時限・集中講義の日程等は2020年２月時点の情報です。変更

点が生じる可能性がありますので、科目登録前には必ずWebシラバスやGECWebページ「履修ガイ

ド正誤表」（https://www.waseda.jp/inst/gec/）で最新の情報を確認するようにしてください。
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第２章 全学副専攻 各副専攻 紹介
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田村 達久

４

＜学術的副専攻＞

文学学術院○飯山 知保

アジアの歴史と伝統文化５

政治経済学術院○中村 英俊
政治学１

副専攻名 コーディネーター（○代表者） 所属№

○田山 聡美

人権と法３ 法学学術院箱井 崇史

９

商学学術院

社会科学総合学術院赤尾 健一

商学学術院

スズキ トモ

清水 孝

商学学術院○八重倉 孝

会計学

法学学術院

中山 祐貴

社会科学総合学術院

政治経済学術院谷澤 正嗣

北村 能寛

国際学術院

政治経済学術院○河村 耕平
経済学２

政治経済学術院玉置 健一郎

○福島 青史

日本語教育学

法学学術院

文学学術院○渡邉 義浩

東洋の思想と宗教６

国際学術院舘岡 洋子

国際学術院宮崎 里司

社会科学総合学術院○早田 宰

社会イノベーション８

グローバルエデュケーションセンター

グローバルエデュケーションセンター中村 優一

文学学術院

文学学術院

山部 能宜

大久保 良峻

○山名 早人

ソフトウェア学７
理工学術院米田 元

文学学術院李 成市

文学学術院工藤 元男

理工学術院
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平林 宣和

理工学術院○大島 登志男

ドイツ研究12

健康・医療4

理工学術院○河合 隆史

映画・映像1

副専攻名 コーディネーター（○代表者） 所属№

土田 環

○岩井 雪乃

社会貢献とボランティア

法学学術院○澤田 敬司

演劇・舞台芸術2

社会科学総合学術院佐藤 洋一

9

政治経済学術院

国際学術院

須賀 晃一

近藤 眞理子

＜学際的副専攻＞

政治経済学術院

11

○早田 宰

都市・地域研究

政治経済学術院高橋 恭子

13

法学学術院谷 昌親

理工学術院是枝 裕和

平山郁夫記念ボランティアセンター

理工学術院

黒川 哲志

佐々木 葉

兵藤 智佳

法学学術院○弓削 尚子

ジェンダー研究8

教育・総合科学学術院野中 章弘

平山 雄大

社会科学総合学術院

政治経済学術院○高橋 恭子

ジャーナリズムとメディア表現10

台湾研究

金 敬黙

平山郁夫記念ボランティアセンター

理工学術院

国際学術院布袋 敏博

有賀 隆

法学学術院

国際学術院○宮崎 里司
サスティナビリティ学
※2021年度で廃止

7 人間科学学術院柏 雅之

甲斐 克則

理工学術院

社会科学総合学術院

○近藤 悠介

ことばの科学5

政治経済学術院室井 禎之

政治経済学術院

法学学術院乙黒 亮

野口 晴子

平山郁夫記念ボランティアセンター

文学学術院○李 成市

コリア研究6 文学学術院

劉 傑

松永 典子

文学学術院

文学学術院村田 晶子

高井 詩穂

政治経済学術院

文学学術院金 敬黙

○浅野 豊美

社会科学総合学術院利根川 佳子

グローバルエデュケーションセンター

政治経済学術院○梅森 直之Conflict Resolution: From
Asia's Perspective

14

理工学術院匂坂 芳典

社会科学総合学術院

政治経済学術院八木 斉子

奥迫 元

政治経済学術院

文学学術院冬木 ひろみ

社会科学総合学術院

教育・総合科学学術院

梅森 直之

政治経済学術院生駒 美喜

人間科学学術院村上 公子

政治経済学術院

社会科学総合学術院○堀 芳枝

開発学3

○室井 禎之





政治学
Political Science

政治経済学術院提供副専攻

設置概要

政治経済学術院の政治学科目は、現代政治、政治思想・政治史、比較政治、国際関係、公共政策という５コ

ア領域から構成され、研究対象領域も日本、地域、国際などに区分される。このような複数のコア領域と異

なる対象領域をもつ政治学を基礎から理解するために、本副専攻は３段階の科目群から構成される。まず基

礎科目においては、日本政治と国際関係の歴史・理論・問題点を学び、政治現象を分析し解釈するための理

論・方法・概念を学ぶ。次に発展科目１においては、５コア領域の基幹科目が、さらに発展科目２において

は、５コア領域の専門科目が配置されている。

到達点（学習成果）

履修学生には、日本政治と国際関係の歴史・理論・問題点、政治現象を分析し解釈するための基礎的な理

論・方法・概念をすべて習得することが期待される。その後で、各履修生が自身の関心にしたがい、５コア領

域から１つまたは２つの領域を選択し、当該領域の基幹科目・専門科目を履修することを通じて当該領域の

政治学の大きな流れと主要な知見を習得することが期待される。

カリキュラムマップ

発展科目　1

発展科目　2

＜公共政策＞

日本政治論入門 国際関係論入門 政治分析入門 公共哲学（政治） 基礎科目

＜現代政治＞ ＜政治思想・政治史＞ ＜比較政治＞ ＜国際関係＞

＜公共政策＞＜現代政治＞ ＜政治思想・政治史＞ ＜比較政治＞ ＜国際関係＞

履修を希望する学生へのメッセージ

まず、履修学生には、①日本政治論入門、②国際関係論入門、③政治分析入門、④公共哲学（政治）の基礎

科目のすべてを履修することを薦める。それぞれが各分野の基礎知識を提供する。ただし、③と④は方法中

心の科目であり、かなり内容が異なっている。③の政治分析入門は、政治現象を分析するための合理的選択

理論や統計・計量分析手法を習得する科目であり、④の公共哲学（政治）は、政治現象を意味付けたり解釈す

るための規範理論や理念を習得する科目である。両科目を等しく履修することが理想的ではあるものの、学

生個人の得手不得手があるので、いずれか一方を集中的に習得することも政治学を学習するための近道であ

る。
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指定科目一覧

修了必要単位

20単位（基礎科目６単位、発展科目１：８単位、発展科目２：６単位）以上

注意事項

政治経済学部生は「政治学」副専攻を修了できません

★基礎科目 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 領域 備 考

１ 政経 日本政治論入門 01 吉野 孝 １年以上 秋学期 月５時限 早稲田 ２

２ 政経 政治分析入門 01 久米 郁男 １年以上 春学期
月１時限
水１時限

早稲田 ４ 自学部優先科目

３ 政経 政治分析入門 02 久米 郁男 １年以上 秋学期
月１時限
水１時限

早稲田 ４ 自学部優先科目

４ 政経 国際関係論入門 01 多湖 淳 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

５ 政経 公共哲学（政治） 01 齋藤 純一 １年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

６ 政経 公共哲学（政治） 02 齋藤 純一 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

７ 政経 公共哲学（政治） 03 谷澤 正嗣 １年以上 秋学期 木１時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

★発展科目１ 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 領域 備 考

１ 政経 現代政治分析 01 吉野 孝 ２年以上 春学期
月３時限
木３時限

早稲田 ４ 現代政治

２ 政経 政治理論史 01 高山 裕二 ２年以上 秋学期
金２時限
金３時限

早稲田 ４
政治思想
・政治史

３ 政経 政治コミュニケーション 01

2021年度休講
2018年度以前「コミュニケー
ション論」「政治コミュニケー
ション論A」「政治コミュニケー
ション論B」いずれかの単位修得
者は履修不可

４ 政経 憲法 01 川岸 令和 ２年以上 春学期
月１時限
木１時限

早稲田 ４
政治思想
・政治史

５ 政経 行政学 01 縣 公一郎 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ４ 公共政策

６ 政経 公共政策 01 稲継 裕昭 ２年以上 春学期
月４時限
オンデマ
ンド

早稲田 ４ 公共政策

７ 政経 国際政治学 01 栗崎 周平 ２年以上 春学期
月１時限
月２時限

早稲田 ４ 国際関係

８ 政経 比較政治学 01 久保 慶一 ２年以上 秋学期
火３時限
木３時限

早稲田 ４ 比較政治

９ 政経 国際関係史 I 01 田中 孝彦 ２年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２ 国際関係
2018年度以前「国際政治史」単
位修得者は履修不可

10 政経 日本政治史 01 伏見 岳人 ２年以上 秋学期
金３時限
金４時限

早稲田 ４
政治思想
・政治史

11 政経 国際社会関係論 01 都丸 潤子 ２年以上 春学期 金２時限 早稲田 ２ 国際関係
2018年度以前「国際社会関係
論」単位修得者は履修不可

12 政経 東アジアの比較政治 01 唐 亮 ２年以上 秋学期 月４時限 早稲田 ２ 比較政治

★発展科目２ 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 領域 備 考

１ 政経 西洋政治史 01 仲内 英三 ２年以上 春学期
月３時限
木３時限

早稲田 ４
政治思想
・政治史

２ 政経 政治心理学 01 山崎 新 ２年以上 秋学期 火１時限 早稲田 ２ 現代政治

３ 政経 現代政治理論Ⅰ 01 谷澤 正嗣 ２年以上 春学期 木５時限 早稲田 ２
政治思想
・政治史

４ 政経 現代政治理論Ⅱ 01
2021年度休講
2018年度以前「現代政治理論」
単位修得者は履修不可

５ 政経 日本政治思想史 01 遠藤 正敬 ２年以上 春学期
水３時限
木３時限

早稲田 ４
政治思想
・政治史

６ 政経 比較憲法論 01 笹田 栄司 ２年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２
政治思想
・政治史

７ 政経 自治体政策 01 小原 隆治 ２年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２ 公共政策

８ 政経 国際行政学 01 福田 耕治 ２年以上 春学期 木３時限 早稲田 ２ 公共政策
2018年度以前「国際行政学」単
位修得者は履修不可

９ 政経 国際機構論 01 中村 英俊 ２年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２ 国際関係
2018年度以前「国際機構論」
「国際機構論Ⅰ」いずれかの単位
修得者は履修不可

10 政経 西欧諸国の比較政治 01 2021年度休講

11 政経 福祉行政 01 藤井 浩司 ２年以上 春学期 金２時限 早稲田 ２ 公共政策

12 政経 日本外交論 01 国吉 知樹 ２年以上 春学期 木５時限 早稲田 ２ 国際関係

13 政経 比較政治経済分析 01 久米 郁男 ２年以上 春学期 木１時限 早稲田 ２ 現代政治

14 政経 国際政治経済学 01 遠矢 浩規 ２年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２ 国際関係
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経済学
Economics

政治経済学術院提供副専攻

設置概要

経済学を学ぶには、経済現象を多面的に理解するために基礎知識が必要である。これを提供するのが基礎

科目であり、それにはミクロ経済学入門【必修】、マクロ経済学入門【必修】、経済史、統計リテラシーα、数

学基礎プラスα（最適化編）【選択必修】、数学基礎プラスβ（最適化編）【選択必修】、数学基礎プラスγ（解

析学編【選択必修】）、数学基礎プラスγ（線形代数学編）が含まれる。

基礎知識を獲得した上で取り組むのが、現在の経済現象の個別的な学問的知見を網羅する科目である。こ

れが発展科目である。発展科目１は、理論経済（ミクロ経済学A、マクロ経済学A、ゲーム理論入門）、応用

経済（財政学）、経済史（日本経済史、西洋経済史、経済学史）、方法論（統計リテラシーβ）から構成される。

発展科目２は、経済学で現在もっとも注目されている個別的な研究領域であり、それには理論分野（公共経

済学、ゲーム理論、計量経済学）、応用分野（産業組織論、環境経済学、医療経済学）が含まれている。

到達点（学習成果）

理論モデルに基づいて経済現象を考察する思考力を養うことが期待できる。理論モデルを実際の問題に適

用するには、種々の現象を整理し、ありうる因果関係を仮定した上で、その仮定のもとでどのような結論が

得られるのかを注意深く考察する必要がある。対象が人間集団であることから、当該集団がどのような歴史

を経て現在にいたったかも、理論モデル適用のために考慮しなければならない。そのように、理論的・歴史

的な視点から社会現象を考察できるようになることが期待される。

カリキュラムマップ

発展科目　1

発展科目　2

数学基礎プラスα
（最適化編）

マクロ経済学入門 経済史入門 統計リテラシーα

基礎科目

理論経済 応用経済 経済史 方法論

理論分野 応用分野

ミクロ経済学入門

数学基礎プラスβ
（最適化編）

数学基礎プラスγ
（解析学編）

数学基礎プラスγ
（線形代数学編）

履修を希望する学生へのメッセージ

履修学生には、①ミクロ経済学入門、②マクロ経済学入門、③経済史入門、④統計リテラシーαという基礎

科目をすべて履修することを薦める。それぞれが経済学を理解するために必要な基礎知識を提供する。ただ

し、③と④は内容において異なる。③の経済史入門は、経済現象や経済学の発展の歴史的知見を習得する科

目であり、④の統計リテラシーαは、経済現象を学生自身で分析するための統計・数量分析の方法を習得す

る科目である。学生個人の選好にしたがい、いずれか一方を集中的に習得することも可能であるものの、経

済学の理解のためにはいずれの方法の理解も必要である。また、統計リテラシーβは、環境経済学や計量経

済学の学習に必要である。さらに、発展科目２には、理論・応用両面において高度な知識が必要とされる。

経済学科目の中でも難しい部類に属するので、十分な準備をしてから履修することを勧める。
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指定科目一覧

修了必要単位

22単位（基礎科目：８単位、発展科目１：８単位、発展科目２：６単位）以上

注意事項

政治経済学部生は「経済学」副専攻を修了できません

★基礎科目 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 経済史入門A 01 高橋 周 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

２ 政経 経済史入門A 02 小林 和夫 １年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２

３ 政経 経済史入門B 01 大森 一宏 １年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２

４ 政経 経済史入門B 02 阿部 武司 １年以上 秋学期 水２時限 早稲田 ２

５ 政経 ミクロ経済学入門 01 田中 久稔 １年以上 春学期
火１時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

履修必須
自学部優先科目

６ 政経 ミクロ経済学入門 02 田中 久稔 １年以上 春学期
火２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

７ 政経 マクロ経済学入門 01 金子 昭彦 他 １年以上 秋学期
火１時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

履修必須
自学部優先科目

８ 政経 マクロ経済学入門 02 金子 昭彦 他 １年以上 秋学期
火２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

９ GEC 数学基礎プラスα（最適化編） 01 高木 悟 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

履修必須
「数学基礎プラスα（最適化編）」「数学基
礎プラスβ（最適化編）」「数学基礎プラ
スγ（解析学編） 01」
のうち２科目分を履修必須

10 GEC 数学基礎プラスα（最適化編） 02 高木 悟 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

11 GEC 数学基礎プラスβ（最適化編） 01 高木 悟 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

12 GEC 数学基礎プラスβ（最適化編） 02 高木 悟 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

13 GEC 数学基礎プラスγ（解析学編） 01 高木 悟 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

14 GEC 数学基礎プラスγ（解析学編） 02 高木 悟 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

15 GEC 数学基礎プラスγ（線形代数学編） 01 高木 悟 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

16 GEC 数学基礎プラスγ（線形代数学編） 02 高木 悟 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

17 GEC 統計リテラシーα 01 堀井 俊佑 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１

18 GEC 統計リテラシーα 02 堀井 俊佑 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

19 GEC 統計リテラシーα 03 堀井 俊佑 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

20 GEC 統計リテラシーα 04 堀井 俊佑 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１

21 GEC 統計リテラシーα（商学部） 01 小林 学 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

22 GEC 統計リテラシーα（商学部） 02 小林 学 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

23 GEC 統計リテラシーα（商学部） 03 小林 学 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

24 GEC 統計リテラシーα（商学部） 04 小林 学 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

★発展科目１ 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 ミクロ経済学A 01 荻沼 隆 ２年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

２ 政経 ミクロ経済学A 02 荒木 一法 ２年以上 春学期 火２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

３ 政経 ミクロ経済学A 03 荻沼 隆 ２年以上 秋学期 水２時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

４ 政経 マクロ経済学A 01 金子 昭彦 ２年以上 春学期 火１時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

５ 政経 マクロ経済学A 02 笠松 学 ２年以上 春学期 金３時限 早稲田 ２ 自学部優先科目

６ 政経 マクロ経済学A 03 片山 宗親 ２年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

７ 政経 経済学史Ⅰ 01 坂本 達哉 ２年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

８ 政経 日本経済史 01 川口 浩 ２年以上 春学期
木１時限
木２時限

早稲田 ４

９ 政経 西洋経済史 01 内田 日出海 ２年以上 秋学期
月２時限
月３時限

早稲田 ４

10 政経 財政学 01 小西 秀樹 ２年以上 春学期
水２時限
木２時限

早稲田 ４

11 政経 ゲーム理論入門 01 荻沼 隆 １年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

12 政経 ゲーム理論入門 02 荒木 一法 １年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

13 政経 ゲーム理論入門 03 船木 由喜彦 １年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 125 ―



№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

14 GEC 統計リテラシーβ 01 堀井 俊佑 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１

15 GEC 統計リテラシーβ 02 堀井 俊佑 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

16 GEC 統計リテラシーβ 03 堀井 俊佑 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

17 GEC 統計リテラシーβ 04 堀井 俊佑 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１

18 GEC 統計リテラシーβ（商学部） 01 小林 学 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

19 GEC 統計リテラシーβ（商学部） 02 小林 学 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

20 GEC 統計リテラシーβ（商学部） 03 小林 学 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

21 GEC 統計リテラシーβ（商学部） 04 小林 学 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１ 商学部生専用クラス

★発展科目２ 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 計量経済学 01 近藤 康之 ２年以上 春学期
土２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ４
ハイブリッド科目（教場４回、オンデマ
ンド26回）

２ 政経 公共経済学 01 安達 剛 ３年以上 春クォーター
月１時限
木１時限

早稲田 ２

３ 政経 産業組織論 01 遠山 祐太 ２年以上 夏クォーター
火２時限
金２時限

早稲田 ２

４ 政経 ゲーム理論 01 船木 由喜彦 ２年以上 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 ４

５ 政経 環境経済学 01 有村 俊秀 ３年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

６ 政経 医療経済学 01 2021年度休講
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人権と法
Human rights and Law

法学学術院提供副専攻

設置概要

法学部は、法律の専門知識を体系的に学び、法的思考力を養成することを主たる目的としています。法と
は何か。この問い自体が大変難しいのですが、とりあえず、人間社会の営みを律する規範の一つとしておき
ましょう。もう少し具体的に、人と人との間の権利義務関係を調整するルールといってもよいです。そし
て、副専攻「人権と法」は、法の中でも、特に人権を保障する法の仕組みに焦点を当てるものです。
さて、皆さんは「人権」という言葉にどのようなイメージを持っているでしょうか。巷には、人権擁護、人

権侵害、といった表現があふれています。そもそも「人権」とは一体何でしょうか。「権利」と同じもので
しょうか。あるいは、皆さんは日常生活を送る中で、自分には人権が保障されていると強く意識することが
あるでしょうか。あるとすれば、それはどのような場合でしょうか。また仮にないとすれば、それはなぜで
しょうか。
この副専攻では、憲法を中心に、幅広い分野での「人権の現在」を学んでいくことになります。まずは基礎
科目において、憲法による人権保障のあり方や、人権の歴史を概観することで、「法の支配」という考え方を
身につけてもらいます。引き続き、発展科目①では、外国の状況とも比較しながら、さらに理解を深め、この
段階で、皆さんは人権保障についての大きな見取り図を得ることになるでしょう。発展科目②は、以上を前
提に、個別具体的な場面で、現代にあっては、いかなる人権問題が存在し、法はどのように対処しているのか
を、つぶさに見ていくことになります。例えば、教育格差や、移民・難民の問題、性差別やLGBTをめぐる状
況、過労死やブラックバイト、年金・生活保護といったテーマは、皆さんにも馴染みのあるものではないで
しょうか。
法と権利は表裏一体のものだと喝破したのはイェーリングという法学者でした（彼の『権利のための闘争』
は必読書です）。また「権利の上に眠るものは保護に値せず」という有名な法格言もあります。つまり、人権
保障の仕組みは、長きにわたる闘いの成果に他ならず、しかも、闘いは果てることなく続くものなのです。
皆さん一人ひとりが人権享有主体なのですから、他の誰でもない、まさに自分の問題として、「人権と法」を
考えてみませんか。

到達点（学習成果）

一般に、法律の学習は語学のそれに似ているといわれます。法律の用語や考え方は、単語や文法・構文に
あたるものであり、そうした基礎的な知識を習得することから始めて、一歩一歩、積み上げてゆかねばなり
ません。したがって、副専攻に設置されている法律科目をつまみ食い的に履修しても、真の意味で理解する
ことは難しいでしょうし、また得るものも少ないでしょう。副専攻とはいえ、体系的に履修することが求め
られるゆえんです。最初は雲をつかむようで全く手応えがないかもしれません。けれども、知識量や理解度
が一定レベルまで蓄積されると、突如として視界が開ける瞬間が訪れるはずです。このとき皆さんはリーガ
ルマインド（法を通じて社会現象を捉えられる目）を獲得したといってもよいでしょう。法学の履修を通じ
て、皆さんは、それまでとはモノの見え方が、がらりと違ってくるという経験ができるはずです。

カリキュラムマップ

基礎科目
6単位

憲法 Ⅰ 憲法 Ⅱ 西洋史 Ⅰ

総合講座『法批判への招待』
両方の単位修得が望ましい

発展１
6単位

憲法特論Ⅰ（総論・統治）

情報法

憲法特論Ⅱ（人権）

外国法総論（英米法Ⅱ）

発展２
4単位

教育法 Ⅰ

教育法 Ⅱ

ジェンダーと法 Ⅰ

ジェンダーと法 Ⅱ

雇用関係法 Ⅰ

雇用関係法 Ⅱ

社会保障法 Ⅰ

社会保障法 Ⅱ

I を履修してからⅡを履修することが望ましい

国際法特論 
（国際人権法 )
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：６単位、発展科目１：６単位、発展科目２：４単位）以上

注意事項

法学部生は「人権と法」副専攻を修了できません

本副専攻の修了を目指さない学生は、指定科目を履修しないこと

★基礎科目 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 総合講座「法批判への招待」 弓削 尚子 他 １年以上 秋学期 木６時限 早稲田 ２

２ 法学 西洋史Ⅰ B（弓削） 弓削 尚子 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

３ 法学 西洋史Ⅰ A（竹下） 竹下 和亮 １年以上 秋学期 木５時限 早稲田 ２
2020年度までに「西洋史ⅠA（水林）」
の単位を修得していた場合には修了単位
として認定されます。

４ 法学 憲法Ⅰ A 愛敬 浩二 １年以上 春学期 月５時限 早稲田 ２

５ 法学 憲法Ⅰ B 中島 徹 １年以上 春学期 木３時限 早稲田 ２

６ 法学 憲法Ⅰ C 水島 朝穂 １年以上 春学期 金５時限 早稲田 ２

７ 法学 憲法Ⅱ A 愛敬 浩二 １年以上 秋学期 月５時限 早稲田 ２

８ 法学 憲法Ⅱ B 中島 徹 １年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

９ 法学 憲法Ⅱ C 水島 朝穂 １年以上 秋学期 金５時限 早稲田 ２

★発展科目１ 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 外国法総論（英米法Ⅱ）A 中村 民雄 ２年以上 秋学期 水１時限 早稲田 ２

２ 法学 憲法特論Ⅰ（総論・統治） 中島 徹 ２年以上 春学期 月３時限 早稲田 ２

３ 法学 憲法特論Ⅱ（人権） 江原 勝行 ２年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

４ 法学 情報法 田島 泰彦 ２年以上 春学期 月３時限 早稲田 ２

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 ジェンダーと法Ⅰ 石田 京子 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

２ 法学 ジェンダーと法Ⅱ 谷田川 知恵 ３年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２

３ 法学 雇用関係法Ⅰ 島田 陽一 ３年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２

４ 法学 雇用関係法Ⅱ 島田 陽一 ３年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

５ 法学 社会保障法Ⅰ 菊池 馨実 ３年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

６ 法学 社会保障法Ⅱ 菊池 馨実 ３年以上 秋学期 木４時限 早稲田 ２

７ 法学 国際法特論（国際人権法） 2021年度休講

８ 法学 教育法Ⅰ 廣澤 明 ２年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

９ 法学 教育法Ⅱ 廣澤 明 ２年以上 秋学期 水２時限 早稲田 ２

履修を希望する学生へのメッセージ

他学部の皆さんの中には、法律という専門科目は、自分の専攻分野とは全く関係のないものだと考えてい

る方もおられるかもしれません。しかしながら、一見すると、いかにかけ離れているようにみえても、是非、

皆さん自身の専攻分野の知識を活かしつつ、共通点・類似点・相違点は何であろうかと、想像力を働かせなが

ら学ぶことをお勧めします。なぜならば、法律は人間が人間のために定めた法（これを実定法と言います）

であり、皆さんの専攻分野も、つまるところ何らかの形で人間の営みに関するもののはずだからです。理系

分野は違うのではないかという声が聞こえてきそうですが、法律学が優れて論理的な学問だということは耳

にしたことがあるはずです。けっして無縁ではありません。皆さん自身の主専攻分野と有機的に関連させる

ことで相乗効果が生まれるのではないか、ということを、我々は密かに期待しています。
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会計学
Accounting

商学学術院提供副専攻

設置概要

会計は、しばしば「ビジネスの言語」といわれる。これは、会計が企業と外部世界、すなわち利害関係者（株主、債権

者、徴税当局など）とを繋げる必須の情報であり、また企業経営の場面においても経済活動の実態を理解するうえで欠か

せない知識を提供するからに他ならない。いうまでもなく、本学の学生の多くは卒業後企業に就職する。このことを考

えれば、自らの専門分野とは別に、会計に関する基本的なものの見方・考え方を身につけ、複眼的な視点を養うことが社

会的にも要請されるであろうし、商学部はこれを支援できる環境を提供することができる学部であるといえる。事実、商

学部はこれまでも、政治経済学部および法学部との合併科目として「基礎会計学」を設置してきたが、両学部においては

公認会計士試験を意識した優秀な学生が多数存在する。今後、学術的副専攻という形でさらに体制を拡大・発展させるこ

とにより、そうした学生のニーズに幅広く応えられる環境を整備することができる。さらに、商学部にあっては会計研究

科との連携も可能であることから、発展科目２により実践的な内容を有する科目も加えている。

到達点（学習成果）

副専攻「会計学」の修了要件を充たした学生は、社会における会計の役割とその貢献に関する体系的な理解が得られる

とともに、簿記に限らずこれを活用するための基本的および実践的な技術に関しても相応の学習効果が見込まれる。具

体的には、その想定される学習効果は、商学部内の会計トラックに所属する学生と比べても決して見劣りしないレベルと

なることを想定している。正直なところ、公認会計士試験を受験するために必要とされる高度な知識の習得を期待でき

るレベルには及ばないものの、当該試験の受験に対する動機付けおよび今後の進路決定には大いに役立つものとなるに

ちがいない。この点に関しては、中小企業診断士や税理士試験に関しても同様である。

カリキュラムマップ

ビジネス入門

基礎会計学

簿記 Ⅰ 財務会計論 管理会計論 原価計算論 会計監査
入門

グローバル
会計入門

会計・監査
の最新実務

（発展科目1）
4科目

（発展科目2）
3科目

（基礎科目）
2科目

・基礎科目として「ビジネス入門　１」と「基礎会計学　１０」を置き、副専攻の必修科目とする。
・「ビジネス入門　１」を履修しA評価以上を修得した者は、全学副専攻の対象科目として「基礎会計学　１０」の履修
申請を可能とする。
・「ビジネス入門　１」を履修しA評価以上を修得し、かつ「基礎会計学　１０」を履修しA評価以上を修得した者は、
全学副専攻の対象科目として「発展科目　１」および「発展科目　２」の履修申請を可能とする。

履修を希望する学生へのメッセージ

会計について深く知ることは、経済社会の動きをリアルタイムで把握し、的確な行動を選択することにつながる。会計

は俗に「ビジネスの言語」と称されるが、同時に世界共通のグローバルな言語でもあることを知ってもらいたい。すなわ

ち、世界経済を動かす人々は異なる言語を用いていても、彼らの行動やビジネスの在り方を律するルールは共通してい

る。会計はまさにそうしたルールを代表する存在といえるであろう。社会の中には会計という仕組みがあり、これを通

じて生み出された情報によって世界は動いているのである。外国語を学ぶことだけが世界につながる道では決してない。

世界経済を動かしてる共通な枠組みを学習し、これを理解することによってこそ、世界で活躍できるグローバルな人材が

育つと考える。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：６単位 発展科目１：８単位 発展科目２：２単位）以上

注意事項

商学部生は「会計学」副専攻を修了できません

★基礎科目 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 商学 基礎会計学 10 河 榮徳 １年以上 秋学期
火１時限
金１時限

早稲田 ４ 履修必須 ※１履修条件あり

２ 商学 ビジネス入門 １ 山野井 順一 他 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２ 履修必須

★発展科目１ 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 商学 簿記Ⅰ １ 奥村 雅史 １年以上 春学期
月２時限
木２時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

２ 商学 簿記Ⅰ ２ 奥西 康宏 １年以上 秋学期
月４時限
木４時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

３ 商学 簿記Ⅰ ３ 齋藤 正章 １年以上 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

４ 商学 簿記Ⅰ ４ 奥西 康宏 １年以上 春学期
火１時限
金１時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

５ 商学 財務会計論 １ 山内 暁 ２年以上 春学期
火３時限
金３時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

６ 商学 財務会計論 ２
2021年度休講
※２ 履修条件あり

７ 商学 財務会計論 ３ 八重倉 孝 ２年以上 秋学期
火１時限
金１時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

８ 商学 管理会計論 １ 伊藤 嘉博 ２年以上 春学期
火３時限
金３時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

９ 商学 管理会計論 ２ 河 榮徳 ２年以上 秋学期
火２時限
金２時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

10 商学 管理会計論 ３ 伊藤 嘉博 ２年以上 秋学期
火３時限
金３時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

11 商学 原価計算論 １ 長谷川 惠一 ２年以上 春学期
火２時限
金２時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

12 商学 原価計算論 ２
2021年度休講
※２ 履修条件あり

13 商学 原価計算論 ３ 長谷川 惠一 ２年以上 秋学期
月２時限
木２時限

早稲田 ４ ※２ 履修条件あり

★発展科目２ 修了必要単位：２単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 商学 グローバル会計入門 １ 秋葉 賢一 他 ３年以上 秋学期 金５時限 早稲田 ２ ※２ 履修条件あり

２ 商学 会計・監査の最新実務 １ 秋葉 賢一 他 ３年以上 春学期 水５時限 早稲田 ２ ※２ 履修条件あり

３ GEC 会計監査入門 金子 裕子 ３年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２ ※３ 履修条件あり

「会計学」副専攻の修了要件とするための科目登録における注意事項

「会計学」副専攻の修了要件として科目を履修する場合には、以下の条件および方法で科目登録を行う必要があるので、注意してください。
（通常のWeb登録のみでは認定されない場合があります。）

※１ 履修条件あり
「基礎会計学 10」の履修には特別な条件がありますので、科目登録の際には十分注意してください。
【条件】 「ビジネス入門 １」でA評価以上を修得していること。
【科目登録方法】 各所属学部の一次登録期間中に、Web科目登録を行い、かつ上記の履修条件を満たしたことが確認できる成績証明書を商学部

事務所に提出してください。

※２ 履修条件あり
以下の科目の履修には特別な条件がありますので、科目登録の際には十分注意してください。
【対象科目】 「発展科目１」のすべての科目、「発展科目２」の「グローバル会計入門 １」「会計・監査の最新実務 １」
【条件】 「基礎会計学 10」でA評価以上を修得していること。
【科目登録方法】 各所属学部の一次登録期間中に、Web科目登録を行い、かつ上記の履修条件を満たしたことが確認できる成績証明書を商学部

事務所に提出してください。

※３ 認定条件あり
「会計監査入門」を本副専攻指定科目として認定するには、以下の条件がありますので、注意してください。
【条件】 「基礎会計学 10」でA評価以上を修得していること。

当科目は履修登録上の条件はありませんが、「基礎会計学 10」がB評価以下の場合、本副専攻の指定科目として認定されま
せん。

【注意】
一度単位を修得した科目は、再度履修することができません。
したがって、「ビジネス入門 １」あるいは「基礎会計学 10」をBまたはC評価で単位修得した場合、本副専攻を修了することができなくなり
ますので、十分に注意してください。
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アジアの歴史と伝統文化
History and Traditional Cultures of Asia

文学学術院提供副専攻

設置概要

「アジアの歴史と伝統文化」副専攻では、中国を中心として、朝鮮半島、さらには周辺地域も含めた「東ア

ジア地域」の歴史と文化を専門的に学習します。近年、東アジアと日本とのかかわりは、ますますその重要

性を高めています。本副専攻は、史料にもとづいて歴史的に物事を見る目を養い、日本と東アジア世界との

間に現実に起こっていることを正しく把握し、考える力を持った学生を育てることを目指しています。

歴史研究は、まず史料の解読、批判からはじめなければなりません。本副専攻が対象とする領域の関係史

料は、漢文、朝鮮文、モンゴル文、満洲文、チベット文、サンスクリット文、トルコ文、ペルシア文、アラビ

ア文等、極めて多岐にわたっていますが、本副専攻はとくに東アジアのほとんど全域に関し、もっとも豊富

に史料を残している漢文テキストを主として、史料批判を訓練します。史料批判の訓練は、同時に、歴史的

思考法の修練である。そのようにして体得した技術により、各自の個別研究を深め、それによって新しい世

界をひらいて行くことを、本副専攻の教育方針としています。

史料解読と東アジア地域の多様な歴史経験を理解する視野を培うなかで、本副専攻では、アジア諸民族の

歴史と文化の学習・研究によって、それぞれの民族がもつ固有な価値体系を究明し、多元的な価値認識を基

礎とした統一ある世界史像を構成することを志向しています。明日の社会に生き、明日の社会を担って行く

べき者は、そのような、より高次元な世界史像をもつものでなければならないからです。

到達点（学習成果）

中国や朝鮮半島を中心とする東アジアと日本とのかかわりは、ますますその重要性を高めています。本副

専攻は、史料にもとづいて歴史的に物事を見る眼を養い、日本と東アジア世界との間に現実に起こっている

ことを正しく把握し、考える力を持った学生を育てることを目指しています。中国・朝鮮の歴史研究におい

ては、これまでに伝わる文献史料のほかに新たに出土した木簡・竹簡・石碑などの文字資料を組み合わせ、考

古学的な視点をも導入した新領域の開拓に力を注いでいます。一例として、「フィールド歴史学」がそれにあ

たります。

後期伝統中国史（前近代史）においては、東アジア全体を視野に入れ、社会史・文化史など多様な観点を取

り入れて新しい歴史像を追究します。辛亥革命後の中国やアジア地域の近現代史をも考察の対象としていま

す。他方、朝鮮史では、中国大陸や日本列島との関連を重視した東アジア史における展開とその位置づけに

注目します。

カリキュラムマップ

基礎科目

基礎的な歴史・思想・宗教を学ぶ

発展科目1
具体的な研究テーマに沿った問題と史料読解を学ぶ。

発展科目2
より難解な史料批判・読解と、自らの研究テーマの追求を行う。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：８単位、発展科目１：４単位、発展科目２：４単位）以上

注意事項

2017年度以降文化構想学部・文学部入学生は、文化構想学部・文学部副専攻（「アジアの歴史と伝統文化」）を履修してください。
2016年度以前文化構想学部・文学部入学生（2017年度入学の転部入学者、2017年度・2018年度入学の学士入学者を含む）は、本副専攻（GEC設置）
を履修してください。

再入学者は、2016年度以前要項適用の場合は本副専攻（GEC設置）を履修し、2017年度以降要項適用の場合は文化構想学部・文学部副専攻を履修して
ください。要項適用年度について不明な場合は、文学学術院事務所までお問い合わせください。

★基礎科目 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 地域文化研究（東アジア） 01 平林 宣和 他 ２年以上 春学期 木３時限 早稲田 ２

２ 社学 漢字文化圏論 １ 笹原 宏之 １年以上 春学期 火５時限 早稲田 ２

３ 社学 漢字文化圏論 ２ 笹原 宏之 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

４ 文構 アジアの地域・都市の歴史 清水 美里 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

６ 文 仏教概論 山部 能宜 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２

７ 文 儒教概論 渡邉 義浩 ２年以上 春学期 月３時限 戸山 ２

８ 文 道教概論 森 由利亜 ２年以上 秋学期 土２時限 戸山 ２

９ 文 アジア史概論１ 飯山 知保 他 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

10 文 アジア史概論２ 柳澤 明 他 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２ 自学部優先科目

11 文 アジア史学発達史１ 佐川 英治 １年以上 春学期 水１時限 戸山 ２

12 文 アジア考古学交流 城倉 正祥 ２年以上 春学期 火１時限 戸山 ２

★発展科目１ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文構 アジア地域社会論 荒井 幸康 ２年以上 春学期 月３時限 戸山 ２ 自学部優先科目

２ 文 フィールド歴史学（東アジア） 飯山 知保 他 ２年以上 秋学期 金３時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ 文 朝鮮近現代史 三ツ井 崇 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

４ 文 東南アジア史 柿崎 一郎 ２年以上 春学期 木１時限 戸山 ２ 自学部優先科目

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文 アジア史特殊講義１（中国古代史） 柿沼 陽平 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２ 自学部優先科目

２ 文 アジア史特殊講義２（朝鮮前近代史） 李 成市 ２年以上 春学期 火２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ 文 アジア史特殊講義３（中国前近代史） 飯山 知保 ２年以上 春学期 月２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

４ 文 アジア史特殊講義４（東アジア近現代史） 柳澤 明 ２年以上 秋学期 木４時限 戸山 ２ 自学部優先科目

履修を希望する学生へのメッセージ

東アジア地域に横たわるさまざまな問題について、それがなぜ起こったのかという問題意識を持ってアジ

アの歴史と伝統文化を学んでください。歴史学は、過去と現在をつなぐ非常に面白い学問です。単に過去の

失われたものをいつくしむのが歴史学ではありません。また、過去の止まった一点だけをじっと見る学問で

もありません。われわれが目指すのは、過去が現在にどう結びつくのか、その接点を見出し、それを現代の

問題を理解し、解決するための糧とする学問です。たとえば、前近代の史料に記されていることが、実は

脈々と現在にまで受け継がれている、それを知ることで、現今の問題を立体的に捉えることができるのです。

日本と中国や朝鮮半島との間で現在起こっている問題についても、単純に、感情的に見ているだけでは偏

狭なナショナリズムしか生み出しません。また、中国・台湾や韓国といった、東アジア地域の諸国家の現状

を理解し、自らの考えをもってそれらの将来的な動向を捉えてゆくためには、歴史的な分析能力が不可欠で

す。歴史学を通して、物事を複合的な視点から解釈する方法を学びましょう。

また、本副専攻の母体であるアジア史コースでは、これまで新しいアジア学の創生や資料のデジタル化など

のプロジェクトを通じ、新たな歴史学の構築に向けて積極的に取り組んできました。本副専攻のカリキュラ

ムには、上記のような基本方針を踏まえつつ、そうした学術成果が最大限に盛り込まれています。さらに長

い伝統を有する東洋史学の蓄積を反映させ、東アジアの歴史を風土や地理とのかかわりから構造的・立体的

に捉えることができる構成となっています。
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東洋の思想と宗教
Thought and Religion of Asia

文学学術院提供副専攻

設置概要

「東洋の思想と宗教」副専攻では、インド・中国・日本という三国を中心とした思想と宗教を広く体系的に

学習します。近年、東洋の思想と宗教は、ヨーロッパやイスラム世界のそれと対峙するものとして、その重

要性を高めています。本副専攻は、地域をまたぐ広い視野を持って物事を見る目を養い、インド・中国・日本

の思想と宗教を正しく理解し、考える力を持った学生を育てることを目指しています。

思想と宗教の研究は、資料の解読が必須となります。本副専攻が対象とする領域の関係資料は、漢文、サ

ンスクリット語が中心となります。本副専攻は、東洋の多くの地域に関し、もっとも豊富に資料を残してい

る漢文テキストを主として、資料講読を訓練します。もちろん、インドを深く勉強したい場合には、サンス

クリット語の習得が必要となります。資料を講読していく訓練は、思想と宗教を理解していくための修練と

なります。その結果、体得した読解力によって、各自の個別研究を深め、それによって新しい世界をひらい

て行くことを、本副専攻の教育方針としています。

到達点（学習成果）

本副専攻は、インド・中国・日本における思想と宗教について、広い知識と深い洞察力を涵養することを目

標とします。それをさらなる高みに導くためには、資料の読解力が必要となりますが、その基本を身につけ

ることも目標としています。

カリキュラムマップ

基礎科目
基礎的な思想と宗教、漢文・サンスクリット語の基礎を学ぶ。

発展科目1
さまざまな境域の思想と宗教を幅広く学ぶ。

発展科目2
より難解な思想と宗教を学び、自らの研究テーマの追求を行う。

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 134 ―



指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：６単位、発展科目１：６単位、発展科目２：４単位）以上

注意事項

2017年度以降文化構想学部・文学部入学生は、文化構想学部・文学部副専攻（「東洋哲学」）を履修してください。
2016年度以前文化構想学部・文学部入学生（2017年度入学の転部入学者、2017年度・2018年度入学の学士入学者を含む）は、本副専攻（GEC設置）
を履修してください。

再入学者は、2016年度以前要項適用の場合は本副専攻（GEC設置）を履修し、2017年度以降要項適用の場合は文化構想学部・文学部副専攻副専攻を履
修してください。要項適用年度について不明な場合は、文学学術院事務所までお問い合わせください。

★基礎科目 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文構 チベット文化論 佐藤 晃 １年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

２ 文構 神道概論 平澤 卓也 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

３ 文 サンスクリットの世界１ 齋藤 直樹 他 １年以上 春学期 水５時限 戸山 ２

４ 文 サンスクリットの世界２ 林 慶仁 他 １年以上 秋学期 水４時限 戸山 ２

５ 文 漢文講読１ 森 由利亜 １年以上 春学期 月５時限 戸山 ２

６ 文 漢文講読２ 大久保 良峻 １年以上 秋学期 金５時限 戸山 ２

★発展科目１ 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文 インド思想史 山部 能宜 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２

２ 文 中国思想の世界 仙石 知子 ２年以上 秋学期 金４時限 戸山 ２

３ 文 仏教漢文の世界 大久保 良峻 ２年以上 春学期 金５時限 戸山 ２

４ 文 仏教概論 山部 能宜 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２

５ 文 儒教概論 渡邉 義浩 ２年以上 春学期 月３時限 戸山 ２

６ 文 道教概論 森 由利亜 ２年以上 秋学期 土２時限 戸山 ２

７ 文 日本思想概論 吉原 浩人 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

８ 文 日本中世思想 久保田 正宏 ２年以上 春学期 火１時限 戸山 ２

９ 文 日本近世思想 垣内 景子 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文 インド哲学特論 齋藤 直樹 ２年以上 春学期 金３時限 戸山 ２ 自学部優先科目

２ 文 中国哲学特論
原 信 太 郎 ア レ
シャンドレ

２年以上 春学期 水４時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ 文 日本思想特論 大久保 良峻 他 ２年以上 春学期 火５時限 戸山 ２ 自学部優先科目

４ 文 東洋思想特論 櫻井 唯 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２ 自学部優先科目

履修を希望する学生へのメッセージ

インド・中国・日本における思想と宗教について、幅広く学んでいきます。扱う範囲は、インド思想・仏

教・儒教・道教・神道などさまざまな領域にわたります。漢文やサンスクリットの基礎を学ぶこともできま

す。東洋思想は今や世界の思想でもあり、海外の人々も多く勉学にいそしんでいます。また、日本を理解す

るためにも、東洋の思想と宗教を知ることは不可欠です。国際人として東洋の思想と宗教を履修してみませ

んか。
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ソフトウェア学
Software Study

理工学術院・グローバルエデュケーションセンター共同提供副専攻

設置概要

ソフトウェア学は、様々なプログラミング言語を用いて「目的に応じたプログラムを構築できる能力」と
「応用力」を身につけることを目的とした学術的副専攻である。本副専攻では、論理的思考力はもとより、ソ
フトウェア構築において必要となる、要件定義、設計、コーディング、テスト、運用といったソフトウェアの
ライフサイクルを総合的に学ぶ。本副専攻の特徴は、グローバルエデュケーションセンターが提供する初
級・中級の基盤科目に加え、学術院が提供する応用科目もセットで履修できる点にある。本特徴により、履
修者はグローバルエデュケーションセンターの科目でソフトウェア学の基礎を、学術院提供科目にてその応
用を学ぶことが可能となり、単なるプログラミングの知識やスキルの修得に留まらず、総合的にソフトウェ
ア学を学ぶことができる。

到達点（学習成果）

本副専攻（ソフトウェア学）では修了要件を満たした学生の到達点として、国家試験である「基本情報技術
者試験」午後の試験に合格可能なレベルと同等な能力を持つことを想定している。そのため、本副専攻の履
修者には是非、上記国家試験にチャレンジしていただきたい。将来システムエンジニアを目指す諸君は本レ
ベルに達することが必須と考える。また社会における昨今のプログラミングスキルの重要性を勘案すると、
本副専攻の内容はシステムエンジニアを目指さない諸君にとっても大いに役立つものと確信している。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

プログラミングスキルは、人文社会系、理工系を問わず、社会のあらゆる場面で必要とされる基礎能力の
一つとなっている。身近な例では、各種業務におけるオフィスワークでのちょっとしたプログラムから、
Webページ構築、RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）、AI（人工知能）等、様々な場面で
プログラミングが必要とされている。今やプログラムを内包しないWebページは皆無と言ってもよく、ま
た、様々な業務プロセスを自動化するRPAは、破壊的技術として注目されている。このRPAのブレインで
あるAIを使う上でもプログラミングは必要不可欠となっている。本副専攻は、グローバルエデュケーション
センターが提供する初級・中級の科目（基盤科目、発展科目１）と学術院が提供する応用科目（発展科目２）
から構成されている。まず、グローバルエデュケーションセンター提供の科目で学んだ後、自身が応用を目
指す分野の科目を学術院提供科目の中から履修し、単にプログラミングに留まらないソフトウェア学（ソフ
トウェアのライフサイクル）を身につけてほしい。そして、この副専攻を通じてシステムエンジニアを目指
す諸君のみならず、多くの学生諸君にソフトウェア学を一般教養の一つとして身につけてほしい。
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指定科目一覧

修了必要単位

24単位（基礎科目：12単位、発展科目１：８単位、発展科目２：４単位）以上

★基礎科目 修了必要単位：12単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 情報科学の基礎 01 中山 祐貴 １年以上 春クォーター 水３−４ 早稲田 ２

２ GEC 情報科学の基礎 02 高橋 優 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２

３ GEC 情報科学の基礎 03 高橋 優 １年以上 夏クォーター 木３−４ 早稲田 ２

４ GEC 情報科学の基礎 04 久野 禎子 １年以上 秋クォーター 水１−２ 早稲田 ２

５ GEC 情報科学の基礎 05 高橋 優 １年以上 秋クォーター 木３−４ 早稲田 ２

６ GEC 情報科学の基礎 06 高橋 優 １年以上 冬クォーター 木３−４ 早稲田 ２

７ GEC 情報科学の基礎 07 久野 禎子 １年以上 夏クォーター 金３−４ 早稲田 ２

８ GEC 情報科学の基礎 08 中山 祐貴 １年以上 冬クォーター 水３−４ 早稲田 ２

９ GEC 情報科学の基礎 09 岡田 昭夫 １年以上 春クォーター 火３−４ 早稲田 ２

10 GEC 情報科学の基礎 10 岡田 昭夫 １年以上 夏クォーター 火３−４ 早稲田 ２

11 GEC 情報科学の基礎 11 岡田 昭夫 １年以上 秋クォーター 火３−４ 早稲田 ２

12 GEC 情報科学の基礎 12 佐々木 康成 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

２

13 GEC 情報科学の基礎 13 佐々木 康成 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

２

14 GEC 情報科学の基礎 14 山田 豊明 １年以上 夏クォーター 金３−４ 早稲田 ２

15 GEC 情報科学の基礎 15 山田 豊明 １年以上 秋クォーター 金３−４ 早稲田 ２

16 GEC プログラミング入門 01 中山 祐貴 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

17 GEC プログラミング入門 02 中村 優一 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１

18 GEC プログラミング入門 03 2021年度休講

19 GEC プログラミング入門 04 橘 孝博 １年以上 夏クォーター
火５時限
フルオン
デマンド

早稲田 １

20 GEC プログラミング入門 05 細谷 剛 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１

21 GEC プログラミング入門 06 細谷 剛 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

22 GEC プログラミング初級（C/C++） 01 石田 崇 １年以上 冬クォーター 金３−４ 早稲田 ２

23 GEC プログラミング初級（C/C++） 02 2021年度休講

24 GEC プログラミング初級（C/C++） 03 齋藤 恵 １年以上 夏クォーター 火４−５ 早稲田 ２

25 GEC プログラミング初級（C/C++） 04 小棹 理子 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

26 GEC プログラミング初級（C/C++） 05 小棹 理子 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

27 GEC プログラミング初級（C/C++） 06 小田井 圭 １年以上 秋クォーター 金１−２ 早稲田 ２

28 GEC プログラミング初級（C/C++） 07 石田 崇 １年以上 秋クォーター 金３−４ 早稲田 ２

29 GEC プログラミング初級（Java） 01 久野 禎子 １年以上 春クォーター 金３−４ 早稲田 ２

30 GEC プログラミング初級（Java） 02 白銀 純子 １年以上 春クォーター 月３−４ 早稲田 ２

31 GEC プログラミング初級（Java） 03 白銀 純子 １年以上 夏クォーター 月３−４ 早稲田 ２

32 GEC プログラミング初級（Java） 04 白銀 純子 １年以上 秋クォーター 月３−４ 早稲田 ２

33 GEC プログラミング初級（Java） 05 白銀 純子 １年以上 冬クォーター 月３−４ 早稲田 ２

34 GEC プログラミング初級（Java） 06 中山 祐貴 １年以上 冬クォーター 火３−４ 早稲田 ２

35 GEC プログラミング初級（Java） 07 中山 祐貴 １年以上 夏クォーター 火３−４ 早稲田 ２

36 GEC プログラミング初級（Java） 08 中山 祐貴 １年以上 秋クォーター 火３−４ 早稲田 ２

37 GEC UNIX入門 01 佐藤 健 １年以上 夏クォーター 金４−５ 早稲田 ２

38 GEC UNIX入門 02 佐藤 健 １年以上 秋クォーター 金４−５ 早稲田 ２

39 GEC ネットワーク技術初級 01 中村 優一 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２

40 GEC ネットワーク技術初級 02 多田 武丸 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

41 GEC ネットワーク技術初級 03 多田 武丸 １年以上
集中講義
（秋学期）

無その他 早稲田 ２

42 GEC 情報ネットワークセキュリティ 01 佐藤 健 １年以上 春クォーター 金４−５ 早稲田 ２

43 GEC 情報ネットワークセキュリティ 02 佐藤 健 １年以上 冬クォーター 金４−５ 早稲田 ２

44 GEC サーバサイドWebプログラミング初級 01 中山 祐貴 １年以上 春クォーター 火３−４ 早稲田 ２

45 GEC サーバサイドWebプログラミング初級 02 藤田 真一 １年以上 秋クォーター 水３−４ 早稲田 ２

46 GEC サーバサイドWebプログラミング初級 03 細谷 剛 １年以上 夏クォーター 月３−４ 早稲田 ２

47 GEC サーバサイドWebプログラミング初級 04 細谷 剛 １年以上 冬クォーター 月３−４ 早稲田 ２

48 GEC クライアントサイドWebプログラミング初級 04 齋藤 恵 １年以上 秋クォーター 火４−５ 早稲田 ２

49 GEC クライアントサイドWebプログラミング初級 05 齋藤 恵 １年以上 冬クォーター 火４−５ 早稲田 ２

50 GEC CGエンジニア入門 01 白石 路雄 １年以上 夏クォーター 火３−４ 早稲田 ２

51 GEC マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）α 01 細谷 剛 １年以上 春クォーター 木３時限 早稲田 １

52 GEC マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）α 02 平野 砂峰旅 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 １

53 GEC マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）β 01 細谷 剛 １年以上 夏クォーター 木３時限 早稲田 １

54 GEC マルチメディア初級（画像処理とアニメーション）β 02 平野 砂峰旅 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 １

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 137 ―



№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

55 GEC Webデザイン実践 01 三橋 大輔 １年以上 春クォーター 水３−４ 早稲田 ２

56 GEC Webデザイン実践 02 三橋 大輔 １年以上 夏クォーター 水３−４ 早稲田 ２

57 GEC Webデザイン実践 03 久保田 徹 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

58 GEC Webデザイン実践 04 三橋 大輔 １年以上 秋クォーター 水３−４ 早稲田 ２

59 GEC Webデザイン実践 05 三橋 大輔 １年以上 冬クォーター 水３−４ 早稲田 ２

60 GEC Webデザイン実践 06 齋藤 恵 １年以上 春クォーター 火４−５ 早稲田 ２

61 GEC データベース（SQL入門） 01 中村 優一 １年以上 秋クォーター 木３−４ 早稲田 ２

62 GEC プログラミング初級（Python） 01 石田 崇 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２

63 GEC プログラミング初級（Python） 02 石田 崇 １年以上 夏クォーター 木３−４ 早稲田 ２

64 GEC プログラミング初級（Python） 03 鈴木 敬彦 １年以上 夏クォーター 火２−３ 早稲田 ２

65 GEC プログラミング初級（Python） 04 小林 明大 他 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

66 GEC プログラミング初級（Python） 05 鈴木 敬彦 １年以上 冬クォーター 火２−３ 早稲田 ２

67 GEC プログラミング初級（Python） 06 齋藤 恵 １年以上 冬クォーター 火２−３ 早稲田 ２

★発展科目１ 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC ネットワーク技術準中級 01 中村 優一 １年以上 夏クォーター 木３−４ 早稲田 ２

２ GEC ネットワーク技術準中級 02 多田 武丸 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

３ GEC 情報セキュリティ技術 01 中村 優一 １年以上 冬クォーター 木３−４ 早稲田 ２

４ GEC 情報セキュリティ技術 02 鈴木 朋夫 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

２

５ GEC サーバマネジメントα 01 中村 優一 １年以上 春クォーター 木２時限 早稲田 １

６ GEC サーバマネジメントα 02 中村 優一 １年以上 秋クォーター 木２時限 早稲田 １

７ GEC サーバマネジメントβ 01 中村 優一 １年以上 夏クォーター 木２時限 早稲田 １

８ GEC サーバマネジメントβ 02 中村 優一 １年以上 冬クォーター 木２時限 早稲田 １

９ GEC プログラミング中級（C/C++） 01 2021年度休講

10 GEC プログラミング中級（C/C++） 02 小田井 圭 １年以上 冬クォーター 金１−２ 早稲田 ２

11 GEC プログラミング中級（Java） 01 伊知地 宏 １年以上 夏クォーター 火２−３ 早稲田 ２

12 GEC プログラミング中級（Java） 02 久野 禎子 １年以上 秋クォーター 金３−４ 早稲田 ２

13 GEC プログラミング中級（Java） 03 久野 禎子 １年以上 冬クォーター 金３−４ 早稲田 ２

14 GEC プログラミング中級（Java） 04 伊知地 宏 １年以上 冬クォーター 火２−３ 早稲田 ２

15 GEC プログラミング中級（Java） 05 伊知地 宏 １年以上 冬クォーター 火２−３ 早稲田 ２

16 GEC サーバサイドWebプログラミング中級 01 藤田 真一 １年以上 冬クォーター 水３−４ 早稲田 ２

17 GEC クライアントサイドWebプログラミング中級 01 山名 早人 １年以上 春クォーター
火３時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

18 GEC データベース（管理と運用） 01 細谷 剛 １年以上 秋クォーター 月３−４ 早稲田 ２

19 GEC アルゴリズムとデータ構造α 01 伊知地 宏 １年以上 秋クォーター 火４時限 早稲田 １

20 GEC アルゴリズムとデータ構造β 01 伊知地 宏 １年以上 冬クォーター 火４時限 早稲田 １

21 GEC マルチメディア中級（画像処理とアニメーション）α 01 細谷 剛 １年以上 秋クォーター 木３時限 早稲田 １

22 GEC マルチメディア中級（画像処理とアニメーション）β 01 細谷 剛 １年以上 冬クォーター 木３時限 早稲田 １

23 GEC プログラミング中級（Python） 01 伊知地 宏 １年以上 春クォーター 火２−３ 早稲田 ２

24 GEC プログラミング中級（Python） 02 伊知地 宏 １年以上 秋クォーター 火２−３ 早稲田 ２

25 GEC プログラミング中級（Python） 03 小林 明大 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

26 GEC ソフトウェア開発技術α 01 井上 健 １年以上 春クォーター 月４−５ 早稲田 ２

27 GEC ソフトウェア開発技術β 01 井上 健 １年以上 秋クォーター 月４−５ 早稲田 ２

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 教育 情報数学３ 小柴 健史 ２年以上 春学期 月４時限 早稲田 ２

２ 教育 情報数学４ 小柴 健史 ２年以上 秋学期 月４時限 早稲田 ２

３ 教育 情報数学５ 高島 克幸 ２年以上 春学期 月３時限 早稲田 ２

４ 教育 情報数学６ 高島 克幸 ２年以上 秋学期 月３時限 早稲田 ２

５ 基幹 IT経営プロジェクト基礎 山戸 昭三 他 ３年以上
集中（春
・秋学期）

無その他 西早稲田 ２

６ 基幹 システム開発プロジェクト基礎 鷲崎 弘宜 ３年以上
集中（春
・秋学期）

無その他 西早稲田 ２

７ 基幹 生命情報処理と ICT 清水 佳奈 ３年以上 春学期 月２時限 西早稲田 ２

８ 基幹 データベース 酒井 哲也 ３年以上 秋学期 月２時限 西早稲田 ２

９ 基幹 データマイニング 山名 早人 ４年以上 春学期 木１時限 西早稲田 ２

10 基幹 情報検索 山名 早人 ４年以上 秋学期 木１時限 西早稲田 ２

11 基幹 人工知能A 菅原 俊治 ３年以上 春学期 火４時限 西早稲田 ２

12 基幹 メディアエルゴノミクス 河合 隆史 ３年以上 春学期 水４時限 西早稲田 ２

13 基幹 情報理論 及川 靖広 ２年以上 秋学期 金２時限 西早稲田 ２

14 基幹 動的知能表現システム基礎 尾形 哲也 他 ３年以上 春学期 月４時限 西早稲田 ２

15 基幹 サイバー攻撃対策技術の基礎 秋山 満昭 他 ３年以上 秋学期 金４時限 西早稲田 ２
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社会イノベーション
Social Innovation

社会科学総合学術院提供副専攻

設置概要

グローバル課題の解決に向けて社会を変革する「ソーシャルイノベーター」が備えるべき、具体的な問題

解決の提案力を学ぶ。

基礎として、学際的な理解を深める。重点課題として、①コミュニティ・社会開発、②平和構築・国際協

力、③経済・環境持続可能性、④社会組織・働き方、の４つのテーマを設定する。

発展１として、臨床的なフィールドワークと国際的な理論研究の往還による分析で理解を深め、問題解決

の糸口、社会的アクションの意義やそのきっかけのあり方を学ぶ。とくに地球規模のパースペクティブと現

代日本からのパースペクティブを重視する。

さらに発展２として、効果的で持続可能な問題解決（社会イノベーション）のための実践知・専門知を養

い、社会構想力を発揮するための基礎的な知識、スキル、プロフェッショナルとしての素養を習得する。

到達点（学習成果）

未知の問題や危機に対して、豊かな人間性とたくましい実践力を育み、豊かで多様な見方、感じ方、考え方

を広げ、確かな現実認識と思考により、事物の全体像の中で自らが立てた問題意識を位置づけ、意味、その価

値に気づき、社会創造に意識を向かわせることができる。

確かな学術的方法にもとづき社会の本質理解（法則・普遍性・一般性）を深めることができる。

さらに、思考と行動のフィードバック回路を確立し、矛盾（不合理や葛藤）を自らそして多様なステイクホ

ルダーやコミュニティと対話しながら社会的に乗り越えることができる。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

地球規模や地域社会の現実的な課題、未来の危機に対して、社会的な対話を広げながら、現実的な問題解

決策を提起できる真に国際社会の転換に貢献できる人材を育成する。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：６単位、発展科目１：４単位、発展科目２：６単位）以上

★基礎科目 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 バイオエシックス 横野 恵 １年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

２ 社学 歴史学（日中関係史）１ 劉 傑 １年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

３ 社学 エントロピー概論 2021年度休講

４ 社学 環境表現論Ⅰ 佐藤 洋一 １年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

５ 社学 平和学Ⅰ 堀 芳枝 １年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

★発展科目１ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 現代家族論 １ 小島 宏 １年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

２ 社学 現代家族論 ２ 小島 宏 １年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

３ 社学 地理情報システム論Ⅰ 大場 亨 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

４ 社学 地理情報システム論Ⅱ 大場 亨 １年以上 秋学期 土２時限 早稲田 ２

５ 社学 移行経済論Ⅰ 2021年度休講

６ 社学 移行経済論Ⅱ 2021年度休講

７ 社学 コミュニティデザイン 卯月 盛夫 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

８ 社学 参加のデザイン技術 A 卯月 盛夫 １年以上 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 ４

９ 社学 参加のデザイン技術 B 百武 ひろ子 １年以上 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 ４

10 社学 国際金融論 北村 能寛 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

11 社学 地域計画システム論Ⅰ 落合 基継 １年以上 春学期 月４時限 早稲田 ２

12 社学 地域計画システム論Ⅱ 落合 基継 １年以上 秋学期 月４時限 早稲田 ２

★発展科目２ 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 国際政治理論 奥迫 元 ３年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

２ 社学 太平洋地域海洋国家研究 奥迫 元 ３年以上 秋学期 金４時限 早稲田 ２

３ 社学 国際NGO協力論 山田 満 ３年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

４ 社学 国際開発制度論 利根川 佳子 ３年以上 春学期 火２時限 早稲田 ２

５ 社学 平和構築論 山田 満 ３年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

６ 社学 環境法 １〔公害規制法〕 黒川 哲志 ３年以上 夏クォーター
火１時限
金１時限

早稲田 ２

７ 社学 環境法 ２〔自然保護法〕 黒川 哲志 ３年以上 春クォーター
火１時限
金１時限

早稲田 ２

８ 社学 EU・ドイツの都市づくり 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

９ 社学 公共事業論 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

10 社学 環境表現論Ⅱ 2021年度休講

11 社学 ヴィジュアルイメージ研究 佐藤 洋一 ２年以上 秋学期
金４時限
金５時限

早稲田 ４

12 社学 紛争解決論実習 １ 2021年度休講

13 社学 紛争解決論実習 ２ 2021年度休講

14 社学 紛争解決論実習 ３ 堀 芳枝 他 ２年以上 春季集中 無その他 早稲田 ２

15 社学 居住環境論 早田 宰 ３年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２

16 社学 平和学Ⅱ 堀 芳枝 ２年以上 秋学期 月２時限 早稲田 ２
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日本語教育学
Study in Japanese Language Teaching

日本語教育研究科提供副専攻

設置概要

本学は1880年代より外国人留学生を受け入れ、現在、日本で最多の約5800名の留学生が学んでいます。そのうち

約2400名以上の留学生が本学日本語教育研究センターで日本語科目を履修しています。

また、大学院日本語教育研究科は、第二言語として日本語を学ぶ学習者が日本語でコミュニケーションできるようにな

るための日本語教育のあり方と方法を理論的に研究し、?理論@と?実践@が統合された教育が展開できる日本語教師な

ど日本語教育の専門家を養成しています。日本語教育研究科の修了生は、日本中、あるいは、世界各国の日本語教育機関

等で幅広く活躍しています。

本副専攻では、分野としての日本語教育学を体系的に学びます。日本語教育学は「日本語」「教育／学習」「社会」の３

本柱からなる分野です。日本語の教育や学習支援には、まず日本語に関する知識が不可欠です。しかし、それだけでは不

十分で、日本語の教育や学習に関する知識や技術も必要です。さらに、日本語教育の専門家としては、第二言語として日

本語を使って生きる人や彼らを受け入れる社会のあり方も視野に入れる必要があります。

＜基礎＞の科目群にある「日本語教育学入門」は、本副専攻の要となる科目で３本柱を広くカバーする科目で、その履

修によって日本語教育学に関する全体図を得ることができます。「日本語」「教育／学習」「社会」の各柱には、それぞれ

＜基礎＞＜発展１＞＜発展２＞の科目群があって、履修者は各自の専攻や興味・関心に応じて科目を選択しながら、日本

語教育学を体系的に学ぶことができます。

到達点（学習成果）

本副専攻は、「日本語」「教育／学習」「社会」の３本柱からなり、それぞれが次のような到達目標をもっています。「日

本語」は、個別言語の１つとして日本語を位置づけ、その体系、構造を理解し、日本語を客観的にとらえられるようにな

ることを到達目標としています。「教育／学習」は、第二言語／母語として日本語を教えたり学んだりする際に必要な知

識と技術を身につけることを到達目標としています。「社会」は、社会全体の中に日本語教育を位置づけ、その役割や意

義が考えられるようになることを到達目標としています。

履修者は、各自の専攻や興味・関心に応じて本副専攻の科目を選択して学習することができます。その到達点は多様

で、海外留学先の大学で日本語教育のティーチング・アシスタントをする、日本語教師となって国内外で教える、国内外

で日本語学習支援のボランティアをするなど、さまざまケースがあります。

カリキュラムマップ
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（基礎科目：８単位、発展科目１：４単位、発展科目２：４単位）以上

★基礎科目 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 日本語教育学入門 １ 01 舘岡 洋子 他 １年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

１

２ GEC 日本語教育学入門 １ 02 戸田 貴子 他 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

１

３ GEC 日本語教育学入門 ２ 01 舘岡 洋子 他 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

１

４ GEC 日本語教育学入門 ２ 02 戸田 貴子 他 １年以上 冬クォーター
フルオン
デマンド

１

５ GEC 日本語を知る １ 小宮 千鶴子 １年以上 春クォーター 金３時限 早稲田 １

６ GEC 日本語を知る ２ 小宮 千鶴子 １年以上 夏クォーター 金３時限 早稲田 １

７ GEC 日本語使用を考える １ 李 在鎬 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

早稲田 １

８ GEC 日本語使用を考える ２ 李 在鎬 １年以上 冬クォーター 木１時限 早稲田 １

９ GEC 日本語を教える １ 戸田 貴子 １年以上 春クォーター 木２時限 早稲田 １

10 GEC 日本語を教える ２ 戸田 貴子 １年以上 夏クォーター 木２時限 早稲田 １

11 GEC 日本語学習を考える １ 舘岡 洋子 １年以上 秋クォーター 水２時限 早稲田 １

12 GEC 日本語学習を考える ２ 舘岡 洋子 １年以上 冬クォーター 水２時限 早稲田 １

13 GEC 複言語社会を知る １ 川上 郁雄 １年以上 春クォーター 水４時限 早稲田 １

14 GEC 複言語社会を知る ２ 川上 郁雄 １年以上 夏クォーター 水４時限 早稲田 １

15 GEC 複言語社会を作る １ 宮崎 里司 １年以上 秋クォーター 水４時限 早稲田 １

16 GEC 複言語社会を作る ２ 宮崎 里司 １年以上 冬クォーター 水４時限 早稲田 １

★発展科目１ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 日本語を集める １ 久保田 美子 １年以上 秋クォーター 木２時限 早稲田 １

２ GEC 日本語を集める ２ 久保田 美子 １年以上 冬クォーター 木２時限 早稲田 １

３ GEC 日本語を見る １ 久保田 美子 １年以上 春クォーター 金２時限 早稲田 １

４ GEC 日本語を見る ２ 久保田 美子 １年以上 夏クォーター 金２時限 早稲田 １

５ GEC 日本語学習者を支援する １ 木下 直子 １年以上 春クォーター 火５時限 早稲田 １

６ GEC 日本語学習者を支援する ２ 木下 直子 １年以上 夏クォーター 火５時限 早稲田 １

７ GEC 日本語教師を養成する １ 濱川 祐紀代 １年以上 秋クォーター 木２時限 早稲田 １

８ GEC 日本語教師を養成する ２ 濱川 祐紀代 １年以上 冬クォーター 木２時限 早稲田 １

９ GEC 複言語社会を考える １ 寅丸 真澄 １年以上 春クォーター 月２時限 早稲田 １

10 GEC 複言語社会を考える ２ 寅丸 真澄 １年以上 夏クォーター 月２時限 早稲田 １

11 GEC 複言語社会を生きる １ 寅丸 真澄 １年以上 秋クォーター 月２時限 早稲田 １

12 GEC 複言語社会を生きる ２ 寅丸 真澄 １年以上 冬クォーター 月２時限 早稲田 １

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 言語学Ⅰ C（ストックウェル）
ストックウェル グ
レン

１年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

２ 法学 言語学Ⅰ A（首藤） 首藤 佐智子 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

３ 社学 参加のデザイン技術 A 卯月 盛夫 １年以上 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 ４

４ 人科 心理学概論 01 関根 和生 他 １年以上 春学期 月１時限 所沢 ２

５ 人科 心理学概論 02 野村 亮太 他 １年以上 秋学期 月１時限 所沢 ２

６ 人科 非言語行動論 関根 和生 １年以上 秋学期 火３時限 所沢 ２

７ 文構 言語学入門 森田 彰 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

８ 文構 グローバル社会と教育 山西 優二 ２年以上 秋学期 木２時限 戸山 ２

９ 文 比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） 山西 優二 ２年以上 春学期 木２時限 戸山 ２

10 文 現代の日本語 笹原 宏之 １年以上 秋学期 水４時限 戸山 ２

11 基幹 「ことば」の世界 片田 房 １年以上 春学期 木３時限 西早稲田 ２

12 GEC 敬語コミュニケーション論 １ 01 2021年度休講

13 GEC 敬語コミュニケーション論 １ 02 蒲谷 宏 １年以上 秋クォーター 金３時限 早稲田 １

14 GEC 敬語コミュニケーション論 ２ 01 2021年度休講

15 GEC 敬語コミュニケーション論 ２ 02 蒲谷 宏 １年以上 冬クォーター 金３時限 早稲田 １

履修を希望する学生へのメッセージ

本副専攻では、分野としての日本語教育学を体系的に学びます。日本語教育学は「日本語」「教育／学習」

「社会」の３本柱からなる分野です。日本語の教育や学習支援には、まず日本語に関する知識が不可欠です。

しかし、それだけでは不十分で、日本語の教育や学習に関する知識や技術も必要です。さらに、日本語教育

の専門家としては、第二言語として日本語を使って生きる人や彼らを受け入れる社会のあり方も視野に入れ
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る必要があります。

＜基礎＞には７科目あり、「日本語教育学入門」はその１つですが、他の６科目とは異なり、本副専攻の３

本柱の要となる科目なので、その履修を強く推奨します。本副専攻では、「日本語教育学入門」のみ春夏

クォーター、秋冬クォーターのどちらも開講されます。それ以外の科目のほとんどが、春夏クォーター、ま

たは、秋冬クォーターのいずれかのみの開講ですので、履修の時期にご注意ください。

本副専攻に設置されている科目の幅広い履修は、本副専攻の申請を特に考えていない方にも推奨します。

地域や職場で日本語を母語としない人と接することが珍しくない現在、日本語教育学を学び、日本語や日本

社会、日本文化を相対化して客観的に捉えられるようになることは、21世紀を生きるための教養だからで

す。
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映画・映像
Cinema and Audiovisual

設置概要

早稲田大学は、今村昌平、小栗康平をはじめとして映画・映像の制作者のみならず、映画史・映画美学の研究者や、日々
更新される映像技術の研究者を多く輩出してきました。それは、「専門」の枠にとどまらずに、学術的な研究・教育と、
実践的な知がたえず融合されるカリキュラムを学生たちが自主的に選択し、創作者や研究者としての道を切り開いてき
たことに大きく依るものだと考えています。現在、映画・映像を専門とする教員は、様々な学部に所属していますが、リ
ベラル・アーツを掲げるGECにおいてこそ、複数の学問領域が相関的に織りなす、「総合芸術」としての映画・映像の世
界を深く掘り下げることができると信じています。
教育の目標としては、①「何を表現するのか」、②「どのように表現するのか」、③「社会のなかでその表現が果たす役
割とは何か」を主眼としたカリキュラムを展開していくことを計画しています。そのためには、学生自身が①映画映像に
対する「見方」を創り、②創造行為をとおして、技術のみならず共同作業に必要な議論・交流を行い、③多様な価値観に
直面しながら自ら決定することを重視します。副専攻のなかの領域・分野は、この３つの重点目標に対応するものだとい
えます。
教育方法としては、まず、作品に多く触れることにより、様々な表現様式を学ぶと同時に知的好奇心を拡げていくこと
を目指します。そして、批評意識を育むために授業に対話形式を積極的に取り入れるほか、全学部生が集まる少人数形式
の授業を基盤とすることで、他者を知り自らの思考を深めることを目指します。また、実践的な知識や技術を学び、変革
期を迎えつつある産業や社会のなかで、映画・映像の果たす役割を検討するために、実務家による指導や受講者によるイ
ベントの運営等を実施していきます。上記のような教育目標・教育方法を実現するために、学際的副専攻「映画・映像」
では、別紙に記すような段階に応じたカリキュラムの流れを想定します。

到達点（学習成果）

修了者が、批評眼を持って映画・映像と向き合うことが、到達点の根幹にあります。作品を語る言葉と思考を自ら持つ
ことなしには、制作者、技術者、研究者へと進む道は、いずれも切り開かれないからです。そのうえで、歴史・文化、表
現手法、マネジメントに関する基本的かつ包括的な知識を修得し、多面的に映画・映像の世界を理解することができる人
間を育成します。その意味においては、映画・映像に対する批評的な思考、制作する技術、完成したものを人に届けるこ
とのできるコミュニケーション能力が身につくことと考えています。
また、映画・映像の領域で活躍する社会人として、必要な知識・技術・姿勢を修得するばかりでなく、他の領域であっ
ても、社会のなかで映像表現を介したコミュニケーションの豊かさや広がりの実現に寄与することのできるような力を
養うことも目標＝到達点です。

カリキュラムマップ

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 146 ―



指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：６単位、領域・分野c：４単位）以上

★領域・分野a 「映画・映像と表現」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 映像論Ⅰ （谷） 谷 昌親 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

２ 文 映画作家論 藤井 仁子 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

３ 文 映画ジャンル論 木原 圭翔 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２

４ 基幹 映画から学ぶ映像表現 土田 環 ２年以上 春学期 月３−４ 西早稲田 ４

５ 基幹 テレビ論 是枝 裕和 ３年以上 春学期 火２−３ 西早稲田 ４

６ GEC 映画監督と学ぶ映像表現 ※１ 諏訪 敦彦 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

※１ 基幹・創造・先進理工学部生は、理工設置科目を受講してください。

★領域・分野b 「映画・映像と技術」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 基幹 メディアエルゴノミクス 河合 隆史 ３年以上 春学期 水４時限 西早稲田 ２

２ 基幹 映像制作実習Ⅰ 是枝 裕和 他 ３年以上 春学期 火６−７ 西早稲田 ４

３ 基幹 映像制作実習Ⅱ 是枝 裕和 他 ３年以上 秋学期 火６−７ 西早稲田 ４

４ GEC 映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ １ ※１ 土田 環 他 １年以上 春クォーター 土４時限 早稲田 １

５ GEC 映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ ２ ※１ 土田 環 他 １年以上 夏クォーター 土４時限 早稲田 １

６ GEC 映像制作技術基礎 元村 直樹 １年以上 春クォーター 月３−４ 早稲田 ２

※１ 基幹・創造・先進理工学部生は、理工設置科目を受講してください。

★領域・分野c 「映画・映像と社会」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 基幹 奇想のテレビドキュメンタリー論 長嶋 甲兵 ２年以上 秋学期 木４−５ 西早稲田 ２

２ GEC プロデュース概論 ※１ 土田 環 他 １年以上 秋クォーター 火２時限 早稲田 １

３ GEC 映像・芸術表現 高橋 恭子 他 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

４ GEC 制作プロジェクト研究 高橋 恭子 他 １年以上 春季集中 無その他 西早稲田 ２

５ GEC インターンシップ実習（個人申請−秋） 松居 辰則 １年以上 秋学期 無その他 早稲田 ２

６ GEC インターンシップ実習（個人申請−春） 松居 辰則 １年以上 春学期 無その他 早稲田 ２

※１ 基幹・創造・先進理工学部生は、理工設置科目を受講してください。

履修を希望する学生へのメッセージ

まずは、映画映像に対する関心や好奇心を際限なく拡げていってください。そのなかで出会うさまざまな

イメージや表現行為が、どのように私たちと関係を築き上げているのか自らにたえず問い続けてほしいと思

います。「教員」と「学生」という一方的な関係のなかで基礎知識が「与えられる」のではなく、講義という

出会いを通じて、世界のなかで他者と無数の線を引き続けられることが映画映像を学ぶためには必要です。
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演劇・舞台芸術
Theatre=Performing Arts

設置概要

演劇／舞台芸術は、様々なジャンルを派生させながら、人類の歴史を通じて豊かなエンターテイメントや情報、生きる
知恵をわれわれに与えてきた。何事にも効率性が重視され、ヴァーチャルな領域へとメディアが「発達」していく現代に
おいて、演劇／舞台芸術は、「ライブ」であることの魅力、人間同士の生身のコミュニケーションの重要さを実感できる
ものとして、むしろこの時代にこそ大きな役割を担っている。本副専攻は、演劇／舞台芸術が今を生きるわれわれにとっ
てどのような意味を持っているのかを、過去から現在、様々な場所・地域で行われてきた実践を概観しながら学ぶ。
早稲田大学は本部キャンパスに演劇／舞台芸術研究の世界的中心である演劇博物館を擁する。本副専攻では、演劇博

物館と連携して演博が蓄えてきた豊富な文化資源を学習に活用する。また本学は箇所をまたいで演劇／舞台芸術の研究
に従事する教員が充実し、学内には数多くの演劇／舞台芸術を実践する学生サークル・劇団が存在する。GEC設置と全
学にまたがるオープン科目からなる指定科目は、きわめて広範囲の領域をカバーしている。その中には、実践／実技系の
科目も多く含まれている点も特徴的である（たとえば能の実践科目では、能楽シテ方公式団体から感謝状が寄せられるな
ど、伝統演劇の普及にも貢献している）。戸山キャンパスの演劇映像コースとも連携し、演劇の実践と研究に関わる活動
を共同で開催する。このように、「副専攻」として演劇／舞台芸術を学ぶコースとしては、早稲田大学以外にはまねの出
来ないものである。

到達点（学習成果）

日本を含めた世界の演劇、代表的な作品、様々な舞台芸術ジャンル、演劇の構成要素、文化的背景などについて、幅広
い知識・経験、批評眼を持つ。演劇／舞台芸術に関わるマネジメントや政策決定、教育などの分野に進むための十分な素
養を身につけている。習得した知識を活かした、演劇／舞台芸術の実践活動を行うことができる。大学院で専門的に演
劇／舞台芸術を学ぶための十分な知識を身につけている。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

演劇・舞台芸術は誰でも鑑賞することができ、また自分でやってみるのも決して不可能なことではありません。専門的
な知識は鑑賞や実践を豊かなものにしますが、教養・たしなみ・純粋な楽しみ・コミュニケーションの手段として、舞台
を学んだり実践したりする人もたくさんいます。つまり演劇・舞台芸術は、教養を身につけることを目標にする「副専
攻」として学ぶのがもっともふさわしい分野だと言えます。学部を問わず多くの人たちに開かれた演劇・舞台術副専攻を
通して、舞台の楽しさと奥深さを探求してほしいと思います。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：６単位、領域・分野c：４単位）以上

★領域・分野a 「演劇概論」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 World Literature 01 八木 斉子 １年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

２ 政経 Drama and Society 01 八木 斉子 １年以上 秋学期 木４時限 早稲田 ２

３ 法学 演劇論Ⅰ （澤田） 2021年度休講

４ 教育 舞台芸術入門Ⅰ 渡邉 芳敬 他 １年以上 春学期 金４時限 早稲田 ２

５ 教育 舞台芸術入門Ⅱ 渡邉 芳敬 他 １年以上 秋学期 金４時限 早稲田 ２

６ 文 演劇研究入門 児玉 竜一 １年以上 秋学期 火３時限 戸山 ２

７ GEC 演劇の鑑賞と理解・演習（入門） いずれか履修必須
「演劇の鑑賞と理解・演習（入門）」は
2021年度休講８ GEC 演劇の鑑賞と理解・演習（発展） 澤田 敬司 他 １年以上

集中講義
（秋学期）

土３−５ 早稲田 ２

９ GEC 現代演劇と多文化主義（入門）（学部生用） 2021年度休講

10 GEC 現代演劇と多文化主義（発展）（学部生用） 2021年度休講

★領域・分野b 「演劇と地域／時代」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 国際教養 Selected Topics in Irish Studies 2021年度休講

２ 国際教養 Selected Topics in Irish Studies 51 三神 弘子 ３年以上 秋学期
水４時限
水５時限

早稲田 ４

３ 国際教養 Contemporary Performing Arts 01 三神 弘子 ２年以上 春学期
水４時限
水５時限

早稲田 ４

４ 国際教養 Contemporary Performing Arts 2021年度休講

５ 文構 英米演劇の伝統と変容 梅宮 悠 ２年以上 夏クォーター
火６時限
金３時限

戸山 ２

６ 文構 英語圏文化研究２ 2021年度休講

７ 文 中国伝統演劇概論 岡崎 由美 ２年以上 春クォーター
フルオン
デマンド

戸山 ２

８ 文 シェイクスピアと現代 冬木 ひろみ １年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

９ 文 ロシア芸術の現在１ 八木 君人 他 １年以上 春学期 火２時限 戸山 ２

10 文 ロシア芸術の現在２ 八木 君人 他 １年以上 秋学期 火２時限 戸山 ２

11 文 日本演劇史１ 児玉 竜一 ２年以上 春学期 月５時限 戸山 ２

12 文 日本演劇史２ 児玉 竜一 ２年以上 秋学期 月５時限 戸山 ２

13 文 西洋演劇１ 藤井 慎太郎 ２年以上 春学期 木４時限 戸山 ２

14 文 西洋演劇２ 藤井 慎太郎 ２年以上 秋学期 木４時限 戸山 ２

15 GEC シェイクスピアと映像 （学部生用） 本山 哲人 １年以上 秋学期 木１時限 早稲田 ２

16 GEC 実践 能に親しむ １ 佐野 玄宜 他 １年以上 春クォーター 木４時限 早稲田 １

17 GEC 実践 能に親しむ ２ 佐野 玄宜 他 １年以上 夏クォーター 木４時限 早稲田 １

★領域・分野c 「舞踊／音楽／パフォーマンス」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文構 民族音楽論 2021年度休講

２ 文構 パフォーマンス・スタディーズ 坂内 太 １年以上 秋学期 木３時限 戸山 ２

３ 文 舞踊史 國吉 和子 ２年以上 春学期 木５時限 戸山 ２

４ GEC アジアのフィジカルエクササイズ（カラリパヤット）01 高橋 京子 １年以上 春学期 木２時限 早稲田 １

５ GEC アジアのフィジカルエクササイズ（カラリパヤット）02 高橋 京子 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 １

６ GEC ダンス・クリエイション 01 杉山 千鶴 １年以上 春学期 金４時限 早稲田 １

７ GEC ダンス・クリエイション 02 2021年度休講

８ GEC ダンス・パフォーマンス 01 杉山 千鶴 １年以上 秋学期 金４時限 早稲田 １

９ GEC ダンス・パフォーマンス 02 2021年度休講

10 GEC バレエ 基礎 01 高橋 佳子 １年以上 春学期 水３時限 早稲田 １

11 GEC バレエ 基礎 02 高橋 佳子 １年以上 春学期 水４時限 早稲田 １

12 GEC バレエ 基礎 03 高橋 佳子 １年以上 秋学期 水３時限 早稲田 １

13 GEC バレエ 基礎 04 高橋 佳子 １年以上 秋学期 水４時限 早稲田 １
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開発学
Development Studies

設置概要

開発学は第二次世界大戦後に独立した途上国の貧困や低開発を克服するため、工業化、近代化論にもとづく経済学から
始まった。しかし、グローバリゼーションの進展にともなう都市―農村、貧富の格差、そして紛争やテロ、さらには環境
の悪化と経済成長の限界という問題の指摘から、開発のパラダイムも経済だけでなく、学際的なアプローチが求められて
いる。本学の開発に関するカリキュラムを俯瞰してみると、開発に関する数多くの科目が複数の学部にまたがって設置
されている。そこで、本副専攻では、本学で開発を学びたい学生が開発の変遷と多様なアクターおよび、開発の今日的課
題について多角的に学習できるように、①「開発とNGO」、②「紛争と平和構築」、③「開発と環境」、の3つの領域を設
けた。
①「開発とNGO」では政府の開発援助の変遷と経験を学ぶだけでなく、市民社会側からのアプローチとして開発にお

けるNGOについて学ぶ。②「紛争と平和構築」は冷戦終結後の地域紛争やテロの増加に対して国連を中心に、問題解決

を模索する、開発分野の中でも新しい領域である。学生は授業だけでなく「紛争解決実習I〜III」などの実践科目の履修も

奨励することで、世界の紛争や難民問題についてより実践的に考える力を身につけることもできる。③「開発と環境」

は、今日の国際社会でSDGsが大きなテーマとなっていることからもわかるように、開発を考える上で環境を考えるこ

とは必要不可欠である。したがって、地球環境というマクロ的視点から、環境人類学や地域・コミュニティや生態系と

いったミクロレベルの環境について視野を持つことができるように科目設置を工夫した。

到達点（学習成果）

以下の5点を到達目標とする。

①開発学についての様々なアプローチや問題点を理解できる（テーマやイシューから、開発学のどの領域のどのようなア

プローチを中心に論じられているのか、自分で理解・解釈できるようになる）。

②日本の政府開発援助の変遷や国際協力におけるNGOの役割、開発における国家と市民社会の役割やアプローチの違い

を理解できるようになる。

③今日の途上国における紛争解決に開発がどのように関連しているのか、位置づけ、理解できるようになる。

④環境問題についてマクロ・ミクロ的視点を養い、開発との関連について理解できるようになる。

⑤開発についての今日的課題を理解し、実習科目を通して問題解決方法について具体的かつ実践的に考える力を身につ

ける。

カリキュラムマップ

①開発とＮＧＯ
開発の歴史・システム
政府・市民社会とＮＧＯ

③開発と環境
地球環境
生態系

資源・ヒトの暮らし

②紛争と平和構築
人間の安全保障
国連・人権

履修を希望する学生へのメッセージ

なぜ途上国は貧しいのだろうか？。なぜ紛争はなくならないのだろうか？。それに対して私たちはどうしたらよいの

だろうか？ということに関心がある学生は多くいるのではないでしょうか。また、将来 JICAやNGO、あるいは

UNHCRなどの国際機関で働きたいけど、どうしたら良いか、実現可能なことなのだろうか、とモヤモヤしているのでは

ないでしょうか。開発学はそうしたみなさんのためにある副専攻です。

早稲田では開発に関する学部やコースはありませんが、学部にまたがり開発を学ぶことができる科目があります。本

副専攻は学部を越えて学際的かつ総合的に学べるように設置しました。開発は第二次世界大戦後に独立した途上国の近

代化（工業化）を進め、貧困をなくすために始まりました。開発とは国際社会の平和と安定だけでなく、人々の暮らしに

かかわる重要なテーマです。その一方で、今日では紛争解決のための平和構築、SDGsや持続可能な開発といった観点

から開発をとらえなおすことが求められいます。また、開発のアクターも政府、国際機関、NGOと多様です。本副専攻

で開発についての様々なアプローチを学び、開発について理解を深め、将来開発にかかわることを人生の選択肢のひとつ

として考えるきっかけになってもらえると嬉しいです。ぜひチャレンジしてみてください。
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指定科目一覧

修了必要単位

18単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：６単位、領域・分野c：６単位）以上

★領域・分野a 「開発とNGO」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 国際NGO協力論 山田 満 ３年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

２ 社学 国際開発制度論 利根川 佳子 ３年以上 春学期 火２時限 早稲田 ２

３ 社学 開発社会論 2021年度休講

４ 文構 ボランティアとNPO・NGO 林 加奈子 ２年以上 春学期 月４時限 戸山 ２

５ 基幹 開発協力論 関根 久雄 他 １年以上 春学期 金４時限 西早稲田 ２

★領域・分野b 「紛争と平和構築」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 平和構築論 山田 満 ３年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

２ 社学 人間の安全保障論 利根川 佳子 ３年以上 秋学期 火４時限 早稲田 ２

３ 社学 国際教育協力論 利根川 佳子 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

４ 社学 平和学Ⅰ 堀 芳枝 １年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

５ 社学 平和学Ⅱ 堀 芳枝 ２年以上 秋学期 月２時限 早稲田 ２

６ 社学 Japan and Peacebuilding : UN Policies 2021年度休講

７ 社学 Education and Development 利根川 佳子 ２年以上 秋学期 火２時限 早稲田 ２

８ 社学 紛争解決論実習 １ 2021年度休講

９ 社学 紛争解決論実習 ２ 2021年度休講

10 社学 紛争解決論実習 ３ 堀 芳枝 他 ２年以上 春季集中 無その他 早稲田 ２

11 文構 アジアにおける人間の安全保障 金 敬黙 他 １年以上 春学期 木６時限 戸山 ２

12 文構 平和・人権論 南雲 勇多 ２年以上 秋学期 月３時限 戸山 ２

★領域・分野c 「開発と環境」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 地球環境論 赤尾 健一 ２年以上 春学期
月４時限
水５時限

早稲田 ４

２ 社学 居住環境論 早田 宰 ３年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２

４ 人科 地域資源論 柏 雅之 １年以上 春学期 月３時限 所沢 ２

５ 人科 環境経済学 柏 雅之 １年以上 秋学期 月３時限 所沢 ２

３ 人科 ヒトと陸上生態系 平塚 基志 １年以上 春学期 木３時限 所沢 ２

６ 人科 環境人類学 原 知章 １年以上 秋学期 木４時限 所沢 ２

７ GEC 環境問題と持続可能な社会 松岡 俊二 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２
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健康・医療
Health and Medical Care

設置概要

健康・医療への人々の関心は高く、関連する業種も拡大している。医学部のない早稲田大学は、医師の育

成は出来ないが、健康・医療に関わる行政、法律、経済、経営など人文社会系の人材や研究・開発に関わる医

理工系人材の育成を行なうことにより、社会に貢献できる。総合大学として、健康・医療の専門的な教育の

みならず、学部横断的に学際的に学生を教育することが、副専攻という制度を用いて実現可能である。これ

まで全学共通副専攻「健康・医療」でも、多くの学部に所属する学部生が修了していることからも、多くの学

部からの履修者や修了生が期待できる。

到達点（学習成果）

学生の所属する学部教育で得られる専門的知識に加え、他学部特に人文・社会系の学生にとっては、健康・

医療における生命科学や基礎医学の知識を、理工系の学生には、医療行政や医療経済、医療にかかわる法律、

医療倫理などの知識を得ることにより、健康・医療の問題を多面的、俯瞰的に捉えることが出来ることが求

められる。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

本副専攻では、健康・医療を理解する上で基礎となる生命科学、基礎医学と医療経済、医事刑法、医療制度

などの講義科目を学び、「医療ボランティア実習」で医療を体験し、「ディベート科目」で、討論を交わすこと

を通じて、健康・医療について学際的、総合的に学べるよう科目を設置しています。将来、健康・医療の分野

に就職したい方、この分野に関心を持ち、自身の研究テーマとしたい方などの参加を期待しています。健

康・医療を人文社会学、生命科学の両面から学んだ人材は、医療@の時代といわれる21世紀において待望さ

れており、学生諸君にとっては新しいキャリアを形成する機会となります。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：10単位、領域・分野b：４単位、領域・分野c：２単位）以上

★領域・分野a 「生命科学・基礎医学」 修了必要単位：10単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 人科 バイオエシックス 森岡 正博 １年以上 春学期 火２時限 所沢 ２

２ 人科 解剖学 小林 正樹 他 １年以上 春クォーター 水４−５ 所沢 ２

３ 基幹 健康の生態学 吉永 真理 ２年以上 春学期 月２時限 西早稲田 ２

４ 先進 薬理学A 大島 登志男 ３年以上 春クォーター 月１時限 西早稲田 １

５ GEC 生命科学概論 01 ※１ 大島 登志男 他 １年以上 春学期 木１時限 西早稲田 ２

６ GEC 生命科学概論 02 ※１ 大島 登志男 他 １年以上 春学期 金５時限 西早稲田 ２

７ GEC メンタルヘルスマネジメント概論 堀 正士 他 １年以上 秋クォーター
水５時限
金５時限

早稲田 ２

８ GEC こころとからだの健康 １ 01 2021年度休講

９ GEC こころとからだの健康 １ 02 堀 正士 他 １年以上 秋クォーター 金５時限 早稲田 １

10 GEC こころとからだの健康 ２ 01 2021年度休講

11 GEC こころとからだの健康 ２ 02 堀 正士 他 １年以上 冬クォーター 金５時限 早稲田 １

12 GEC 医学入門 （東京女子医科大学） 2021年度休講

※１ 基幹・創造・先進理工学部生は、「生命科学概論A・B」（理工設置科目）を受講してください。

★領域・分野b 「医療経済・医事刑法・医療制度」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 医療経済学 01 2021年度休講

２ 法学 医事刑法 甲斐 克則 ２年以上 秋学期 月２時限 早稲田 ２

３ 社学 生命倫理と法 １〔生命の始期に関わる諸問題〕 三田 奈穂 ３年以上 春学期 月３時限 早稲田 ２

４ 社学 生命倫理と法 ２〔生命の終期に関わる諸問題〕 三田 奈穂 ３年以上 秋学期 月３時限 早稲田 ２

５ 人科 保健福祉制度 未定 １年以上 秋学期 木３時限 所沢 ２

６ 文構 生命倫理 村松 聡 １年以上 秋学期 火３時限 戸山 ２

７ 先進 臨床医学概論 石川 義弘 他 ３年以上 秋学期 月３−４ 西早稲田 ２

８ GEC 医療×AI・ビッグデータ・IoT（早稲田大学校友会支援講座） 朝日 透 他 １年以上 春クォーター 月５時限 早稲田 １

９ GEC 医療×ビジネス・経済・経営（早稲田大学校友会支援講座） 朝日 透 他 １年以上 夏クォーター 月５時限 早稲田 １

10 GEC
医療×超高齢化社会・キャリアデザイン（早稲田大学校友会支援
講座）

朝日 透 他 １年以上 秋クォーター 月５時限 早稲田 １

11 GEC 医療×行政・法・倫理（早稲田大学校友会支援講座） 朝日 透 他 １年以上 冬クォーター 月５時限 早稲田 １

★領域・分野c 「医療体験・ディベート」 修了必要単位：２単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC ディベートで学ぶ現代医療最前線と医療問題 2021年度休講

２ GEC 医療ボランティア実習 01 2021年度休講

３ GEC 医療ボランティア実習 02 2021年度休講

４ GEC 地域医療学概論 大島 登志男 他 １年以上 夏季集中 無その他 ２
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ことばの科学
Science of Language

設置概要

早稲田大学において、言語を対象とした研究に関する科目が複数の箇所で開講されており、それらの多くがオープン科目となってい

る（2018年度において分野コードの中分類が応用言語学、外国語教育学、言語情報学、理論言語学となっているオープン科目は約40

科目開講されている）。それらをまとめ、互いに関連し合う科目の位置付けを示した上で、ひとつの副専攻として学生に提示する。

工学的な観点から言語を研究対象とした分野は計算言語学・自然言語処理（あるいは音声言語に特化した場合音声工学）と呼ばれ、い

わゆる理系の学問として扱われている。一方で言語学は、形態論、統語論、音韻論、語用論、意味論など細分化され、文系の学問として

扱われている。また、自然言語処理、言語学の成果を応用して言語教育における問題を解決しようとする外国語教育という分野は、昨

今、英語学習・教育に注目が集まる中、重要な分野となってきている。早稲田大学においてはここで挙げたそれぞれの分野を単独で学

ぶことが可能ではあるが、これらの分野が互いに関連していることは学生に明示されていない。個々の科目としては優れた内容の科目

がすでに数多くオープン科目として提供されているため、これらの分野を科目群として提示することは、それぞれの分野に興味を持つ

学生にとって有益である（教育学部英語英文学科では言語学、英語教育に関する科目が提供されているがこれらの科目の多くはオープ

ン科目ではない。また、国際教養学部においても言語学に関する科目をまとめて"Concentration"として提供しているが、これらの科

目の多くもまたオープン科目ではない。両学部において自然言語処理、計算言語学に関する科目は提供されていない）。例えば、現在の

英語教育においては自然言語処理の成果を利用したさまざまな学習システムが利用されているが、外国語教育という分野では、これら

学習システムがどのような技術に支えられているかを学ぶ機会はない。また、自然言語処理を学ぶ学生は、その技術が利用される外国

語教育においてどのようなニーズがあるかを知らない。さらに、言語学を学ぶ学生は言語学の理論が自然言語処理においてどのように

活用されているかを知る機会は少ない。本副専攻は、言語を対象とした研究に関する科目をひとつのまとまりとして学生に提示し、言

語に関する研究をまったく知らない学生にとっては言語に関する研究の概要を理解できる学際的副専攻でありながら、計算言語学・自

然言語処理、言語学、外国語教育を主専攻として学ぶ学生の視野を広げるという目的がある。

到達点（学習成果）

自然言語処理、言語学、応用言語学・外国語教育、それぞれの研究目的を理解し、受講者自らがこれら分野の相互関連性を見出せるよ

うな知識を身に付ける。多様な視点から言語を捉えることができる知識を身に付ける。また、自然言語処理、言語学、応用言語学・外国

語教育のいづれかを主専攻として学ぶ学生は自らの主専攻を異なる視点から捉えることができるような知識、考え方を身に付ける。

カリキュラムマップ

本副専攻で対象とする言語に関する研究は言うまでもなくそれぞれが独立した分野ではない。計算言語学・自然言語処理における研

究は伝統的な言語学の知見に基づいている。外国語教育・学習においては自然言語処理の研究成果が応用されたさまざまな語学支援シ

ステムが利用されている。言語学の成果が外国語教育・学習に応用されている例は枚挙にいとまがない。

下図に示すように、本副専攻が提供する科目は相互に関連しあっている。

本副専攻の特徴は、これらの分野の科目を同時に履修することで、単独の分野の科目を履修するだけでは得られない知見を受講者が

得ることである。

領域b
言語学

領域a
計算言語学
自然言語処理

領域c
応用言語学
外国語教育

履修を希望する学生へのメッセージ

自分を表現するため、他者を理解するための手段である「ことば」に関するさまざまな知識を身につけ、それらを自身の学習、研究に

役立てて欲しいと思います。また、「ことば」に関する研究はいくつもの学問分野で行われており、「ことば」に対するアプローチがいか

に多様であるかを理解することにより、さまざまな考えを取り入れ自ら考える機会を本副専攻が提供できればと思っています。「こと

ば」に関する学問は広く、本副専攻が提供する科目はまだ限られていますが、毎年少しづつ科目を増やしていく予定です。

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 154 ―



指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：６単位、領域・分野c：４単位）以上

★領域・分野a 「計算言語学・自然言語処理」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 国際教養 Introduction to Text Mining and Digital Humanities 51
シャルロート ヨア
ヒム

１年以上 秋学期 火２時限 早稲田 ２

２ 国際教養 Programming for Social and Cultural Data Analysis 01 2021年度休講

３ 文構 ことばの統計 2021年度休講

４ GEC 言語学（統語論の基礎的概念とその応用） 原田 康也 １年以上 冬クォーター 水１−２ 早稲田 ２

５ GEC 言語学（形式意味論入門） 原田 康也 １年以上 夏クォーター 水１−２ 早稲田 ２

６ GEC 初めて学ぶ『言語と情報』 原田 康也 １年以上 春クォーター 水１−２ 早稲田 ２

７ GEC 初めて学ぶ『計算言語学』 原田 康也 １年以上 秋クォーター 水１−２ 早稲田 ２

８ GEC 学習者言語の分析（基礎） １ 近藤 悠介 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １

９ GEC 学習者言語の分析（基礎） ２ 近藤 悠介 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １

10 GEC 学習者言語の分析（応用） １ 近藤 悠介 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １

11 GEC 学習者言語の分析（応用） ２ 近藤 悠介 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １

★領域・分野b 「言語学」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 言語学Ⅰ B（武黒） 武黒 麻紀子 １年以上 秋学期 月３時限 早稲田 ２

２ 法学 言語学Ⅰ A（首藤） 首藤 佐智子 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

３ 法学 言語学Ⅰ D（乙黒） 乙黒 亮 １年以上 秋学期 火４時限 早稲田 ２

４ 国際教養 Acoustics and Auditory Phonetics 近藤 眞理子 ３年以上 春学期
月３時限
月４時限

早稲田 ４

５ 文構 世界の言語と日本語 吉田 健二 １年以上 春学期 木３時限 戸山 ２

６ 文構 語用論入門 酒井 智宏 １年以上 春学期 火５時限 戸山 ２

７ 文構 認知言語学入門 酒井 智宏 １年以上 秋学期 木３時限 戸山 ２

８ 文構 音から見ることばと文化 竹内 京子 １年以上 春学期 金４時限 戸山 ２

９ 基幹 「ことば」の世界 片田 房 １年以上 春学期 木３時限 西早稲田 ２

10 GEC 言語学（形態論） 乙黒 亮 １年以上 秋クォーター
水２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

11 GEC 言語学（言語類型論） 乙黒 亮 １年以上 夏クォーター
水２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

12 GEC 言語学（統語論・入門） 乙黒 亮 １年以上 春クォーター
水２時限
オンデマ
ンド

早稲田 ２

13 GEC 文法理論入門 １ 近藤 悠介 １年以上 秋クォーター 水４時限 早稲田 １

14 GEC 文法理論入門 ２ 近藤 悠介 １年以上 冬クォーター 水４時限 早稲田 １

★領域・分野c 「応用言語学・外国語教育」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 言語学 01 森田 彰 １年以上 秋学期 火４時限 早稲田 ２

２ 法学 言語学Ⅰ C（ストックウェル）
ストックウェル グ
レン

１年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

３ 法学 言語学Ⅰ E（星井） 2021年度休講

４ 国際教養 English Phonetics and Phonology 01 近藤 眞理子 ２年以上 春学期 木２時限 早稲田 ２

５ 国際教養 Japanese Phonetics and Phonology 51 近藤 眞理子 ２年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

６ 文構 言語学入門 森田 彰 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

７ GEC 教育データ分析入門 １ 近藤 悠介 １年以上 春クォーター 水４時限 早稲田 １

８ GEC 教育データ分析入門 ２ 近藤 悠介 １年以上 夏クォーター 水４時限 早稲田 １

９ GEC ことばのリサーチ 近藤 悠介 １年以上 夏クォーター 水３時限 早稲田 １
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コリア研究
Korean Studies

設置概要

早稲田大学では、多数の学部で朝鮮語を学べる環境にありながら、朝鮮語を履修しても各学部において、

朝鮮語を生かして受講できる科目が限られています。

しかし全学的な規模で見れば、多様な専攻の教員が在職しており、それらの授業が受講できれば、学科レ

ベルの水準を超えて教育を受けることができます。

韓国からの留学生も多く、留学先に韓国の大学を選ぶ学生も少なくありません。留学先の科目をも含めて

副専攻とすれば、広い視野から多角的に地域研究としての韓国学が学べるという特徴をもたせることができ

ます。

到達点（学習成果）

朝鮮語の文献をもちいて、朝鮮半島および韓国・朝鮮民族の過去と現在に関わる歴史や文化等について、

広い視野から多角的に分析し、自分の考えを述べられるようになることを目指します。

カリキュラムマップ

朝鮮半島や韓国・朝鮮民族に関わる諸問題を考察・分析する力の修得

領域・分野 c「歴史・文化を知る」（人文学）

領域・分野 b 「現在を知る」

領域・分野 a「言語の習得」

領域 d『政治・社会を知る（社会科学）

履修を希望する学生へのメッセージ

外国語科目で朝鮮語を学んでいる皆さん、グローバルエデュケーションセンターや学部で設置されている

韓国、朝鮮関係の授業や演習で具体的な課題が見つけられると、確実に朝鮮語を学ぶ意欲や楽しさが増して

いきます。その逆に、早稲田大学で開講されている韓国、朝鮮を主題にした様々な授業習に出会い、朝鮮語

を学習すると、その世界はますます広がり、深まっていくはずです。きっかけはどちらでもかまいません。

コリア研究の担当教員は、皆さんの興味や関心を広げたり、深めたりするお手伝いをします。
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指定科目一覧

修了必要単位

18単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：４単位、領域・分野c：４単位、

領域・分野d：４単位）以上

★領域・分野a 「言語の習得」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC グローバルエデュケーションセンター 提供朝鮮語科目

２ 文構・文 文化構想学部・文学部 提供朝鮮語科目

３ 国際教養 国際教養学部 提供朝鮮語科目

★領域・分野b 「現在を知る」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 現代韓国・北朝鮮研究入門 １ 李 成市 他 １年以上 秋クォーター 木３時限 早稲田 １

２ GEC 現代韓国・北朝鮮研究入門 ２ 李 成市 他 １年以上 冬クォーター 木３時限 早稲田 １

３ GEC ＜在日＞を考える 2021年度休講

４ GEC 海外・在日コリアンを考える 金 敬黙 １年以上 春クォーター 火４−５ 早稲田 ２

★領域・分野c 「歴史・文化を知る」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 文 アジア史特殊講義２（朝鮮前近代史） 李 成市 ２年以上 春学期 火２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

２ 文 朝鮮近現代史 三ツ井 崇 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ GEC 朝鮮半島の文化と社会（入門） 山崎 亜希子 １年以上 春学期 水４時限 早稲田 ２

４ GEC 朝鮮文学と映像（入門） 崔 泰源 １年以上 春学期 金５時限 早稲田 ２

５ GEC 朝鮮文学と映像（応用） 崔 泰源 １年以上 秋学期 金５時限 早稲田 ２

６ GEC 朝鮮古代の社会と文化（入門） １ 李 成市 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １

７ GEC 朝鮮古代の社会と文化（入門） ２ 李 成市 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １

★領域・分野d 「政治・社会を知る」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 地域研究（韓国） 木宮 正史 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

２ GEC 朝鮮古代の社会と文化（応用） １ 李 成市 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １

３ GEC 朝鮮古代の社会と文化（応用） ２ 李 成市 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １
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※2021年度で廃止

サスティナビリティ学
Sustainability Science: Global development and future issues

設置概要

サステイナビリティ学（Sustainability science：持続可能性）とは、生態・資源・気候変動・環境や、

移民・都市社会、さらには、教育・文化などに関する人類の文明活動が、将来にわたって持続できるかどうか

を考察する学問で、グローバルなビジョンを構築するための基礎として提唱された、文系ならびに理系とい

う概念を超えた超学的な領域である。人々の暮らしを持続可能とするために、「誰も置き去りにしない

（leaving no one left behind）」を共通の理念に、国連で、地球規模の行動計画（持続可能な開発目標

SustainableDevelopmentGoals:SDGs）が採択されたが、本学際的副専攻では、日本および欧米、なら

びに環太平洋諸地域が、先んじて取り組むべき地球規模の課題を、早稲田の複数の学術院に所属する教員が、

それぞれ専門とする、自然科学・人文社会科学分野から、現代と将来の開発課題を取り上げ、学生と共に考察

する。こうした、学際的かつ横断的な副専攻は、これまで、学内では開講されておらず、各学部が単独では扱

いにくい従来の枠組みを超えた超学的な試みと言えよう。

到達点（学習成果）

従来の文系・理系といったカテゴリーや、地域、自然科学、人文社会科学といった領域研究では、分析かつ

考察しにくいグローバルで学際的な課題を、新たなパラダイムで捉え直す視点を醸成させると共に、貧困、

飢餓、衛生、女性の社会進出、ディーセント・ワーク、国家間不平等、気候変動、海洋資源確保、生物多様性

損失阻止、近代的エネルギーの確保、そして、生涯学習の機会促進などの課題を、「持続可能性（sus-

tainability）」という、新しいコンセプトで、重層的・複合的に考察し、課題解決する能力を修得させる。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

サステイナビリティ学（Sustainability science：持続可能性）とは、生態・資源・気候変動・環境や、

移民・都市社会、さらには、教育・文化などに関する人類の文明活動が、将来にわたって持続できるかどうか

を考察する学問です。

自然科学・人文社会科学分野から、現代と将来の開発課題を取り上げ、学生と共に考察します。学際的か

つ横断的な副専攻は、これまで、学内では開講されておらず、従来の枠組みを超えた超学的な試みを、「持続

可能性」という新しいコンセプトで、重層的・複合的に考察し、課題解決する能力が修得できます。

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 158 ―



指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：４単位以上、領域・分野b：４単位以上、領域・分野c：４単位以上）以上

★領域・分野a 「持続可能な環境とエネルギー」 修了必要単位：４単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 環境法 １〔公害規制法〕 黒川 哲志 ３年以上 夏クォーター
火１時限
金１時限

早稲田 ２

２ GEC 環境問題と持続可能な社会 松岡 俊二 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２

３ GEC 再生可能エネルギーを地域から考える。 岡田 久典 １年以上 秋クォーター 金２−３ 早稲田 ２

４ GEC 資源エネルギーと地球環境問題を考える 平田 竹男 １年以上 夏クォーター
フルオン
デマンド

２

５ GEC 激動する世界の資源エネルギーを俯瞰する 平田 竹男 １年以上 秋クォーター
フルオン
デマンド

２

６ GEC 環境イシューを再編集する 友成 真一 他 １年以上 秋学期 水５時限 早稲田 ２

７ GEC 環境イシューを深く読み解く 友成 真一 他 １年以上 春学期 水５時限 早稲田 ２

８ GEC ボランティアから見る世界 １ 岩井 雪乃 １年以上 秋クォーター 水２時限 早稲田 １

９ GEC ボランティアから見る世界 ２ 岩井 雪乃 １年以上 冬クォーター 水２時限 早稲田 １

★領域・分野b 「持続可能な都市社会」 修了必要単位：４単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 EU・ドイツの都市づくり 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

２ 文構 環境変容と地域・都市の社会変動 西城戸 誠 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

３ 創造 都市計画 有賀 隆 他 ２年以上 秋学期 月１時限 西早稲田 ２

４ GEC 都市環境の法と政策 2021年度休講

５ GEC すみだ学 2021年度休講

★領域・分野c 「持続可能な地域社会」 修了必要単位：４単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 地域研究（アフリカ） 永岡 宏昌 ３年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

２ 人科 アジア地域研究 井上 真 １年以上 秋学期 木２時限 所沢 ２

３ GEC オーストラリアの文化（応用） 2021年度休講

４ GEC オーストラリアの文化（入門） 2021年度休講

５ GEC オーストラリアのマイノリィティ文化と教育 前田 耕司 １年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

６ GEC オーストラリアの言語教育政策 １ 宮崎 里司 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １

７ GEC オーストラリアの言語教育政策 ２ 宮崎 里司 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １
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ジェンダー研究
Gender Studies

設置概要

「ジェンダーの主流化」が国際的な共通課題である時代、ジェンダーの視点を備えていることは、国内外で

活躍する理性的な市民として不可欠なことである。

早稲田大学は、社会科学、人文科学、理工系の学部を備える総合大学である。学生たちは、各専門領域にお

いてその専門性を高めることはもとより、ジェンダーの分析視点を習得し、ジェンダーに関する課題を深く

学ぶことで、質の高い知性と感受性を備え、ダイバーシティや社会的正義を重んじる社会人へと成長する。

15年以上、活動を続けている早稲田大学ジェンダー研究所のメンバーを中心として、早稲田大学にはこう

した視点から研究・教育を行っている教員が、多様な学部にわたって所属している。学際的副専攻として設

置することで、これらの豊かな研究蓄積を学部の垣根にこだわらず広く学生たちに提供し、早稲田大学の

ジェンダー教育をいっそう充実させることになる。

到達点（学習成果）

ジェンダーやセクシュアリティの問題に関心を持つ学生たちが、法律や文学、社会学、教育学等の多様な

学問領域において、伝統的な価値観や固定観念にとらわれることなく、批判的に諸事象を考察・分析する力

を習得する。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

これまで、ジェンダーについて学んだことはありますか？

大学だからこそ、ジェンダーについて総合的に学び、とことん議論をすることが可能です。「社会に出る前

に知っておくべきこと、考えておくべきこと」が当副専攻にはあふれています。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：８単位、領域・分野b：４単位、領域・分野c：４単位）以上

★領域・分野a 「ジェンダー研究の基礎理論」 ※2019年度以前の領域・分野b 「ジェンダー知の応用実

践」と統合 修了必要単位：８単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 ジェンダー論Ⅰ B（金） 金 富子 １年以上 秋学期 木５時限 早稲田 ２

２ 法学 ジェンダー論Ⅰ A（田崎） 2021年度休講

３ 文構 クィア・スタディーズ入門 宮永 隆一朗 １年以上 秋学期 木１時限 戸山 ２

４ 文構 ジェンダー論 豊田 真穂 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２

５ GEC
ダイバーシティを学ぶ α（基礎講義編）（WSCメンバーズ基
金講座）

矢口 徹也 他 １年以上 春クォーター 金４時限 早稲田 １

６ GEC
ダイバーシティを学ぶ β（実践編）（WSCメンバーズ基金講
座）

2021年度休講

７ GEC ジェンダーを考える １ 弓削 尚子 他 １年以上 秋クォーター 金５時限 早稲田 １

８ GEC ジェンダーを考える ２ 弓削 尚子 他 １年以上 冬クォーター 金５時限 早稲田 １

９ GEC 女性・しごと・ライフデザイン 矢口 徹也 他 １年以上 夏クォーター 金４−５ 早稲田 ２

★領域・分野b 「ジェンダー研究の展開①（人文学）」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 English: Advanced １（春） 鈴木 理恵子 ３年以上 春学期 木１時限 早稲田 １

２ 法学 English: Advanced ７（春） ローリー ゲイ ３年以上 春学期 木２時限 早稲田 １

３ 法学 English: Advanced ７（秋） ローリー ゲイ ３年以上 秋学期 木２時限 早稲田 １

４ 教育 ジェンダー・スタディーズⅠ（身近なことを視座にして） 金井 景子 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

５ 教育 ジェンダー・スタディーズⅡ（文学を視座にして） 金井 景子 １年以上 秋学期 木４時限 早稲田 ２

６ 国際教養 Gender Studies 01
ドボルザーク グ
レッグ

２年以上 春学期
水４時限
水５時限

早稲田 ４

７ 国際教養 Gender Studies 02 2021年度休講

８ GEC 女の愛と生涯─独日比較 村上 公子 １年以上 秋学期 木４時限 早稲田 ２

９ GEC 英米文学とジェンダー １ 松永 典子 １年以上 春クォーター 木３時限 早稲田 １

10 GEC 英米文学とジェンダー ２ 松永 典子 １年以上 夏クォーター 木３時限 早稲田 １

★領域・分野c 「ジェンダー研究の展開②（社会科学）」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 西洋史Ⅰ B（弓削） 弓削 尚子 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

２ 法学 ジェンダーと法Ⅰ 石田 京子 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

３ 法学 ジェンダーと法Ⅱ 谷田川 知恵 ３年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２

４ 教育 女性史 品田 知美 １年以上 秋学期 火２時限 早稲田 ２

５ 教育 青少年教育論 矢口 徹也 １年以上 秋学期 水４時限 早稲田 ２

６ 教育 女性教育論 2021年度休講

７ 商学 現代の社会構造 １ 石崎 裕子 １年以上 春学期 火１時限 早稲田 ２

８ 商学 文化人類学B １ 加原 奈穂子 １年以上 秋学期 水２時限 早稲田 ２

９ 商学 日本の文化と社会 １ 石崎 裕子 １年以上 秋学期 火１時限 早稲田 ２

10 社学 現代家族論 １ 小島 宏 １年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

11 社学 現代家族論 ２ 小島 宏 １年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

12 人科 ジェンダー論 熱田 敬子 １年以上 秋学期 木２時限 所沢 ２

13 文構 アジアのジェンダーとセクシュアリティ 國弘 暁子 １年以上 秋学期 木４時限 戸山 ２

14 文構 セクシュアリティの社会学 大倉 韻 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

15 文構 グローバル時代の戦争とジェンダー 豊田 真穂 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２

16 文 教育とジェンダー 近藤 牧子 ２年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

17 GEC LGBTをめぐる法と社会（WSCメンバーズ基金講座） 石田 京子 他 １年以上 秋クォーター 火５時限 早稲田 １

18 GEC ジェンダーと教育 １ 2021年度休講

19 GEC ジェンダーと教育 ２ 2021年度休講
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社会貢献とボランティア
Social Contribution and Volunteering

設置概要

「ボランティアをやってみたい」「誰かのためになりたい」「世界をもっとよくしたい」、そんな想いをもつ学生は多いのではないで
しょうか。
「でも、どうしたらいいかわらかない」「どこからはじめていいかわからない」という学生も同様に多いでしょう。
また、「けっきょく偽善じゃないか」「自己満足じゃないか」「自分がやっても社会は変わらない」というためらいを感じている人もい
るかもしれません。
本副専攻では、そういったみなさんが、それぞれの興味・関心に応じた分野から社会貢献やボランティアについて学び、実際に社会問

題の現場で当事者と接し、よりよい社会への変革に向けて実際に行動する機会を提供します。
みなさんは、科目をとおして、これまでの「学校」や「サークル」といった同年代に閉じられた人間関係やコミュニティとは異なる、
新しい世界を体験することになるでしょう。それは、海外の現場はもちろんのこと、日本国内の現場でもあります。その中で、自分と
は異なる多様な価値観に接し、時にはぶつかりながら、そしてそれを乗り越えて問題解決に取り組み、社会に貢献する力を養います。
本副専攻の特色は、「現場で体験する」だけではなく、その先に必要となる「体験を言語化する力」も同時につちかう点にあります。
必修科目である「体験の言語化」をはじめとした領域a「体験し言語化する実践科目」を受講することで、「体験・思考を言語化し、他
者に伝える力」（コミュニケーション力）を身につけます。それは、単に「自分の体験」を伝えるだけではなく、ボランティア活動をつ
うじて「相手を理解する力」を養った上で可能になる、「相手を想像しながらのコミュニケーション力」となるでしょう。
また、領域b「スポーツ・教育・福祉」、領域c「農・環境・地域」、領域d「国際」は、領域aで体験的に学んだ内容を、より抽象的な
学術的理解につなげる科目群です。あるいはその逆で、領域bcdで知識として学んだ内容を、領域aの科目の現場で実践を試みてもよ
いです。社会問題は、多様な分野にまたがった要因が、複雑にからみあって生じています。その根本的な原因を追求し、改善方法を発
想するには、学際的な視点が不可欠です。領域bcdを、「ボランティア」「社会貢献」というキーワードで横断しながら科目を履修するこ
とによって、学際的な視点を身につけることができるでしょう。
さらに本副専攻は、「東京オリンピック・パラリンピックにむけ早稲田大学でボランティアマインドを育てる試み」でもあります。

＜本副専攻は、平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）が運営しています＞

到達点（学習成果）

１）社会問題の改善に向けて主体的に行動する力が身につく
２）社会問題を構造的に分析する力が身につく
３）自己満足を越えて、社会とつながるボランティアを構想できる
４）相手（当事者、支援される側）を想像しながらコミュニケーションする力が身につく

カリキュラムマップ

CB D

A

BCD

履修を希望する学生へのメッセージ

まだボランティアに取り組んでいない人は、「ボランティアって、自己満じゃないか」「意識高い系って思われそう」と思うかもしれま
せん。また、すでに取り組んできた人は、「ボランティアを続けてきたけど、そこで起きている問題を解決できる方法が見つからない」
という壁を感じているかもしれません。
そんな「もどかしさ」を抱えているみなさん、本副専攻の中で、自分なりの指針や行動するための方向性を見いだしてください。この
副専攻で身につける力は、社会貢献やボランティア活動のみならず、卒業後の社会生活の中でもみなさんを支えることでしょう。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：４単位以上、領域・分野b：２単位以上、領域・分野c：２単位以上、

領域・分野d：２単位以上）以上

★領域・分野a 「体験し言語化する実践科目」 修了必要単位：４単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 体験の言語化―世界と自分 01〜28 兵藤 智佳 他 １年以上 早稲田 １

いずれか履修必須２ GEC 体験の言語化―ボランティア体験から 01 岩井 雪乃 １年以上 春クォーター 水３時限 早稲田 １

３ GEC 体験の言語化―ボランティア体験から 02 兵藤 智佳 １年以上 秋クォーター 木４時限 早稲田 １

４ GEC グローバルヘルス 兵藤 智佳 １年以上 冬クォーター 火３−４ 早稲田 ２

５ GEC ボランティア論 １ 兵藤 智佳 １年以上 春クォーター 金４時限 早稲田 １

６ GEC ボランティア論 ２ 兵藤 智佳 １年以上 夏クォーター 金４時限 早稲田 １

７ GEC ボランティアから見る世界 １ 岩井 雪乃 １年以上 秋クォーター 水２時限 早稲田 １
領域・分野aから領域・分野cへ変更
（2021年度より）

８ GEC ボランティアから見る世界 ２ 岩井 雪乃 １年以上 冬クォーター 水２時限 早稲田 １
領域・分野aから領域・分野cへ変更
（2021年度より）

９ GEC ファシリテーションとボランティア 由井 一成 １年以上 秋クォーター 月３時限 早稲田 １

10 GEC SDGsと社会貢献 １ 由井 一成 １年以上 春クォーター 月３時限 早稲田 １

11 GEC SDGsと社会貢献 ２ 由井 一成 １年以上 夏クォーター 月３時限 早稲田 １

12 GEC スラムから学ぶコミュニティー支援論 １ 佐々木 俊介 １年以上 夏クォーター 水４時限 早稲田 １

13 GEC スラムから学ぶコミュニティー支援論 ２ 佐々木 俊介 １年以上 秋クォーター 水４時限 早稲田 １

14 GEC フィールド・ワークと社会貢献 １ 佐々木 俊介 １年以上 春クォーター 木４時限 早稲田 １

15 GEC フィールド・ワークと社会貢献 ２ 佐々木 俊介 １年以上 夏クォーター 木４時限 早稲田 １

16 GEC アフリカゾウとの共生を実践するボランティア １ 2021年度休講

17 GEC アフリカゾウとの共生を実践するボランティア ２ 2021年度休講

18 GEC 狩猟と地域おこしボランティア 岩井 雪乃 １年以上
集中講義
（春学期）

木その他 早稲田 ２

19 GEC ブータンから学ぶ国家開発と異文化理解 １ 2021年度休講

20 GEC ブータンから学ぶ国家開発と異文化理解 ２ 2021年度休講

21 GEC 農山村体験実習 弦間 正彦 他 １年以上 春学期 木３時限 早稲田 ２

22 GEC パラスポーツとボランティア 兵藤 智佳 １年以上 春クォーター 木３時限 早稲田 ２

23 GEC 自分のプロジェクトを経営する 友成 真一 他 １年以上 春学期 木３時限 早稲田 ２

24 GEC 地域を経営する 友成 真一 他 １年以上 通年 木５時限 早稲田 ４

25 GEC カナダから見るグローバル市民学 １ 由井 一成 １年以上 春クォーター 木４時限 早稲田 １

26 GEC カナダから見るグローバル市民学 ２ 由井 一成 １年以上 夏クォーター 木４時限 早稲田 １

27 GEC 災害ボランティアの基礎と実践 １ 佐々木 俊介 １年以上 夏クォーター 水３時限 早稲田 １

28 GEC 災害ボランティアの基礎と実践 ２ 佐々木 俊介 １年以上 夏秋期 水３時限 早稲田 ３

★領域・分野b 「スポーツ・教育・福祉」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 ジェンダーと法Ⅰ 石田 京子 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

２ 法学 ジェンダーと法Ⅱ 谷田川 知恵 ３年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２

３ 教育 教育福祉論 小林 繁 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

４ 教育 NPO・NGO論とボランティア 平山 雄大 １年以上 春学期 木５時限 早稲田 ２

５ 人科 NPO／NGO論 石橋 弘之 １年以上 春学期 火２時限 所沢 ２

６ スポーツ スポーツボランティア 武藤 泰明 他 １年以上 秋学期 木４時限 東伏見 ２

７ スポーツ スポーツ心理学 正木 宏明 ２年以上 春クォーター 月３−４ 所沢 ２

８ スポーツ スポーツ文化論 川島 浩平 １年以上 春学期 月１時限 東伏見 ２

９ スポーツ スポーツ産業論 佐野 毅彦 ２年以上 春学期 月１時限 東伏見 ２

10 スポーツ コーチング心理学 堀野 博幸 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

その他 ２

11 文構 障害学 岡部 耕典 １年以上 春学期 木４時限 戸山 ２

12 文構 ソーシャルワーク概論 2021年度休講

13 文構 福祉社会論 岡部 耕典 １年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

14 文構 ボランティアとNPO・NGO 林 加奈子 ２年以上 春学期 月４時限 戸山 ２

15 GEC 女性・しごと・ライフデザイン 矢口 徹也 他 １年以上 夏クォーター 金４−５ 早稲田 ２
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★領域・分野c 「農・環境・地域」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 商学 株式会社日本M&Aセンター寄附講座 起業家養成講座Ⅰ １ 高瀬 浩一 他 １年以上 春学期 火５時限 早稲田 ２

２ 社学 コミュニティデザイン 卯月 盛夫 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

３ 社学 公共事業論 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

４ 社学 環境表現論Ⅰ 佐藤 洋一 １年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

５ 社学 農と地域社会（総合講座） 早田 宰 他 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

６ 人科 環境社会学 井上 真 １年以上 春学期 木２時限 所沢 ２

７ 文構 環境変容と地域・都市の社会変動 西城戸 誠 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

８ GEC 環境問題と持続可能な社会 松岡 俊二 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２

９ GEC 環境を経営する 友成 真一 他 １年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

10 GEC 再生可能エネルギーを地域から考える。 岡田 久典 １年以上 秋クォーター 金２−３ 早稲田 ２

11 GEC 狩猟と獣害対策論１ 岩井 雪乃 １年以上 秋クォーター 木４時限 早稲田 １

12 GEC 狩猟と獣害対策論２ 岩井 雪乃 １年以上 冬クォーター 木４時限 早稲田 １

13 GEC 地域、環境、エネルギーを考える 岡田 久典 １年以上 春クォーター 金２−３ 早稲田 ２

14 GEC 食と経済 講義 2021年度休講

15 GEC 協同組合論 １ 柏 雅之 他 １年以上 秋クォーター 木３時限 早稲田 １

16 GEC 協同組合論 ２ 柏 雅之 他 １年以上 冬クォーター 木３時限 早稲田 １

17 GEC 食と経済 演習 2021年度休講

18 GEC すみだ学 2021年度休講

★領域・分野d 「国際」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 国際社会と法 萬歳 寛之 他 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

２ 法学 地域研究（アフリカ） 永岡 宏昌 ３年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

３ 社学 国際NGO協力論 山田 満 ３年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

４ 社学 平和構築論 山田 満 ３年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

５ 社学 移行経済論Ⅰ 2021年度休講

６ 社学 移行経済論Ⅱ 2021年度休講

７ 社学 Politics in Modern Japan 2021年度休講

８ 社学 Contemporary Japanese Foreign Policy 本多 美樹 １年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

９ 人科 アジア地域研究 井上 真 １年以上 秋学期 木２時限 所沢 ２

10 文構 グローバル社会と教育 山西 優二 ２年以上 秋学期 木２時限 戸山 ２

11 文 比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） 山西 優二 ２年以上 春学期 木２時限 戸山 ２

12 GEC グローバル社会貢献論 兵藤 智佳 １年以上 秋クォーター 木２時限 早稲田 １

13 GEC 文化遺産と保全 １ 小岩 正樹 他 １年以上 秋クォーター 火２時限 戸山 １

14 GEC 文化遺産と保全 ２ 小岩 正樹 他 １年以上 冬クォーター 火２時限 戸山 １

15 GEC 世界が仕事場 １ 01 高野 孝子 １年以上 春学期 月５−６ 早稲田 ２

16 GEC 世界が仕事場 ２ 01 高野 孝子 １年以上 秋クォーター 月５−６ 早稲田 １
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ジャーナリズムとメディア表現
Journalism and Media Practice

設置概要

現在、ジャーナリズムは危機の時代を迎えています。権力を掌握する人物が根拠のない発言をする、自己

の主張に合わない意見を退ける、多様な価値観を認めないなど閉塞的な状況が世界中で見られ、真実が犠牲

になる「ポスト真実」の時代といわれています。マスメディアはこれまで、ニュースのゲート・キーパー（門

番）として、出来事を発見し、解釈し、発信してきましたが、テクノロジーが発達し、あらゆる情報がネット

を通して入手できる今日、私たちはマスメディアから発信される情報を待つのではなく、それぞれの都合に

合った時間に自由に情報を入手します。情報をコントールする主体がメディアから市民へ移行するパラダイ

ムシフトが起きようとしている今、ジャーナリズムは従来の一方通行的な情報提供から、双方向的な対話型

へと変換を迫られています。しかし、テクノロジーが発達し、ジャーナリズムの表現形式が変わろうとして

も、「公共性」「公平性」「正確性」などのジャーナリズムの使命には変化はありません。むしろ、フェイク

ニュースといわれる誤報、ねつ造、誇張、プロパガンダがネット上に流布される時代だからこそ、ジャーナリ

ストを志す人だけでなく、メディアの発信者となり得るすべての人がジャーナリズムについて考え、学ぶこ

とが重要です。カリキュラムは、クリティカルな思考を養う領域（a）、実践活動からクリエイティブな発想

を養う領域（b）、新聞記者、テレビディレクター、メディア・プランナーの経験知からメディアの生産、経営、

流通、テクノロジーなどの報道の現場を知る領域（c）から構成されています。

到達点（学習成果）

・ジャーナリズムとは何か、ジャーナリストの役割や使命はどのようなものか、ジャーナリズムはどのよう

に変わろうとしているかについて充分に考察し、理解できる。

・メディアが発信する情報や現実をクリティカルかつ多角的に見ることができる。

・取材や映像作品の制作などの実践を体験することで、メディアを主体的に活用できるようになる。

・メディア作品の鑑賞やメディア制作のためのディスカッションを通して、コミュニケーション力を養うこ

とができる。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

将来、ジャーナリストを志す人、メディア産業に関心がある人、メディアを通じて発信を試みたい人、社会

で起きていることに関心を持ち、より良い社会を形成したいと考えている人を歓迎します。主体的に授業に

参加することを期待します。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：６単位 領域・分野b：６単位 領域・分野c：４単位）以上

★領域・分野a 「ジャーナリズム／メディアの理論〜クリティカルな思考を養う」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 ジャーナリズム論 01 瀬川 至朗 ２年以上 秋学期 火５時限 早稲田 ２

２ 政経 映像ジャーナリズム論 01 高橋 恭子 ２年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

３ 社学 社会言語としての映像 佐藤 洋一 ２年以上 春学期 月４時限 早稲田 ２

４ 社学 ヴィジュアルイメージ研究 佐藤 洋一 ２年以上 秋学期
金４時限
金５時限

早稲田 ４

５ GEC ドキュメンタリー論 （映画） 野中 章弘 １年以上 春クォーター 金６−７ 早稲田 ２

６ GEC ドキュメンタリー論 （テレビ） 野中 章弘 １年以上 冬クォーター 金６−７ 早稲田 ２

★領域・分野b 「ジャーナリズム／メディアの実践〜クリエイティブな発想を養う」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ GEC 美術研究のための写真入門 １ 2021年度休講

２ GEC 美術研究のための写真入門 ２ 2021年度休講

３ GEC 映像・芸術表現 高橋 恭子 他 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ２

４ GEC 制作プロジェクト研究 高橋 恭子 他 １年以上 春季集中 無その他 西早稲田 ２

５ GEC ジャーナリズム演習 ベーシック １ 野中 章弘 １年以上 秋クォーター 木３−４ 早稲田 ２

６ GEC ジャーナリズム演習 ベーシック ２ 野中 章弘 １年以上 冬クォーター 木３−４ 早稲田 ２

７ GEC ジャーナリズム演習 アドバーンスト 野中 章弘 ２年以上 春クォーター 月３−４ 早稲田 ２

８ GEC フィールド実習とメディア表象 金 敬黙 １年以上 冬クォーター 火５−６ 早稲田 ２

９ GEC インターンシップ講義 03（マスメディア） 野中 章弘 他 １年以上 秋クォーター 土その他 早稲田 １

10 GEC インターンシップ実習（マスメディア−１） 野中 章弘 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １

11 GEC インターンシップ実習（マスメディア−２） 野中 章弘 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １

12 GEC インターンシップ実習（マスメディア−３） 野中 章弘 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １

★領域・分野c 「ジャーナリズム／メディアの現場を知る」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 民間放送の現在と未来 01 2021年度休講

２ 政経 メディア産業論 01 瀬川 至朗 ３年以上 秋学期 月３時限 早稲田 ２

３ 政経 メディアの世界 瀬川 至朗 ３年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

４ GEC
ジャーナリズムの現在（石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大
賞記念講座）

瀬川 至朗 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

５ GEC 映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ ※１ 土田 環 他 １年以上 春クォーター 土４時限 早稲田 １

６ GEC 映画のすべて マスターズ･オブ・シネマ ※１ 土田 環 他 １年以上 夏クォーター 土４時限 早稲田 １

※１基幹・創造・先進理工学部生は、理工設置科目を受講してください。
全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 167 ―



台湾研究
Taiwan Studies

設置概要

「台湾研究」は、「地域研究」という学問領域の一分野である。台湾という地域は、地理的には、日本の沖縄

県南方、西太平洋海上交通路の中央に位置し、台湾海峡を挟んで中国大陸と向かい合っている。民族的には、

本来、オーストロネシア語族に属する先住民族の居住地であったが、現代に到るまで、オランダ、清朝、日

本、中華民国という様々な政権により統治されてきた。そのため政治的・経済的・文化的に多元的な発展を

遂げてきたことが、台湾社会の特徴の一つと考えられる。このような地理的・民族的・歴史的事情は、台湾と

いう地域に、学際的な（interdisciplinary）地域研究（area studies）の対象の一つにふさわしい濃厚な個

性を付与している。また、現今の国際社会における台湾とは「国家承認されていない国民国家」という特殊

性を有している。「台湾研究」という地域研究の存在理由がここにある。このような、日本の身近に存在しつ

つも複雑で個性的な存在である台湾を考えることは、日本の近隣を理解する上でも、また従来私たちが慣れ

親しんできた国際社会や国家という概念を再考する上でも、たいへん意義深いものである。

上記の趣旨をふまえ、本学では、2003年より、台湾研究所（プロジェクト研究所）を立ち上げ、これまで、

様々な研究活動に加えて、日本初の体系的な台湾研究の教育プログラムとして、本学で学ぶ学生を対象に

「台湾テーマスタディ」を運営するなど、教育面でも積極的に活動してきた。本副専攻は、「台湾テーマスタ

ディ」での経験・内容を継承しつつ、より質的に充実させた体系的なカリキュラムによる地域研究としての

「台湾研究」の面白さを受講生に伝えたい。

到達点（学習成果）

受講生は、本副専攻で提供される多彩な講義・演習科目および中国語学科目および英語で開講される専門

科目の履修に加えて、フィールドワークや学生交流、研究会や読書会などの様々な課外活動への参加機会の

提供を通じて、台湾に関する幅広い専門知識を身に着けると同時に、中国語および英語についても一定のコ

ミュニケーション力の習得を到達点として設定する。また本副専攻では、通常の学部カリキュラムと異なり

「台湾」という研究対象を軸としながら、歴史学、政治学、国際関係論、地域研究、語学学習など、多岐にわ

たるディシプリンを学際的に学び、グローバルな視点に立った台湾研究の在り方・学問の奥深さ、面白さを

理解してもらうことを目指す。

カリキュラムマップ

「東アジア地域から見た台湾」を幅広く学ぶため、本学際的副専攻では、学内で開講している台湾をはじめ

とする関連の科目を有機的に連動させ、受講生が自身のレベルにあわせて、台湾および東アジア地域に対す

る理解を深めることを目指している。そのために通常の講義科目に加え、語学の学習プログラムやプロジェ

クト研究所である台湾研究所の協力の下、講演会、シンポジウム、現地調査などへの参加も一部可能にし、受

講生の理解を促進していきたい。相関図は下記の通りである。
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指定科目一覧

修了必要単位

18単位（領域・分野a：６単位 領域・分野b：６単位 領域・分野c：４単位 領域・分野d：２単位）以上

★領域・分野a 「複合領域」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 文学Ⅰ D（藤井） 藤井 省三 １年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

２ GEC 台湾を知る（入門） 江 正殷 １年以上 春クォーター 土３−４ 早稲田 ２

３ GEC 台湾を知る（発展） 江 正殷 １年以上 秋クォーター 土３−４ 早稲田 ２

４ GEC 中国総合講座（入門） 江 正殷 １年以上 夏クォーター 土３−４ 早稲田 ２

５ GEC 中国総合講座（発展） 江 正殷 １年以上 冬クォーター 土３−４ 早稲田 ２

６ GEC 台湾現代文化研究 １ 松岡 格 １年以上 春クォーター 月３時限 早稲田 １

７ GEC 台湾現代文化研究 ２ 松岡 格 １年以上 夏クォーター 月３時限 早稲田 １

８ GEC 台湾政治研究 １ 平井 新 １年以上 春クォーター 火４時限 早稲田 １

９ GEC 台湾政治研究 ２ 平井 新 １年以上 夏クォーター 火４時限 早稲田 １

★領域・分野b 「歴史学」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 日本政治思想史 01 遠藤 正敬 ２年以上 春学期
水３時限
木３時限

早稲田 ４

２ 政経 Japanese Political Thought A 01 梅森 直之 ２年以上 春学期 金２時限 早稲田 ２

３ 政経 Japanese Political Thought B 01 梅森 直之 ２年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２

４ 社学 歴史学（日中関係史）１ 劉 傑 １年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

５ 社学 歴史学（日中関係史）２ 劉 傑 １年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ２

６ GEC 台湾通史（近世） １ 新田 龍希 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １

７ GEC 台湾通史（近世） ２ 新田 龍希 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １

８ GEC 台湾通史（近現代） １ 新田 龍希 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １

９ GEC 台湾通史（近現代） ２ 新田 龍希 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １

10 GEC 帝国思想と台湾 １ 梅森 直之 １年以上 秋クォーター 火２時限 早稲田 １

11 GEC 帝国思想と台湾 ２ 梅森 直之 １年以上 冬クォーター 火２時限 早稲田 １

★領域・分野c 「国際関係」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 国際関係論入門 01 多湖 淳 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

２ 政経 Japanese Political History 01
ブルチャー ミヒャ
エル

２年以上 秋学期 水４時限 早稲田 ２

３ GEC 台湾をめぐる戦後東アジア国際関係史 家永 真幸 １年以上 秋クォーター 木４−５ 早稲田 ２

４ GEC
Conflict Resolution and Social Innovation in Practice α
01

中野 佳裕 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １

５ GEC
Conflict Resolution and Social Innovation in Practice α
02

中野 佳裕 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １

６ GEC
Conflict Resolution and Social Innovation in Practice β
01

中野 佳裕 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １

７ GEC
Conflict Resolution and Social Innovation in Practice β
02

中野 佳裕 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １

８ GEC 平和をつくるプロフェッショナル 01 梅森 直之 他 １年以上 春学期 火５時限 早稲田 ２

９ GEC 平和をつくるプロフェッショナル 02 中野 佳裕 １年以上 秋学期 火５時限 早稲田 ２

★領域・分野d 「語学」 修了必要単位：２単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 留学 海外語学・文化研修プログラム（夏季）A 01
ケイト エルウッド
他

１年以上 夏秋期 無その他 その他 ２

２ 留学 海外語学・文化研修プログラム（春季）A 01 2021年度休講

３ 留学 海外語学・文化研修プログラム（春季）B 01 2021年度休講

４ 留学 海外語学・文化研修プログラム（夏季）B 01
ケイト エルウッド
他

１年以上 夏秋期 無その他 その他 ４

５ 各学部 各学部・グローバルエデュケーションセンター提供 中国語科目
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ドイツ研究
German Studies

設置概要

グローバル化が時代のキーワードである。世界の人・物・情報の動きは拡大の一途をたどり、地域ごとの

差違は見過ごされがちになってきているが、まさにそのためにこそ、複雑に絡まる現代社会の諸問題を解明

しようと試みるとき、地域を足掛かりとした多角的な視点を持つことが重要となる。

ドイツ語圏はかつて学術の中心地として知られ、また今日でも現代社会が突きつけるさまざまな課題に対

して、それらを正面から受け止め、独自の道を歩みつつ解決への努力を行っている地域として注目されてい

る。その姿を知ることは、グローバル化の中における日本の位置を知るための手がかりとなり、将来の日本

を背負う学生は多くの示唆を得ることができる。

ドイツの社会や文化について、幅広い分野からの専門家を集め、多彩なテーマについての科目を配置し、

多角的・学際的な視点から議論を深める。日本では残念ながら、ドイツ文化圏の上記のような取り組みにつ

いて十分知られているとはいえず、この副専攻ではそれを深く学ぶことができる。

到達点（学習成果）

ドイツ語圏の文化・社会の諸相に触れることで、より広い視野のもとで世界を見ることができる。他文化

との取り組みは、知の組み換えをももたらす高度な知的作業である。知ると同時にその知を得るすべ、活か

すすべを学ぶことは変革の激しい現代社会を生きる上で大いに役立つこととなろう。ドイツ語で行われる科

目も開講するので、ドイツ語圏への留学を考えている学生にもその準備のために履修することができる。

カリキュラムマップ

ドイツ語圏における現代的課題への取り組みの総合的理解

社会領域

言語

文化領域

複合領域

履修を希望する学生へのメッセージ

本副専攻の科目を体系的に履修することで、ドイツ語圏社会を広範に深く理解することができるでしょ

う。また、それぞれのテーマはドイツ語圏に固有なものではなく、世界に共通する問題も扱います。した

がって、ドイツ語圏に直接関心を持たない学生でも、自らの問題を探求する場としてこの副専攻を利用する

ことができます。

ほとんどの指定科目はドイツ語の知識なしに履修できますが、もちろんドイツ語を知っていれば理解がさ

らに深まりますし、最低限のドイツ語の知識は不可欠です。また、ドイツ語で行われる科目も用意していま

すので、ドイツ語圏への留学を考えている学生にもぜひ履修を勧めたいと思います。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：２単位以上、領域・分野b：２単位以上、領域・分野c：２単位以上、

領域・分野d：２〜４単位）以上

★領域・分野a 「社会領域」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経
アカデミックリテラシー演習（ドイツ語の文献を読んでナチス
を知る（ドイツ現代史）） 01

斉藤 寿雄 ２年以上 秋学期 火４時限 早稲田 ２

２ 政経 独語実践演習Ⅰ 01 荻野 静男 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ３

３ 政経 独語実践演習Ⅰ 02 斉藤 寿雄 ３年以上 春学期 火４時限 早稲田 ３

４ 政経 独語実践演習Ⅱ 01 荻野 静男 ３年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ３

５ 政経 独語実践演習ⅢA 01 縣 公一郎 他 ３年以上 春学期 火３時限 早稲田 ３

６ 政経 独語実践演習ⅢB 01 縣 公一郎 他 ３年以上 秋学期 火３時限 早稲田 ３

７ 法学 外国法総論（ドイツ法Ⅱ） 2021年度休講

８ 教育 ヨーロッパの文化（近代システム誕生の地） 前田 良三 １年以上 春学期 火３時限 早稲田 ２

９ 人科 ドイツ近現代史 村上 公子 １年以上 秋学期 火４時限 所沢 ２

10 GEC ドイツ語テレビ会議（生活・社会） 2021年度休講

11 GEC ナチスの全体像を探る試み １ 斉藤 寿雄 １年以上 秋クォーター 水２時限 早稲田 １

12 GEC ナチスの全体像を探る試み ２ 斉藤 寿雄 １年以上 冬クォーター 水２時限 早稲田 １

★領域・分野b 「文化領域」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 教育 複合文化学特論16 北山 雅昭 ２年以上 秋学期 金４時限 早稲田 ２

２ 教育 ドイツ語圏の文学 前田 良三 ２年以上 春学期 火４時限 早稲田 ２

３ 文 ドイツ文学概論１
クラヴィッター ア
ルネ

２年以上 秋学期 木４時限 戸山 ２

４ 文 ドイツ文学概論２ 西尾 宇広 ２年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

５ 文 ドイツ言語文化論 藤井 明彦 ２年以上 秋学期 火３時限 戸山 ２

６ 文 ウィーン文化論 藤井 明彦 他 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

７ 文 ドイツ比較文化論 山本 浩司 他 ２年以上 秋学期 火５時限 戸山 ２

８ 文 ドイツ語圏の思想 前田 良三 ２年以上 秋学期 木３時限 戸山 ２

９ 文 ドイツ語圏の文化 藤井 明彦 ２年以上 春学期 木２時限 戸山 ２

10 GEC ドイツ語テレビ会議（言語･文化） 2021年度休講

★領域・分野c 「複合領域」 修了必要単位：２単位以上

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 アカデミックリテラシー演習（複言語で学ぶ社会文化） 01 縣 公一郎 他 ２年以上 秋学期 木３時限 早稲田 ２

２ 法学 総合講座「ドイツ語圏を知る」 岡山 具隆 他 １年以上 春学期 水５時限 早稲田 ２

３ 社学 EU・ドイツの都市づくり 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

４ GEC 女の愛と生涯─独日比較 村上 公子 １年以上 秋学期 木４時限 早稲田 ２

５ GEC ドイツ人の環境意識を探る 2021年度休講

★領域・分野d 「言語」 修了必要単位：２〜４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 留学 海外語学・文化研修プログラム（夏季）A 01
ケイト エルウッド
他

１年以上 夏秋期 無その他 その他 ２

２ 留学 海外語学・文化研修プログラム（春季）A 01 2021年度休講

３ 留学 海外語学・文化研修プログラム（春季）B 01 2021年度休講

４ 留学 海外語学・文化研修プログラム（夏季）B 01
ケイト エルウッド
他

１年以上 夏秋期 無その他 その他 ４

５ GEC ドイツ語総合基礎A１−１ 01
クラウス マヌエル
フィリップ 他

１年以上 春学期
火２時限
金２時限

早稲田 ２

６ GEC ドイツ語総合基礎A１−１ 02 長谷川 悦朗 他 １年以上 秋学期
月４時限
金１時限

早稲田 ２

７ GEC ドイツ語総合基礎A１−２ 01 糸瀬 龍 他 １年以上 春学期
火４時限
木１時限

早稲田 ２

８ GEC ドイツ語総合基礎A１−２ 02
クラウス マヌエル
フィリップ 他

１年以上 秋学期
火２時限
金２時限

早稲田 ２

９ GEC ドイツ語総合基礎A２−１ 糸瀬 龍 他 １年以上 春学期
火５時限
木２時限

早稲田 ２

10 GEC ドイツ語総合基礎A２−２ 糸瀬 龍 他 １年以上 秋学期
火５時限
木２時限

早稲田 ２
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№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

11 GEC ドイツ語コミュニケーション（基礎） 高岡 佑介 他 １年以上 春学期 火２時限 早稲田 １

12 GEC ドイツ語コミュニケーション（応用） 岡山 具隆 他 １年以上 春学期 金３時限 早稲田 １

13 GEC ドイツ語文法（入門） 江口 大輔 １年以上 春クォーター 木２−３ 早稲田 １

14 GEC ドイツ語文法（初級） 江口 大輔 １年以上 夏クォーター 木２−３ 早稲田 １

15 GEC ドイツ語コミュニケーション（上級） 岡山 具隆 他 １年以上 秋学期 金３時限 早稲田 １

16 GEC ドイツ語コミュニケーション（続基礎） 高岡 佑介 他 １年以上 秋学期 火２時限 早稲田 １

17 各学部 各学部 提供ドイツ語科目
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都市・地域研究
Undergraduate Minor in Urban and Regional Studies

設置概要

都市とは人間の高度な文明社会を支える器（うつわ）です。2030年、世界人口の２/３以上が都市に住む

ようになります。グローバル化とともに、社会・政治・経済が変化し、複雑化、ネットワーク化し、アジア・

アフリカ地域が台頭し、巨大都市やインフォーマルシティと呼ばれる移動都市が出現しつつあり、一方で西

欧や先進国では縮退都市化が進んでいます。都市に期待される役割、意味、かたち、しくみ、表象、課題、政

策、計画等も刻々と変わっていきます。

都市・地域研究（Urban andRegionalStudies）は、巨大な社会経済システムを理解し、制御するための

固有の領域です。成熟社会化、持続可能な都市・地域づくりが大きな課題です。そのための政治・経済・法

律・社会・文化の現状理解と政策デザインを学際的・臨床的に学ぶ体系であり、また都市計画、都市社会デザ

イン等の専攻を目指す学生の専門的・先端的カリキュラムです。

早稲田大学は日本・アジアにおいて都市・地域研究の分野を切り開いた大学であり、学際的な学問的基礎、

グローバルな都市の理解の拡大、理論と官民連携など都市ガバナンスの深化、都市計画の応用・実践を体系

的に学びます。

到達点（学習成果）

以下の４つの学修成果を目標の到達点とします。

（１）グローバル社会におきている典型的な都市・地域の問題・論点を概ね理解できることとします（テーマ

やイシューを見て、それぞれについて最低限理解できることを目指します）。

（２）世界の多様な都市・地域のあり方を理解し、深めることができることとします。

（３）都市・地域の現状と未来の課題を分析・理解し、都市のガバナンスを考察できることとします。

（４）都市・地域計画による総合的な課題解決能力の向上を図ります。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

都市・地域研究は、確立された一つの専門的な学術分野で、海外では専門の学部や大学院も多く存在しま

すが、日本ではまだ多くありません。早稲田の都市・地域研究の科目や教員は、各学部、大学院などに目下散

在していますが、その垣根を越えて総合的に連携する体制を構築しています。都市・地域研究は、伝統ある

分野であると同時に、時代や社会の変化に応える視点が重要です。将来重要性を増す社会現象や学問的課題

を見つけながら、既存の学問体系にとらわれずに新たな知的考察を加えていくマインドや学習態度が求めら

れます。それだけにやりがいのある分野ですので、チャレンジしてください。

全

学

副

専

攻

履

修

ガ

イ

ド

― 174 ―



指定科目一覧

修了必要単位

16単位（領域・分野a：４単位 領域・分野b：４単位 領域・分野c：４単位 領域・分野d：４単位）以上

★領域・分野a 「都市・地域研究の基礎」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 教育 都市地理学 佐藤 英人 ２年以上 春学期 月１時限 早稲田 ２

２ 社学 参加のデザイン技術 A 卯月 盛夫 １年以上 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 ４

３ 社学 参加のデザイン技術 B 百武 ひろ子 １年以上 春学期
金５時限
金６時限

早稲田 ４

４ 国際教養 Introduction to Urban Studies 01
ディマ クリスティ
アン

１年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

５ 文構 芸術と社会 坂上 桂子 １年以上 秋学期 火３時限 戸山 ２

６ 創造 現代都市・地域論A 浅川 達人 他 ２年以上 夏クォーター 金５−６ 早稲田 ２

７ 創造 現代都市・地域論B 浅川 達人 他 ２年以上 夏クォーター 金５−６ 早稲田 ２

★領域・分野b 「都市・地域の理解を広げる」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 法学 地域研究（アフリカ） 永岡 宏昌 ３年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２

２ 社学 都市科学概論 2021年度休講

３ 社学 EU・ドイツの都市づくり 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

４ 社学 環境表現論Ⅰ 佐藤 洋一 １年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

５ 社学 農と地域社会（総合講座） 早田 宰 他 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２

６ 社学 観光学 周藤 真也 ２年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２

７ 人科 都市社会学 浅川 達人 １年以上 秋学期 木３時限 所沢 ２

８ 国際教養 Urban Studies
ディマ クリスティ
アン

３年以上 春学期 金５時限 早稲田 ２

９ 国際教養 Urban Studies 2021年度休講

10 文構 現代中欧世界とその歴史 森 元孝 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

11 文構 アジアの地域・都市の歴史 清水 美里 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

戸山 ２

12 GEC 世界遺産入門 周藤 真也 他 １年以上 春クォーター 水１−２ 早稲田 ２

★領域・分野c 「都市システムのデザイン」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 地理情報システム論Ⅰ 大場 亨 １年以上 春学期 土２時限 早稲田 ２

２ 社学 地理情報システム論Ⅱ 大場 亨 １年以上 秋学期 土２時限 早稲田 ２

３ 社学 コミュニティデザイン 卯月 盛夫 １年以上 春学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

４ 社学 居住環境論 早田 宰 ３年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２

５ 社学 地域計画システム論Ⅰ 落合 基継 １年以上 春学期 月４時限 早稲田 ２

６ 社学 地域計画システム論Ⅱ 落合 基継 １年以上 秋学期 月４時限 早稲田 ２

★領域・分野d 「都市計画」 修了必要単位：４単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 公共事業論 卯月 盛夫 ２年以上 秋学期
フルオン
デマンド

早稲田 ２

２ 国際教養 Social Design & Design Thinking for Urban Change 01
ディマ クリスティ
アン

２年以上 春学期 金４時限 早稲田 ２

３ 国際教養 Social Design & Design Thinking for Urban Change 51 2021年度休講

４ 創造 都市計画 有賀 隆 他 ２年以上 秋学期 月１時限 西早稲田 ２

５ 創造 景観設計 後藤 春彦 ３年以上 春学期 月４時限 西早稲田 ２

６ 創造 景観工学 佐々木 葉 ２年以上 秋学期 水２時限 西早稲田 ２

７ 創造 都市計画 佐々木 邦明 ３年以上 春学期 水３時限 西早稲田 ２

８ 創造 交通まちづくり 森本 章倫 ３年以上 秋学期 水２時限 西早稲田 ２
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Conflict Resolution: From Asiaʼs Perspective
＜日本語版＞

設置概要

現在そして未来における地球規模の課題解決を担う人材を育成するべく、早稲田大学にて提供されている豊富な科目群を体系的に結び付け、
学生の問題解決実践力を養う学びを展開することが、当副専攻の主たる趣旨である。

早稲田大学ではこれまで社会科学部を中心に、理論と実践をつなぐ多くのユニークな科目群を有した平和学副専攻を開設してきた。また、
『WASEDA-EDGE人材育成プログラム〜共創館イノベーション・エコシステムの構築〜（以下、EDGEプログラム）』においては、科学技術シー
ズを社会ニーズに適合させたり未来の社会ニーズを発見し解決策を生み出すことのできる、文理融合のアントレプレナー人材を育成してきた。
加えて、共に東アジアのリーディングスクールである北京大学と高麗大学校と協力し、『多層的紛争解決・社会変革のためのグローバルリーダー
共同育成プログラム（以下、キャンパス・アジア・プログラム）』を実施し、紛争解決と社会変革に情熱とスキルをもつ次世代アジアのリーダー
の育成にも注力してきた。

当副専攻では、これまでの平和学の理念を踏まえ、EDGEプログラム及びキャンパス・アジア・プログラムで醸成されてきた知と実践経験をも
とに、自ら主体的に問題解決に携わることのできるグローバルリーダー人材を育成することを目指す。グローバル化が進む世界においてアジア
のプレゼンスが高まっていることを受け、当副専攻では課題先端社会である日本を含むアジア地域の諸課題と解決策を重点的に取り上げ、急速
に変化するグローバル課題に対応しうる学術的・実践的な力を養う。また、課題発見に重点を置くことで、既存の学問体系にとらわれない学際
的な学びを可能とする。こうしたカリキュラム設計により多様な学部から科目を選択することが可能となり、早稲田キャンパス、西早稲田キャ
ンパス、戸山キャンパスをまたいだ交流が加速することで、大学横断的な学びのエコシステムが創造されることも期待される。基本的には日本
語および英語での科目履修が望ましいが、英語もしくは日本語のみで修了することも可能である。

到達点（学習成果）

当副専攻を履修する学生は、紛争解決および社会変革について、理念・理論面での理解のみならず、自ら問題解決をする機動力・実践力をつけ
ることを目指す。
当副専攻カリキュラムの学習行程「①基礎レベル：課題を見つける、②発展レベル：課題を深く理解する、③実践レベル：課題解決力をつける」
を通じ、履修学生は自ら課題を発掘する力を養い、自身が関心を持つ課題について座学や演習、自由研究などによって理解を深め、実践的な科目
を通じて課題解決力を身につける。各レベルにおいて異なる分野にまたがる科目を履修することで、分野横断的な問題に対し学際的な思考を養
う。さらに、日本語に加え英語開講科目を数多く設置することで、英語（日本語）での学びを促進することで、「英語（日本語）?を@学ぶ」ので
はなく、「英語（日本語）?で@学ぶ」体験を重ね、日本語および英語による実践的コミュニケーション能力を習得する。

カリキュラムマップ

履修を希望する学生へのメッセージ

当副専攻では学習到達度に応じて、基礎・発展・実践レベルの３つのレベルで科目を用意している。履修の際には、学際的に展開している基礎
レベル科目を履修し、更に発展、実践レベルにおいてそれぞれ異なる分野の科目を履修することで、より深く高度な学際的な学びが可能となる。

「課題を見つける」：基礎レベル。日本語・英語での提供科目をそれぞれ１科目以上履修することが望ましい。複数言語で思考とコミュニケー
ションを重ねることで複眼的視野を獲得し、多様な社会において自らを表現し他者を理解する力を養う機会となるためだ。
「課題を深く理解する」：発展レベル。「政治・経済」カテゴリーでは、この副専攻の重要な視座であるアジアに主軸を置きながら、安全保障や
国際法を含む多岐にわたる学びを深める。「社会・文化・環境」のカテゴリーでは、アジアおよび世界で重要性が加速度的に増している喫緊の問
題について、ジェンダー、環境など多角的な視座から学ぶ。既存の学問領域を超えた現実の事象に対する学びを進めるため、履修学生は、２つの
サブ・カテゴリー双方から、最低１科目以上を履修することが望ましい。既に関心を持つ分野一方を集中的に履修することも可能だが、より幅
広い課題への視座を獲得するために、多岐にわたる科目の履修が望ましい。
「課題解決力をつける」：実践レベル。「平和構築・開発」カテゴリーでは（副専攻テーマ「Conflict Resolution」との関連に触れながら、こ
れまで長きにわたって蓄積された平和構築と開発の分野で蓄積された学び及び実践知を習得する。加えて、地球規模の課題やグローバル化した
地域社会における多様かつ多層的な問題の解決には、イノベーティブな発想法、実践法を身に着けておくことが不可欠だ。よって、「イノベー
ション」カテゴリーでは、イノベーションに必要なデザイン思考、起業的発想を実践的に学ぶ。当レベルにおいても、２つのサブ・カテゴリー双
方から、最低１科目以上履修することが望ましい。なお、「イノベーション」で提供される科目は集中授業形式が多いため、履修登録の際は十分
に注意すること。
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Conflict Resolution: From Asiaʼs Perspective
＜English＞

Overview

This minor provides students with an opportunity to develop their capacities to solve a wide range of
problems the world is facing today and in the future. Waseda University has offered a number of programs
bridging theory and practice in the field of peace studies, innovation and conflict resolution. The minor
?Peace Studies@, EDGE Program and CAMPUS Asia ENGAGE Program are among the examples. Being
based on these programs, the minor aims to develop global leaders who can take their own initiatives and
engage in solving problems that Earth is facing today and in the future. The minor focuses on Asia, the
area showcasing some unprecedented challenges as well as potential solutions to these challenges.
This minor is highly interdisciplinary and expose students to a wide range of subjects. Students are
required to learn proactively so that they can develop their capacities to explore, identify and find innova-
tive solutions. The minor strongly encourages students to take courses in both English and Japanese,
although it is possible to complete the minor by taking courses only in either of the languages.

Learning Outcomes

By completing the minor, students are expected to have not only deepened their understanding of
conflict resolution and social innovation theoretically but also developed practical problem-solving capaci-
ties. At each level in the learning process, i.e., Basic Level, Intermediate Level and Advanced Level, stu-
dents choose subjects from various disciplines so that they obtain an interdisciplinary approach to under-
standing complex, intertwined and cross-cutting challenges. The minor offers courses in English and
Japanese.
In this minor, students are encouraged to take courses in Japanese (English) so that they have an
opportunity to learn in Japanese (English) and enhance their Japanese (English) communication skills.

Curriculum

Message from Coordinators

The minor consists of three levels: Basic Level, Intermediate Level and Advanced Level.

At Basic Level, students are encouraged to take at least one Japanese course and one English course,
so that students can develop a multi-layered approach to understanding complex issues.
At Intermediate Level, it is encouraged that students take at least once course from each of the subject
areas: Area １) Politics and economy and Area ２) Society, culture and environment. Area １ offers
courses including international security and international law,with a special focus on Asia. Area ２ include
courses on acute issues in Asia, in particular, gender and environment.
Advanced Level offers courses that enable students to equip with practical knowledge and skills for
solving problems. Students are encouraged to take at least once course from each of the areas: Area １)
Peacebuilding and development and Area ２) Innovation. Many courses under Area ２ (Innovation) are
intensive programs.
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指定科目一覧

修了必要単位

18単位（領域・分野a：６単位、領域・分野b：６単位、領域・分野c：６単位）以上

★領域・分野a 「課題を見つける／Exploring Issues」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経
アカデミックリテラシー演習（キャンパス・アジアへの誘い：歴
史・和解・変革） 01

梅森 直之 ２年以上 春学期 月２時限 早稲田 ２

２ GEC 平和構築入門 山田 満 １年以上 夏クォーター 火５時限 早稲田 １

３ GEC Introduction to Global Leadership 01 池上 重輔 他 １年以上 冬クォーター 水４−５ 早稲田 ２

４ GEC グローバル・スタディーズ入門 03 松岡 亮二 １年以上 秋クォーター 水３時限 早稲田 １

５ GEC Introduction to Global Studies 03 松岡 亮二 １年以上 冬クォーター 水３時限 早稲田 １

６ GEC グローバル・スタディーズ演習：教育不平等 01 松岡 亮二 １年以上 春クォーター 水３時限 早稲田 １

７ GEC Global Studies Seminar： Inequality in Education 01 松岡 亮二 １年以上 夏クォーター 水３時限 早稲田 １

８ GEC The World of Cooperative Commonwealth 01 篠田 徹 １年以上 春学期 金３時限 早稲田 ２

９ GEC The World of Labor Film 01 篠田 徹 １年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２

10 GEC Global Labor Governance 01 篠田 徹 １年以上 春学期 木１時限 早稲田 ２

11 GEC
グローバル・スタディーズ特別演習：グローバル社会の分析
/Advanced Seminar in Global Studies: Analysis in Global
Perspective 01

太田 有子 ２年以上 冬クォーター 金４−５ 早稲田 ２

12 GEC
グローバル・スタディーズ特別演習：グローバル社会の分析
/Advanced Seminar in Global Studies: Analysis in Global
Perspective 02

太田 有子 ２年以上 夏クォーター 金４−５ 早稲田 ２

13 GEC Intercultural Communication α 01 ケイト エルウッド １年以上 春クォーター 月３時限 早稲田 １

14 GEC Intercultural Communication β 01 ケイト エルウッド １年以上 夏クォーター 月３時限 早稲田 １

15 GEC
Introductory Seminar on Conflict Resolution and Social
Innovation α 01

小山 淑子 １年以上 春クォーター 火４時限 早稲田 １

16 GEC
Introductory Seminar on Conflict Resolution and Social
Innovation α 02

小山 淑子 １年以上 秋クォーター 火４時限 早稲田 １

17 GEC
Introductory Seminar on Conflict Resolution and Social
Innovation β 01

小山 淑子 １年以上 夏クォーター 火４時限 早稲田 １

18 GEC
Introductory Seminar on Conflict Resolution and Social
Innovation β 02

小山 淑子 １年以上 冬クォーター 火４時限 早稲田 １

19 GEC
Synthesis of Conflict Resolution and Social Innovation
α 01

小山 淑子 １年以上 春クォーター 水４時限 早稲田 １

20 GEC
Synthesis of Conflict Resolution and Social Innovation
α 02

小山 淑子 １年以上 秋クォーター 水４時限 早稲田 １

21 GEC
Synthesis of Conflict Resolution and Social Innovation
β 01

小山 淑子 １年以上 夏クォーター 水４時限 早稲田 １

22 GEC
Synthesis of Conflict Resolution and Social Innovation
β 02

小山 淑子 １年以上 冬クォーター 水４時限 早稲田 １

23 GEC 平和をつくるプロフェッショナル 01 梅森 直之 他 １年以上 春学期 火５時限 早稲田 ２

24 GEC 平和をつくるプロフェッショナル 02 中野 佳裕 １年以上 秋学期 火５時限 早稲田 ２

25 GEC
イノベーション概論 α：次世代イノベータ―のためのエッセ
ンシャルズ （学部生用）

朝日 透 他 １年以上 秋クォーター 木６時限 西早稲田 １

26 GEC
イノベーション概論 β：次世代イノベータ―のためのエッセ
ンシャルズ （学部生用）

朝日 透 他 １年以上 冬クォーター 木６時限 西早稲田 １

★領域・分野b 「課題を深く理解する／Understanding Issues」 修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 政経 Japanese Political History 01
ブルチャー ミヒャ
エル

２年以上 秋学期 水４時限 早稲田 ２ Area ２

２ 政経 Japanese Political Thought A 01 梅森 直之 ２年以上 春学期 金２時限 早稲田 ２ Area ２

３ 政経 Japanese Political Thought B 01 梅森 直之 ２年以上 秋学期 金２時限 早稲田 ２ Area １

４ 法学 国際関係論Ⅰ A 河野 真理子 ２年以上 春学期 月４時限 早稲田 ２ Area １

５ 法学 International Law 河野 真理子 ３年以上 秋学期 月３時限 早稲田 ２ Area １

６ 教育 ジェンダー・スタディーズⅠ（身近なことを視座にして） 金井 景子 １年以上 春学期 木４時限 早稲田 ２ Area ２

７ 社学 地球環境論 赤尾 健一 ２年以上 春学期
月４時限
水５時限

早稲田 ４ Area ２

８ 文構 アジアにおける人間の安全保障 金 敬黙 他 １年以上 春学期 木６時限 戸山 ２ Area １

９ GEC 環境問題と持続可能な社会 松岡 俊二 １年以上 春クォーター 木３−４ 早稲田 ２ Area ２

10 GEC 海外・在日コリアンを考える 金 敬黙 １年以上 春クォーター 火４−５ 早稲田 ２ Area ２

11 GEC 国際政治学と平和 １ 奥迫 元 １年以上 秋クォーター 水３時限 早稲田 １ Area １

12 GEC 国際政治学と平和 ２ 奥迫 元 １年以上 冬クォーター 水３時限 早稲田 １ Area １

13 GEC Global Asia Seminar Ⅰ 01 平川 幸子 １年以上 春学期 水１時限 早稲田 ２ Area １

14 GEC Global Asia Seminar Ⅰ 02 平川 幸子 １年以上 秋学期 水１時限 早稲田 ２ Area １

15 GEC Global Asia Seminar Ⅱ 01 平川 幸子 １年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２ Area １

16 GEC Global Asia Seminar Ⅱ 02 平川 幸子 １年以上 秋学期 水２時限 早稲田 ２ Area １

17 GEC Global Asia Seminar Ⅲ 01 平川 幸子 １年以上 春学期 水３時限 早稲田 ２ Area １

18 GEC Global Asia Seminar Ⅲ 02 平川 幸子 １年以上 秋学期 水３時限 早稲田 ２ Area １

19 GEC Advanced Studies on Global Asia 01 篠田 徹 １年以上 春学期 水２時限 早稲田 ２ Area １

20 GEC Advanced Studies on Global Asia 02 篠田 徹 １年以上 秋学期 金３時限 早稲田 ２ Area １
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★領域・分野c 「課題解決力をつける／Equipping with Ploblem-solving Capacities」

修了必要単位：６単位

№ 設置箇所 科 目 名 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 備 考

１ 社学 紛争解決論実習 １
Area １
2021年度休講

２ 社学 Japan and Peacebuilding : Asian Policies 山田 満 １年以上 春学期 水３時限 早稲田 ２ Area １

３ 社学
Professionals Innovating Work １: Exploring New Work
and Life Styles in the Changing World

小山 淑子 ３年以上 秋学期 金５時限 早稲田 ２ Area ２

４ 社学
Professionals Innovating Work ２: Getting to Know the
World of Work

小山 淑子 ３年以上 春学期 金５時限 早稲田 ２ Area ２

５ 国際教養 Culture and Law 51
リー マージ クリ
スティン

２年以上 秋学期 水１時限 早稲田 ２ Area ２

６ GEC 国際協力の実践と理論 １
Area １
2021年度休講

７ GEC 国際協力の実践と理論 ２
Area １
2021年度休講

８ GEC
Advanced Studies in Global Perspective： Social Ine-
quality in Schools 01

松岡 亮二 １年以上 夏クォーター 木３時限 早稲田 １ Area ２

９ GEC グローバル・スタディーズ特別研究：学校教育と不平等 01 松岡 亮二 １年以上 春クォーター 木３時限 早稲田 １ Area ２

10 GEC グローバル・スタディーズ上級演習：教育格差と対策 01 松岡 亮二 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １ Area ２

11 GEC グローバル・スタディーズ上級演習：教育格差と対策 =02 松岡 亮二 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １ Area ２

12 GEC Global Studies Advanced Seminar:Confronting educational inequalities 01 松岡 亮二 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １ Area ２

13 GEC Global Studies Advanced Seminar:Confronting educational inequalities 02 松岡 亮二 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １ Area ２

14 GEC Conflict Resolution and Social Innovation in Practice α 01 中野 佳裕 １年以上 春クォーター 火３時限 早稲田 １ Area １

15 GEC Conflict Resolution and Social Innovation in Practice α 02 中野 佳裕 １年以上 秋クォーター 火３時限 早稲田 １ Area １

16 GEC Conflict Resolution and Social Innovation in Practice β 01 中野 佳裕 １年以上 夏クォーター 火３時限 早稲田 １ Area １

17 GEC Conflict Resolution and Social Innovation in Practice β 02 中野 佳裕 １年以上 冬クォーター 火３時限 早稲田 １ Area １

18 GEC CAMPUS Asia Intensive Program 01 梅森 直之 他 １年以上 夏季集中 無その他 早稲田 ４ Area ２

19 GEC CAMPUS Asia Intensive Program 02 梅森 直之 他 １年以上 春季集中 無その他 早稲田 ４ Area ２

20 GEC Internship Field Experience 01
Area ２
2021年度休講

21 GEC 起業特論A：トップリーダーマネジメント（学部生用） 朝日 透 他 １年以上 春クォーター 金６時限 早稲田 １ Area ２

22 GEC Advanced Course on Entrepreneurship D（学部生用） 朝日 透 他 １年以上 冬クォーター 火６時限 早稲田 １ Area ２

23 GEC CSRマネジメント実践 （学部生用） 朝日 透 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２ Area ２

24 GEC イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 01 牛山 博文 他 １年以上
集中講義
（春学期）

土３−６ 西早稲田 １ Area ２

25 GEC イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 02 牛山 博文 他 １年以上
集中講義
（秋学期）

土３−６ 西早稲田 １ Area ２

26 GEC イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 01 牛山 博文 他 １年以上
集中講義
（春学期）

土３−６ 西早稲田 １ Area ２

27 GEC イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 02 牛山 博文 他 １年以上
集中講義
（秋学期）

土３−６ 西早稲田 １ Area ２

28 GEC デザインシンキング（学部生用） 01 澤谷 由里子 他 １年以上
集中講義
（春学期）

土その他 早稲田 １ Area ２

29 GEC デザインシンキング（学部生用） 02 澤谷 由里子 他 １年以上 春季集中 無その他 早稲田 １ Area ２

30 GEC
イノベーション人材になるためのコーチング研修（ベーシック）
（学部生用）

島岡 未来子 １年以上 夏クォーター 水６時限 早稲田 １ Area ２

31 GEC 東南アジアの開発問題とNGOの役割
Area １
2021年度休講

32 GEC インターンシップ講義 02（国際協力） 堀 芳枝 他 １年以上 秋クォーター 土その他 早稲田 １ Area ２

33 GEC インターンシップ実習（国際協力−１） 堀 芳枝 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １ Area ２

34 GEC インターンシップ実習（国際協力−２） 堀 芳枝 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １ Area ２

35 GEC インターンシップ実習（国際協力−３） 堀 芳枝 他 １年以上 秋クォーター 土４−５ 早稲田 １ Area ２
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第３章 実践型教育プログラムを知る

Ⅰ．実践型教育プログラムについて

１．実践型教育プログラムとは

学問分野にとらわれず、早稲田大学でしかできない経験や体験を中心とした「特色ある教育プログラム」です。普段で

はあまり体験することができない経験を通じ、学んできた知識を実践の視点から捉え直すことで、新たな知識および自ら

学ぶ意欲を生み出すことを目的としています。

実践型教育プログラムはコースに分かれており、コース毎の修了要件を満たした修了者は、修了証明書が発行可能とな

ります。

２．実践型教育プログラムの修了について

実践型教育プログラムを修了するには、以下の２点を満たす必要があります。

①各コースに定められている修了要件（182ページ以降を参照）を満たす。

②修了申請を行う。

※修了申請は、各コースの定める修了要件を全て満たした後に、以下の方法で行ってください。

※修了申請を行った方を対象に、春学期末と秋学期末の年２回、修了判定が行われます。修了を希望する方は、下記

の修了判定日の前日までに、申請を行ってください。

■実践型教育プログラム 修了申請 方法

１．GEC Webページへアクセスする。

２．「学部学生の方へ」を押してください。（図１）

３．「実践型教育プログラム」を押してください。

４．下にスクロールし、2021年度スケジュールの表中にある【実践型教育プログラム】「修了申請」申請フォームを

クリックしてください。（図２）

５．申請フォームが開きますので、画面真ん中の【申請】ボタンをクリックしてください。

６．修了を希望するコースを選択し、画面右下の【保存】ボタンをクリックして完了となります。

〔図１〕 〔図２〕

■実践型教育プログラム 修了判定日

2021年９月15日（水）春学期末

秋学期末 2022年３月15日（火）

「修了証明書」は、修了判定の結果、修了となれば、自動証明書発行機で発行が可能となります。詳細は、修了判定結

果通知（Wasedaメールアドレス宛てに送付）に記載されますので、ご確認ください。

修了判定結果の通知は、Wasedaメールアドレス宛てに送付されます。
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Ⅱ．Q＆A

Ｑ．過去に履修した科目単位は認められますか？

Ａ．2014年以降に修得した単位であれば有効となります。

Ｑ．複数のコースを、修了することはできますか？

Ａ．複数のコースを修了することが可能です。

Ｑ．プログラム構成科目を、「非算入」で登録することはできますか？

Ａ．卒業単位への「算入」・「非算入」は、関係ありません。単位が修得できていれば修了要件として認められます。

Ｑ．他のコースや副専攻で指定されている科目の単位を修得しました。この場合単位の扱いはどうなりますか？

Ａ．各コースおよび副専攻の修了要件として認められます。

Ｑ．修了申請を行ったにも関わらず、修了要件を満たせなかった場合どうなりますか？また、引き続き修了を希望する場

合は、もう一度修了申請を行う必要はありますか。

Ａ．修了判定の結果で、「不可」となりますが、その他の影響（学部の卒業等）はありません。また、一度修了申請を行っ

ていれば、次回以降（卒業時まで）の修了判定の対象となりますので、再度修了申請を行う必要はありません。

Ｑ．昨年度以前に単位を修得した科目が廃止となっていました。この場合の単位の取り扱いはどのようになるのでしょ

うか。

Ａ．単位を修得した年度に指定されていた区分の単位として修了要件に含まれます。

第４章 実践型教育プログラム 各コース 紹介

人間科学学術院

政治経済学術院

教育・総合科学学術院

商学学術院部

社会科学総合学術院

松居 辰則 ※

藤井 浩司

野中 章弘

東出 浩教

堀 芳枝

キャリアデザイン２

№ コース名称 所属コースコーディネーター（※代表者）

理工学術院

理工学術院

商学学術院

政治経済学術院

理工学術院

大野 高裕 ※

朝日 透

井上 達彦

島岡 未来子

鬼頭 朋見

３ 地域連携実践
加藤 基樹 ※

早田 宰

大学総合研究センター

社会科学総合学術院

ビジネス・クリエーション１
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ビジネス・クリエーション
Business Creation

プログラムの趣旨・概要

本学では、WasedaVision 150において、あらゆる分野で活躍するグローバルリーダーの育成を目指し、
教育体系の柔軟化と全学的な組織化を図っている。この一環として、EDGEプログラム（※）の成果を活用
し、全学へのイノベーション教育の提供によるグローバルビジネスリーダーの育成を目指す。

新しい事業を立ち上げの知識や実践型教育の経験は、起業のみならず、就職後に企業の中で、新規事業を
立上げる際に有用となる。
また、新規事業化の知識は、就職を考えている学生だけでなく、研究者を志向する学生にとっても自らの
研究成果が社会にどのような価値を提供できるのかを具体的に考えることで適切な研究の方向付けができる
ようになると期待される。

アイデアで消費者の課題を解決するサービスをカタチにするプロセスは、ソーシャルイノベーションにも
つながることから学部生・大学院生を問わず、イノベーションを起こすことのできる人材を育成することを
目的として、ビジネスクリエーションコースを設置する。

※文部科学省「グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）（平成26年度〜平成28年度）」

修了要件

次ページの「プログラム構成科目」の履修、もしくは「プログラム構成科目」に参加することにより、以下
の要件を満たすこと。

１ 科目群：「Stage1.意識醸成」から2単位を修得

４
上記以外に「プログラム構成科目」から2単位の修得、

もしくは『共創館イノベーションプログラム』に参加し、2単位相当以上の活動を行う

３ 科目群：「Stage3.ビジネスモデル仮説検証」から2単位を修得

科目群：「Stage2.アイデア創造」から2単位を修得２

プログラムの構成
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春学期３年以上実践・起業インターン（REAL）Ⅱ １商学23Stage４.
ビジネスモデル仮説検証 ４西早稲田無その他集中講義（秋学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（プレミアム）（学部生用） 01GEC24

２年以上

単位配当年次

ビジネス・プロフェッション（企業） δ（学部生用）GEC―

商学 金４-５

設置箇所 曜日時限

１

№

Stage１.
意識醸成

科目群

21

２早稲田無その他集中講義（秋学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル）（学部生用） 02GEC22

Stage１からの移動（2021年度〜）２早稲田金４時限

ビジネス・プロフェッション（企業） γ（学部生用）GEC―

廃止

２

早稲田金４時限秋学期２年以上実践・起業インターン（REAL）Ⅰ １商学20
Stage３.

ビジネスモデル仮説検証
２西早稲田無その他集中講義（春学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル）（学部生用） 01GEC

早稲田夏クォーター起業の技術（12 Essentials） １

備考キャンパス学期科目名

ビジネス・プロフェッション（企業） β（学部生用）GEC―

廃止

人工知能とビジネスモデル創出 αGEC34

１早稲田火６時限夏クォーター１年以上人工知能とビジネスモデル創出 βGEC35

Stage１からの移動（2021年度〜）２

―

◆プログラム構成科目

廃止ビジネス・プロフェッション（企業） α（学部生用）GEC―

廃止

１西早稲田月その他集中講義（春学期）１年以上AIビジネスクリエーション β（学部生用）GEC33

１早稲田火６時限春クォーター１年以上

ビジネス・プロフェッション（行政） α（学部生用）GEC―

廃止−ビジネス・プロフェッション（行政） β（学部生用）GEC

秋学期１年以上CSRマネジメント実践 （学部生用）GEC31

１西早稲田月その他集中講義（春学期）１年以上AIビジネスクリエーション α（学部生用）GEC32

Advanced Course on Entrepreneurship D（学部生用）GEC８

１早稲田水６時限夏クォーター１年以上イノベーション人材になるためのコーチング研修（ベーシック）（学部生用）GEC９

廃止−

29

2021年度休講１１年以上イノベーションとテクノロジー実践 β：人工知能・先端ロボットテクノロジー実践 （学部生用）GEC30

２早稲田木２時限

2018年度以前科目名称：「企業特
論C：トップリーダーマネジメン
ト（学部生用）」

１早稲田火６時限秋クォーター１年以上データビジネスクリエーション α（学部生用）GEC７

１早稲田火６時限冬クォーター１年以上

１年以上イノベーションとテクノロジー基礎 β：人工知能・先端ロボットテクノロジーの基礎とスタートアップを学ぶ （学部生用）GEC28

１西早稲田水６時限秋クォーター１年以上イノベーションとテクノロジー実践 α：人工知能・先端ロボットテクノロジー実践 （学部生用）GEC

春クォーター１年以上起業特論A：トップリーダーマネジメント（学部生用）GEC５

１早稲田火６時限夏クォーター１年以上起業特論B：企業内新規事業開発（学部生用）GEC６

イノベーション概論 β：次世代イノベータ―のためのエッセンシャルズ （学部生用）GEC26

１西早稲田水６時限春クォーター１年以上イノベーションとテクノロジー基礎 α：人工知能・先端ロボットテクノロジーの基礎とスタートアップを学ぶ （学部生用）GEC27

2021年度休講１

３

2021年度新設２早稲田木３時限春学期１年以上学校法人大原学園寄附講座 ビジネス・プロフェッション １商学４

１早稲田金６時限

１西早稲田木６時限秋クォーター１年以上イノベーション概論 α：次世代イノベータ―のためのエッセンシャルズ （学部生用）GEC25

産学連携講座

１西早稲田木６時限冬クォーター１年以上

早稲田火５時限春学期１年以上株式会社M&Aセンター寄附講座 起業家養成講座Ⅰ １商学２

２早稲田火５時限秋学期１年以上起業家養成講座Ⅱ １商学

デザインシンキング（学部生用） 02GEC19

廃止１早稲田１年以上イノベーション・プラクティス （学部生用）GEC―

２

１早稲田土その他集中講義（春学期）１年以上デザインシンキング（学部生用） 01GEC18

１早稲田無その他春季集中１年以上

秋クォーター１年以上ビジネスアイディア創出法 （学部生用）GEC16

２早稲田月６-７冬クォーター１年以上データビジネスクリエーション β（学部生用）GEC17

14

１西早稲田土３-６集中講義（秋学期）１年以上イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 02GEC15

１早稲田火１時限

西早稲田土３-６集中講義（秋学期）１年以上イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 02GEC13

１西早稲田土３-６集中講義（春学期）１年以上イノベーション創出思考法 ２ （学部生用） 01GEC

ビジネスモデル・デザイン １商学11

１西早稲田土３-６集中講義（春学期）１年以上イノベーション創出思考法 １ （学部生用） 01GEC12

１

２早稲田金４-５春クォーター２年以上ビジネスアイデア・デザイン（BID） １商学10

Stage２.
アイデア創造

２早稲田月２時限春学期３年以上

共創館イノベーションプログラム

活動名称

各プログラムに５回参加（事前準備など含む）することに
より、コース認定に必要な２単位相当（前ページの修了要
件４）として換算する。
（正規科目の単位としては認定しない）。

「共創館イノベーションプログラム」では、大学内はもとより企業など学外の組織と連携し、起業・新規事業
化・メンタリング・キャリアデザイン・業界分析などをテーマに、講演やワークショップを月１回程度開催。

単位換算方法活動内容

◆プログラム構成活動

秋クォーター１年以上データビジネスクリエーション αGEC３

１年以上

１早稲田火６時限冬クォーター１年以上Advanced Course on Entrepreneurship DGEC４

イノベーションとテクノロジー基礎 α：人工知能・先端ロボットテクノロジーの基礎とスタートアップを学ぶ

１年以上

単位配当年次

34

33

32

27

GEC 金６時限

設置箇所 曜日時限

１

№

Stage１.
意識醸成

科目群

西早稲田水６時限

１早稲田火６時限夏クォーター１年以上起業特論B：企業内新規事業開発GEC２

春クォーター

2018年度以前科目名称：「企業特
論C：トップリーダーマネジメン
ト」

１早稲田火６時限

１年以上

２木２時限GEC

GEC

水６時限GEC

―

GEC

月その他GEC

※大学院生の方で、本コースの修了を目指す場合には、以下の科目の単位を修得してください。（学部生と大学院生ではプログラム構成科目が一部異なります）

１年以上

１

イノベーション概論 α：次世代イノベータ―のためのエッセンシャルズGEC28

―

１西早稲田木６時限冬クォーター１年以上イノベーション概論 β：次世代イノベータ―のためのエッセンシャルズGEC29

廃止

１

早稲田秋学期CSRマネジメント実践

早稲田春クォーター起業特論A：トップリーダーマネジメント

備考キャンパス学期科目名

１１年以上

１１年以上

１

GEC

廃止ビジネス・プロフェッション（企業） γGEC―

１西早稲田木６時限秋クォーター１年以上

26

ビジネス・プロフェッション（企業） δ

プログラム構成科目（大学院生用）

西早稲田集中講義（春学期）AIビジネスクリエーション α

2021年度休講西早稲田イノベーションとテクノロジー実践 β：人工知能・先端ロボットテクノロジー実践

西早稲田秋クォーターイノベーションとテクノロジー実践 α：人工知能・先端ロボットテクノロジー実践

２早稲田金４-５春クォーター１年以上ビジネスアイデア・デザイン（BID）GEC16

廃止１早稲田１年以上イノベーション・プラクティス

早稲田火その他集中講義（秋学期）１年以上グローバルビジネスコミュニケーション基礎GEC25

１早稲田土その他集中講義（秋学期）１年以上グローバルビジネスコミュニケーション上級GEC

１早稲田無その他春季集中１年以上デザインシンキング 02GEC15

博士実践特論B：産業イノベーションとキャリアデザインGEC23

２西早稲田火４-５春クォーター１年以上博士実践特論S：ロジカルコミュニケーションGEC24

１

１西早稲田月その他集中講義（春学期）１年以上AIビジネスクリエーション βGEC35

２早稲田土その他集中講義（春学期）１年以上博士実践特論A：イノベーションリーダーシップGEC22

産学連携講座

１西早稲田火５時限冬クォーター１年以上

月６-７冬クォーター１年以上データビジネスクリエーション βGEC13

１早稲田土その他集中講義（春学期）１年以上デザインシンキング 01GEC14

集中講義（秋学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル） 02GEC18

４西早稲田無その他集中講義（秋学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（プレミアム） 01GEC20Stage４.
ビジネスモデル仮説検証

１早稲田火１時限秋クォーター１年以上ビジネスアイディア創出法GEC12

２早稲田

11

31

２西早稲田無その他集中講義（春学期）１年以上ビジネスモデル仮説検証（エッセンシャル） 01GEC17
Stage３.

ビジネスモデル仮説検証
２早稲田無その他

西早稲田土３-６集中講義（春学期）１年以上イノベーション創出思考法 ２ 01GEC10

GEC

１西早稲田土３-６集中講義（秋学期）１年以上イノベーション創出思考法 ２ 02GEC

イノベーション創出思考法 １ 01GEC８

１年以上

１西早稲田土３-６集中講義（秋学期）１年以上イノベーション創出思考法 １ 02GEC９

イノベーションとテクノロジー基礎 β：人工知能・先端ロボットテクノロジーの基礎とスタートアップを学ぶ

１

２早稲田月２時限春学期１年以上ビジネスモデル・デザイン商研７

Stage２.
アイデア創造

１西早稲田土３-６集中講義（春学期）１年以上

春学期１年以上実践・起業インターン（REAL） ⅡGEC21

Stage１からの移動（2021年度〜）２早稲田金４時限秋学期１年以上実践・起業インターン（REAL） ⅠGEC19

―

１

廃止ビジネス・プロフェッション（企業） βGEC―

西早稲田

Stage１からの移動（2021年度〜）２早稲田金４時限

ビジネス・プロフェッション（行政） βGEC―

2021年度休講

廃止ビジネス・プロフェッション（企業） αGEC

イノベーション人材になるためのコーチング研修（ベーシック）GEC６

30

廃止ビジネス・プロフェッション（行政） αGEC―

廃止

２早稲田金４-５夏クォーター１年以上起業の技術（12 Essentials）GEC５

GEC

１早稲田水６時限夏クォーター１年以上



キャリアデザイン
Career Design

プログラムの趣旨・概要

実践型教育プログラムの「キャリアデザインコース」は、公認プログラムWIN（Waseda INternship）をはじめとするインターン
シップ体験と、GEC（Global Education Center）設置のキャリア形成・キャリアデザイン・自身の体験の振り返り・リーダーシップ
等の科目を併せて学習することにより、「理論と実践の好循環志向したキャリア形成」を目指します。
学部当での専門的な学習、キャリア形成に関連する科目の学習、インターンシップによる社会での体験を結びつけることにより、つ
ぎのような効果が期待できます。
・専門的な知識の社会での活かし方がイメージできる。
・理論と体験を踏まえ、進路選択やキャリア形成について、広く、長期的に、多面的に、客観的に考える視点を得ることができる。
・社会で自身がどのように働くのか、あるいは専門的な知識を社会でどのように活かすのかを念頭において、これまで以上に自律的、か
つ積極的に専門分野の学習に取り組む機会を得ることができる。

キャリア形成関連科目の「選択必修科目」から４単位を修得し、所定のインターンシップ（キャリアセンター発行の『インターンシッ
プの手引き』参照）に参加し、「インターンシップ実習」の２単位を修得することで「キャリアデザインコース」の修了を認定し、修了
証を発行します。
対象は全学部生・大学院生です。
なお、「選択必修科目」「インターンシップ実習」の修得の順序は問いません。

修了要件

「プログラム構成科目」で４単位を修得し、「プログラム構成活動」へ参加のうえ２単位を修得すること。

１ 科目群：「選択必修科目」から、4単位以上を修得

プログラム構成活動として、「インターンシップ講義（各コース）および実習（各コース・提携）」ま
たは「インターンシップ実習（個人申請）」の2単位を修得
（①公認プログラムWINに参加し90時間以上を履修、あるいは公認プログラムと同様に授業に出席
の上提携プログラムに参加し90時間以上を履修、②キャリアセンター推奨インターンシップで
105時間以上のインターンシップ実習とキャリアセンターが定めたセミナー8時間の合計113時間
以上履修のうえ単位認定申請し、「インターンシップ実習」の単位を修得すること）

２

プログラムの構成
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１早稲田土その他

６

２

１

№

秋クォーター１年以上インターンシップ講義 02（国際協力）GEC５

インターンシップ

活動名称

１年以上

単位曜日時限設置箇所

※上記の条件を満た
すには、GEC設置の
「インターンシップ講
義・実習」の単位（合
計２単位）を修得して
ください

土その他GEC

１年以上

土４−５GEC

インターンシップ実習（個人申請−春）

土４−５GEC

GEC

配当年次

24

キャンパス学期科目名

インターンシップ実習（行政−３）

90時間以上

GEC

講義：事前授業・各種セミナー（８コマ）
実習：就業実習（70時間以上）、事後授業（１コマ）、フォローアップ（１コマ）

４

時間数

春学期

活動内容

１１年以上

１１年以上

１

秋クォーター１年以上

プログラム構成活動

早稲田

早稲田秋クォーターインターンシップ実習（国際協力−１）

無その他

早稲田秋クォーターインターンシップ実習（行政−１）

・本科目の登録方法は、「インター
ンシップの手引き」およびキャリ
アセンターインターンシップデス
クホームページで確認してくださ
い。
・なお、講義を単独で履修するこ
とはできない。

早稲田秋クォーターインターンシップ講義 01（行政）

備考

GEC23

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（行政−２）GEC３

２

１早稲田土４−５

１早稲田土４−５春クォーター１年以上インターンシップ実習（提携−春・３）GEC22

２早稲田無その他秋学期１年以上インターンシップ実習（個人申請−秋）

１年以上インターンシップ実習（提携−春・１）GEC20

１早稲田土４−５春クォーター１年以上インターンシップ実習（提携−春・２）GEC21

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（提携−秋・３）GEC19

１早稲田土４−５春クォーター

土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（提携−秋・１）GEC17

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（提携−秋・２）GEC18

GEC15

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（ビジネス−３）GEC16

１早稲田

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（ビジネス−１）GEC14

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（ビジネス−２）

１年以上インターンシップ実習（マスメディア−３）GEC12

１早稲田土その他秋クォーター１年以上インターンシップ講義 04（ビジネス）GEC13

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（マスメディア−２）GEC11

１早稲田土４−５秋クォーター

土その他秋クォーター１年以上インターンシップ講義 03（マスメディア）GEC９

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（マスメディア−１）GEC10

GEC７

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（国際協力−３）GEC８

１早稲田

１早稲田土４−５秋クォーター１年以上インターンシップ実習（国際協力−２）

廃止２

２早稲田金５−６冬クォーター１年以上リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 04／05／06

２年以上

単位配当年次

GEC
13

GEC

２

商学 金４−５

設置箇所 曜日時限

１

№

選択必修科目

科目群

リーダーシップ開発：理論とスキル 04／05／06

４金５−６社学

GEC

リーダーシップ開発：社会人へのトランジション 02

18

2018年度以前科目名称：「リー
ダーシップ開発 １（LD１）」

２早稲田水５−６夏クォーター１年以上リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 01／02／03／07

１年以上

２

早稲田春学期参加のデザイン技術 A／B

早稲田春クォータービジネスアイデア・デザイン（BID） １

備考キャンパス学期科目名

２早稲田金５−６秋クォーター１年以上

GEC11

プログラム構成科目

リーダーシップ開発授業設計実習 ２ 01／02

２早稲田水５−６春クォーター１年以上リーダーシップ開発：理論とスキル 01／02／03／07GEC
12

GEC

１早稲田シラバス参照１年以上体験の言語化―世界と自分 01〜28GEC10

１年以上

１早稲田

１年以上

シラバス参照１年以上プロフェッショナルズ・ワークショップ 01〜12

１年以上企業実務特論：マーケティング・ベーシック ２ 01GEC
９

水５−６
金５−６

１早稲田金５時限冬クォーター１年以上企業実務特論：マーケティング・ベーシック ２ 02GEC

夏クォーター
冬クォーター

２

１早稲田金５時限秋クォーター１年以上企業実務特論：マーケティング・ベーシック １ 02GEC

早稲田

１早稲田金５時限夏クォーター

火５時限冬クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） ２ 02GEC

２

2019年度以前科目名称：「他者の
リーダーシップ開発 ４（OD４）
01／02」

１早稲田金５時限春クォーター１年以上企業実務特論：マーケティング・ベーシック １ 01GEC
８

17

１早稲田火５時限夏クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） ２ 01GEC
７

2021年度休講

１早稲田

学習過程論

１年以上

GEC−

リーダーシップ開発授業設計実習 １ 01／02GEC

１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） １ 01GEC
６

水５−６
金５−６

１早稲田火５時限秋クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（問題解決力編） １ 02GEC

春クォーター
秋クォーター

２

１早稲田月５時限冬クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） ２ 02GEC

早稲田

１早稲田火５時限春クォーター

月５時限秋クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） １ 02GEC

2019年度以前科目名称：「他者の
リーダーシップ開発 ３（OD３）
01／02」

１早稲田月５時限夏クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） ２ 01GEC
５

３

GEC16

１早稲田月５時限春クォーター１年以上企業実務概論：ビジネス思考の基礎（論理思考編） １ 01GEC
４

１早稲田

２早稲田
金５−６
水５−６

夏クォーター
秋クォーター

１年以上他者のリーダーシップ開発 ２（OD２） 01／02

２早稲田金５−６春クォーター１年以上キャリアデザイン学GEC

２早稲田
金５−６
水５−６

春クォーター
秋クォーター

１年以上他者のリーダーシップ開発 １（OD１） 01／02GEC15

GEC

２早稲田月５−６夏クォーター１年以上リーダーシップ開発：社会人へのトランジション 01GEC
14



地域連携実践
Regional Collaboration Practice

プログラムの趣旨・概要

早稲田大学では、地方創生や地域の活性化に関心を持ち、在学中に地域と関わりたい、あるいは、卒業後に

も何らかの形で地域に貢献したいと考える学生が少なくない。その場合、地域連携について体系的に学び、

実際に地域で活動することは大きな意味をもつ。実践型教育プログラム「地域連携実践コース」は、このよ

うな学生に対するプログラムを設定して、必要な知識、経験、スキルを養成し、コースの修了を本学として公

式に認定するものである。

ここでの地域連携とは、おもに大学・大学生と地域が連携することにより、地域活性化や課題解決など、広

い意味で地域に貢献することをいう。また、本コースでの「地域」とは、日本の市町村、または、それよりも

小さい単位とする。

必修科目の「地域連携学 １／２」は、本学のオリジナルで、地域に関する様々な学問分野、トピックがあ

るなか、地域連携をテーマに整理、再構成した授業である。これをもって総論的な理解を深める。また、選

択科目として、地域で実践的に学ぶ科目、地域連携に必要なスキルを養成する科目を指定している。これら

の履修によって、地域とのかかわり方、課題発見、分析方法、プレゼンテーション技術などを身につけてもら

う。

そして、これが実践型教育プログラムの特徴であるが、早稲田大学が用意した実践的な課外活動を、科目

履修相当として認定する（正規科目としての単位は認定しない）。課外活動には授業とは違った楽しさと難

しさがあるが、これらの課外活動から入った学生にも本コースの修了を強く勧める。

グローバル化の時代にあっても、東京一極集中と地方の人口減少、高齢化によって、地域の課題はさらに

増えていく。ぜひ積極的に地域連携に取り組んでもらいたい。

修了要件

次ページの「プログラム構成科目」の履修、および「プログラム構成活動」へ参加することにより、以下の要

件を満たすこと。

１ 必修科目「地域連携学 1／2」の単位（計2単位）を修得すること

４ 要件1〜3を合計して、8単位相当以上の単位を修得すること

３
プログラム構成活動から、1単位相当以上を修得すること

（認定上限は2単位相当）

選択科目から4単位、または、5単位を修得すること

（要件3と合わせて6単位となるように）
２

プログラムの構成
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春クォーター１年以上リーダーシップ開発：理論とスキル 01／02／03／07GEC
17

２早稲田金５-６秋クォーター１年以上リーダーシップ開発：理論とスキル 04／05／06GEC

１年以上

単位配当年次

GEC−

２

GEC 木５時限

設置箇所 曜日時限

１

№

必修科目

科目群

13

２早稲田木３時限春学期１年以上農山村体験実習GEC16

２早稲田水５-６

海士の挑戦事例から学ぶ地域創生 １

１木５時限GEC

GEC−

３海士の挑戦事例から学ぶ地域創生 ２

１年以上

１

１早稲田シラバス参照１年以上体験の言語化―世界と自分 01〜28GEC

早稲田冬クォーター地域連携学 ２

履修必須早稲田秋クォーター地域連携学 １

備考キャンパス学期科目名

１

社学−

◆プログラム構成科目

２

2020年度で廃止

現代都市・地域論GEC−

履修必須

2019年度で廃止
農からの地域連携（実習） Ⅰ社学−

３

２

選択科目

JA共済寄附講座 農からの地域連携（実習） Ⅱ

２JA共済寄附講座 農からの地方創生（実習） ⅡGEC−

現代都市・地域論B創造理工

２

GEC−

２
2018年度で廃止

農からの地方創生（実習） ⅠGEC−

2016年度で廃止JA共済寄附講座 東北復興のまちづくり-農からの地方創生-GEC

2021年度休講

−

２2017年度で廃止JA共済寄附講座 東北復興のまちづくり-農からの地方創生- １

２

20

４

２早稲田水５時限秋学期２年以上JA共済寄附講座 農からの社会連携（実習） Ⅱ社学21

過年度年に単位修得済みで

あれば、修了要件として算入

可。

４

１年以上

１年以上

リーダーシップ開発：社会人へのトランジション 02GEC

地域連携演習：基礎演習 １

２早稲田水５時限

GEC

春学期２年以上農からの社会連携（実習） Ⅰ社学

地域連携演習：プレゼンテーション演習GEC12

早稲田

１年以上リーダーシップ開発：社会人へのトランジション 01GEC

土３-４

19
2021年度休講２

夏クォーター

１早稲田金５時限秋クォーター４年以上地域連携演習：レポート演習GEC11

２

１早稲田金５時限冬クォーター４年以上

夏クォーター２年以上地域連携演習：ケーススタディ ２GEC９

2019年度以前科目名称：

「地域連携演習 １」

２早稲田無その他集中（春・秋学期）２年以上地域連携演習：コミュニティ・インターンシップGEC10

夏クォーター

７

５

１早稲田木５時限春クォーター２年以上地域連携演習：ケーススタディ １GEC８

月５-６

１早稲田木５時限

2019年度以前科目名称：

「地域連携演習 ２」
２早稲田火５-６秋クォーター１年以上地域連携演習：基礎演習 ２GEC

2019年度以前科目名称：

「地域連携演習 ４」
２早稲田無その他集中（春・秋学期）２年以上地域連携演習：実践演習 βGEC

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 04／05／06GEC

２

2019年度以前科目名称：

「地域連携演習 ３」
２早稲田土３-４春クォーター２年以上地域連携演習：実践演習 αGEC６

早稲田

２早稲田水５-６夏クォーター１年以上リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト 01／02／03／07GEC
18

２早稲田金５-６冬クォーター１年以上

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）が主催する「スタディーツ

アー」では、日本各地で地域の実態を学ぶ様々な体験をすることができる。このうち現地

３泊４日以上で実施されるものに１箇所参加することで１単位相当と認定する（正規科目

としての単位は認定しない）。

※詳細はWAVOCのWebサイトを参照。

４

２
プロフェッショナルズ・

ワークショップ

早稲田大学校友連携プログラム「先輩に会いに行こう！」では、地域で活躍する先輩を訪

ねて、日々の生活や職場を体験し、また地域コミュニティの人々と触れ合うことで、自分

と異なる多様な価値観を学び、自己理解を深める。毎年数箇所で実施されるが、このうち

１箇所に参加することで１単位相当と認定する（正規科目としての単位は認定しない）。

※詳細は早稲田大学 教育連携課のWebサイトを参照。

企業のプロフェッショナルズとともに行う各種アクティビティを通じて、表面的な就業体

験ではなく、より実践的な仕事の知識や技術、社会人としてのコミュニケーション能力を

身につけ、社会人基礎力を醸成するとともに、課題解決能力を体得する。毎年いくつかの

プログラムが用意されるが、このうち１つに参加することで２単位相当と認定する（正規

科目としての単位は認定しない）。

なお、本活動が対象とするのは、早稲田大学教育連携課が提供する課外活動である。

※詳細は早稲田大学教育連携課のWebサイトを参照。

※GECには同名の授業科目があるが、授業はプログラムの趣旨から認定の対象外なので

注意してほしい。

早稲田大学「地域連携ワークショップ」では、連携する自治体から出される課題に対して

チームで取り組み、フィールドワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等を行う。

交通費や宿泊費に補助あり。毎年数箇所で実施されるが、このうち１箇所に参加すること

で２単位相当と認定する（正規科目としての単位は認定しない）。

※詳細は早稲田大学教育連携課のウェブサイトを参照。

活動内容

地域連携ワークショップ

活動名称

１

№

２単位相当

時間数

◆プログラム構成活動

２単位相当

３ 先輩に会いに行こう！

１単位相当

早稲田大学平山郁夫記念

ボランティアセンター（WAVOC）

「スタディーツアー」

１単位相当



第５章 データ科学認定制度

Ⅰ．全学共通データ科学教育プログラムについて

早稲田大学では、全ての学部・研究科の学生が、データサイエンスを基礎から発展まで学ぶことができます。

早稲田大学では「専門性｣×｢データサイエンス」の融合による本学のデータサイエンス分野における研究・教育の推

進・支援を行っています。GECではデータ科学センターと協力して、全学部・大学院生向けに「全学共通データ科学教育

プログラム」を提供しており、早稲田大学の学生であれば、学部・研究科、学年に関係なく、誰でもデータサイエンスを

基礎から学ぶことができます。全学部・大学院で年間延べ約7,000名が統計・データ科学のオープン科目を履修してい

ます。2021年度からは、データ科学認定制度を開始します。

データ科学（データサイエンス）とは？

昨今、インターネットや IoTなど情報通信技術の進歩によりテキストデータや音声、動画データに代表される多種多様

で大量のデータが得られるようになっています。これらのデータを活用する「データ科学」は様々な学術領域および社会

において強く求められています。「データ科学」とはデータから合理的で明確な意思決定や論証を導くための学問です。

データから目的とする意思決定を得るためには、データ及び意思決定の背景となる専門分野の知見が大変重要です。こ

のことからも分かるように「データ科学」は自身の「専門分野」と融合することでその力を発揮します。

本学では皆さんが「自身の専門分野でデータ科学を活かす」ことを目的として「全学共通データ科学教育プログラム」

を提供しています。是非「データ科学」を学んでみてください。

ネットワーク上で
多種・多様化する
莫大なデータ

データ駆動型の知の創造の
パラダイムの登場・発展

テキスト
データ

数値
データ

音声・
画像

機械学習
人工知能
画像処理
通信
情報検索
マイニング
自然言語処理
データベース
統計
etc

金融
政治
環境
医療
バイオ
経済
経営
芸術
広告
スポーツ
etc

データ解析
技術

あらゆる
応用分野

「データ科学」×「専門分野」
で意思決定、論証、
新たな知の創造

情報通信技術の発展により
多くの分野で多種・多様かつ
大量のデータが取得可能
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スキル
コンピュータを利用し
自らデータ解析する

能力

専門
一般的なデータ科学の知識
と自身の専攻の知識を
結びつける能力

データ科学を活用するには、応用先である専門分野の知識が必須
「専門性」×「データ科学」の融合が重要

各学部で学ぶ専門領域にてデータ科学を活用することを目的に
全学共通データ科学教育プログラムを用意

分野を問わず
通用するデータ科学

の理論

理論

全学共通データ科学教育プログラムとは？

本学では全ての学生の皆さんが「データ科学」を学べるように全学共通データ科学教育プログラムを用意しています。

このプログラムはフルオンデマンドの科目として提供され、場所や時間を選ばずに学ぶことができます。本プログラム

は分野を問わず必要となるデータ科学の「理論」を学ぶだけでなく、実際のデータを取り扱うための「スキル」も同時に

学びます。さらに、自身の「専門」分野の知識を結びつける考え方を学びます。そのために基礎から発展まで段階的に

データ科学を学習するための体系的なプログラムとしてA・B・C・D群の４つの科目群を用意します。

基礎から発展まで段階的にデータ科学を学習

（D群：Development） 自身の専門領域以外においてもデータ科
学を活用できるようになる科目群

（C群：Connected） 自身の持つ専門性や学術領域への接続科
目群専門領域に活用

（A群：Adequate） データ科学の基礎的な考え方とその実践
を一通り学ぶ科目群

（B群：Basic） データ科学をより深く学び活用するため
に必要な数学やICT等に関する科目群

エキスパートへ

考え方を身につける

基礎・周辺知識

セ
ミ
ナ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

教
育
的
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

またデータ科学は実際のデータを活用する経験が大変重要です。そのため本プログラムでは提携企業における教育的

インターンシップやデータサイエンスコンペティションなど、実際のデータを用いて「データ科学を実践する」機会を提

供しています（※）。

※教育的インターンシップやデータサイエンスコンペティション等については、データ科学センターWebページをご参

照ください。

【データ科学センターWebページ】

https://www.waseda.jp/inst/cds/
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Ⅱ．データ科学認定制度について

１．データ科学認定制度とは

データ科学認定制度

本学では、データ科学の学びに対する明確な目標を提示するために、GECにデータ科学認定制度を設置しました。

この認定制度は、履修者のデータ科学に関する能力を保証するために級を設置し、級毎に到達目標を明示することで、

各学生の興味関心に合わせたデータ科学を学ぶ機会を提供します。

各級の定める要件を満たした学生に対しては、GECより証明書を発行します。

設置概要

データ科学認定制度では、データ科学を基礎から発展まで段階的に学習し、到達目標を明示するために４つの級（「リ

テラシー級」「初級」「中級」「上級」）を設置しています。各級の概要と科目との関連については次ページを参照して下さ

い。

４つの科目群

データ科学を基礎から発展まで学習するための４つの科目群は以下のとおりです。

A群：データ科学の基礎的な考え方とその実践を一通り学ぶ科目群

B群：データ科学をより深く学び活用するために必要な数学や ICT等に関する科目群

C群：自身の持つ専門性や学術領域への接続科目群

D群：自身の専門領域以外においてもデータ科学を活用できるようになる科目群（2023年度追加予定）

まず初めに学ぶステップとしてA群があります。A群は統計学や機械学習などを含むデータ科学の基本的な考え方を

統一的に学び、また基本スキルを身につける科目群です。B群はより深くデータ科学を専門的に学びたい人やデータ科

学の周辺知識を学びたい人を対象として、数学や最適化、ICTなどを学ぶ科目群です。C群は、A群を学んだ人が、自身

の専門領域のデータや問題に対してデータ科学を活用するための科目群です。データ科学は種々のデータを取り扱い、

また活用する目的も様々です。自身の専門性に合わせて学びたい科目を選択すると良いでしょう。D群は、C群の科目

をいくつか学んだ人が、データ科学をある程度俯瞰する視点を身につけ、自身の専門分野以外のデータに対してもデータ

科学を活用するための科目群です。

科目群と各級の対応

（D群：Development） 自身の専門領域以外においてもデータ科
学を活用できるようになる科目群

（C群：Connected） 自身の持つ専門性や学術領域への接
続科目群専門領域に活用

（A群：Adequate） データ科学の基礎的な考え方とその実践
を一通り学ぶ科目群

（B群：Basic） データ科学をより深く学び活用するため
に必要な数学やICT等に関する科目群

エキスパートへ

 A群　初級
リテラシー級

※B群は認定対象外

 C群　中級

 D群　上級（2023年度
認定開始予定）

考え方を身につける

基礎・周辺知識
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２．データ科学認定制度の各級について

各級の概要・到達点（学習成果）

上級（2023年度

開始予定）

各級の名称 認定要件概要・到達点の目安

以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得していること

（１）「統計リテラシーα・β」の２科目（２単位）

（２）「データ科学入門α・β」の２科目（２単位）

教養としてデータサイエンスを知る

（データ科学を活用してレポート作成がで

きる）

リテラシー級

以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得していること

（１）「統計リテラシーα・β」、「データ科学入門１・２（統計

学既習者用)」、「データ科学実践」の５科目（５単位）

（２）「データ科学入門α・β・γ・δ」、「データ科学実践」の

５科目（５単位）

データサイエンスの基礎や考え方を研究や

仕事に利用できる（基礎的なデータの分析

を実践することができる）

初級

初級認定要件５科目（５単位）に加え、CI群の中から２科目

（２単位）かつ C群全体で３科目（３単位）の単位を修得して

いること

データサイエンスを自身の専門的な研究や

仕事に活用できる（自身の専門分野の研究

に活用することができる）

中級

中級認定要件（８単位）に加え、D群から２科目（２単位）の

単位を修得していること

データサイエンスを主な仕事にすることも

できる（自身の専門以外の分野においても

データ科学を活用できる）

カリキュラムマップ

D群科目（2023年度より開講予定）

データ科学入門1,2
（統計学既習者用）

CⅡ
群

CⅠ
群

C群

統計リテラシー
α, β

データ科学
入門α, β

データ科学
入門γ, δ

データ科学
実践

A群

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
γ

回
帰
と
分
類
の
デ
ー
タ
科
学

時
系
列
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

潜
在
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

2
0
2
2
年
度
以
降
追
加

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
δ

科目履修の例と認定取得のタイミング

春クオーター 夏クオーター 秋クオーター 冬クオーター

データ科学入門α データ科学入門β データ科学入門γ データ科学入門δ

統計リテラシーα 統計リテラシーβ
データ科学入門1
（統計学既習者用）

データ科学入門2
（統計学既習者用）

２年生 データ科学実践 回帰と分類のデータ科学 時系列構造のデータ科学 潜在構造のデータ科学

３年生 D群科目 D群科目

１年生

・１クオーター１科目ずつ積み上げ型の履修を推奨（ただし、同一クオーターで複数科目を履修し、短期間で認定を取得することも可能）
・上記の科目履修の例では、最短2年半（３年生の春学期）には上級の証明書が発行可能

データ科学の考え方を学びたい方

統計を中心に学びたい方
２通りの
ルート選択
が可能

判定タイミング 判定タイミング

リテラシー級

初級 中級上級
(2023年度～)
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データ科学認定制度指定科目一覧

■上級

※2023年度以降にD群科目を設置予定
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曜日時限

小林 学 他

単位

データ科学入門 α 04

学期担当教員名

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他

■リテラシー級

データ科学入門 β 01

科目名称

小林 学 他データ科学入門 α 02

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他データ科学入門 α 03

備考

A群

科目群

１フルオンデマンド冬クォーター

フルオンデマンド冬クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 04

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他データ科学入門 α 01

A群１フルオンデマンド夏クォーター

A群１フルオンデマンド夏クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 02

A群１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 03

A群１

統計リテラシーα 03

A群１フルオンデマンド冬クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーα 04

A群１フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 01

A群１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他

小林 学 他データ科学入門 β 04

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他データ科学入門 β 03

A群１フルオンデマンド冬クォーター

統計リテラシーα 02

A群１フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他データ科学入門 β 02

１フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーα 01

A群１フルオンデマンド夏クォーター堀井 俊佑 他

【リテラシー級 認定要件】
以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得して
いること
（１）「統計リテラシーα・β」の２科目（２単位）
（２）「データ科学入門α・β」の２科目（２単位）

A群

曜日時限

小林 学 他

単位

データ科学入門２（統計学既習者用）02

学期担当教員名

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他

■初級

データ科学入門２（統計学既習者用）03

科目名称

小林 学 他データ科学入門１（統計学既習者用）04

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他データ科学入門２（統計学既習者用）01

備考

A群

科目群

１フルオンデマンド夏クォーター

フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他データ科学入門１（統計学既習者用）02

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他データ科学入門１（統計学既習者用）03

A群１フルオンデマンド冬クォーター

A群１フルオンデマンド冬クォーター小林 学 他データ科学入門 δ 04

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他データ科学入門１（統計学既習者用）01

A群１

データ科学入門 δ 01

A群１フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他データ科学入門 δ 02

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他データ科学入門 δ 03

秋クォーター小林 学 他データ科学入門 γ 03

A群１フルオンデマンド冬クォーター小林 学 他データ科学入門 γ 04

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他

１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他データ科学入門 γ 01

A群１フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他データ科学入門 γ 02

A群１フルオンデマンド

小林 学 他

１フルオンデマンド

データ科学実践 02

秋クォーター小林 学 他データ科学入門 β 03

A群１フルオンデマンド冬クォーター小林 学 他データ科学入門 β 04

A群

A群１

夏クォーター

フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他

小林 学 他データ科学入門 β 02

データ科学実践 01

A群１

A群

フルオンデマンド冬クォーター

春クォーター小林 学 他

統計リテラシーα 02

データ科学入門 β 01

A群１フルオンデマンド冬クォーター小林 学 他

A群１

データ科学入門２（統計学既習者用）04

フルオンデマンド

１

データ科学入門 α 04

フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他

A群

統計リテラシーα 01

１

A群１

フルオンデマンド

フルオンデマンド夏クォーター堀井 俊佑 他

データ科学入門 α 02

A群１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他データ科学入門 α 03

A群１フルオンデマンド冬クォーター

【初級 認定要件】
以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得して
いること
（１）「統計リテラシーα・β」、「データ科学入門１・２

(統計学既習者用)」、「データ科学実践」の５科目
（５単位）

（２）「データ科学入門α・β・γ・δ」、「データ科学実
践」の５科目（５単位）

小林 学 他

A群

冬クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 04

A群１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他データ科学入門 α 01

A群１フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他

１フルオンデマンド夏クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 02

A群１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 03

A群１フルオンデマンド

A群１フルオンデマンド冬クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーα 04

A群１フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーβ 01

A群

A群１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーα 03

曜日時限

堀井 俊佑 他

単位

統計リテラシーγ 04

学期担当教員名

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他

■中級

統計リテラシーδ 01

科目名称

堀井 俊佑 他統計リテラシーγ 02

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーγ 03

備考

C群（CⅡ群）

科目群

１フルオンデマンド冬クォーター

フルオンデマンド冬クォーター安田 豪毅 他潜在構造のデータ科学

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド春クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーγ 01

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド夏クォーター

C群（CⅠ群）１フルオンデマンド秋クォーター竇 暁玲 他時系列構造のデータ科学 01

C群（CⅠ群）１フルオンデマンド冬クォーター竇 暁玲 他時系列構造のデータ科学 02

C群（CⅠ群）１

C群（CⅠ群）１フルオンデマンド秋クォーター小林 学 他回帰と分類のデータ科学 03

C群（CⅠ群）１フルオンデマンド冬クォーター小林 学 他回帰と分類のデータ科学 04

堀井 俊佑 他統計リテラシーδ 04

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド秋クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーδ 03

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド冬クォーター

回帰と分類のデータ科学 02

C群（CⅡ群）１フルオンデマンド夏クォーター堀井 俊佑 他統計リテラシーδ 02

１フルオンデマンド春クォーター小林 学 他回帰と分類のデータ科学 01

C群（CⅠ群）１フルオンデマンド夏クォーター小林 学 他

【中級 認定要件】
初級認定要件５科目（５単位）に加え、CⅠ群の中から
２科目（２単位）かつ C群全体で３科目（３単位）の単
位を修得していること

C群（CⅠ群）



Ⅲ．データ科学認定制度の履修方法について

１．基本ルール

まず確認しましょう。

１．科目登録時に認定希望者に対する優遇措置はありません。

２．認定必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」とは関係ありません。

３．認定には定められた期間内の「認定希望申請」が必要です。

４．複数の級を認定することができます。

５．データ科学認定制度の対象は、学部・大学院学生です。科目等履修生として、認定を目指すことはできません。

６．2021年度以降の学部・大学院在籍者を認定の対象とします。

２．指定科目とは

データ科学認定制度には、A・C・D群の科目のラインナップが用意されています。みなさんが各級の認定を目指して

履修する科目を「指定科目」と呼びます（B群科目は認定制度の対象外ですのでご注意ください）。

データ科学認定制度は、全学部・大学院生がチャレンジできる制度であるため、指定科目はGEC提供科目で構成され

ています。

３．認定必要単位数とは

データ科学認定制度の各級では、認定のために単位修得が必要な科目・単位数が定められています。その科目・単位数

を修得しないと、当該級の認定はされません。認定要件は級によって異なり、履修必須科目を設けている場合もあります

ので、よく確認し、履修計画を立てるようにしてください。

４．認定までの流れ

履修ガイドを熟読

履修計画を立てる

科目登録

認定希望申請

指定科目を履修する

認定必要単位を修得

要件を満たした級の
認定

1st step

2nd step

3rd step

4th step

5th step

6th step

※認定希望申請は、各級ごとに行う必要が
　ありますので、ご注意ください。

５．科目登録について

科目登録は、すべてセンターで決められた登録期間、登録方法にしたがいます。データ科学認定制度の指定科目だから

といって特別な登録期間、登録方法はありません。ただし、指定科目にはさまざまな科目が含まれています。科目の設置

箇所によって登録期間、登録方法が異なる場合がありますので、よく確認するようにしてください。

科目登録においてデータ科学認定制度認定希望者が優先的に登録されることは一切ありません。選外にな

ることもありますので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。

６．単位の修得・算入について

履修後、単位が修得できた指定科目については、認定必要単位に算入されます。修得できた単位を確認し、不足分を再

度次の科目登録時に登録するようにしてください。

認定必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」とは関係ありません。単位が修得できれば認定必要単位

として認定されます。（卒業単位への算入可否は、所属学部・研究科に確認してください。）

2021年度以降の在籍者であれば、2014年度以降に修得した単位は認定対象となります。
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７．認定希望申請について

■認定希望申請期間

・春学期終了時の認定を希望する場合は７月末まで、秋学期終了時の認定を希望する場合は１月末までに申請ください。

※詳細はWebページを参照ください。

■認定希望申請方法

データ科学認定制度の認定には、各級ごとに認定希望申請が必須です。認定希望申請は上記の申請期間内に以下の手

順に沿って行います。

【認定希望申請 申請方法】

１．GEC Webページへアクセスしてください。

２．「学部学生の方へ」を押してください。（図１）

３．「データ科学認定制度」を押してください。

４．下にスクロールし、【データ科学認定制度「認定希望申請」ページ】をクリックしてください。

５．「認定希望申請」ページ（データ科学センターWebページ）が開きますので、【申請】フォームをクリックしてく

ださい。

６．認定を希望する級を選択し、必要な情報を入力の上、画面右下の【保存】ボタンをクリックして完了となります。

認定制度および全学共通データ科学教育プログラムの詳しい内容は、以下もご確認ください。
データ科学センターWebページ
https://www.waseda.jp/inst/cds/

「学部学生の方へ」をクリックし、「データ科学認定制度」を選択
↓

【データ科学認定制度詳細・認定希望申請（データ科学センターWebページ）】を
クリック
↓
「認定希望申請」ページ（データ科学センターWebページ）の申請フォームから申請

（図１）

８．認定条件について

データ科学認定制度の各級に認定されるためには以下の２点を満たす必要があります。

①各認定級で定められた認定要件を満たしていること

②認定希望申請を行っていること

たとえデータ科学認定制度の各認定級の認定要件を満たしていても、認定希望申請を提出していない場合には認定さ

れませんので注意して下さい。

認定する級により以下の要件を満たすこと

認定対象級（必要単位数） 認定要件

４
上級（計10単位）

（2023年度開始予定）
中級認定要件（８単位）に加え、D群から２科目（２単位）の単位を修得していること

３ 中級（計８単位）
初級認定要件５科目（５単位）に加え、CI群の中から２科目（２単位）かつ C群全体で３科

目（３単位）の単位を修得していること

２ 初級（計５単位）

以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得していること

（１）「統計リテラシーα・β」、「データ科学入門１・２（統計学既修者用）」、「データ科学実

践」の５科目（５単位）

（２）「データ科学入門α・β・γ・δ」、「データ科学実践」の５科目（５単位）

１ リテラシー級（計２単位）

以下（１）もしくは（２）のいずれかの単位を修得していること

（１）「統計リテラシーα・β」の２科目（２単位）

（２）「データ科学入門α・β」の２科目（２単位）
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９．認定および証明書の発行について

データ科学認定制度では、希望する級の対象科目を履修し、希望する級の認定希望申請を行い、各級で定められた認定

要件を満たすことで対象級に認定されます。

認定処理完了後に、早稲田メールアドレス宛に通知メールをお送りします。

通知メールに記載された内容に従い、大学内の証明書発行機から証明書を発行することが可能です。

Ⅳ．Q&A

Ｑ．過去に履修した科目の単位は認められますか？

Ａ．2014年度以降に修得した単位であれば有効となります。

Ｑ．本学において複数の学籍を有する場合（例：学部生＋大学院生として在籍）、それぞれの学籍で修得した指定科目の

単位を合算して認定希望申請を行うことは可能ですか？

Ａ．合算することは可能です。ただし、認定希望申請時に、ご自身の学籍番号等を正しく入力いただいた場合に限ります

ので、ご注意ください（申請された学籍番号で修得した成績に基づき、判定を行います）。

Ｑ．複数の級の認定はできますか？

Ａ．複数の級の認定を得ることができます。希望にあわせて、ぜひリテラシー級→初級→中級→上級とステップアップ

してください。

Ｑ．複数の級で指定科目となっている科目の単位を修得しました。この場合単位の扱いはどうなりますか？

Ａ．複数の級の修得単位として認定されます。

Ｑ．「中級」「上級」の認定においては、それぞれ「初級」「中級」の認定が前提条件となっておりますが、例えば「初級」

と「中級」を同じタイミングで認定することは可能でしょうか。

Ａ．可能です。

「初級」の認定を受けていなくても初級および中級の認定要件を満たしていれば、認定希望申請の際に「中級」を申

請することで中級として認定されます（初級の認定も希望する場合は初級と中級を申請）。

同様に「初級」「中級」の認定を受けていなくても初級・中級・上級の認定要件を満たしていれば、認定希望申請の

際に「上級」を申請することで上級として認定されます（初級・中級の認定も希望する場合は初級・中級・上級を申

請）。

Ｑ．３年生までに認定を受けた時には、すぐに証明書がもらえますか？

Ａ．認定希望申請を行った在学生の方は、認定後、「証明書」を発行することが可能です。

認定処理完了後、早稲田メールアドレス宛に通知メールをお送りしますので、必ずご確認ください。

Ｑ．データ科学認定制度の指定科目は、卒業単位数に算入されますか？

Ａ．所属学部・研究科に確認をしてください。

Ｑ．認定希望申請を行ったが、データ科学認定制度の各級の要件を満たせなかった場合、学部・研究科の卒業等に影響が

ありますか？

Ａ．学部・研究科の卒業等には一切影響ありません。

Ｑ．履修ガイドの指定科目を確認したところ、昨年度以前に単位を修得した科目の科目群（A・B・C・D群）が、今年か

ら変更になっていました。この場合の単位の取り扱いはどのようになるのでしょうか。

Ａ．指定科目の科目群については、単位を修得した年度に指定されていた科目群が適用されます。

Ｑ．データ科学認定制度については、どれから履修するのがよいでしょうか。

Ａ．A群→C群→D群の順に履修することを推奨しています。

B群は認定制度の対象外となりますが、興味や必要性に応じて履修してください。

【指定科目一覧確認時の注意事項】

指定科目の一覧にある学期・曜日・時限・集中講義の日程等は2021年２月時点の情報です。変更点が生じる可能性があ

りますので、科目登録前には必ずWebシラバスやGEC Webページ「履修ガイド正誤表」（https://www.waseda.

jp/inst/gec/）で最新の情報を確認するようにしてください。
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2021年度 全学オープン科目履修ガイド

―本冊子の構成―

第１章 全学オープン科目登録概要・注意事項
Ⅰ．全学オープン科目登録概要

Ⅱ．2021年度授業カレンダー

Ⅲ．全学オープン科目春学期登録スケジュール

Ⅳ．全学オープン科目秋学期登録スケジュール

Ⅴ．科目登録における手続き方法・注意事項

Ⅵ．聴講料・実験実習料納入について

Ⅶ．他大学提供科目について

第２章 各センター科目概要
Ⅰ．グローバルエデュケーションセンター科目概要・注意事項

Ⅱ．留学センター科目概要・注意事項

Ⅲ．The Center for International Education Courses/Precautions

１．科目登録の手引き

この冊子は、グローバルエデュケーションセンター・留学センター等が提供する全

学オープン科目を履修するうえで、必要不可欠な事項を網羅する履修ガイドです。

なお、この冊子は学部生を対象とした内容で構成されています。

はじめに

Ⅰ．グローバルエデュケーションセンター提供科目

Ⅱ．留学センター提供科目

Ⅲ．学部提供全学オープン科目

３．全学オープン科目一覧

Ⅰ．各センター授業について

２．授業について

第１章 全学副専攻を知る

第２章 全学副専攻 各副専攻 紹介

第３章 実践型教育プログラムを知る

第４章 実践型教育プログラム 各コース 紹介

第５章 データ科学認定制度

４．全学副専攻・実践型教育プログラム・データ科学認定制度

履修ガイド

※本冊子の情報は2021年２月時点の情報です。

最新のお知らせや変更点などは、「履修ガイド正誤表」等に掲載しますので、必ず以下のページから確認してください。

◆グローバルエデュケーションセンターWebページ（https://www.waseda.jp/inst/gec/）

◆留学センターWebページ（https://www.waseda.jp/inst/cie/）




